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はじめに

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィ
ギュレーションガイド』の「はじめに」には、次の項が含まれています。

• マニュアルの変更履歴, xv ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xv ページ

マニュアルの変更履歴
表 1：マニュアルの変更履歴に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示
します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初回リリース2012年 12月OL-28386-01-J

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

Cisco IOS XR リリース 4.3.x の新機能および
変更された機能の情報

次の表は、『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリン
グコンフィギュレーションガイド』の新機能および変更された機能の情報を要約し、その参照

先を示しています。

• 追加または変更されたシステムモニタリング機能, 1 ページ

追加または変更されたシステムモニタリング機能

参照先導入/変更されたリリース説明機能

アラームおよびアラームロ

グ相関の実装とモニタリン

グ

非同期 Syslog通信

非同期 Syslog通信を確認す
るために使用するコマンド

の情報については、

『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router
System Monitoring Command
Reference』の「Alarm
Management and Logging
Correlation Commands」の章
を参照してください。

リリース 4.3.0この機能が導入されました。非同期 Syslog通信
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第 2 章

アラームおよびアラームログ相関の実装と

モニタリング

このモジュールでは、アラームログ相関の設定と、アラームログおよび相関イベントレコード

のモニタリングに関連する概念とタスクについて説明します。アラームログ相関は、さまざま

なアプリケーションおよびシステムサーバで生成されたメッセージのグループ化機能とフィル

タリング機能、およびルータ上のルートメッセージの分離機能を含めるように、システムロギ

ングを拡張します。

このモジュールでは、ネットワーク上にロギング相関を実装し、アラームをモニタリングするた

めに必要な、新規および改訂されたタスクについて説明します。

Cisco IOS XRソフトウェアのシステムロギングの詳細、およびこのモジュールにリストされ
ているアラーム管理コマンド、ロギング相関コマンドの詳細については、このモジュールの関

連資料, （53ページ）のセクションを参照してください。設定タスクを実行する手順の中で
出現する可能性のあるその他のコマンドについて記載されたマニュアルを特定するには、

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Commands Master List』をオンラインで検索
してください。

（注）

アラームおよびアラームログ相関の実装とモニタリングの機能履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

SNMPアラーム相関機能が追加されました。リリース 3.8.0

• アラームおよびアラームログ相関の実装とモニタリングの前提条件, 4 ページ

• アラームおよびアラームログ相関の実装に関する情報, 4 ページ

• アラーム管理およびロギング相関の実装およびモニタ方法, 12 ページ
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• アラーム管理およびロギング相関の設定例, 49 ページ

• その他の関連資料, 53 ページ

アラームおよびアラームログ相関の実装とモニタリング

の前提条件
適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

アラームおよびアラームログ相関の実装に関する情報
アラームおよびアラーム相関を実装するには、次の概念を十分に理解している必要があります。

アラームロギングおよびデバッグイベント管理システム

CiscoIOSXRソフトウェアのアラームロギングおよびデバッグイベント管理システム（ALDEMS）
は、システムサーバおよびアプリケーションから転送されるアラームメッセージをモニタリング

し、格納するために使用されます。また、ALDEMSは、単一の根本原因のために転送されたア
ラームメッセージ同士を相関します。

ALDEMSは、Cisco IOS XRソフトウェアの基本的なロギング機能およびモニタリング機能を拡大
して、高度に分散化されたシステムに必要とされるレベルの、アラーム管理およびイベント管理

を実現します。

Cisco IOS XRソフトウェアは、システムのノード全体にロギングアプリケーションを分散するこ
とによって、この必要なレベルのアラーム管理およびイベント管理を実現します。
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図 1：ALDEMSコンポーネント通信, （5ページ）に、ALDEMSを構成するコンポーネント間の
関係を示します。

図 1：ALDEMS コンポーネント通信

コリレータ

コリレータは、ルータ上のノード全体に分散されたシステムロギング（syslog）ヘルパープロセ
スからメッセージを受け取り、syslogメッセージを syslogプロセスに転送します。ロギング相関
ルールが設定されている場合は、コリレータはルールで指定されているメッセージと一致するメッ

セージを検索して、そのメッセージをキャプチャします。コリレータは、一致を検出すると、

ルールに指定されているタイムアウト間隔に対応するタイマーを開始させます。コリレータは、

タイマーの期限が切れるまで、ルール内のメッセージとの一致を検索し続けます。根本原因メッ

セージを受信した場合は、相関が実行されます。受信しなかった場合は、キャプチャされたメッ

セージがすべて syslogに転送されます。相関が実行された場合、相関メッセージはロギング相関
バッファに保存されます。相関メッセージの各セットには、コリレータにより相関 IDがタグ付
けされます。
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ロギング相関の詳細については、ロギング相関, （6ページ）を参照してください。（注）

システムロギングプロセス

ルータはデフォルトで、システムロギングメッセージをシステムロギング（syslog）プロセスに
送信するように設定されています。 syslogメッセージは、システムのノード全体に分散されてい
る syslogヘルパープロセスによって収集されます。システムロギングプロセスは、ネットワー
クデバイス構成に応じて、システムロギングバッファ、コンソール、端末回線、syslogサーバな
どのさまざまな宛先へのロギングメッセージの配信を制御します。

アラームロガー

アラームロガーは、ルータに転送されるシステムロギングメッセージの最終宛先です。アラー

ムロガーには、ロギングイベントバッファ内のアラームメッセージが保存されます。ロギング

イベントバッファは循環バッファであるため、いっぱいになるとバッファ内の最も古いメッセー

ジが上書きされます。

アラームは、ロギングイベントバッファ内で優先順位付けされます。アラームレコードを上

書きする必要がある場合は、ロギングイベントバッファは、最初に非バイステートアラー

ム、次に CLEARステートのバイステートアラーム、最後に SETステートのバイステートア
ラームの順序でメッセージを上書きしていきます。バイステートアラームの詳細については、

バイステートアラーム, （9ページ）を参照してください。

（注）

SETステートのバイステートアラームにより発行されたメッセージでテーブルがいっぱいになる
と、（着信時刻ではなくメッセージのタイムスタンプ基準で）一番古いバイステートアラームが

その他のメッセージよりも先に上書きされます。したがって、メモリ消費量が要件内に収まるよ

うに、ロギングイベントバッファおよびロギング相関バッファのバッファサイズを調整する必

要があります。

テーブルフルアラームは、ロギングイベントバッファが一巡するたびに生成されます。しきい

値超過通知は、ロギングイベントバッファが容量のしきい値に到達するたびに生成されます。

ロギングイベントバッファに保存されたメッセージに対してクライアントからクエリーを実行し

て、特定の条件に一致するレコードを特定できます。アラームロギングメカニズムにより、各

アラームメッセージには連番で一意の IDが割り当てられます。

ロギング相関

ロギング相関を使用して、システムパフォーマンスに影響を及ぼすイベントの最上位ルートメッ

セージを分離できます。たとえば、カードの活性挿抜（OIR）を示す元のメッセージが分離され、
根本原因メッセージのみ表示され、同じイベントに関連するすべての後続メッセージが相関にな
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る場合があります。相関ルールが設定されている場合、セカンダリ（非根本原因）メッセージを

生成する共通ルートイベントを分離して syslogに送信することで、セカンダリメッセージを抑制
できます。オペレータは、ロギングコリレータバッファから相関メッセージをすべて取得して、

発生した相関イベントを表示できます。

相関ルール

相関ルールを設定して、システムアラームを生成する可能性のあるルートメッセージを分離でき

ます。相関ルールは、不要なメッセージの蓄積が原因となって起こる ALDEMSの不要なストレ
スを防止します。各相関ルールはメッセージ IDに依存し、メッセージカテゴリ、メッセージグ
ループ名、メッセージコードで構成されます。コリレータプロセスは、メッセージをスキャン

してメッセージの発生を検出します。

コリレータがルートメッセージを受信すると、コリレータはそのメッセージをロギングコリレー

タバッファに保存し、さらに RPの syslogプロセスに転送します。その後、syslogプロセスによ
り、そのルートメッセージはロギングイベントバッファ内のアラームロガーに転送され、保存

されます。また、ネットワークデバイスの構成に応じて、ルートメッセージが syslogプロセス
からコンソール、リモートターミナル、リモートサーバ、障害管理システム、および簡易ネット

ワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントなどの宛先に転送される場合もあります。同一の
条件に一致する後続のメッセージ（別に発生したルートメッセージを含む）は、ロギング相関

バッファに保存され、ルータの syslogプロセスに転送されます。

メッセージが複数の相関ルールに一致する場合、一致したルールすべてが適用され、そのメッセー

ジはロギングコリレータバッファ内の一致する相関キューすべての一部になります。

次のメッセージフィールドを使用して、ロギング相関ルールのメッセージが定義されます。

•メッセージカテゴリ

•メッセージグループ

•メッセージコード

いずれのメッセージフィールドでも、ワイルドカードを使用してより幅広いメッセージセットを

カバーできます。ロギング相関ルール設定で適切なメッセージセットを設定して、（目的に応じ

て）狭いスコープまたは広いスコープでの相関を実現します。

相関のタイプ

根本原因メッセージを分離するためにルールに設定する相関には、2つのタイプがあります。

非ステートフル相関：この相関は、発生後に固定されます。抑制された非根本原因アラームが

syslogプロセスに転送されることはありません。非根本原因アラームはすべて相関バッファにバッ
ファされた状態で残ります。

ステートフル相関：この相関は、バイステート根本原因アラームがクリアされると、相関発生後

に変更される場合があります。アラームがクリアされると、すべての相関された非根本原因ア

ラームは syslogに送信され、相関バッファからは削除されます。ステートフル相関は、疑われる
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根本原因がすでに存在しないにもかかわらず、存在し続けている非根本原因状態を検出する場合

に役立ちます。

ルールおよびルールセットの適用

相関ルールをルータ全体に適用した場合、メッセージのコンテキストまたはロケーション設定に

かかわらず、設定されたルールの原因値に一致するメッセージだけで相関が発生します。

相関ルールを特定のコンテキストまたはロケーションのセットに適用した場合、ルールで設定さ

れている原因値にするメッセージ、およびこれらのコンテキストまたはロケーションのいずれか

1つに一致するメッセージだけで相関が発生します。

ルールセットの適用の場合も動作は同じですが、指定されたルールセットの一部であるすべての

ルールの設定が適用されます。

show logging correlator ruleコマンドを使用すると、logging correlator apply rulesetコマンドで設
定した設定内容を含め、特定のルールの適用設定が表示されます。

ルートメッセージおよび相関メッセージ

相関ルールが設定され適用された場合、コリレータにより、ルールの指定に従ってメッセージの

一致が検索されます。一致が検出されると、コリレータはルールに指定されているタイムアウト

間隔に対応するタイマーを開始させます。一致を検出するメッセージ検索は、タイマーの期限が

切れるまで継続されます。相関は、根本原因メッセージを受信した後に発生します。

根本原因メッセージは、相関ルールに設定された最初のメッセージ（カテゴリ、グループ、およ

びコードの 3ビットバイトが設定されたもの）により定義されます。根本原因メッセージは、必
ず syslogプロセスに転送されます。根本原因メッセージの転送方法および保存方法については、
相関ルール, （7ページ）を参照してください。

アラーム重大度とフィルタリング

フィルタ設定を使用して、重大度に基づいて情報を表示できます。アラームフィルタ表示は、ア

ラーム、レコード数、現在のログサイズ、最大ログサイズのレポートに使用される重大度の設定

を示します。

アラームは、次の表に示されている重大度に応じてフィルタリングできます。

表 2：イベントロギングのアラーム重大度

システムの状態重大度

Emergencies0

Alerts1

Critical2
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システムの状態重大度

Errors3

Warnings4

Notifications5

Informational6

バイステートアラーム

バイステートアラームは、アクティブから非アクティブへのインターフェイスステートの変化、

カードの活性挿抜（OIR）、またはコンポーネントの温度の変化など、システムハードウェアに
関連するステート変更によって生成されます。デフォルトでは、バイステートアラームイベン

トはロギングイベントバッファにレポートされます。情報メッセージおよびデバッグメッセー

ジはレポートされません。

Cisco IOS XRソフトウェアには、アラームをリセットおよびクリアする機能があります。システ
ムのアラームをモニタリングする必要のあるクライアントは、モニタリング対象のアラームの状

態が変化したときに非同期通知を受信するためのアラームロギングメカニズムを登録できます。

バイステートアラーム通知により、次のことがわかります。

•アラームステート。SETステートまたは CLEARステートのいずれかです。

アラームの容量しきい値設定

容量しきい値設定は、アラームシステムがしきい値超過アラームのレポートを開始するタイミン

グを定義します。通常、警告アラームを生成する容量しきい値はバッファ容量の 80パーセント
に設定しますが、個別の設定では異なる設定が必要になる場合があります。

階層的な相関

階層的な相関は、次の条件が満たされた場合に有効になります。

• 1つのアラームが、あるルールの根本原因であり、かつ別のルールの非根本原因でもある場
合。

•アラームが生成され、結果として両方のルールに関連する正常な相関となった場合。

次に、2つの階層的な相関ルールの例を示します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
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CodeGroupCategoryRule 1

Code 1Group 1Cat 1Root Cause 1

Code 2Group 2Cat 2Non-root Cause 2

Rule 2

Code 2Group 2Cat 2Root Cause 2

Code 3Group 3Cat 3Non-root Cause 3

Cause 1、2、3に対して 3つのアラームが生成され、すべてのアラームがそれぞれの相関タイムア
ウト期間内に着信した場合、階層的な相関は次のように出現します。

Cause 1 -> Cause 2 -> Cause 3

相関バッファには、2つ（Cause 1と Cause 2に対して 1個、Cause 2と Cause 3に対して 1個）の
異なる相関が示されます。ただし、階層的な関係は暗黙的に定義されます。

アラームの再配置および再発行などのステートフル動作は、ステートフルとして定義されてい

るルールの場合（つまり、相関が変化する可能性がある場合）にサポートされます。

（注）

コンテキスト相関フラグ

コンテキスト相関フラグを使用すると、「コンテキストごと」に相関が行われるかどうかを設定

できます。

このフラグを使用すると、ルールが 1つ以上のコンテキストに適用される場合のみ、動作が変化
するようになります。このフラグは、ルータ全体またはロケーションノード全体に対して適用さ

れている場合は、有効になりません。

次に、コンテキスト相関動作のシナリオを示します。

• Rule 1には、根本原因 Aが含まれ、非根本原因が関連付けられている。

• Rule 1にはコンテキスト相関フラグは設定されていない。

• Rule 1はコンテキスト 1および 2に適用されている。

Rule 1にコンテキスト相関フラグが設定されていない場合、コンテキスト 1からアラーム Aが生
成され、コンテキスト 2からアラーム Bが生成されるシナリオでは、コンテキストのタイプにか
かわらず、ルールが両方のコンテキストに適用されます。

Rule 1にコンテキスト相関フラグが設定され、同じアラームが生成された場合、これらのアラー
ムは、異なるコンテキストからのものであるとして、相関されません。
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フラグが設定されていると、アラームが同じコンテキストから送信された場合に限り、コリレー

タはアラームをルールに照らして分析します。つまり、アラームAがコンテキスト 1から生成さ
れ、アラーム Bがコンテキスト 2から生成された場合、相関は行われません。

時間タイムアウトフラグ

根本原因タイムアウト（指定されている場合）は、特定のルールの根本原因アラームが着信する

前に、非根本原因アラームが着信した状況の場合に使用する代替ルールタイムアウトです。通

常、このタイムアウトは、根本原因アラームが着信する可能性が低く、そのため非根本原因アラー

ムの保持がすぐに解除されることを想定して、より短いタイムアウトを設定する状況で使用され

ます。

再配置フラグ

再配置フラグは、非根本原因アラームの直接の根本原因がクリアされた場合に、階層的な相関に

おいてその非根本原因アラームがどのように処理されるかを指定します。

次に、コンテキスト相関動作の例を示します。

• Rule 1には、根本原因 Aが含まれ、非根本原因 Bが関連付けられている

• Rule 1にはコンテキスト相関フラグは設定されていない

• Rule 1はコンテキスト 1および 2に適用されている

このシナリオでは、コンテキスト 1から生成されたアラーム Aとコンテキスト 2から生成された
アラーム Bが送信された場合、コンテキストにかかわらず相関が行われます。

Rule 1にコンテキスト相関フラグが設定され、同じアラームが生成された場合、これらのアラー
ムは、異なるコンテキストからのものであるため、相関されません。

非バイステート再発行フラグ

非バイステート再発行フラグは、非バイステートアラーム（イベント）の親バイステート根本原

因アラームがクリアされた場合に、その非バイステートアラーム（イベント）がコリレータログ

から転送されるかどうかを制御します。この状況では、アクティブなバイステート非根本原因

は、条件がまだ存在するため、必ず転送されます。

非バイステート再発行フラグを使用すると、非バイステートアラームを転送するかどうかを制御

できるようになります。

内部ルール

内部ルールは Cisco IOS XRソフトウェアで定義され、Cisco IOS XRソフトウェアのプロトコルお
よびプロセスによって使用されます。これらのルールはお客様が設定することはできませんが、

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
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show logging correlator ruleコマンドを使用して表示できます。すべての内部ルール名には、
[INTERNAL]というプレフィックスが付きます。

SNMP アラーム相関
Cisco IOS XRマルチシャーシシステムなどの大規模システムでは、定期的な間隔で出力される多
数の SNMPトラップに遭遇する状況になる可能性があります。これらのトラップは、Cisco IOS
XRによるトラップの処理時間を延長させます。

また、追加のトラップはトラブルシューティングを遅くし、モニタリングシステムおよびオペ

レータの作業負荷を増大します。そのため、この機能によりこれらの問題が解決されます。

SNMPアラーム相関機能の目的は、次のとおりです。

•既存の syslogコリレータからの、相関機能の包括的な抽出

•その他のコンポーネントで機能を再使用に適した、DLLおよび APIの作成

• SNMPトラップ相関を可能にするために、SNMPエージェントと DLLを統合

アラーム管理およびロギング相関の実装およびモニタ方

法
ここでは、次のタスクについて説明します。

ロギング相関ルールの設定

このタスクでは、ロギング相関ルールの設定方法について説明します。

ロギング相関ルールを設定する目的は、ロギング相関用の根本原因アラームメッセージおよび非

根本原因アラームメッセージを（メッセージカテゴリ、グループ、およびコードの組み合わせ

で）定義することです。発信元の根本原因アラームメッセージは syslogプロセスに転送され、後
続のすべての（非根本原因）アラームメッセージはロギング相関バッファに送信されます。

相関ルールの設定用に使用できるメッセージ内のフィールドは、次のとおりです。

•メッセージカテゴリ（例：PKT_INFRA、MGBL、OS）

•メッセージグループ（例：LINK、LINEPROTO、OIR）

•メッセージコード（例：UPDOWN、GO_ACTIVE）。

アクティブなルートプロセッサ上で実行されているロギング相関ルールメカニズムにより、相関

ルールの指定に一致するメッセージのキューイングが開始され、相関ルールのタイムアウト間隔

で指定された時間だけ継続されます。
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タイムアウト間隔は、コリレータが特定のルールで指定されたアラームメッセージをキャプチャ

したときに開始されます。

手順の概要

1. configure
2. logging correlator rule correlation-rule { type { stateful | nonstateful }}
3. timeout [ milliseconds ]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show logging correlator rule {all | correlation-rule1 ... correlation-rule14 } [ context context1 ... context
6 ] [ location node-id1...node-id6 ] [ rulesource { internal | user }] [ ruletype { nonstateful | stateful
}] [ summary | detail ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ロギング相関ルールを設定します。logging correlator rule correlation-rule { type {
stateful | nonstateful }}

ステップ 2   

•根本原因アラームがバイステートの場合、ステートフ
ル相関が明確に変わる場合があります。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging
correlator rule rule_stateful

•非ステート相関は変わりません。非根本原因アラーム
はすべて相関バッファに残ります。

ロギングコリレータルールメッセージの収集期間を指定

します。

timeout [ milliseconds ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#
timeout 60000

ステップ 3   

•タイムアウトは、相関ルールで特定されたアラーム
メッセージが最初にログに記録されたときに開始され

ます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレー

ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

（任意）定義済みの相関ルールを表示します。show logging correlator rule {all |
correlation-rule1 ... correlation-rule14 } [ context

ステップ 5   

•出力には、メッセージカテゴリ、グループ、および
コードの情報を含めて、各ルール名の設定が表示され

ます。

context1 ... context 6 ] [ location node-id1...node-id6
] [ rulesource { internal | user }] [ ruletype {
nonstateful | stateful }] [ summary | detail ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
correlator rule all

ロギング相関ルールセットの設定

このタスクでは、ロギング相関ルールセットの設定方法について説明します。
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手順の概要

1. configure
2. logging correlator ruleset ruleset
3. rulename rulename
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show logging correlator ruleset { all | correlation-ruleset1...correlation-ruleset14 } [ detail | summary
]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ロギング相関ルールセットを設定します。logging correlator ruleset ruleset

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging
correlator ruleset ruleset1

ステップ 2   

ルール名を設定します。rulename rulename

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-ruleset)#
rulename stateful_rule

ステップ 3   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに
保存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

（任意）定義された相関ルールセットを表示します。show logging correlator ruleset { all |
correlation-ruleset1...correlation-ruleset14 } [
detail | summary ]

ステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
correlator ruleset all

根本原因アラームおよび非根本原因アラームの設定

根本原因を 1つ以上の非根本原因アラームに相関させ、それらをルールとして設定するには、相
関ルールに対して指定されている rootcauseおよび nonrootcauseコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure
2. logging correlator rule correlation-rule { type { stateful | nonstateful }}
3. rootcause { msg-category group-name msg-code }
4. nonrootcause
5. alarm msg-category group-name msg-code
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

7. show logging correlator rule { all | correlation-rule1...correlation-rule14 } [ context context1...context
6 ] [ location node-id1...node-id6 ] [ rulesource { internal | user }] [ ruletype { nonstateful | stateful
}] [ summary | detail ]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ロギング相関ルールを設定し、ステートフルまたは

非ステートフルルールタイプのサブモードを開始し

ます。

logging correlator rule correlation-rule { type { stateful
| nonstateful }}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator
rule rule_stateful

ステップ 2   

•根本原因アラームがバイステートの場合、ス
テートフル相関が明確に変わる場合がありま

す。

•非ステート相関は変わりません。非根本原因ア
ラームはすべて相関バッファに残ります。

根本原因アラームメッセージを設定します。rootcause { msg-category group-name msg-code }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#
rootcause CAT_BI_1 GROUP_BI_1 CODE_BI_1

ステップ 3   

•この例では、ステートフルコンフィギュレー
ションモードで根本原因アラームを指定してい

ます

非根本原因コンフィギュレーションモードを開始し

ます

nonrootcause

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#
nonrootcause

ステップ 4   

非根本原因アラームメッセージを指定します。alarm msg-category group-name msg-code

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st-nonrc)#
alarm CAT_BI_2 GROUP_BI_2 CODE_BI_2

ステップ 5   

•このコマンドは、次のようにnonrootcauseコマ
ンドと一緒に発行できます

nonrootcause alarm msg-category group-name
msg-code

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットす
るように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コン

フィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータがEXEC
モードに戻ります。変更はコミットされま

せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コ

ンフィギュレーションセッションは終了

せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用し
ます。

（任意）定義されているコリレータルールを表示し

ます。

show logging correlator rule { all |
correlation-rule1...correlation-rule14 } [ context
context1...context 6 ] [ location node-id1...node-id6 ] [

ステップ 7   

rulesource { internal | user }] [ ruletype { nonstateful |
stateful }] [ summary | detail ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
rule all

階層的な相関ルールフラグの設定

階層的な相関は、1つのアラームがあるルールの根本原因であり、かつ別のルールの非根本原因
でもある場合、およびアラームが生成され、結果として両方のルールに関連する正常な相関となっ

た場合に発生します。非根本原因アラームに起こったことが、相関根本原因アラームの動作を決

定します。

これらの階層に関連するステートフル動作を制御する必要があるケース、および非バイステート

アラームの再配置および再発行などのフラグを実装する必要があるケースがあります。このタス

クでは、これらのフラグの実装方法について説明します。

これらのフラグに関する詳細については、再配置フラグ, （11ページ）および非バイステート再
発行フラグ, （11ページ）を参照してください。
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手順の概要

1. configure
2. logging correlator rule correlation-rule { type { stateful | nonstateful }}
3. reissue-nonbistate
4. reparent
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. show logging correlator rule { all | correlation-rule1...correlation-rule14 } [ context context1...context
6 ] [ location node-id1...node-id6 ] [ rulesource { internal | user }] [ ruletype { nonstateful | stateful
}] [ summary | detail ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ロギング相関ルールを設定します。logging correlator rule correlation-rule { type {
stateful | nonstateful }}

ステップ 2   

•根本原因アラームがバイステートの場合、ステート
フル相関が明確に変わる場合があります。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging •非ステートフル相関は変わりません。非根本原因ア
ラームはすべて相関バッファに残ります。correlator rule rule_stateful type

nonstateful

根本原因アラームがクリアされた後で、コリレータログ

から非バイステートアラームメッセージ（イベント）を

発行します。

reissue-nonbistate

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#
reissue-nonbistate

ステップ 3   

親となる根本原因がクリアされた後の、非根本原因アラー

ムの動作を指定します。

reparent

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#
reparent

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに
保存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

（任意）定義されているコリレータルールを表示します。show logging correlator rule { all |
correlation-rule1...correlation-rule14 } [ context

ステップ 6   

context1...context 6 ] [ location node-id1...node-id6
] [ rulesource { internal | user }] [ ruletype {
nonstateful | stateful }] [ summary | detail ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
correlator rule all

次の作業

定義されている相関ルールおよびルールセットをアクティブにするには、loggingcorrelatorapply
ruleコマンドおよび logging correlator apply rulesetコマンドを使用して、ルールおよびルールセッ
トを適用する必要があります。

ロギング相関ルールの適用

このタスクでは、ロギング相関ルールの適用方法について説明します。
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相関ルールを適用すると、そのルールがアクティブになり、スコープが与えられます。 1つの相
関ルールを、ルータ上の複数のスコープに適用できます。つまり、1つのルールをルータ全体、
または複数のロケーション、または複数のコンテキストに適用することが可能です。

ルールが適用される場合、またはこのルールを含むルールセットが適用される場合は、その

ルールまたはルールセットの適用が解除されるまで、設定によってルール定義を変更できま

せん。

（注）

適用設定は、ルールおよびそのルールを含むルールセットの両方について、同時に設定でき

ます。この場合、ルールに対する適用設定は、すべての適用設定が結合されたものになりま

す。

（注）

手順の概要

1. configure
2. logging correlator apply rule correlation-rule
3. 次のいずれかを実行します。

• all-of-router

• location node-id

• context name

4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show logging correlator rule { all | correlation-rule1...correlation-rule14 } [ context context1...context
6 ] [ location node-id1...node-id6 ] [ rulesource { internal | user }] [ ruletype { nonstateful | stateful
}] [ summary | detail ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

相関ルールを適用およびアクティブにし、相関適用ルー

ルのコンフィギュレーションモードを開始します。

logging correlator apply rule correlation-rule

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging
correlator apply-rule rule1

ステップ 2   

次のいずれかを実行します。ステップ 3   •ロギング相関ルールをルータ上のすべてのノード
に適用します。• all-of-router

•ロギング相関ルールをルータ上の特定のノードに
適用します。

• location node-id

• context name
◦ノードの場所は、rack/slot/moduleの形式で指
定されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#
all-of-router

•ロギング相関ルールを特定のコンテキストに適用
します。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#
location 0/2/CPU0

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#
logging correlator apply-rule rule2 context
POS_0_0_0_0

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

（任意）定義されているコリレータルールを表示しま

す。

show logging correlator rule { all |
correlation-rule1...correlation-rule14 } [ context
context1...context 6 ] [ location node-id1...node-id6 ] [

ステップ 5   

rulesource { internal | user }] [ ruletype { nonstateful
| stateful }] [ summary | detail ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
rule all

ロギング相関ルールセットの適用

このタスクでは、ロギング相関ルールセットの適用方法について説明します。

相関ルールセットを適用すると、そのルールがアクティブになり、スコープが与えられます。 1
つのルールセット設定が適用されると、設定はただちにそのルールセットの一部であるルールに

影響します。

以前に（単独または別のルールセットの一部として）適用したルールの定義は、そのルール

またはルールセットの適用を解除するまで、変更できません。コマンドのno形式を使用して
ルールの使用を無効にしてから、ルールセットの再適用を試行してください。

（注）
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手順の概要

1. configure
2. logging correlator apply ruleset correlation-rule
3. 次のいずれかを実行します。

• all-of-router

• location node-id

• context name

4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show logging correlator ruleset { all | correlation-ruleset1 ... correlation-ruleset14 } [ detail | summary
]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ルールセットを適用およびアクティブにし、相関適用ルー

ルセットのコンフィギュレーションモードを開始します。

logging correlator apply ruleset correlation-rule

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging
correlator apply ruleset ruleset2

ステップ 2   

次のいずれかを実行します。ステップ 3   •ロギング相関ルールセットをルータ上のすべてのノー
ドに適用します。• all-of-router

•ロギング相関ルールセットをルータ上の特定のノー
ドに適用します。

• location node-id

• context name
◦ノードの場所は、rack/slot/moduleの形式で指定
されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-ruleset)#
all-of-router

•ロギング相関ルールセットを特定のコンテキストに
適用します。
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目的コマンドまたはアクション

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-ruleset)#
location 0/2/CPU0

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-ruleset)#
context

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに
保存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

（任意）定義されているコリレータルールを表示します。show logging correlator ruleset { all |
correlation-ruleset1 ... correlation-ruleset14 } [
detail | summary ]

ステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
correlator ruleset all
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ロギングイベントバッファ設定の変更

ロギングイベントバッファの設定は、ネットワークのパフォーマンスに影響するユーザアクティ

ビティ、ネットワークイベント、システム設定イベントの変更、またはネットワークモニタリン

グ要件の変更に対応して調整できます。適切な設定は、システムの設定および要件に応じて異な

ります。

このタスクには次の手順が含まれます。

•ロギングイベントバッファサイズの変更

•アラーム生成しきい値の設定

•アラームフィルタ（重大度）の設定

アラームレポート用の重大度を下げる、または容量警告アラーム生成のしきい値を下げるよ

うなアラーム設定の変更は、システムのパフォーマンスを低下させるおそれがあります。

注意

ロギングイベントバッファサイズを変更すると、SETステートのバイステートアラームを除
く、すべてのイベントレコードのバッファがクリアされます。

注意

手順の概要

1. show logging events info
2. configure
3. logging events buffer-size bytes
4. logging events threshold percent
5. logging events level severity
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

7. show logging events info
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギングイベントバッファのサイズ（バイト単位）、アラー

ムイベントレコードに占められているバッファのパーセンテージ、ア

show logging events info

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show
logging events info

ステップ 1   

ラームをレポートする容量しきい値、バッファ内のレコードの総数、

および重大度フィルタ（設定されている場合）を表示します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステップ 2   

アラームレコードバッファのサイズを指定します。logging events buffer-size bytes

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 3   

•この例では、バッファサイズは50000バイトに設定されています。

logging events buffer-size
50000

到達するとアラームロガーによりしきい値超過アラームが生成される、

ロギングイベントバッファのパーセンテージを指定します。

logging events threshold percent

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging events threshold 85

ステップ 4   

•この例では、イベントバッファが容量の85パーセントに到達する
と、アラームロガーによりしきい値超過通知が生成されます。

表示されるロギングイベントを決定する重大度を設定します。（重大

度のリストについては、アラーム重大度とフィルタリング, （8ペー
logging events level severity

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 5   

ジ）の表 2：イベントロギングのアラーム重大度 , （8ページ）を参
照してください）。

logging events level warnings
•キーワードオプションは、emergencies、alerts、critical、errors、
warnings、notifications、および informationalです。

•この例では、重大度が警告（レベル4）以上のメッセージがアラー
ムログに書き込まれます。重大度がこれよりも低いメッセージ

（通知および情報メッセージ）は、記録されません。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステップ 6   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに
変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了

して、ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了
して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミットさ
れません。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッションは

終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマンド
を使用します。

（任意）ロギングイベントバッファのサイズ（バイト単位）、アラー

ムイベントレコードに占められているバッファのパーセンテージ、ア

show logging events info

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show
logging events info

ステップ 7   

ラームをレポートする容量しきい値、バッファ内のレコードの総数、

および重大度フィルタ（設定されている場合）を表示します。

•このコマンドは、すべての設定が変更され、システムがその変更
を受け付けたことを確認するために使用します。

ロギングコリレータバッファ設定の変更

このタスクでは、ロギングコリレータバッファの変更方法について説明します。

ロギングコリレータバッファのサイズは、予想される着信相関メッセージを収容できるように調

整できます。相関 IDを指定してバッファからレコードを削除したり、バッファにあるレコード
をすべてクリアしたりできます。
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手順の概要

1. configure
2. logging correlator buffer-size bytes
3. exit
4. show logging correlator info
5. clear logging correlator delete correlation-id
6. clear logging correlator delete all-in-buffer
7. show logging correlator buffer { all-in-buffer [ ruletype [ nonstateful | stateful ]] | [ rulesource [

internal | user ]] | rule-name correlation-rule1...correlation-rule14 | correlationID
correlation-id1..correlation-id14 }

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

ロギングコリレータバッファのサイズを指定します。logging correlator buffer-size bytes

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging
correlator buffer-size 100000

ステップ 2   

•この例では、ロギングコリレータバッファのサイ
ズは 100,000バイトに設定されています。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

て、ルータを EXECモードに戻します。
exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# exit

ステップ 3   

（任意）ロギングコリレータバッファのサイズについ

ての情報、および相関メッセージに占められたバッファ

のパーセンテージについての情報を表示します

show logging correlator info

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
correlator info

ステップ 4   

（任意）ロギングコリレータバッファから特定の相関

イベントレコード（1つまたは複数）を削除します。
clear logging correlator delete correlation-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
correlator delete 48 49 50

ステップ 5   

•相関 IDの範囲を指定して削除することもできます
（スペース区切りで最大 32個の相関 IDを指定可
能）。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギングコリレータバッファからすべての相

関イベントメッセージをクリアします。

clear logging correlator delete all-in-buffer

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
correlator delete all-in-buffer

ステップ 6   

（任意）相関イベントレコードの内容を表示します。show logging correlator buffer { all-in-buffer [
ruletype [ nonstateful | stateful ]] | [ rulesource

ステップ 7   

•このステップは、相関イベントログから特定の相
関 IDが削除されたことを確認する場合に使用しま
す。

[ internal | user ]] | rule-name
correlation-rule1...correlation-rule14 |
correlationID correlation-id1..correlation-id14 }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
correlator buffer all-in-buffer

重大度および重大度範囲によるアラームの表示

このタスクでは、アラームを重大度ごとおよび重大度範囲ごとに表示する方法について説明しま

す。

アラームは、重大度または重大度の範囲に基づいて表示できます。重大度および該当するシステ

ム状態のリストについては、アラーム重大度とフィルタリング, （8ページ）の表 2：イベント
ロギングのアラーム重大度 , （8ページ）を参照してください。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer severity-lo-limit severity
2. show logging events buffer severity-hi-limit severity
3. show logging events buffer severity-hi-limit severity severity-lo-limit severity
4. show logging events buffer severity-hi-limit severity severity-lo-limit severity timestamp-lo-limit hh

: mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）重大度が指定した数値以下のロギングイベントを表示

します。

show logging events buffer severity-lo-limit
severity

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging

ステップ 1   

•この例では、重大度が通知（重大度 5）以下のアラームが
表示されます。情報（重大度 6）のメッセージは省略され
ます。events buffer severity-lo-limit

notifications

重大度に割り当てられた数値ではなく、重大度の

descriptionを指定するには、severity-lo-limitキーワー
ドおよび severity引数を使用します。

（注）

（任意）重大度が指定した数値以上のロギングイベントを表示

します。

show logging events buffer severity-hi-limit
severity

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging

ステップ 2   

•この例では、重大度が重要（重大度 2）以上のアラームが
表示されます。重大度がアラート（重大度 1）および緊急
（重大度 0）のものは省略されます。events buffer severity-hi-limit

critical

重大度に割り当てられた数値ではなく、重大度の

descriptionを指定するには、severity-hi-limitキーワー
ドおよび severity引数を使用します。

（注）

（任意）重大度範囲内のロギングイベントを表示します。show logging events buffer severity-hi-limit
severity severity-lo-limit severity

ステップ 3   

•この例では、重大度が重要（重大度2）およびアラート（重
大度 1）のアラームが表示されます。その他のイベント重
大度はすべて省略されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
events buffer severity-hi-limit alerts
severity-lo-limit critical

（任意）指定されたタイムスタンプ以降に発生した、重大度範

囲内のロギングイベントが表示されます。month、day、および
show logging events buffer severity-hi-limit
severity severity-lo-limit severity
timestamp-lo-limit hh : mm : ss [ month ] [
day ] [ year ]

ステップ 4   

yearの各引数を指定していない場合は、デフォルトで現在の月、
日、および年になります。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging

•この例では、2004年 5月 7日 22:00:00以降に発生した重大
度が警告（重大度 4）、エラー（重大度 3）、および重要
（重大度 2）のアラームが表示されます。タイムスタンプevents buffer severity-lo-limit

warnings severity-hi-limit critical
timestamp-lo-limit 22:00:00 may 07 04 よりも前に発生したその他のメッセージはすべて省略され

ます。
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タイムスタンプ範囲に応じたアラームの表示

タイムスタンプ範囲に応じてアラームを表示できます。特定の始点および終点を指定すること

は、特定の既知のシステムイベントの間に発生したアラームの分離に役立ちます。

このタスクでは、タイムスタンプ範囲に応じて、アラームを表示する方法について説明します。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer timestamp-lo-limit hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]
2. show logging events buffer timestamp-hi-limit hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]
3. show logging events buffer timestamp-hi-limit hh :mm : ss [month ] [ day ] [ year ] timestamp-lo-limit

hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）指定した日時以降のタイムスタンプ付きのロギン

グイベントを表示します。

show logging events buffer timestamp-lo-limit
hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events

ステップ 1   

• month、day、および yearの各引数を指定していない場
合は、デフォルトで現在の月、日、および年になりま

す。buffer timestamp-lo-limit 21:28:00 april
18 04

•この出力例では、2004年 4月 18日 21:28:00以降にロギ
ングされたイベントが表示されます。

（任意）指定した日時よりも前のタイムスタンプ付きのロ

ギングイベントを表示します。

show logging events buffer timestamp-hi-limit
hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events

ステップ 2   

• month、day、および yearの各引数を指定していない場
合は、デフォルトで現在の月、日、および年になりま

す。buffer timestamp-hi-limit 21:28:03 april
18 04

•この出力例では、2004年 4月 18日 21:28:03よりも前に
ロギングされたイベントが表示されます。

（任意）指定した日時の範囲のタイムスタンプ付きのロギ

ングイベントを表示します。

show logging events buffer timestamp-hi-limit
hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]
timestamp-lo-limit hh : mm : ss [ month ] [ day
] [ year ]

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

• month、day、および yearの各引数を指定していない場
合は、デフォルトで現在の月、日、および年になりま

す。
例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer timestamp-hi-limit 21:28:00 april •この出力例では、2003年 4月 18日 21:16:00から 2004

年 4月 18日 21:28:00の間にロギングされたイベントが
表示されます。

18 04 timestamp-lo-limit 21:16:00 april
18 03

メッセージグループおよびメッセージコードに応じたアラームの表

示

このタスクでは、ロギングイベントバッファ内のアラームを、メッセージコードおよびメッセー

ジグループに応じて表示する方法について説明します。

メッセージグループおよびメッセージコードごとにアラームを表示することは、関連するイベン

トの分離に役立ちます。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer group message-group
2. show logging events buffer message message-code
3. show logging events buffer group message-group message message-code

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）指定したメッセージグループに一致するロギング

イベントを表示します。

show logging events buffer group
message-group

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer group SONET

ステップ 1   

•この例では、メッセージグループSONETを含むすべ
てのイベントが表示されます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定したメッセージコードに一致するロギング

イベントを表示します。

show logging events buffer message
message-code

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer message ALARM

ステップ 2   

•この例では、メッセージコード ALARMを含むすべ
てのイベントが表示されます。

（任意）指定したメッセージグループおよびメッセージ

コードに一致するロギングイベントを表示します。

show logging events buffer group
message-group message message-code

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer group SONET message ALARM

ステップ 3   

•この例では、メッセージグループSONETおよびメッ
セージコード ALARMを含むすべてのイベントが表
示されます。

最初と最後の範囲に応じたアラームの表示

このタスクでは、ロギングイベントバッファ内の最初と最後のアラームの範囲に応じてアラーム

を表示する方法について説明します。

ロギングイベントバッファ内の最初または最後を始点とした任意の範囲のアラームを表示できま

す。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer first event-count
2. show logging events buffer last event-count
3. show logging events buffer first event-count last event-count
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギングイベントバッファ内の最初のイベントから順

にロギングイベントを表示します。

show logging events buffer first
event-count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
events buffer first 15

ステップ 1   

• event-count引数には、表示するイベントの数を指定します。

•この例では、ロギングイベントバッファの最初の 15個の
イベントが表示されます。

（任意）ロギングイベントバッファ内の最後のイベントから順

にロギングイベントを表示します。

show logging events buffer last event-count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
events buffer last 20

ステップ 2   

• event-count引数には、表示するイベントの数を指定します。

•この例では、ロギングイベントバッファの最後の 20個の
イベントが表示されます。

（任意）ロギングイベントバッファの最初と最後のイベントを

表示します。

show logging events buffer first
event-count last event-count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging
events buffer first 20 last 20

ステップ 3   

• event-count引数には、表示するイベントの数を指定します。

•この例では、ロギングイベントバッファの最初の 20個の
イベントと最後の20個のイベントの両方が表示されます。

ロケーションによるアラームの表示

このタスクでは、ロケーションごとにアラームを表示する方法について説明します。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer location node-id
2. show logging events buffer location node-id event-hi-limit event-id event-lo-limit event-id
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）発生イベント IDの範囲を特定のノードに限
定します。

show logging events buffer location node-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer 0/2/CPU0

ステップ 1   

•ノードの場所は、rack/slot/moduleの形式で指定さ
れます。

（任意）発生イベント IDの範囲を特定のノードに限
定し、表示するイベント IDの上限および下限を指定
することで、範囲を絞り込みます。

show logging events buffer location node-id
event-hi-limit event-id event-lo-limit event-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events

ステップ 2   

•ノードの場所は、rack/slot/moduleの形式で指定さ
れます。buffer location 0/2/CPU0 event-hi-limit 100

event-lo-limit 1

イベントレコード ID によるアラームの表示
このタスクでは、イベントレコード IDごとにアラームを表示する方法について説明します。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer all-in-buffer
2. show logging events buffer event-hi-limit event-id event-lo-limit event-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギングイベントバッファ内のすべての

メッセージを表示します。

show logging events buffer all-in-buffer

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer all-in-buffer

ステップ 1   

アラームの重大度の設定によっては、このコ

マンドで大量の出力が作成される場合があり

ます。

注意
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目的コマンドまたはアクション

（任意）表示するイベント IDの上限および下限を指
定することで、範囲を絞り込みます。

show logging events buffer event-hi-limit event-id
event-lo-limit event-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer event-hi-limit 100 event-lo-limit 1

ステップ 2   

ロギング相関バッファのサイズ、メッセージ、ルールの表示

このタスクでは、ロギング相関バッファのサイズ、ロギング相関バッファ内のメッセージ、およ

び相関ルールの表示方法について説明します。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging correlator info
2. show logging correlator buffer all-in-buffer
3. show logging correlator buffer correlationID correlation-id
4. show logging correlator buffer rule-name correlation-rule
5. show logging correlator rule all
6. show logging correlator rule correlation-rule
7. show logging correlator ruleset all
8. show logging correlator ruleset ruleset-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギング相関バッファのサイズ（バイ

ト単位）および相関メッセージが占めている

パーセンテージを表示します。

show logging correlator info

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
info

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギング相関バッファ内のすべての

メッセージを表示します。

show logging correlator buffer all-in-buffer

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
buffer all-in-buffer

ステップ 2   

（任意）相関バッファ内の特定の相関 IDに一
致する特定のメッセージを表示します。

show logging correlator buffer correlationID
correlation-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
buffer correlationID 37

ステップ 3   

（任意）相関バッファ内の特定のルールに一致

する特定のメッセージを表示します。

show logging correlator buffer rule-name
correlation-rule

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
buffer rule-name rule7

ステップ 4   

（任意）定義された相関ルールをすべて表示し

ます。

show logging correlator rule all

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
rule all

ステップ 5   

（任意）指定された相関ルールを表示します。show logging correlator rule correlation-rule

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
rule rule7

ステップ 6   

（任意）定義された相関ルールセットをすべ

て表示します。

show logging correlator ruleset all

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
ruleset all

ステップ 7   

（任意）指定された相関ルールセットを表示

します。

show logging correlator ruleset ruleset-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator
ruleset ruleset_static

ステップ 8   
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アラームイベントレコードのクリアおよびバイステートアラームの

リセット

このタスクでは、アラームイベントレコードおよびバイステートアラームのクリア方法につい

て説明します。

不要なメッセージおよび古くなったメッセージをクリアして、イベントロギングバッファのサイ

ズを小さくすることで検索を容易にし、より移動しやすくします。

ロギングイベントバッファ内のイベントのクリアに使用できるフィルタリング機能（clear logging
events deleteコマンドを使用）は、ロギングイベントバッファ内のイベントの表示にも使用でき
ます（show logging events bufferコマンドを使用）。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show logging events buffer all-in-buffer
2. clear logging events delete timestamp-lo-limit hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]
3. clear logging events delete event-hi-limit severity event-lo-limit severity
4. clear logging events delete location node-id
5. clear logging events delete first event-count
6. clear logging events delete last event-count
7. clear logging events delete message message-code
8. clear logging events delete group message-group
9. clear logging events reset all-in-buffer
10. show logging events buffer all-in-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギングイベントバッファ内のすべてのメッセー

ジを表示します。

show logging events buffer all-in-buffer

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer all-in-buffer

ステップ 1   

（任意）ロギングイベントバッファから、指定した日時

よりも前に発生したロギングイベントを削除します。

clear logging events delete timestamp-lo-limit
hh : mm : ss [ month ] [ day ] [ year ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

• month、day、および yearの各引数を指定していない
場合は、デフォルトで現在の月、日、および年にな

ります。

events delete timestamp-lo-limit 20:00:00
april 01 2004

•この例では、2004年 4月 1日よりも前に発生したす
べてのイベントが削除されます。

（任意）アラームメッセージのロギング用の重大度範囲

内のロギングイベントを削除します。

clear logging events delete event-hi-limit
severity event-lo-limit severity

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging

ステップ 3   

•この例では、重大度が警告、通知、情報のイベント
がすべて削除されます。

events delete event-hi-limit warnings
event-lo-limit informational

（任意）ロギングイベントバッファから、特定のノード

上で発生したロギングイベントを削除します。

clear logging events delete location node-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
events delete location 0/2/CPU0

ステップ 4   

•ノードの場所は、rack/slot/moduleの形式で指定され
ます。

（任意）ロギングイベントバッファ内の最初のイベント

から順にロギングイベントを削除します。

clear logging events delete first event-count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
events delete first 10

ステップ 5   

•この例では、ロギングイベントバッファの最初の10
個のイベントがクリアされます。

（任意）ロギングイベントバッファ内の最後のイベント

から順にロギングイベントを削除します。

clear logging events delete last event-count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
events delete last 20

ステップ 6   

•この例では、ロギングイベントバッファの最後の20
個のイベントがクリアされます。

（任意）指定したメッセージコードを含むロギングイベ

ントを削除します。

clear logging events delete message
message-code

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
events delete message sys

ステップ 7   

•この例では、メッセージコードSYSが含まれるすべ
てのイベントがロギングイベントバッファから削除

されます。

（任意）指定したメッセージグループを含むロギングイ

ベントを削除します。

clear logging events delete group
message-group

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
events delete group config_i

ステップ 8   

•この例では、メッセージグループ CONFIG_Iが含ま
れるすべてのイベントがロギングイベントバッファ

から削除されます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ロギングイベントバッファから、SETステート
のバイステートアラームがすべて削除されます。

clear logging events reset all-in-buffer

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging
events reset all-in-buffer

ステップ 9   

（任意）ロギングイベントバッファ内のすべてのメッセー

ジを表示します。

show logging events buffer all-in-buffer

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events
buffer all-in-buffer

ステップ 10   

SNMP 相関バッファサイズの定義
このタスクでは、SNMPトラップの相関バッファサイズを定義する方法について説明します。

手順の概要

1. configure
2. snmp-server correlator buffer-size bytes
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

SNMP相関トラップを保存できるバッファサイズを定義します。デ
フォルトのサイズは64KBです。相関バッファは手動でクリアできま

snmp-server correlator buffer-size
bytes

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 2   

す。手動でクリアしない場合はバッファは自動的に一巡し、新しい相

関を収容できるように一番古い相関から破棄されます。

snmp-server correlator
buffer-size 600
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに
変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終

了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。

SNMP ルールセットの定義
このタスクでは、複数のルールを1つのグループにグループ化できるルールセットを定義します。
指定したグループをホストのセットまたはすべてのホストに適用できます。

手順の概要

1. configure
2. snmp-server correlator ruleset name rulename name
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

複数のルールを 1つのグループにグループ化し、そのグループを
ホストのセットに適用できるルールセットを指定します。

snmp-server correlator ruleset name
rulename name

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 2   

snmp-server correlator ruleset rule1
rulename rule2
host ipv4 address 1.2.3.4
host ipv4 address 2.3.4.5 port 182

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。
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SNMP 相関ルールの設定
このタスクでは、SNMP相関ルールの設定方法について説明します。

SNMPトラップ相関ルールを設定する目的は、相関ルールまたは非相関ルールを定義して、特定
のトラップ宛先に適用することです。

手順の概要

1. configure
2. snmp-server correlator rule rule_name { nonrootcause trap trap_oid varbind vbind_OID { index |

value } regex line | rootcause trap trap_oid varbind vbind_OID { index | value } regex line | timeout
}

3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

SNMP相関ルールを設定します。根本原因トラップ OID数値または
非根本原因トラップ一致定義を指定できます。

snmp-server correlator rule rule_name
{ nonrootcause trap trap_oid varbind
vbind_OID { index | value } regex line |

ステッ

プ 2   

•非根本原因トラップOID数値および（任意で）非根本原因トラッ
プに固有の1つ以上の変数バインド数値を指定します。この非根

rootcause trap trap_oid varbind
vbind_OID { index | value } regex line |
timeout } 本原因トラップは、このルールに対して有効な非根本原因を検出

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
snmp-server correlator rule test

するためにすべて照会される必要があります。POSIXregexpは、
vbindインデックスまたは値が一致する必要のある正規表現を指
定します。

rootcause A
•根本原因トラップ OID数値および（任意で）根本原因トラップ
に固有の1つ以上の変数バインド数値を指定します。この根本原

varbind A1 value regex RA1
varbind A2 index regex RA2

timeout 5000

因トラップは、このルールに対して有効な根本原因を検出するたnonrootcause
trap B

めにすべて照会される必要があります。 POSIX regexpは、vbindvarbind B1 index regex RB1
varbind B2 value regex RB2 インデックスまたは値が一致する必要のある正規表現を指定しま

す。
trap C
varbind C1 value regex RC1
varbind C2 value regex RC2
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目的コマンドまたはアクション

この指定されたルールで根本原因または非根本原因を最初

に受信した後に相関を検出するタイムアウトを指定できま

す。範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

（注）

トラップのすべてのOID値および変数バインドは検証され、
IOSXRでサポートされている有効なOIDと一致しない場合
は拒否されます。

（注）

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステッ

プ 3   • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに
変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終

了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。

SNMP 相関ルールの適用
このタスクの目的は、SNMPトラップ相関ルールを特定のトラップ宛先に適用することです。
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手順の概要

1. configure
2. snmp-server correlator apply rule rule-name [ all-hosts | host ipv4 address address [ port ]
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

SNMPトラップ相関ルールを特定のトラップ宛先に適用します。
宛先がすべてのトラップホストであるトラップにルールを適用す

snmp-server correlator apply rule
rule-name [ all-hosts | host ipv4 address
address [ port ]

ステップ 2   

るか、または個別の IPアドレスおよびオプションのポートを指定
することで特定のサブセットにルールを適用できます。

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#
snmp-server correlator apply rule
ifupdown

host ipv4 address 1.2.3.4
host ipv4 address 2.3.4.5 port

182

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

SNMP 相関ルールセットの適用
このタスクの目的は、複数の SNMPトラップ相関ルールをグループとして特定のトラップ宛先に
適用することです。

手順の概要

1. configure
2. snmp-server correlator apply ruleset ruleset-name [ all-hosts | host ipv4 address address [ port ]
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

SNMPトラップ相関ルールセットを特定のトラップ宛先に適用しま
す。宛先がすべてのトラップホストであるトラップに複数のSNMP

snmp-server correlator apply ruleset
ruleset-name [ all-hosts | host ipv4
address address [ port ]

ステップ 2   

トラップ相関ルールセットを適用するか、または個別の IPアドレ

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#
snmp-server correlator apply

スおよびオプションのポートを指定することで特定のサブセットに

複数の SNMPトラップ相関ルールセットを適用できます。

ruleset ruleset_1
host ipv4 address 1.2.3.4
host ipv4 address 2.3.4.5 port

182

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit ◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

非同期 Syslog 通信
非同期Syslog通信機能では、増分レートでログメッセージを送信することにより、各ノード（LC、
RP）でテストするメッセージを適切に順序付け、各ノード（LC、RP）上の複数のクライアント
から生成されるメッセージをドロップせず、パフォーマンス、スケーラビリティ、および遅延を

確認することができます。

この機能により次のことが可能になります。

• MC min 4+1でテストするメッセージの正しい順序付け。

• MC min 4+1の複数のクライアントから生成されるメッセージの非ドロップ。

• Syslogd_helperメッセージ処理キャパシティ。テストクライアント（ロガー）を使用して、
大量の Syslogメッセージでフラッディングし、Syslogメッセージが失われないかどうかを確
認します（新規設計による指定のレート）。

•各ノードからの 1200または 1500メッセージ/秒。LCおよび RCでの restart restart/crash
syslogd_helper、RPでの correlatordおよび syslogd。
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•ルーティングプロトコル OSPFの設定。サブインターフェイスを使用して 5kネイバーを設
定します。インターフェイスフラッピングを実行してログメッセージを生成し、syslogd_helper
パフォーマンスを確認します。

•少数の重いプロセスのデバッグをイネーブルにします。sysdb/GSP

アラーム管理およびロギング相関の設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

表示されるイベント数を削減するためのアラームフィルタリング用重

大度の増加およびアラームバッファサイズと容量しきい値の変更：

例

次の設定例は、容量しきい値を 90パーセントに設定して、ロギングイベントバッファをデフォ
ルトから 10,000バイトに縮小し、重大度をエラーに増加する方法を示します。

!
logging events threshold 90
logging events buffer-size 10000
logging events level errors
!

重大度をエラーに増やすと、重大度がエラー以上のアラームのみが表示されるようになるため、

ロギングイベントバッファに表示されるアラームの数が減ります。容量しきい値を 90パーセン
トに増やすと、しきい値超過イベントとラップアラウンドイベント間の間隔が短くなります。そ

のため、ロギングイベントバッファの容量が 90パーセントに到達するまで、ロギングイベント
バッファからしきい値超過アラームは生成されません。ロギングイベントバッファのサイズを

10,000バイトに縮小すると、ロギングイベントバッファに表示されるアラームの数が減り、コン
ポーネントのメモリ要件が小さくなります。

ノードステータスメッセージを永続的に抑制するための非ステート

フル相関ルールの設定：例

次に、ノードステータスメッセージを永続的に抑制するように非ステートフル相関ルールを設定

する方法の例を示します。

logging correlator rule node_status type nonstateful

timeout 4000

rootcause PLATFORM INVMGR NODE_STATE_CHANGE

nonrootcause

alarm PLATFORM SYSLDR LC_ENABLED
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alarm PLATFORM ALPHA_DISPLAY CHANGE

!

!

logging correlator apply rule node_status

all-of-router

!

この例では、カードのブート後に syslogプロセスに同時に転送されるものとして 3つの類似する
メッセージが特定されます。

PLATFORM-INVMGR-6-NODE_STATE_CHANGE : Node: 0/1/CPU0, state: IOS XR RUN

PLATFORM-SYSLDR-5-LC_ENABLED : LC in slot 1 is now running IOX

PLATFORM-ALPHA_DISPLAY-6-CHANGE : Alpha display on node 0/1/CPU0 changed to IOX RUN in
state default

これらのメッセージは類似しています。ログに 1つのメッセージのみが表示されるようにするに
は、これらのメッセージのいずれか1つを根本原因メッセージとして（ログに表示されるように）
指定し、その他のメッセージは非根本原因メッセージと見なされるようにします。

通常、根本原因メッセージは一番最初に着信したメッセージですが、これは要件ではありません。

logging correlator rule node_status type nonstateful

timeout 4000

rootcause PLATFORM INVMGR NODE_STATE_CHANGE

nonrootcause

alarm PLATFORM SYSLDR LC_ENABLED

alarm PLATFORM ALPHA_DISPLAY CHANGE

!

!

この例では、PLATFORM INVMGR NODE_STATE_CHANGEアラーム（根本原因メッセージ）を
PLATFORM SYSLDR LC_ENABLEDアラームおよび PLATFORM ALPHA_DISPLAY CHANGEア
ラームと相関するように node_statusという名前の相関ルールを設定します。 UPDOWN相関ルー
ルは、ルータ全体に適用されます。

logging correlator apply rule node_status

all-of-router

!

カードのブート後に、次のメッセージが送信されます。

PLATFORM-INVMGR-6-NODE_STATE_CHANGE : Node: 0/1/CPU0, state: IOS XR RUN

PLATFORM-SYSLDR-5-LC_ENABLED : LC in slot 1 is now running IOX

PLATFORM-ALPHA_DISPLAY-6-CHANGE : Alpha display on node 0/1/CPU0 changed to IOX RUN in
state default
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コリレータは、PLATFORM-INVMGR-6-NODE_STATE_CHANGEメッセージを syslogプロセスに
転送し、残りの 2つのメッセージはロギングコリレータバッファに保持されます。

この例では、show logging events buffer all-in-bufferコマンドの show出力例には、node_status相関
ルールの 4秒間の期限が切れた後、ロギングイベントバッファに保存されたアラームが表示され
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events buffer all-in-buffer

#ID :C_id:Source :Time :%CATEGORY-GROUP-SEVERITY-MESSAGECODE: Text

#76 :12 :RP/0/0/CPU0:Aug 2 22:32:43 : invmgr[194]:

%PLATFORM-INVMGR-6-NODE_STATE_CHANGE : Node: 0/1/CPU0, state: IOS XR RUN

show logging correlator buffer相関 IDコマンドは、1分間の間隔が経過した後、次の出力を作成し
ます。出力には、ロギング相関バッファ内の相関 ID 12が割り当てられたアラームが表示されま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator buffer correlationID 46

#C_id.id:Rule Name:Source :Time : Text

#12.1 :nodestatus:RP/0/0/CPU0:Aug 2 22:32:43 : invmgr[194]:
%PLATFORM-INVMGR-6-NODE_STATE_CHANGE : Node: 0/1/CPU0, state: IOS XR RUN
#12.2 :nodestatus:RP/0/0/CPU0:Aug 2 22:32:43 : sysldr[336]: %PLATFORM-SYSLDR-5-LC_ENABLED
: LC in slot 1 is now running IOX
#12.3 :nodestatus:RP/0/0/CPU0:Aug 2 22:32:44 : alphadisplay[102]:
%PLATFORM-ALPHA_DISPLAY-6-CHANGE : Alpha display on node 0/1/CPU0 changed to IOX RUN in
state default

このルールは非ステートフルとして定義されたため、これらのメッセージは無期限でバッファ内

に保持されます。

LINK UPDOWN アラームおよび SONET ALARM アラーム用ステートフル
相関ルールの設定：例

次に、LINK UPDOWNメッセージおよび SONET ALARMメッセージ用の相関ルールを設定する
方法の例を示します。

!
logging correlator rule updown type stateful

timeout 10000

rootcause PKT_INFRA LINK UPDOWN

nonrootcause

alarm L2 SONET ALARM

!

!

logging correlator apply rule updown

all-of-router
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!

この例では、2つのルータが接続されているとします。コリレータが根本原因メッセージを受信
すると、コリレータはそのメッセージを syslogプロセスに直接送信します。ルールに一致する後
続のPKT_INFRA-LINK-UPDOWNメッセージまたはL2-SONET-ALARMメッセージはリーフメッ
セージと見なされ、ロギングコリレータバッファに保存されます。何らかの理由で、リーフメッ

セージ（この例の L2-SONET-ALARMアラームなど）を最初に受信した場合、コリレータはその
メッセージをロギングイベントバッファへただちには送信せず、タイムアウト間隔が経過するま

で待機します。タイムアウト後、ルートメッセージが受信されなかった場合は、ロギングコリ

レータバッファ内のタイムアウト間隔中に受信したすべてのメッセージが syslogプロセスに転送
されます。

この例では、updownという名前の相関ルールが、PKT_INFRA-LINK-UPDOWNアラーム（ルート
メッセージ）と L2-SONET-ALARMアラーム（PKT_INFRA-LINK-UPDOWNアラームに関連付け
られたリーフメッセージ）を相関するように設定されています。

logging correlator rule updown type stateful

timeout 10000

rootcause PKT_INFRA LINK UPDOWN

nonrootcause

alarm L2 SONET ALARM

In this example, the updown correlation rule is applied to the entire router:

logging correlator apply rule updown

all-of-router

次に、show logging events buffer all-in-bufferコマンドの出力例を示します。この出力例では、設
定されている updown相関ルールの 1分間の期限が切れた後にロギングイベントバッファに保存
されたアラームが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events buffer all-in-buffer

#ID :C_id:Source :Time :%CATEGORY-GROUP-SEVERITY-MESSAGECODE: Text

#144 :46 :LC/0/7/CPU0:Jan 30 16:35:39 2004:ifmgr[130]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN :

Interface POS0/7/0/0, changed state to Down

タイムアウト間隔中の最初の LINK UPDOWNルートメッセージのみが syslogプロセスに転送
されます。

（注）

次に、1分間の間隔が経過した後に作成された show logging correlator buffer correlationIDコマン
ドの出力例を示します。出力には、ロギング相関バッファ内の相関 ID46が割り当てられたアラー
ムが表示されます。この例では、タイムアウト間隔中に生成された、相関 ID 46が割り当てられ
た PKT_INFRA-LINK-UPDOWN根本原因メッセージと、L2-SONET-ALARMリーフメッセージが
表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator buffer correlationID 46
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#C_id.id:Rule Name:Source :Time : Text

#46.1 :updown :LC/0/7/CPU0:Jan 30 16:35:39 2004:ifmgr[130]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN :

Interface POS0/7/0/0, changed state to Down

#46.2 :updown :LC/0/7/CPU0:Jan 30 16:35:41 2004:DI_Partner[50]: %L2-SONET-4-ALARM :

SONET0_7_0_0: SLOS

タイムアウト間隔中に生成された後続の PKT_INFRA-LINK-UPDOWNリーフメッセージおよ
び L2-SONET-ALARMリーフメッセージは、リーフメッセージであるため、ロギングコリ
レータバッファに残ります。

（注）

次に、show logging correlator buffer correlationIDコマンドの出力例を示します。出力には、相関
ID 46、47（PKT_INFRA-LINK-UPDOWN根本原因メッセージおよびL2-SONET-ALARM根本原因
メッセージに関連付けられた相関 ID）が割り当てられたアラームが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator buffer correlationID 46

NO records matching query found

その他の関連資料
次の項では、Cisco ASR 9000シリーズルータでのアラームログおよびロギング相関の実装とモ
ニタリングに関連する参考資料を示します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「Alarm Management and Logging Correlation
Commands」モジュール

アラームおよびロギング相関コマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「Logging Services Commands」モジュール

ロギングサービスコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「Implementing Logging Services」モジュール

オンボード障害ロギング（OBFL）設定タスク
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「Onboard Failure Logging Commands」モ
ジュール

オンボード障害ロギング（OBFL）コマンド

『Cisco IOS XR XML API Guide』Cisco IOS XRソフトウェアの XML API参考資
料

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

Cisco IOS XRソフトウェアのスタートアップ参
考資料

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Configuration Guide』の
「Configuring AAA Services」の章

ユーザグループとタスク IDに関する情報

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBを
検索およびダウンロードするには、http://
cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

54 OL-28386-01-J  

アラームおよびアラームログ相関の実装とモニタリング

その他の関連資料

http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。
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第 3 章

Embedded Event Manager ポリシーの設定お
よび管理

Cisco IOS XRソフトウェアの Embedded Event Manager（EEM）は、Cisco IOS XRソフトウェア
プロセッサのフェールオーバーサービスの任意の一部で検出されたイベントの中央クリアハウ

スとして機能します。 EEMは、Cisco IOS XRソフトウェアシステム内の障害イベント、ディザ
スタリカバリ、およびプロセス信頼性統計情報を担当します。 EEMイベントは、次のような重
要なイベントが発生したことを示す通知です。

•許容値を逸脱した運用統計情報またはパフォーマンス統計情報（たとえば、空きメモリが
クリティカルなしきい値未満に低下したなど）。

•活性挿抜（OIR）。

•プロセスの終了。

EEMは、ソフトウェアエージェントおまたはイベントディテクタに依存して、特定のシステム
イベントが発生したときに通知します。イベントを検出すると、EEMは修正アクションを開始
できます。このアクションは、policiesという名前のルーチンに規定されています。収集された
イベントに対してアクションを適用できるようにするには、ポリシーを登録しておく必要があり

ます。ポリシーを登録しないと、アクションは発生しません。登録されたポリシーにより、検

出される特定のイベント、およびそのイベントが検出された場合に実行される修正アクションが

EEMに通知されます。このようなイベントが検出されると、EEMにより対応するポリシーがイ
ネーブル化されます。登録されたポリシーは、いつでもディセーブルにできます。

EEMは、システムの各プロセスによって達成された信頼性の評価をモニタリングし、システム
が全体的な信頼性または可用性を脅かすコンポーネントを検出できるようにします。

このモジュールでは、Cisco ASR 9000シリーズルータで EEMポリシーを設定して管理し、Tool
Command Language（Tcl）スクリプトを使用して EEMポリシーの書き込みおよびカスタマイズ
を実行してCisco IOSXRソフトウェアの障害とイベントを処理するために必要な新規および改訂
されたタスクについて説明します。
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このモジュールでリストされているイベント管理コマンドの詳細については、このモジュール

の関連資料, （122ページ）を参照してください。
（注）

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理の機能履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 4.0.0

• Embedded Event Managerポリシーの設定および管理の前提条件, 58 ページ

• Embedded Event Managerポリシーの設定および管理について, 58 ページ

• Embedded Event Managerポリシーの設定および管理方法, 73 ページ

• イベント管理ポリシーの設定例 , 109 ページ

• Tclを使用した Embedded Event Manager（EEM）ポリシー記述の設定例 , 111 ページ

• その他の関連資料, 122 ページ

• Embedded Event Managerポリシー Tclコマンド拡張リファレンス, 124 ページ

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理の前
提条件

適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理につ
いて

EEMポリシーを実装するには、次の概念を理解する必要があります。

Event Management
Cisco IOS XRソフトウェアシステムの Embedded Event Management（EEM）には、基本的にシス
テムイベント管理が含まれます。イベントは、システム内で起こった重要なオカレンス（エラー
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に限らず）です。 Cisco IOS XRソフトウェア EEMは、これらのイベントを検出して、適切な応
答を実行します。また、EEMを使用して、障害を防止または包含、およびディザスタリカバリ
を支援することができます。

システム管理者は、EEMを使用して、システムの現在の状態に基づいて適切なアクションを指定
できます。たとえば、システム管理者は EEMを使用して、ハードウェアデバイスの交換が必要
になったときに、電子メールによる通知を要求することができます。

また、EEMはシステムの各プロセスの信頼性メトリックも維持します。

システムイベント検出

EEMは、システムをモニタしてイベントを検出するルーチンである「イベントディテクタ」と相
互作用します。 EEMは、syslogに提供したイベントディテクタに依存して、特定のシステムイ
ベントが発生したことを検出します。EEMは、syslogメッセージとのパターンマッチを使用しま
す。また、タイマーイベントディテクタにも依存して、特定の日時が発生したとこを検出しま

す。

ポリシーベースのイベント応答

イベントを検出すると、EEMは応答アクションを開始できます。これらのアクションは、policy
handlersという名前のルーチンに含まれています。イベント検出用のデータが収集されている間
は、そのイベントに応答するポリシーが登録されるまでアクションは実行されません。登録時に

は、ポリシーから EEMに、ポリシーが特定のイベントを検索していることが通知されます。イ
ベントを検出すると、EEMはポリシーをイネーブルにします。

信頼性メトリック

EEMは、システムの各プロセスによって達成された信頼性の評価を監視します。テスト中にこれ
らのメトリックを使用して、どのコンポーネントが信頼性または可用性の目標に到達していない

かを特定し、修正アクションを実行できるようにすることが可能です。

システムイベント処理

イベント通知を受信すると、EEMは次のアクションを実行します。

•確立されたポリシーハンドラが存在するか確認します。

◦ポリシーハンドラが存在する場合、EEMはコールバックルーチン（EEMハンドラ）を
開始するか、Tool Command Language（Tcl）スクリプト（EEMスクリプト）を実行して
ポリシーを実装します。ポリシーには、組み込み EEMアクションが含まれる場合があ
ります。

◦ポリシーハンドラが存在しない場合、EEMは何も実行しません。

•イベント通知に加入しているプロセスに通知します。
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ポリシーアクションが含まれるスクリプトと、イベントを受信するように加

入しているスクリプトの間には違いがあります。ポリシーアクションが含ま

れるスクリプトは、ポリシーを実装するものと想定されます。これらは、再

帰を防止するルールによってバインドされています。通知に加入しているス

クリプトは、このようなルールにバインドされることはありません。

（注）

•システム内の各プロセスの信頼性メトリックデータを記録します。

•アプリケーションプログラムインターフェイス（API）を介して、EEMにより維持されてい
るシステム情報へのアクセスを提供します。

Embedded Event Manager 管理ポリシー
イベントを検出すると、EEMは修正アクションを開始できます。このアクションは、policiesと
いう名前のルーチンに規定されています。ポリシーは、TclAPIを使用してユーザにより書き込ま
れた Tclスクリプト（EEMスクリプト）によって定義されます。（Embedded Event Managerスク
リプトとスクリプティングインターフェイス（Tcl）, （60ページ）を参照）。収集されたイベ
ントに対してアクションを適用できるようにするには、ポリシーを登録しておく必要があります。

ポリシーを登録しないと、アクションは発生しません。登録されたポリシーにより、検出する特

定のイベント、およびそのイベントが検出された場合に実行される修正アクションがEEMに通知
されます。このようなイベントが検出されると、EEMにより対応するポリシーが実行されます。
登録されたポリシーは、いつでもディセーブルにできます。

Embedded Event Manager スクリプトとスクリプティングインターフェ
イス（Tcl）

EEMスクリプトは、EEMイベントがパブリッシュされるときに、ポリシーを実装するために使
用されます。 EEMスクリプトおよびポリシーは、event manager policyコンフィギュレーション
コマンドを使用して EEMで識別されます。 EEMスクリプトは、no event manager policyコマン
ドが入力されない限り、EEMによるスケジューリングが可能なままになります。

EEMは、次の 2つのタイプの EEMスクリプトを使用します。

•レギュラー EEMスクリプトは、eem script CLIコマンドを使用して EEMで識別されます。
レギュラー EEMスクリプトはスタンドアロンスクリプトであり、このスクリプトが処理す
るイベントの定義を包含します。

• EEMコールバックスクリプトは、プロセスまたは EEMスクリプトがイベントを処理するよ
うに登録されたときに、EEMで識別されます。 EEMコールバックスクリプトは、基本的に
名前付き関数で、C言語 APIを使用して EEMで識別されます。
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次に、スクリプトでの CLIの使用例を示します。

sjc-cde-010:/tftpboot/cnwei/fm> cat test_cli_eem.tcl
::cisco::eem::event_register_syslog occurs 1 pattern $_syslog_pattern maxrun 90

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

set errorInfo ""

# 1. query the information of latest triggered fm event
array set arr_einfo [event_reqinfo]

if {$_cerrno != 0} {
set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \

$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]
error $result

}

set msg $arr_einfo(msg)
set config_cmds ""

# 2. execute the user-defined config commands
if [catch {cli_open} result] {

error $result $errorInfo
} else {

array set cli1 $result
}

if [catch {cli_exec $cli1(fd) "config"} result] {
error $result $errorInfo

}

if {[info exists _config_cmd1]} {
if [catch {cli_exec $cli1(fd) $_config_cmd1} result] {

error $result $errorInfo
}

append config_cmds $_config_cmd1
}

if {[info exists _config_cmd2]} {
if [catch {cli_exec $cli1(fd) $_config_cmd2} result] {

error $result $errorInfo
}
append config_cmds "\n"
append config_cmds $_config_cmd2

}

if [catch {cli_exec $cli1(fd) "end"} result] {
error $result $errorInfo

}
if [catch {cli_close $cli1(fd) $cli1(tty_id)} result] {

error $result $errorInfo
}

action_syslog priority info msg "Ran config command $_config_cmd1 $_config_cmd2

スクリプト言語

スクリプト言語は、Cisco IOS XRソフトウェアに実装されている Tool Command Language（Tcl）
です。すべての Embedded Event Managerスクリプトは、Tclで記述されます。この Tclのフル実
装はシスコによって拡張され、 eemコマンドが追加されて Tclスクリプトと EEMの間にインター
フェイスが提供されました。
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Tclは文字列ベースのコマンド言語で、実行時に解釈されます。 Tclがサポートされるバージョン
は、Tclバージョン 8.3.4に、スクリプトサポートが追加されたものです。スクリプトは、ネット
ワーキングデバイスではなく、別のデバイスで、ASCIIエディタを使用して定義されます。続い
てスクリプトはネットワーキングデバイスにコピーされEEMに登録されます。Tclスクリプトは
EEMでサポートされます。強制適用される規則としての Embedded Event Managerポリシーは、
経過時間 20秒未満で解釈および実行される必要がある、存続時間の短い実行時ルーチンです。
20秒よりも長い経過時間が必要な場合、event_register文で maxrunパラメータを使用して、必要
な値を指定する必要があります。

EEMポリシーでは、すべてのTcl言語機能が使用されます。ただし、シスコでは、EEMポリシー
の記述に活用できる Tclコマンド拡張の形式で、Tcl言語の機能を拡張しています。 Tclコマンド
拡張のキーワードの主要なカテゴリでは、検出されたイベント、後続のアクション、ユーティリ

ティ情報、カウンタの値、システム情報が特定されます。

EEMでは、Tclを使用して独自のポリシーを記述、実装できます。EEMスクリプトの記述には、
次の作業が含まれます。

•ポリシーの実行時に決定に使用される基準を確立する、イベント Tclコマンド拡張の選択。

•イベントの検出に関連付けられているイベントディテクタオプションの定義。

•検出されたイベントのリカバリまたは検出されたイベントに対する応答を実装するアクショ
ンを選択すること。

レギュラー Embedded Event Manager スクリプト
レギュラー EEMスクリプトは、EEMイベントがパブリッシュされるときに、ポリシーを実装す
るために使用されます。 EEMスクリプトは、event manager policyコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して EEMで識別されます。 EEMスクリプトは、no event manager policyコマンドが
入力されない限り、EEMによるスケジューリングが可能なままになります。

EEMスクリプト内の最初コード実行可能行は、eem event registerキーワードである必要がありま
す。このキーワードは、スクリプトのスケジュール対象となる EEMイベントを特定します。こ
のキーワードは、指定された EEMイベントを処理するように登録するために、event manager
policyコンフィギュレーションコマンドにより使用されます。

EEMスクリプトでは、Embedded Event Managerポリシー Tclコマンド拡張カテゴリ, （63ペー
ジ）にリストされている任意の EEMスクリプトサービスが使用される場合があります。

EEMスクリプトが存在する場合、この EEMイベントのデフォルトアクション（存在する場合）
を実行するか、その他のアクションを実行しないかをEEMに通知するために使用される戻りコー
ドの設定を担当します。特定のイベントに対して複数のイベントハンドラがスケジューリングさ

れている場合、前のハンドラからの戻りコードが次のハンドラに渡されます。これにより、値を

そのままにするか、更新できます。

EEMスクリプトは、スケジュールの対象となるイベント以外のイベントを処理するように登
録することはできません。

（注）
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Embedded Event Manager コールバックスクリプト
EEMコールバックスクリプトは、eem_handler_specでこのスクリプトの名前を指定している、以
前に登録された EEMイベントに対して発生している EEMイベントの結果として入力されます。

EEMコールバックスクリプトが存在する場合、この EEMイベントのデフォルトアクション（存
在する場合）を実行するかどうかをEEMに通知するために使用される戻りコードの設定を担当し
ます。特定のイベントに対して複数のイベントハンドラがスケジューリングされている場合、前

のハンドラからの戻りコードが次のハンドラに渡されます。これにより、値をそのままにするか、

更新できます。

EEMコールバックスクリプトは、表 3：Embedded Event Manager Tclコマンド拡張カテゴリ,
（63ページ）にリストされているEEMスクリプトを自由に使用できます。ただし、eemevent
registerキーワードは EEMコールバックスクリプトでは許可されていないため、使用できま
せん。

（注）

Embedded Event Manager ポリシー Tcl コマンド拡張カテゴリ
この表には、EEMポリシー Tclコマンド拡張のさまざまなカテゴリの一覧を示します。

すべての EEMポリシーで使用するこれらの各カテゴリで使用可能な Tclコマンドは、この資
料の以降の項で説明します。

（注）

表 3：Embedded Event Manager Tcl コマンド拡張カテゴリ

定義カテゴリ

これらのTclコマンド拡張は、event_register_xxx
ファミリのイベント固有コマンドによって表さ

れます。このカテゴリには、別のイベント情報

Tclコマンド拡張の event_reqinfoもあります。
これは、イベントについての情報を EEMに問
い合わせるためにポリシーで使用されるコマン

ドです。アプリケーション固有のイベントをパ

ブリッシュする、EEMイベントTclコマンド拡
張 event_publishもあります。

EEMイベントのTclコマンド拡張（イベント情
報、イベント登録、イベントパブリッシュの 3
タイプ）
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定義カテゴリ

これらの Tclコマンド拡張（たとえば、
action_syslogなど）は、イベントまたは障害へ
の応答か、または、イベントまたは障害からの

回復のために、ポリシーによって使用されま

す。これらの拡張に加え、開発者は、Tcl言語
を使用して、必要なアクションを実装できま

す。

EEMアクションの Tclコマンド拡張

これらの Tclコマンド拡張は、アプリケーショ
ン情報、カウンタ、またはタイマーの取得、保

存、設定、または変更に使用されます。

EEMユーティリティの Tclコマンド拡張

これらの Tclコマンド拡張は、sys_reqinfo_xxx
ファミリのシステム固有情報コマンドによって

表されます。これらのコマンドは、システム情

報を収集する目的で、ポリシーによって使用さ

れます。

EEMシステム情報の Tclコマンド拡張

これらの Tclコマンド拡張は、Tclコンテキス
ト（可視変数およびその値）の保存および取得

に使用されます。

EEMコンテキストの Tclコマンド拡張

Embedded Event Manager 用のシスコファイル命名規則
すべての EEMポリシー名、ポリシーサポートファイル（たとえば、電子メールテンプレート
ファイル）、およびライブラリファイル名は、シスコのファイル命名規則に従う必要がありま

す。これに関連し、EEMポリシーのファイル名は次の仕様に従います。

•オプションのプレフィックスMandatory.がある場合、これは、システムポリシーがまだ登録
されていない場合に、自動的に登録される必要があるシステムポリシーであることを示しま

す（たとえばMandatory.sl_text.tcl）。

•指定された 1つめのイベントの 2文字の省略形が含まれるファイル名の本体部（表 4：2文
字の省略形の指定, （65ページ）を参照）、下線部、および、ポリシーをさらに示す説明
フィールド部。

•ファイル名拡張子部は .tclと定義されます。

EEMの電子メールテンプレートファイルは、email_templateのファイル名のプレフィックスと、
後続の電子メールテンプレートの使用状況を示す省略形で構成されます。

EEMライブラリファイル名は、ライブラリの使用状況を示す説明フィールドを含むファイル名の
本体部と、後続の _lib、および .tclというファイル名拡張子で構成されます。
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表 4：2 文字の省略形の指定

仕様2 文字の省略形

event_register_applap

event_register_counterct

event_register_statst

event_register_noneno

event_register_oiroi

event_register_processpr

event_register_rfrf

event_register_syslogsl

event_register_timertm

event_register_timer_subscriberts

event_register_wdsysmonwd

Embedded Event Manager の組み込みアクション
EEMの組み込みアクションは、EEMハンドラが動作するときにハンドラから要求できます。

次の表に、各 EEMハンドラ要求またはアクションを示します。

表 5：Embedded Event Manager の組み込みアクション

説明Embedded Event Manager の組み込みアクション

メッセージを syslogに送ります。このアクショ
ンに対する引数は、優先度と記録するメッセー

ジです。

syslogへのメッセージの記録

指定されたチャネルハンドラにコマンドを書き

込み、cli_execコマンド拡張を使用してコマン
ドを実行します。

CLIコマンドの実行

action_syslogTclコマンド拡張を使用して、メッ
セージをログに記録します。

syslogメッセージの生成
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説明Embedded Event Manager の組み込みアクション

event manager runコマンドが EXECモードで
ポリシーを実行している間に、ポリシー内で

EEMポリシーを実行します。

手動による EEMポリシーの実行

event_publish appl Tclコマンド拡張を使用し
て、アプリケーション固有のイベントをパブ

リッシュします。

アプリケーション固有のイベントのパブリッ

シュ

EEM action_reloadコマンドを使用して、ルー
タをリロードします。

Cisco IOSソフトウェアのリロード

システム情報を収集するための、ポリシーによ

る sys_reqinfo_xxxファミリのシステム固有情報
コマンドを表します。

システム情報の要求

シンプルメール転送プロトコル（SMTP）を使
用して、電子メールを送信します。

ショートメールの送信

カウンタの値を変更します。カウンタの設定または変更

EEMハンドラは、CLIコマンドを実行できる必要があります。 Tclスクリプトの中からの CLIコ
マンドの実行を許可するために、Tclシェルでコマンドを使用できます。

アプリケーション固有の組み込みイベント管理

どのCisco IOSXRソフトウェアアプリケーションも、アプリケーション定義のイベントを定義し
てパブリッシュできます。アプリケーション定義のイベントは、コンポーネント名とイベント名

の両方を含む名前で識別され、アプリケーション開発者が独自のイベント IDを割り当てることが
できます。アプリケーションで定義されたイベントは、サブスクライバがいない場合でも、

Cisco IOS XRソフトウェアコンポーネントによって発行できます。この場合、イベントは EEM
によって解除されるため、サブスクライバはアプリケーション定義のイベントを必要に応じて受

信できます。

システムイベントを受信するためにサブスクライブする EEMスクリプトは、次の順序で処理さ
れます。

1 CLIコンフィギュレーションコマンド event manager policy scriptfilename username usernameが
入力されます。

2 EEMは EEMスクリプトをスキャンして eem event event_typeキーワードを探し、指定したイ
ベントに対してスケジュールされるように EEMスクリプトをサブスクライブします。

3 イベントディテクタがイベントを検出し、EEMに通知します。
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4 EEMはイベント処理をスケジュールし、EEMスクリプトが実行されます。

5 EEMスクリプトルーチンが戻ります。

イベント検出とリカバリ

イベントは、イベントディテクタと呼ばれるルーチンによって検出されます。イベントディテ

クタは、他の Cisco IOS XRソフトウェアコンポーネントと EEMの間のインターフェイスを提供
する個別のプログラムです。イベントディテクタは、必要に応じてイベントをパブリッシュする

ために使用可能な情報を処理します。

以下のイベントディテクタがサポートされています。

EEMイベントは、システム内で何か重要なことが起きたことを示す通知として定義されます。イ
ベントには次の 2つのカテゴリがあります。

•システム EEMイベント

•アプリケーション定義イベント

システム EEMイベントは EEMに組み込まれており、イベントを発生する障害ディテクタに基づ
いてグループ化されます。 APIの中で定義されたシンボリックな IDで識別されます。

一部の EEMシステムイベントは、アプリケーションがモニタリングを要求したかどうかにかか
わらず EEMによってモニタされます。そのようなイベントを、組み込み EEMイベントと呼びま
す。他の EEMイベントは、アプリケーションが EEMイベントモニタリングを要求した場合の
みモニタされます。 EEMイベントモニタリングは、EEMアプリケーション APIまたは EEMス
クリプティングインターフェイスを通じて要求されます。

一部のイベントディテクタは、同じセキュアドメインルータ（SDR）または管理プレーンの中の
他のハードウェアカードに分散させて、それらのカード上で動作する分散コンポーネントをサ

ポートできます。

EEM イベントの検出および回復の一般的なフロー
EEMは、イベントディテクタと呼ばれるソフトウェアエージェントを使用してシステム内の異
なるコンポーネントのモニタリングをサポートする、柔軟でポリシードリブンのフレームワーク

です。EEMサーバ、コアイベントパブリッシャ（イベントディテクタ）、およびイベントサブ
スクライバ（ポリシー）の間にな関係があります。イベントパブリッシャはイベントを選別し、

イベントサブスクライバによって提供されたイベント仕様と一致するときに、それらをパブリッ

シュします。イベントディテクタは、注目するイベントが発生したときに EEMサーバに通知し
ます。

イベントまたは障害が検出されると、Embedded Event Managerによって、たとえば OIRイベント
パブリッシャなどのイベントパブリッシャから、検出された障害またはイベントの登録が発生し

ているかどうかが判断されます。 EEMによって、イベント登録情報が、イベントデータそのも
のと、照会されます。ポリシーによって、検出されたイベントがTclコマンド拡張event_register_xxx
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で登録されます。イベント情報 Tclコマンド拡張 event_reqinfoは、検出されたイベントに関する
情報について Embedded Event Managerに問い合わせるために、ポリシーで使用されます。

System Manager イベントディテクタ
System Managerイベントディテクタには、次の 4つの役割があります。

•プロセス信頼性メトリックデータを記録します。

•未処理の EEMイベントモニタリング要求があるプロセスをスクリーニングします。

•スクリーニング条件に一致するプロセスのためのイベントをパブリッシュします。

•スクリーニング条件に一致しないイベントについて、デフォルトのアクションを実行するよ
うに System Managerに依頼します。

System Managerイベントディテクタは、System Managerと通信して、プロセスの起動通知と終了
通知を受信します。この通信は、SystemManagerが使用可能なプライベート APIを通じて行われ
ます。オーバーヘッドを最小化するため、APIの一部は SystemManagerプロセス空間の中にあり
ます。プロセスが終了するとき、SystemManagerは、イベントディテクタAPIを呼び出す前に、
ヘルパープロセスを起動します（process.startupファイルで指定されている場合）。

プロセスはコンポーネント ID、SystemManagerによって割り当てられたジョブ ID、またはロード
モジュールのパス名にプロセスインスタンス IDを加えたもので識別されます。 *、?、または [...]
を使用した POSIXワイルドカードファイル名パターンがロードモジュールのパス名でサポート
されています。プロセスインスタンス IDは、プロセスを同じパス名の他のプロセスと区別する
ために割り当てられる整数です。プロセスの最初のインスタンスにはインスタンス ID値 1が割
り当てられ、次に 2というように割り当てられます。

System Managerイベントディテクタは、次の表に示す EEMイベントの EEMイベントモニタリ
ング要求を処理します。

表 6：System Manager イベントディテクタイベントモニタリング要求

説明Embedded Event Manager イベント

スクリーニング条件に一致するプロセスが終了

するときに発生します。

プロセス正常終了 EEMイベント：組み込み

スクリーニング条件に一致するプロセスが異常

終了するときに発生します。

プロセス異常終了 EEMイベント：組み込み

スクリーニング条件に一致するプロセスが起動

するときに発生します。

プロセス起動 EEMイベント：組み込み

SystemManagerイベントディテクタプロセス異常終了イベントが発生した場合、デフォルトのア
クションにより、System Managerの組み込み規則に従ってプロセスが再起動されます。
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EEMと System Managerの間の関係は、プロセスの起動通知と終了通知を受信する目的で EEMに
より System Managerに提供されているプライベート APIを通じて厳格に行われます。 System
ManagerがAPIを呼び出すとき、信頼性メトリックデータが収集され、EEMイベント一致のため
にスクリーニングが実行されます。一致が見つかった場合、SystemManagerイベントディテクタ
にメッセージが送信されます。プロセス異常終了の場合、EEMがプロセスの再起動を処理するこ
とを通知して戻ります。一致しない場合、System Managerがデフォルトのアクションを適用すべ
きことを通知して戻ります。

タイマーサービスイベントディテクタ

タイマーサービスイベントディテクタは、時間に関連するEEMイベントを実装します。これら
のイベントは、複数のプロセスが同じEEMイベントの通知を待つことができるように、ユーザ定
義 IDを通じて識別されます。

タイマーサービスイベントディテクタは、日付/時刻経過 EEMイベントの EEMイベントモニタ
リング要求を処理します。このイベントは、現在の日付または時刻が、アプリケーションによっ

て要求された指定の日付または時刻を過ぎた場合に発生します。

syslog イベントディテクタ
syslogイベントディテクタは、syslog EEMイベントのための syslogメッセージスクリーニングを
実現します。このルーチンは、プライベート APIを通じて syslogデーモンと通信します。オー
バーヘッドを最小化するため、APIの一部は syslogデーモンプロセスの中にあります。

メッセージ重大度コードまたはメッセージテキストフィールドに対するスクリーニング機能を利

用できます。メッセージテキストフィールドでは POSIX正規表現パターンがサポートされてい
ます。

syglogイベントディテクタは、次の表に示すイベントの EEMイベントモニタリング要求を処理
します。

表 7：syslog イベントディテクタイベントモニタリング要求

説明Embedded Event Manager イベント

ログに記録されたばかりのメッセージに対して

発生します。 syslogメッセージの重大度コード
または syslogメッセージテキストパターンの
いずれかが一致した場合に発生します。いずれ

も、アプリケーションが syslogメッセージEEM
イベントを要求するときに指定できます。

syslogメッセージ EEMイベント

指定したプロセスのイベント処理カウントが指

定した最大値以上になるか、指定した最小値以

下になった場合に発生します。

プロセスイベントマネージャ EEMイベント：
組み込み
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None イベントディテクタ
Noneイベントディテクタは、Cisco IOS XRソフトウェアevent manager run CLIコマンドが EEM
ポリシーを実行したときにイベントをパブリッシュします。EEMは、ポリシーそのものに含まれ
るイベント仕様に基づいてポリシーをスケジューリングし、実行します。EEMポリシーは識別さ
れる必要があり、手動での実行が許可されるように、event manager runコマンドが実行される前
に登録される必要があります。

イベントマネージャのNoneディテクタを使用すると、CLIを使用して Tclスクリプトを実行でき
ます。スクリプトは、実行前に登録します。Cisco IOSXRソフトウェアバージョンは、Cisco IOS
EEMと同様の構文を備えているため（詳細は該当するEEMのマニュアルを参照してください）、
Cisco IOS EEMを使用して作成したスクリプトは、最小限の変更により Cisco IOS XRソフトウェ
アで実行できます。

Watchdog System Monitor イベントディテクタ

Cisco IOS XR ソフトウェア用の Watchdog System Monitor（IOSXRWDSysMon）イベントディテクタ

Cisco IOS XRソフトウェアWatchdog SystemMonitorイベントディテクタは、次のいずれかが発生
したときにイベントをパブリッシュします。

• Cisco IOS XRソフトウェアプロセスでの CPUの利用率がしきい値を超えたとき。

• Cisco IOS XRソフトウェアプロセスでのメモリの利用率がしきい値を超えたとき。

Cisco IOS XRソフトウェアプロセスは、Cisco IOS XRソフトウェアモジュール方式プロセス
と区別するために使用されます。

（注）

同時に 2つのイベントがモニタリングされることがあります。指定されたしきい値を超えるため
に 1つのイベントを必要とするか、両方のイベントを必要とするかを、イベントパブリッシング
基準で指定できます。

Cisco IOS XRソフトウェアWatchdog SystemMonitorイベントディテクタは、以下の表に示すイベ
ントを処理します。

表 8：Watchdog System Monitor イベントディテクタ要求

説明Embedded Event Manager イベント

指定したプロセスのCPU時間が、使用可能CPU
時間の指定した最大パーセンテージ以上になる

か、使用可能 CPU時間の指定した最小パーセ
ンテージ以下になった場合に発生します。

プロセスパーセント CPU EEMイベント：組み
込み
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説明Embedded Event Manager イベント

指定したプロセッサコンプレックスの CPU時
間が、使用可能 CPU時間の指定した最大パー
センテージ以上になるか、使用可能 CPU時間
の指定した最小パーセンテージ以下になった場

合に発生します。

合計パーセント CPU EEMイベント：組み込み

指定したプロセスで使用されているメモリが、

指定した値だけ増加または減少した場合に発生

します。

プロセスパーセントメモリ EEMイベント：組
み込み

指定したプロセッサコンプレックスの使用可能

メモリが、指定した値だけ増加または減少した

場合に発生します。

合計パーセント使用可能メモリEEMイベント：
組み込み

指定したプロセッサコンプレックスの使用メモ

リが、指定した値だけ増加または減少した場合

に発生します。

合計パーセント使用メモリ EEMイベント：組
み込み

Cisco IOS XR ソフトウェアモジュール方式のための Watchdog System Monitor（WDSysMon）イベン
トディテクタ

Cisco IOS XRソフトウェアソフトウェアモジュール方式Watchdog System Monitorイベントディ
テクタは、Cisco IOS XRソフトウェアモジュール方式プロセスの無限ループ、デッドロック、メ
モリリークを検出します。

分散イベントディテクタ

EEMイベントディテクタと通信し、非常に独立した実装を持つ、分散したハードウェアカード
上で動作する Cisco IOS XRソフトウェアコンポーネントには、分散 EEMイベントディテクタが
必要です。分散イベントディテクタでは、EEM通信チャネルへのローカルハードウェアカード
をアクティブにしなくても、ローカルプロセスの EEMイベントをスケジューリングできます。

次のイベントディテクタが Cisco IOS XRソフトウェアラインカードで動作します。

• System Manager障害ディテクタ

• Wdsysmon障害ディテクタ

• Counterイベントディテクタ

• OIRイベントディテクタ

• Statisticイベントディテクタ
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Embedded Event Manager イベントのスケジューリングおよび通知
EEMハンドラがスケジュールされている場合、EEMハンドラは、イベント要求を作成するプロ
セスのコンテキスト（EEMスクリプトの場合は、Tclシェルプロセスコンテキスト）で動作しま
す。 EEMハンドラを実行するプロセスに対して発生するイベントの場合、イベントスケジュー
リングは、ハンドラが終了するまでブロックされます。代わりに、定義されたデフォルトのアク

ション（存在する場合）が実行されます。

EEMサーバは、要求された場合に、クライアントプロセスの再起動にまたがって、イベントス
ケジューリングと通知項目が格納されたキューを保持します。

信頼性統計情報

プロセッサコンプレックス全体の信頼性メトリックデータが EEMによって保持されています。
データはチェックポイントに定期的に書き込まれます。

ハードウェアカードの信頼性メトリックデータ

信頼性メトリックデータは、プロセッサコンプレックスの各ハードウェアカードについて保持

されます。データは、ディスク IDでインデックスが作成されたテーブルに記録されます。

ハードウェアカードによって保持されるデータは、次のとおりです。

•最新の起動時刻

•最新の正常終了時刻（制御されたスイッチオーバー）

•最新の異常終了時刻（非同期スイッチオーバー）

•最新の異常のタイプ

•累積使用可能時間

•累積使用不能時間

•ハードウェアカード開始回数

•ハードウェアカード正常シャットダウン回数

•ハードウェアカード異常シャットダウン回数

プロセス信頼性メトリックデータ

信頼性メトリックデータは、System Managerによって処理される各プロセスについて保持されま
す。このデータには、プライマリまたはバックアップハードウェアカードで動作するスタンバ

イプロセスが含まれています。データは、ハードウェアカードディスク ID、プロセスパス名、
複数のインスタンスがあるプロセスの場合はプロセスインスタンスを組み合わせたものでイン

デックスが作成されたテーブルに記録されます。
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プロセスの終了には次の場合が含まれます。

•正常終了：プロセスは終了値 0で終了します。

•プロセスによる異常終了：プロセスは 0でない終了値で終了します。

• QNXによる異常終了：Neutrinoオペレーティングシステムがプロセスを異常終了させます。

•プロセス終了 APIによるプロセス異常終了：プロセス終了 APIによりプロセスが終了しま
す。

プロセスが保持するデータは次のとおりです。

•最新のプロセス起動時刻

•最新のプロセス正常終了時刻

•最新のプロセス異常終了時刻

•最新のプロセス異常終了のタイプ

•以前の 10回のプロセス終了時刻とタイプ

•累積プロセス使用可能時間

•累積プロセス使用不能時間

•累積プロセス実行時間（プロセスが実際に CPUで動作した時間）

•起動回数

•正常終了回数

•異常終了回数

•過去 60分間の異常障害回数

•過去 24時間の異常障害回数

•過去 30日間の異常障害回数

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理方法
ここでは、次の手順について説明します。

環境変数の設定

EEM環境変数は、ポリシーの実行前にポリシーに対して外部定義されたTclグローバル変数です。
EEMポリシーエンジンは、障害およびその他のイベントが発生したときに通知を受け取ります。
EEMポリシーは、システムの現在の状態に基づいて回復を実行し、該当するイベントのポリシー
に指定されたアクションを実行します。回復アクションはポリシーが実行されたときにトリガー

されます。
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環境変数

通例として、シスコで定義されているすべての環境変数の名前は、他の変数と区別するためにア

ンダースコア文字で始まります（_show_cmdなど）。

event manager environmentコマンドの var-value引数ではスペースを使用できます。このコマン
ドは、var-name引数の後から行の最後までのすべての文字列を var-value引数の一部として解釈し
ます。

event manager environmentコマンドを使用して設定された後に、すべての EEM環境変数の名前
および値を表示するには、show event manager environmentコマンドを使用します。

手順の概要

1. show event manager environment
2. configure
3. event manager environment var-name var-value
4. リセットするすべての環境変数について手順 3を繰り返します。
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. show event manager environment

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべての EEM環境変数の名前と値を表示します。show event manager environment

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager
environment

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 2   

環境変数を新しい値にリセットします。event manager environment var-name var-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager

ステップ 3   

• var-name引数は、EEM環境設定変数に割り当てる
名前です。

• var-value引数は、環境変数 var-nameに格納する、
スペースを含む文字列です。

environment _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7
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目的コマンドまたはアクション

•通例として、シスコで定義されているすべての環境
変数の名前は、他の変数と区別するためにアンダー

スコア文字で始まります（_show_cmdなど）。

• var-value引数では、スペースを使用できます。こ
のコマンドは、var-name引数の後から行の最後まで
のすべての文字列を var-value引数の一部として解
釈します。

—リセットするすべての環境変数について手順 3
を繰り返します。

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

すべての EEM環境変数のリセットされた名前と値を表
示します。手順 3で設定した環境変数名と値を確認でき
ます。

show event manager environment

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager
environment

ステップ 6   
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次の作業

EEM環境変数を設定した後、Embedded Event Managerポリシーの登録, （76ページ）に従って、
登録できるポリシーを確認し、ポリシーを登録します。

Embedded Event Manager ポリシーの登録
イベントがトリガーされたときにポリシーを実行するため、EEMポリシーを登録します。

Embedded Event Manager ポリシー
EEMポリシーを登録するには、グローバルコンフィギュレーションモードで eventmanagerpolicy
コマンドを使用します。 EEMスクリプトは、このコマンドの no形式が入力されない限り、EEM
によるスケジューリングが可能です。ポリシーを登録する前に、showeventmanagerpolicyavailable
コマンドを使用して、登録できる EEMポリシーを表示します。

EEMは、ポリシー自体に含まれているイベントの指定内容に基づいて、ポリシーをスケジューリ
ングおよび実行します。 event manager policyコマンドが呼び出されると、EEMはポリシーを確
認し、指定されたイベントが発生した場合に実行されるように登録します。

ユーザ名

EEMポリシーを登録するには、スクリプトを実行するために使用するユーザ名を指定する必要が
あります。この名前は、現在ログインしているユーザと異なる名前でもかまいません。ただし、

登録するユーザは、スクリプトを実行するユーザ名のスーパーセットである権限を所有している

必要があります。所有していない場合、スクリプトは登録されず、コマンドは拒否されます。ま

た、スクリプトを実行するユーザ名は、登録されるEEMポリシーが実行するコマンドへのアクセ
ス権を所有している必要があります。

EEMポリシーを登録する前に、AAA認可（aaa authorization eventmanagerコマンドなど）を
設定する必要があります。 AAA認可の設定の詳細については、『Configuring AAA Services on
Cisco IOS XRソフトウェア』の「Configuring AAA Services」モジュールを参照してください。

（注）

持続時間

ユーザ名に対するオプションの persist-timeキーワードも定義できます。 persist-timeキーワード
は、ユーザ名認証が有効な時間（秒数）を定義します。スクリプトの初回登録時は、スクリプト

に対して設定されたusernameが認証されます。スクリプトの登録後は、スクリプトの実行ごとに
ユーザ名が再度認証されます。AAAサーバがダウンしている場合は、ユーザ名の認証をメモリか
ら読み取れます。このユーザ名の認証をメモリに保持する秒数は、persist-timeキーワードによっ
て決定します。

• AAAサーバがダウンしていて persist-timeキーワードが期限切れになっていない場合、ユー
ザ名はメモリから認証され、スクリプトが実行されます。

• AAAサーバがダウンしていて persist-timeキーワードが期限切れの場合、ユーザ認証が失敗
して、スクリプトは実行されません。
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persist-timeキーワードには、次の値を使用できます。

•デフォルトの persist-timeは、3600秒（1時間）です。 persist-timeを 1時間に設定するに
は、persist-timeキーワードを指定せずに event manager policyコマンドを入力します。

•ユーザ名の認証がキャッシュされないようにするには、0を指定します。AAAサーバがダウ
ンしている場合、ユーザ名は認証されず、スクリプトは実行されません。

•ユーザ名が無効としてマーキングされないようにするには、infiniteを指定します。キャッ
シュに保持されたユーザ名の認証は、期限切れになりません。 AAAサーバがダウンしてい
る場合、ユーザ名はキャッシュから認証されます。

systemまたは userキーワード
systemまたは userキーワードを指定せずに event manager policyコマンドを入力すると、指定さ
れたポリシーファイルが、まずシステムポリシーディレクトリで検索されます。システムポリ

シーディレクトリ内でファイルが見つかった場合、そのポリシーがシステムポリシーとして登録

されます。指定されたポリシーファイルがシステムポリシーディレクトリ内で見つからなかっ

た場合、ユーザポリシーディレクトリが検索されます。指定されたファイルがユーザポリシー

ディレクトリ内で見つかった場合、そのポリシーファイルがユーザポリシーとして登録されま

す。同じ名前を持つポリシーファイルがシステムポリシーディレクトリとユーザポリシーディ

レクトリの両方で見つかった場合、システムポリシーディレクトリ内のポリシーファイルが優

先され、システムポリシーとして登録されます。

ポリシーを登録した後でその登録内容を確認するには、show event manager policy registeredコマ
ンドを使用します。出力では、登録済みポリシーの情報が 2つの部分にわかれて表示されます。
各ポリシーの説明の最初の行には、ポリシーに割り当てられているインデックス番号、ポリシー

のタイプ（システムまたはユーザ）、登録済みイベントのタイプ、ポリシーの登録日時、および

ポリシーファイルの名前が表示されます。各ポリシーの説明の残りの行には、登録済みイベント

とイベントの処理方法に関する情報が表示されます。この情報は、ポリシーファイルを構成する

Tclコマンドの引数から直接取得されます。

手順の概要

1. show event manager policy available [ system | user ]
2. configure
3. event manager policy policy-name username username [ persist-time { seconds | infinite }] | type {

system | user }
4. 登録するすべての EEMポリシーについて手順 3を繰り返します。
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. show event manager policy registered
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

登録可能なすべての EEMポリシーを表示します。show eventmanager policy available
[ system | user ]

ステップ 1   

•オプションの systemキーワードを入力すると、使用可能なすべ
てのシステムポリシーが表示されます。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event
manager policy available

•オプションの userキーワードを入力すると、使用可能なすべて
のユーザポリシーが表示されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 2   

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy policy-name
username username [ persist-time {

ステップ 3   

• EEMスクリプトは、このコマンドの no形式が入力されない限
り、EEMによるスケジューリングが可能です。

seconds | infinite }] | type { system |
user }

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

•必要な usernameキーワードと引数を入力します。ここで、
usernameはスクリプトを実行するユーザ名です。

•ユーザ名認証をメモリに保持する時間を指定するには、オプショ
ンの persist-timeキーワードを入力します。

event manager policy cron.tcl
username tom type user

◦ persist-timeキーワードに seconds（秒数）を入力します。

◦認証を永続的なものにするには、infiniteキーワードを入力
します（認証は期限切れになりません）。

•オプションの type systemキーワードを入力すると、シスコに
よって定義されたシステムポリシーが登録されます。

•オプションの type userキーワードを入力すると、ユーザ定義ポ
リシーが登録されます。

EEMポリシーを登録する前に、AAA認可（aaa authorization
eventmanageなど）を設定する必要があります。 AAA認可
の設定の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router System Security Configuration
Guide』の「Configuring AAA Services」モジュールを参照し
てください。

（注）

—登録するすべてのEEMポリシーに
ついて手順 3を繰り返します。

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステップ 5   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。

登録済みのすべての EEMポリシーを表示します。手順 3の確認を行
うことができます。

show eventmanager policy registered

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event
manager policy registered

ステップ 6   

Tcl を使用した Embedded Event Manager ポリシーの記述方法
ここでは、Tool Command Language（Tcl）スクリプトを使用して、Cisco IOS XRソフトウェアの
障害とイベントを処理するための、カスタマイズした Embedded Event Manager（EEM）ポリシー
を作成する方法について説明します。

ここでは、次のタスクについて説明します。

EEM Tcl スクリプトの登録と定義
環境変数を設定し、EEMポリシーを登録するには、この作業を実行します。 EEMは、ポリシー
そのものに含まれるイベント仕様に基づいてポリシーをスケジューリングし、実行します。EEM
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ポリシーが登録されると、ソフトウェアによって、ポリシーが調べられ、指定されたイベントの

発生時に実行されるよう、登録されます。

はじめる前に

Tclスクリプト言語で作成されたポリシーが使用できる必要があります。ポリシーの例について
は、EEMサンプルポリシー, （88ページ）を参照してください。サンプルポリシーがシステム
ポリシーディレクトリに格納されています。

手順の概要

1. show event manager environment [ all | environment-name]
2. configure
3. event manager environment var-name [ var-value ]
4. ステップ 3, （80ページ）を繰り返して、ステップ 5, （81ページ）で登録されるポリシー
に必要なすべての環境変数を設定します。

5. event manager policy policy-name username username [ persist-time [ seconds | infinite ] | type [
system | user ]]

6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）EEM環境変数の名前と値を表示します。show event manager environment [ all |
environment-name]

ステッ

プ 1   • allキーワードは、すべての EEM環境変数を表示し
ます。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager
environment all • environment-name引数は、指定された環境変数に関す

る情報を表示します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 2   

環境変数を新しい値にリセットします。event manager environment var-name [ var-value ]

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager

ステッ

プ 3   • var-name引数は、EEM環境設定変数に割り当てる名
前です。

• var-value引数は、環境変数 var-nameに格納する、ス
ペースを含む文字列です。

environment _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7
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目的コマンドまたはアクション

•通例として、シスコで定義されているすべての環境
変数の名前は、他の変数と区別するためにアンダー

スコア文字で始まります（_show_cmdなど）。

• var-value引数では、スペースを使用できます。この
コマンドは、var-name引数の後から行の最後までの
すべての文字列を var-value引数の一部として解釈し
ます。

—ステップ 3, （80ページ）を繰り返して、ス
テップ 5, （81ページ）で登録されるポリシー
に必要なすべての環境変数を設定します。

ステッ

プ 4   

ポリシー内で定義された指定イベントが発生した場合に、

EEMポリシーを実行するよう、定義します。
event manager policy policy-name username
username [ persist-time [ seconds | infinite ] | type [
system | user ]]

ステッ

プ 5   

•シスコによって定義されたシステムポリシーを登録
するには、systemキーワードを使用します。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager
policy tm_cli_cmd.tcl username user_a

type system
•ユーザ定義のシステムポリシーを登録するには、user
キーワードを使用します。

•ユーザ名認証が有効な期間を指定するには、
persist-timeキーワードを使用します。

この例では、tm_cli_cmd.tclという名前の EEMサンプル
ポリシーが、システムポリシーとして定義されます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 6   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ
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目的コマンドまたはアクション

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに
保存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

登録済みの EEM ポリシーの表示
登録済みの EEMポリシーを表示するには、次の任意の作業を実行します。

手順の概要

1. show eventmanager policy registered [ event-type type ] [ system | user ] [ time-ordered | name-ordered
]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

現在登録されているポリシーについての情報を表示します。show event manager policy registered [
event-type type ] [ system | user ] [
time-ordered | name-ordered ]

ステッ

プ 1   • event-typeキーワードを指定すると、特定のイベントタイ
プで登録されているポリシーが表示されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event

• time-orderedキーワードを指定すると、現在登録されてい
るポリシーの情報が、時間でソートされて表示されます。

manager policy registered system
• name-orderedキーワードを指定すると、ポリシー名順（ア
ルファベット順）にポリシーが表示されます。

EEM ポリシーの登録解除
EEMポリシーを実行コンフィギュレーションファイルから削除するには、次の作業を実行しま
す。ポリシーの実行はキャンセルされます。
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手順の概要

1. show eventmanager policy registered [ event-type type ] [ system | user ] [ time-ordered | name-ordered
]

2. configure
3. no event manager policy policy-name
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. ステップ 1, （83ページ）を繰り返して、ポリシーが削除されたことを確認します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

現在登録されているポリシーについての情報を表示します。show event manager policy registered [
event-type type ] [ system | user ] [
time-ordered | name-ordered ]

ステップ 1   

• event-typeキーワードを指定すると、特定のイベントタイ
プで登録されているポリシーが表示されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event

• time-orderedキーワードを指定すると、現在登録されてい
るポリシーの情報が、時間でソートされて表示されます。

manager policy registered system
• name-orderedキーワードを指定すると、ポリシー名順（ア
ルファベット順）にポリシーが表示されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 2   

ポリシーを登録解除するためにEEMポリシーを設定から削除し
ます。

no event manager policy policy-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# no
event manager policy tm_cli_cmd.tcl

ステップ 3   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変
更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

—ステップ 1, （83ページ）を繰り返し
て、ポリシーが削除されたことを確認

します。

ステップ 5   

EEM ポリシー実行の一時停止
すべての EEMポリシーの実行をただちに一時停止するには、次の作業を実行します。一時的な
パフォーマンスまたはセキュリティ面での理由から、ポリシーの登録解除ではなく一時停止が必

要なことがあります。

手順の概要

1. show eventmanager policy registered [event-type type] [system | user] [time-ordered | name-ordered
]

2. configure
3. event manager scheduler suspend
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

現在登録されているポリシーについての情報を表示します。show event manager policy registered
[event-type type] [system | user]
[time-ordered | name-ordered ]

ステップ 1   

• event-typeキーワードを指定すると、特定のイベントタイプ
で登録されているポリシーが表示されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event

• time-orderedキーワードを指定すると、現在登録されているポ
リシーの情報が、時間でソートされて表示されます。

manager policy registered system
• name-orderedキーワードを指定すると、ポリシー名順（アル
ファベット順）にポリシーが表示されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 2   

すべての EEMポリシーの実行がすぐに一時停止されます。event manager scheduler suspend

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
event manager scheduler suspend

ステップ 3   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

EEM ポリシーの管理
ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義 EEMポリシーの保存に使用するディレクトリを指
定するには、この作業を実行します。

この作業は、Tclスクリプトを使用して記述される EEMポリシーのみに適用されます。（注）

手順の概要

1. show event manager directory user [library | policy]
2. configure
3. event manager directory user {library path | policy path}
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

EEMユーザライブラリまたはポリシーファイルの保存に使用する
ディレクトリを表示します。

show event manager directory user
[library | policy]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event
manager directory user library

ステップ 1   

•オプションの libraryキーワードによって、ユーザライブラリ
ファイルに使用されるディレクトリが表示されます。

•オプションの policyキーワードによって、ユーザ定義 EEMポ
リシーに使用されるディレクトリが表示されます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義 EEMポリシーの保存
に使用するディレクトリを指定します。

eventmanager directory user {library
path | policy path}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 3   

•ユーザディレクトリへの絶対パス名を指定するには、path引数
を指定します。

event manager directory user
library disk0:/usr/lib/tcl

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

EEM を使用したソフトウェアモジュール方式プロセスの信頼性メトリック
Cisco IOS XRソフトウェアプロセスの信頼性メトリックを表示するには、この省略可能なタスク
を実行します。

手順の概要

1. show event manager metric process {all | job-id | process-name} location {all | node-id}
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

プロセスの信頼性メトリックデータを表示します。シ

ステムでは、プロセスの開始時と終了時にレコードが

show event manager metric process {all | job-id |
process-name} location {all | node-id}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager

ステップ 1   

保存され、このデータが、信頼性分析の基本データと

して使用されます。

environment

EEM サンプルポリシー
Cisco IOSXRソフトウェアには、EEMが含まれるイメージに、いくつかのサンプルポリシーが含
まれています。EEMポリシーの開発者は、ポリシーが実行されるイベントと、イベントの記録お
よび応答に関連付けられているオプションを、カスタマイズすることによって、これらのポリシー

を変更できます。さらに、開発者は、ポリシーの実行時に実装されるアクションを選択できま

す。

Cisco IOS XRソフトウェアには、サンプルポリシーが含まれています（表「EEMサンプルポリ
シーの説明」を参照してください）。サンプルポリシーは、ユーザディレクトリにコピーして

変更できます。 Tclは、現在ポリシー作成のためにシスコでサポートされている唯一のスクリプ
ト言語です。 Tclポリシーは、Emacsなどのテキストエディタを使用して変更できます。ポリ
シーは、定義されている経過時間の秒数以内で実行する必要があり、時間変数はポリシー内で設

定できます。デフォルトは 20秒です。

EEMサンプルポリシーは、CLIを使用してルータに表示される場合があります。
Show event manager policy available system

この表ではサンプル EEMポリシーについて説明します。

表 9：EEM サンプルポリシーの説明

説明ポリシーの名前

このポリシーは、cronエントリ _cron_entry_diag
の期限が切れたときにトリガーされます。その

後、この固定セットの出力が固定のコマンド

セットに対して収集され、出力が電子メールで

送信されます。

periodic_diag_cmds.tcl
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説明ポリシーの名前

このポリシーは、cronエントリ
_cron_entry_procavailの期限が切れたときにトリ
ガーされます。その後、この固定セットの出力

が固定のコマンドセットに対して収集され、出

力が電子メールで送信されます。

periodic_proc_avail.tcl

このポリシーは、cronエントリ _cron_entry_log
の期限が切れたときにトリガーされ、show log
コマンドとその他いくつかのコマンドの出力が

収集されます。環境変数 _log_past_hoursが設定
されている場合、最後の _log_past_hours時間に
生成されたログメッセージが収集されます。

そうでない場合、ログ全体が収集されます。

periodic_sh_log.tcl

このポリシーは、スクリプトが sysdbタイムア
ウト ios_msgsを探すときにトリガーされ、show
コマンドの出力が取得されます。出力は、ブ

ロックしているプロセスの名前が付けられた

ファイルに書き込まれます。

sl_sysdb_timeout.tcl

このポリシーは、設定可能なCRONエントリを
使用して実行されます。設定可能なCLIコマン
ドが実行され、結果が電子メールで送信されま

す。

tm_cli_cmd.tcl

このポリシーは、毎日夜中に実行され、指定さ

れた電子メールアドレスにプロセスクラッシュ

履歴レポートが電子メールで送信されます。

tm_crash_hist.tcl

使用可能なサンプルポリシーおよびその実行方法についての詳細は、EEMイベントディテクタ
のデモ：例 , （111ページ）を参照してください。

手順の概要

1. show event manager policy available [system | user]
2. configure
3. event manager directory user {library path | policy path}
4. event manager policy policy-name username username [persist-time [seconds | infinite] | type [system

| user]]
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

登録可能な EEMポリシーを表示します。show event manager policy available [system
| user]

ステップ 1   

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# show event
manager policy available

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 2   

ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義EEMポリシー
の保存に使用するディレクトリを指定します。

event manager directory user {library path |
policy path}

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event
manager directory user library

disk0:/user_library

ステップ 3   

ポリシー内で定義された指定イベントが発生した場合に、

EEMポリシーを実行するよう、定義します。
event manager policy policy-name username
username [persist-time [seconds | infinite] | type
[system | user]]

ステップ 4   

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event
manager policy test.tcl username user_a
type

user

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレー

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

90 OL-28386-01-J  

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
Tcl を使用した Embedded Event Manager ポリシーの記述方法



目的コマンドまたはアクション

ションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

Tcl を使用した EEM ポリシーのプログラミング
Tclコマンド拡張を使用してポリシーをプログラムするには、この作業を実行します。既存のポ
リシーをコピーし、変更することを推奨します。EEMTclポリシーには、event_register Tclコマン
ド拡張と本体の 2つの必須部分が存在する必要があります。Tclポリシーの構造と要件, （91ペー
ジ）にある他のすべてのセクションは、オプションです。

Tcl ポリシーの構造と要件

すべての EEMポリシーでは、図 2：Tclポリシーの構造と要件 , （91ページ）に示されているよ
うに、同じ構造が共有されます。 EEMポリシーには、event_register Tclコマンド拡張と本体の、
2つの必須部分が存在します。ポリシーの残りの部分の、環境定義必須、名前空間のインポート、
開始ステータス、および終了ステータスは、オプションです。

図 2：Tcl ポリシーの構造と要件

各ポリシーの開始は、event_register Tclコマンド拡張を使用して検出するために、イベントを示
し、登録する必要があります。ポリシーのこの部分によって、ポリシーの実行がスケジュールさ

れます。使用可能な EEM event_register Tclコマンド拡張のリストについては、Embedded Event
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Managerイベント登録 Tclコマンド拡張, （124ページ）を参照してください。次に、
event_register_timer Tclコマンド拡張を登録する Tclコード例を示します。

::cisco::eem::event_register_timer cron name crontimer2 cron_entry $_cron_entry maxrun 240

次に、一部の環境変数をチェックし、定義する Tclコードの例を示します。

# Check if all the env variables that we need exist.
# If any of them does not exist, print out an error msg and quit.
if {![info exists _email_server]} {
set result \
"Policy cannot be run: variable _email_server has not been set"

error $result $errorInfo
}
if {![info exists _email_from]} {
set result \
"Policy cannot be run: variable _email_from has not been set"

error $result $errorInfo
}
if {![info exists _email_to]} {
set result \
"Policy cannot be run: variable _email_to has not been set"

error $result $errorInfo
)

名前空間のインポートセクションはオプションで、コードライブラリが定義されます。次に、

名前空間インポートセクションを設定する Tclコードの例を示します。

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

ポリシーの本体は必須の構造で、次のものを含める必要があります。

•検出されたイベントに関する情報の EEMへの問い合わせに使用される event_reqinfoイベン
ト情報の Tclコマンド拡張。使用可能な EEMイベント情報の Tclコマンド拡張のリストに
ついては、Embedded Event Managerイベント情報 Tclコマンド拡張, （162ページ）を参照し
てください。

• EEM特有のアクションの指定に使用される、action_syslogなどのアクション Tclコマンド拡
張。使用可能な EEMアクションの Tclコマンド拡張のリストについては、Embedded Event
Managerアクション Tclコマンド拡張, （187ページ）を参照してください。

•一般的なシステム情報の取得に使用される、sys_reqinfo_routernameなどのシステム情報の
Tclコマンド拡張。使用可能な EEMシステム情報の Tclコマンド拡張のリストについては、
EmbeddedEventManagerシステム情報Tclコマンド拡張, （205ページ）を参照してください。

•ポリシーからの、SMTPライブラリ（電子メール通知を送信）または CLIライブラリ（CLI
コマンドを実行）の使用。使用可能な SMTPライブラリの Tclコマンド拡張のリストについ
ては、SMTPライブラリのコマンド拡張, （218ページ）を参照してください。使用可能な
CLIライブラリの Tclコマンド拡張のリストについては、CLIライブラリのコマンド拡張, （
221ページ）を参照してください。

•他のポリシーによって使用される Tcl変数の保存に使用される context_saveおよび
context_retrieveの Tclコマンド拡張。

次に、イベントを問い合わせ、本体セクションの一部としてメッセージを記録するコードの Tcl
コードの例を示します。

# Query the event info and log a message.
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array set arr_einfo [event_reqinfo]
if {$_cerrno != 0} {
set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
global timer_type timer_time_sec
set timer_type $arr_einfo(timer_type)
set timer_time_sec $arr_einfo(timer_time_sec)

# Log a message.
set msg [format "timer event: timer type %s, time expired %s" \
$timer_type [clock format $timer_time_sec]]
action_syslog priority info msg $msg
if {$_cerrno != 0} {
set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}

EEM 開始ステータス

EEMポリシーの開始ステータスの部分は、前のポリシーが同じイベントに対して実行されたかど
うかや、前のポリシーの終了ステータスを特定するために、使用されます。 _entry_status変数が
定義されている場合、このイベントに対して前のポリシーがすでに実行されています。_entry_status
変数の値によって、前のポリシーの戻りコードが特定されます。

開始ステータスの指定には、次の 3種類の値のいずれかを使用できます。

• 0（以前のポリシーは成功した）

• 0以外（以前のポリシーは失敗した）

• Undefined（以前実行されたポリシーはない）

EEM 終了ステータス

ポリシーでそのコードの実行を終了すると、終了値が設定されます。終了値は、EEMによって使
用され、このイベントのデフォルトアクションがある場合に、それが適用されたかどうかが判断

されます。値 0は、デフォルトのアクションを実行しないことを意味します。 0以外の値は、デ
フォルトのアクションを実行する必要があることを意味します。終了ステータスは、同じイベン

トで実行される後続ポリシーに渡されます。

EEM ポリシーと Cisco エラー番号

一部の EEM Tclコマンド拡張によって、Ciscoエラー番号の Tclグローバル変数の _cerrnoが設定
されます。 _cerrnoが設定されるたびに、他の 4つの Tclグローバル変数が _cerrnoから分岐し、
それとともに設定されます（_cerr_sub_num、_cerr_sub_err、_cerr_posix_err、および _cerr_str）。

たとえば、次の例の action_syslogコマンドでは、コマンド実行の副次的な影響としてこれらのグ
ローバル変数が設定されます。

action_syslog priority warning msg "A sample message generated by action_syslog"
if {$_cerrno != 0} {
set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
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}

_cerrno：32 ビットエラー戻り値

コマンドによって設定された _cerrnoは、次の形式の 32ビットの整数を表す場合があります。

XYSSSSSSSSSSSSSEEEEEEEEPPPPPPPPP

たとえば、次のエラー戻り値は、EEM Tclコマンド拡張から戻される場合があります。

862439AE

この番号は、次の 32ビット値として解釈されます。

10000110001001000011100110101110

この 32ビットの整数は、次の表に示されているように、5つの変数に分けられます。

表 10：_cerrno：32 ビットエラー戻り値の変数

説明変数

エラークラス（エラーの重大度を示します）。

この変数は、32ビットのエラー戻り値の最初の
2ビットに対応しています。前述のケースの 10
は、CERR_CLASS_WARNINGを示します。

この変数特有の 4つのエラークラスエンコー
ディングについては、表 11：エラークラスエ
ンコーディング, （95ページ）を参照してく
ださい。

XY

最新のエラーが生成されたサブシステム番号

（13ビット =値 8192）。これは、32ビット
シーケンスの次の 13ビットで、その整数値は
$_cerr_sub_numに含まれています。

SSSSSSSSSSSSSS

サブシステム固有のエラー番号（8ビット =値
256）。このセグメントは、32ビットシーケン
スの次の 8ビットで、このエラー番号に対応す
る文字列は、$_cerr_sub_errに含まれています。

EEEEEEEE

パススルー POSIXエラーコード（9ビット =
値 512）。これは、32ビットシーケンスの最
後で、このエラーコードに対応する文字列は、

$_cerr_posix_errに含まれています。

PPPPPPPP
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XY のエラークラスエンコーディング

最初の変数XYは、次の表に示されているように、エラークラスエンコーディングを参照してい
ます。

表 11：エラークラスエンコーディング

エラークラスエラー戻り値

CERR_CLASS_SUCCESS00

CERR_CLASS_INFO01

CERR_CLASS_WARNING10

CERR_CLASS_FATAL11

ゼロのエラー戻り値は、SUCCESSを示します。
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手順の概要

1. show event manager policy available [system | user]
2. 画面に表示されたサンプルポリシーの内容を、テキストエディタにカットアンドペーストし
ます。

3. 必要な event_register Tclコマンド拡張を定義します。
4. 適切な名前空間を、::cisco階層構造に追加します。
5. Must Defineセクションをプログラムし、このポリシーで使用される各環境変数をチェックし
ます。

6. スクリプトの本体をプログラムします。
7. 開始ステータスをチェックし、ポリシーがこのイベントに対して前に実行されたかどうかを判
断します。

8. 終了ステータスをチェックし、デフォルトアクションが存在する場合に、このイベントのデ
フォルトアクションが適用されたかどうかを判断します。

9. Ciscoエラー番号（_cerrno）の Tclグローバル変数を設定します。
10. 新しいファイル名で Tclスクリプトを保存し、Tclスクリプトをルータにコピーします。
11. configure
12. event manager directory user {library path | policy path}
13. event manager policy policy-name username username [persist-time [seconds | infinite] | type [system

| user]]
14. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

15. ポリシーを実行し、ポリシーを観察します。
16. ポリシーが正しく実行されていない場合、デバッグのテクニックを使用します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

登録可能な EEMポリシーを表示します。show eventmanager policy available
[system | user]

ステップ 1   

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# show
event manager policy available

—画面に表示されたサンプルポリ

シーの内容を、テキストエディタ

にカットアンドペーストします。

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

検出するイベントについて、適切な event_register Tclコマンド拡張を
選択し、ポリシーに追加します。有効なイベント登録 Tclコマンド拡
張を次に示します。

必要な event_register Tclコマンド
拡張を定義します。

ステップ 3   

• event_register_appl

• event_register_counter

• event_register_stat

• event_register_wdsysmon

• event_register_oir

• event_register_process

• event_register_syslog

• event_register_timer

• event_register_timer_subscriber

• event_register_hardware

• event_register_none

ポリシーの開発者は、Cisco IOSXREEMによって使用されるすべての
拡張をグループ化するため、Tclポリシーで新しい名前空間 ::ciscoを

適切な名前空間を、::cisco階層構
造に追加します。

ステップ 4   

使用できます。 ::cisco階層の下には、2つの名前空間があります。各
名前空間に属する名前空間とEEMTclコマンド拡張カテゴリは次のと
おりです。

• ::cisco::eem

◦ EEMイベント登録

◦ EEMイベント情報

◦ EEMイベントパブリッシュ

◦ EEMアクション

◦ EEMユーティリティ

◦ EEMコンテキストライブラリ

◦ EEMシステム情報

◦ CLIライブラリ

• ::cisco::lib

◦ SMTPライブラリ
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目的コマンドまたはアクション

適切な名前空間がインポートされていることを確認す

るか、前述のコマンドを使用する場合は修飾されたコ

マンド名を使用します。

（注）

この手順は任意です。Must Defineは、ポリシーによって必要とされ
るすべての EEM環境変数が、回復アクションの実行前に定義されて

MustDefineセクションをプログラ
ムし、このポリシーで使用される

各環境変数をチェックします。

ステップ 5   

いるかどうかをテストする、ポリシーのセクションです。ポリシーに

よって EEM環境変数が使用されない場合、Must Defineセクションは
不要です。EEMスクリプトのEEM環境変数は、ポリシーの実行前に
ポリシーに対して外部定義された Tclグローバル変数です。 EEM環
境変数を定義するには、EEMコンフィギュレーションコマンド event
manager environmentを使用します。規則として、すべてのシスコ
EEM環境変数の先頭は、「_」（アンダースコア）になっています。
将来的な競合を避けるため、「_」で始まる新しい変数を定義しない
ことを推奨します。

EXECモードで show event manager environment コマンド
を使用して、システムの Embedded Event Manager環境変数
セットを表示できます。

（注）

たとえば、サンプルポリシーで定義されている EEM環境変数には、
電子メール変数が含まれます。適切に動作させるためには、電子メー

ルを送信するサンプルポリシーに、次に示す変数が設定されている必

要があります。 EEMサンプルポリシーで使用される電子メール特有
の環境変数について説明します。

• _email_server：電子メール送信に使用されるシンプルメール転
送プロトコル（SMTP）メールサーバ（たとえば
mailserver.example.com）

• _email_to：電子メールの送信先アドレス（たとえば
engineering@example.com）

• _email_from：電子メールの送信元アドレス（たとえば
devtest@example.com）

• _email_cc：電子メールのコピーの送信先アドレス（たとえば
manager@example.com）

スクリプトのこのセクションでは、次のいずれかを定義できます。スクリプトの本体をプログラムし

ます。

ステップ 6   

•検出されたイベントに関する情報の EEMへの問い合わせに使用
される event_reqinfoイベント情報の Tclコマンド拡張。

• EEM特有のアクションの指定に使用される、action_syslogなど
のアクション Tclコマンド拡張。
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目的コマンドまたはアクション

•一般的なシステム情報の取得に使用される、
sys_reqinfo_routernameなどのシステム情報のTclコマンド拡張。

•他のポリシーによって使用される Tcl変数の保存に使用される
context_saveおよび context_retrieveの Tclコマンド拡張。

•ポリシーからの、SMTPライブラリ（電子メール通知を送信）ま
たは CLIライブラリ（CLIコマンドを実行）の使用。

前のポリシーが正常終了した場合、現在のポリシーは、実行が必要な

場合と、実行が不要な場合があります。開始ステータス指定には、0
開始ステータスをチェックし、ポ

リシーがこのイベントに対して前

ステップ 7   

（前のポリシーが正常終了した）、Not=0（前のポリシーに障害が発に実行されたかどうかを判断しま

す。 生した）、およびUndefined（実行された前のポリシーがない）の、3
つの値のうちいずれか 1つを使用できます。

値 0は、デフォルトのアクションを実行しないことを意味します。 0
以外の値は、デフォルトのアクションを実行する必要があることを意

終了ステータスをチェックし、デ

フォルトアクションが存在する場

ステップ 8   

味します。終了ステータスは、同じイベントで実行される後続ポリ

シーに渡されます。

合に、このイベントのデフォルト

アクションが適用されたかどうか

を判断します。

一部のEEMTclコマンド拡張によって、Ciscoエラー番号のTclグロー
バル変数の _cerrnoが設定されます。 _cerrnoが設定されるたびに、他

Ciscoエラー番号（_cerrno）の Tcl
グローバル変数を設定します。

ステップ 9   

の 4つのTclグローバル変数が _cerrnoから分岐し、それとともに設定
されます（_cerr_sub_num、_cerr_sub_err、_cerr_posix_err、および
_cerr_str）。

Embedded EventManagerポリシーファイル名は、次の仕様に従ってい
ます。

新しいファイル名で Tclスクリプ
トを保存し、Tclスクリプトをルー
タにコピーします。

ステップ 10   

•オプションのプレフィックスMandatory.がある場合、これは、シ
ステムポリシーがまだ登録されていない場合に、自動的に登録

される必要があるシステムポリシーであることを示します。た

とえば、Mandatory.sl_text.tclなどです。

•指定された 1つめのイベントの 2文字の省略形が含まれるファイ
ル名の本体部（表 4：2文字の省略形の指定, （65ページ）を参
照）、下線文字部、および、ポリシーをさらに示す説明フィール

ド部。

•ファイル名拡張子部は .tclと定義されます。

詳細については、Embedded EventManager用のシスコファイル命名規
則, （64ページ）を参照してください。

ルータ上のフラッシュファイルシステム（通常は disk0:）に、ファイ
ルをコピーします。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 11   

ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義 EEMポリシーの保存に
使用するディレクトリを指定します。

event manager directory user
{library path | policy path}

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
event manager directory user

ステップ 12   

library

disk0:/user_library

ポリシー内で定義された指定イベントが発生した場合に、EEMポリ
シーを実行するよう、定義します。

event manager policy policy-name
username username [persist-time
[seconds | infinite] | type [system |
user]]

ステップ 13   

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
event manager policy test.tcl
username user_a type

user

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステップ 14   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに
変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終

了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

—ポリシーを実行し、ポリシーを観

察します。

ステップ 15   

—ポリシーが正しく実行されていな

い場合、デバッグのテクニックを

使用します。

ステップ 16   

EEM ユーザ Tcl ライブラリ索引の作成
Tclファイルのライブラリに含まれているすべての手順のディレクトリが含まれている、索引ファ
イルを作成するには、この作業を実行します。この作業を行うと、EEM Tclのライブラリサポー
トをテストできます。この作業では、Tclライブラリファイルが含まれるライブラリディレクト
リが作成され、ファイルがディレクトリにコピーされ、ライブラリファイルにあるすべての手順

のディレクトリが含まれる索引 tclIndexが作成されます。索引が作成されない場合、Tcl手順を参
照する EEMポリシーを実行するときに、Tcl手順は見つかりません。

手順の概要

1. ワークステーション（UNIX、Linux、PC、またはMac）で、ライブラリディレクトリを作成
し、Tclライブラリファイルをディレクトリにコピーします。

2. tclsh
3. auto_mkindex directory_name *.tcl
4. ターゲットルータ上のユーザライブラリファイルの保存に使用されるディレクトリに、ステッ
プ 1, （102ページ）から Tclライブラリファイルをコピーし、ステップ 3, （102ページ）か
ら tclIndexファイルをコピーします。

5. Tclで記述されたユーザ定義 EEMポリシーファイルを、ターゲットルータ上でユーザ定義
EEMポリシーの保存に使用されるディレクトリにコピーします。

6. configure
7. event manager directory user library path
8. event manager directory user policy path
9. event manager policy policy-name username username [persist-time [seconds | infinite] | type [system

| user]]
10. event manager run policy [argument]
11. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

次の例ファイルを使用すると、Tclシェルが実行されているワー
クステーション上で、tclIndexを作成できます。

ワークステーション（UNIX、Linux、
PC、またはMac）で、ライブラリディ

ステップ 1   

レクトリを作成し、Tclライブラリファ
イルをディレクトリにコピーします。

lib1.tcl

proc test1 {} {
puts "In procedure test1"

}
proc test2 {} {
puts "In procedure test2"

}

lib2.tcl

proc test3 {} {
puts "In procedure test3"

}

Tclシェルを開始します。tclsh

例：

workstation% tclsh

ステップ 2   

auto_mkindexコマンドを使用して、tclIndexファイルを作成し
ます。すべての手順のディレクトリが含まれる tclIndexファイ

auto_mkindex directory_name *.tcl

例：

workstation% auto_mkindex eem_library

ステップ 3   

ルは、Tclライブラリファイルに含まれていました。どのディ
レクトリにも 1つの tclIndexファイルのみを存在させることが
でき、他の Tclファイルはグループ化しておくことが可能であ*.tcl

るため、ディレクトリ内で auto_mkindexを実行することを推
奨します。ディレクトリ内で auto_mkindexを実行すると、特
定の tclIndexを使用してどの Tclソースファイルを索引化でき
るかが判断されます。

lib1.tclファイルと lib2.tclファイルがライブラリファイルディ
レクトリにあり、auto_mkindexコマンドが実行されたときに、
次の例に示す tclIndexが作成されます。

tclIndex

# Tcl autoload index file, version 2.0
# This file is generated by the "auto_mkindex" command
# and sourced to set up indexing information for one or
# more commands. Typically each line is a command that
# sets an element in the auto_index array, where the
# element name is the name of a command and the value is
# a script that loads the command.
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目的コマンドまたはアクション

set auto_index(test1) [list source [file join $dir lib1.tcl]]
set auto_index(test2) [list source [file join $dir lib1.tcl]]
set auto_index(test3) [list source [file join $dir lib2.tcl]]

—ターゲットルータ上のユーザライブラ

リファイルの保存に使用されるディレ

ステップ 4   

クトリに、ステップ 1, （102ページ）
から Tclライブラリファイルをコピー
し、ステップ 3, （102ページ）から
tclIndexファイルをコピーします。

ディレクトリは、ステップ 4, （103ページ）で使用されるディ
レクトリと同じディレクトリを使用できます。

Tclで記述されたユーザ定義 EEMポリ
シーファイルを、ターゲットルータ上

ステップ 5   

でユーザ定義 EEMポリシーの保存に使
用されるディレクトリにコピーします。

次に、EEMでサポートされる Tclライブラリのテストに、ユー
ザ定義 EEMポリシーを使用できる例を示します。

libtest.tcl

::cisco::eem::event_register_none
namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*
global auto_index auto_path
puts [array names auto_index]
if { [catch {test1} result]} {
puts "calling test1 failed result = $result $auto_path"

}
if { [catch {test2} result]} {
puts "calling test2 failed result = $result $auto_path"

}
if { [catch {test3} result]} {
puts "calling test3 failed result = $result $auto_path"

}

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 6   

EEMユーザライブラリのディレクトリを指定します。これは、
ステップ 4, （103ページ）のファイルがコピーされたディレク
トリです。

event manager directory user library path

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event

ステップ 7   

manager directory user library
disk2:/eem_library
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目的コマンドまたはアクション

EEMユーザポリシーのディレクトリを指定します。これは、
ステップ 5, （103ページ）のファイルがコピーされたディレク
トリです。

event manager directory user policy path

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event

ステップ 8   

manager directory user policy
disk2:/eem_policies

ユーザ定義の EEMポリシーを登録します。event manager policy policy-name
username username [persist-time [seconds
| infinite] | type [system | user]]

ステップ 9   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event
manager policy libtest.tcl username
user_a

手動で EEMポリシーを実行します。event manager run policy [argument]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event
manager run libtest.tcl

ステップ 10   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 11   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要
求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

EEM ユーザ Tcl パッケージ索引の作成
すべてのTclパッケージのディレクトリと、Tclパッケージファイルのライブラリに含まれるバー
ジョン情報が含まれる、Tclパッケージの索引ファイルを作成するには、この作業を実行します。
Tclパッケージは、Tcl packageキーワードを使用してサポートされます。

Tclパッケージは、EEMシステムライブラリディレクトリまたは EEMユーザライブラリディレ
クトリのいずれかにあります。 package require Tclコマンドが実行されると、ユーザライブラリ
ディレクトリで、まず、pkgIndex.tclファイルが検索されます。pkgIndex.tclファイルがユーザディ
レクトリで見つからない場合、システムライブラリディレクトリが検索されます。

この作業では、pkg_mkIndexコマンドを使用して、適切なライブラリディレクトリに Tclパッ
ケージディレクトリpkgIndex.tclファイルが作成され、バージョン情報とともに、ディレクトリに
含まれるすべての Tclパッケージについての情報が含められます。索引が作成されない場合、
package require Tclコマンドが含まれる EEMポリシーが実行されたときに、Tclパッケージは見
つかりません。

EEMで Tclパッケージサポートを使用すると、ユーザは、Tclの XML_RPCなどのパッケージに
アクセスできます。Tclパッケージインデックスが作成されるとき、Tclスクリプトは、外部エン
ティティに対する XML-RPC呼び出しを容易に行うことができます。

Cプログラミングコードで実装されるパッケージは、EEMではサポートされません。（注）
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手順の概要

1. ワークステーション（UNIX、Linux、PC、またはMac）で、ライブラリディレクトリを作成
し、Tclパッケージファイルをディレクトリにコピーします。

2. tclsh
3. pkg_mkindex directory_name *.tcl
4. ターゲットルータ上のユーザライブラリファイルの保存に使用されるディレクトリに、ステッ
プ 1, （106ページ）から Tclパッケージファイルをコピーし、ステップ 3, （106ページ）か
ら pkgIndexファイルをコピーします。

5. Tclで記述されたユーザ定義 EEMポリシーファイルを、ターゲットルータ上でユーザ定義
EEMポリシーの保存に使用されるディレクトリにコピーします。

6. configure
7. event manager directory user library path
8. event manager directory user policy path
9. event manager policy policy-name username username [persist-time [seconds | infinite] | type [system

| user]]
10. event manager run policy [argument]
11. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

—ワークステーション（UNIX、Linux、PC、
またはMac）で、ライブラリディレクト

ステップ 1   

リを作成し、Tclパッケージファイルを
ディレクトリにコピーします。

Tclシェルを開始します。tclsh

例：

workstation% tclsh

ステップ 2   

pkg_mkindexコマンドを使用して、pkgIndexファイルを作成
します。すべてのパッケージのディレクトリが含まれる

pkg_mkindex directory_name *.tcl

例：

workstation% pkg_mkindex eem_library
*.tcl

ステップ 3   

pkgIndexファイルは、Tclライブラリファイルに含まれてい
ました。どのディレクトリにも 1つの pkgIndexファイルのみ
を存在させることができ、他の Tclファイルはグループ化し
ておくことが可能であるため、ディレクトリ内でpkg_mkindex
コマンドを実行することを推奨します。ディレクトリ内で

pkg_mkindexコマンドを実行すると、特定の pkgIndexを使用
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目的コマンドまたはアクション

してどの Tclパッケージファイルを索引化できるかが判断さ
れます。

次に、いくつかの Tclパッケージがライブラリファイルディ
レクトリにあり、pkg_mkindexコマンドが実行されたときに、
pkgIndexが作成される例を示します。

pkgIndex

# Tcl package index file, version 1.1
# This file is generated by the "pkg_mkIndex" command
# and sourced either when an application starts up or
# by a "package unknown" script. It invokes the
# "package ifneeded" command to set up package-related
# information so that packages will be loaded automatically
# in response to "package require" commands. When this
# script is sourced, the variable $dir must contain the
# full path name of this file's directory.
package ifneeded xmlrpc 0.3 [list source [file join $dir
xmlrpc.tcl]]

—ターゲットルータ上のユーザライブラリ

ファイルの保存に使用されるディレクト

ステップ 4   

リに、ステップ1, （106ページ）からTcl
パッケージファイルをコピーし、ステッ

プ 3, （106ページ）から pkgIndexファイ
ルをコピーします。

ディレクトリは、ステップ4,（107ページ）で使用されるディ
レクトリと同じディレクトリを使用できます。

Tclで記述されたユーザ定義 EEMポリ
シーファイルを、ターゲットルータ上で

ステップ 5   

ユーザ定義EEMポリシーの保存に使用さ
れるディレクトリにコピーします。

次に、EEMでサポートされるTclライブラリのテストに、ユー
ザ定義 EEMポリシーを使用できる例を示します。

packagetest.tcl

::cisco::eem::event_register_none maxrun 1000000.000
#
# test if xmlrpc available
#
#
# Namespace imports
#
namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*
#
package require xmlrpc
puts "Did you get an error?"

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J 107

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
Tcl を使用した Embedded Event Manager ポリシーの記述方法



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 6   

EEMユーザライブラリのディレクトリを指定します。これ
は、ステップ4,（107ページ）のファイルがコピーされたディ
レクトリです。

event manager directory user library path

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event

ステップ 7   

manager directory user library
disk2:/eem_library

EEMユーザポリシーのディレクトリを指定します。これは、
ステップ 5, （107ページ）のファイルがコピーされたディレ
クトリです。

event manager directory user policy path

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event

ステップ 8   

manager directory user policy
disk2:/eem_policies

ユーザ定義の EEMポリシーを登録します。eventmanager policy policy-name username
username [persist-time [seconds | infinite] |
type [system | user]]

ステップ 9   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event
manager policy packagetest.tcl username
user_a

手動で EEMポリシーを実行します。event manager run policy [argument]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event
manager run packagetest.tcl

ステップ 10   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 11   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

イベント管理ポリシーの設定例
ここでは、次の設定例を示します。

環境変数の設定：例

次の設定は、環境変数 cron_entryを設定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config)# event manager environment _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7

ユーザ定義 Embedded Event Manager ポリシーの登録：例
次の設定では、ユーザ定義イベント管理ポリシーを登録します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager policy cron.tcl username tom user

使用可能なポリシーの表示：例

使用可能なポリシーを表示する show event manager policy availableコマンドの出力例は、次のと
おりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager policy available

No. Type Time Created Name
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1 system Mon Mar 15 21:32:14 2004 periodic_diag_cmds.tcl
2 system Mon Mar 15 21:32:14 2004 periodic_proc_avail.tcl
3 system Mon Mar 15 21:32:16 2004 periodic_sh_log.tcl
4 system Mon Mar 15 21:32:16 2004 tm_cli_cmd.tcl
5 system Mon Mar 15 21:32:16 2004 tm_crash_hist.tcl

Embedded Event Manager プロセスの表示：例
信頼性メトリックデータは、System Managerによって処理される各プロセスについて保持されま
す。このデータには、プライマリまたはバックアップハードウェアカードで動作するスタンバ

イプロセスが含まれています。データは、ハードウェアカードディスク ID、プロセスパス名、
複数のインスタンスがあるプロセスの場合はプロセスインスタンスを組み合わせたものでイン

デックスが作成されたテーブルに記録されます。信頼性メトリックデータを表示する show event
manager metric processコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager metric process all location 0/1/CPU0

=====================================
job id: 78, node name: 0/1/CPU0
process name: wd-critical-mon, instance: 1
--------------------------------
last event type: process start
recent start time: Mon Sep 10 21:36:49 2007
recent normal end time: n/a
recent abnormal end time: n/a
number of times started: 1
number of times ended normally: 0
number of times ended abnormally: 0
most recent 10 process start times:
--------------------------
Mon Sep 10 21:36:49 2007
--------------------------

most recent 10 process end times and types:

cumulative process available time: 59 hours 33 minutes 42 seconds 638 milliseconds
cumulative process unavailable time: 0 hours 0 minutes 0 seconds 0 milliseconds
process availability: 1.000000000
number of abnormal ends within the past 60 minutes (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 24 hours (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 30 days (since reload): 0
=====================================
job id: 56, node name: 0/1/CPU0
process name: dllmgr, instance: 1
--------------------------------
last event type: process start
recent start time: Mon Sep 10 21:36:49 2007
recent normal end time: n/a
recent abnormal end time: n/a
number of times started: 1
number of times ended normally: 0
number of times ended abnormally: 0
most recent 10 process start times:
--------------------------
Mon Sep 10 21:36:49 2007
--------------------------

most recent 10 process end times and types:

cumulative process available time: 59 hours 33 minutes 42 seconds 633 milliseconds
cumulative process unavailable time: 0 hours 0 minutes 0 seconds 0 milliseconds
process availability: 1.000000000
number of abnormal ends within the past 60 minutes (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 24 hours (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 30 days (since reload): 0
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=====================================
.
.
.

Tcl を使用した Embedded Event Manager（EEM）ポリシー
記述の設定例

ここでは、次の設定例を示します。

EEM イベントディテクタのデモ：例
この例では、サンプルポリシーを使用して、Embedded Event Managerポリシーの使用方法を示し
ます。後述のセクションで、サンプルポリシーの使用方法について説明します。

EEM サンプルポリシーの説明
設定例では、1つのサンプル EEMポリシーを取り上げています。 tm_cli_cmd.tclは、設定可能な
CRONエントリを使用して実行されます。このポリシーでは、設定可能な CLIコマンドが実行さ
れ、結果が電子メールで送信されます。

サンプルポリシーのイベントマネージャ環境変数

イベントマネージャ環境変数は、ポリシーの登録および実行の前に EEMポリシーに対して外部
定義された Tclグローバル変数です。サンプルポリシーでは、3つの電子メール環境変数が設定
されている必要があります。_email_ccのみが省略可能です。他の必須および任意の変数設定につ
いては、次の表で説明します。

次の表に、電子メール変数の一覧を示します。

表 12：サンプルポリシーで使用される電子メール特有の環境変数

例説明環境変数

example.comデフォルトドメイン名。_domainname

mailserver.example.com電子メール送信に使用されるシ

ンプルメール転送プロトコル

（SMTP）メールサーバ。

_email_server

engineering@example.com電子メールの送信先アドレス。_email_to

devtest@example.com電子メールの送信元アドレス。_email_from
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例説明環境変数

manager@example.com電子メールのコピーの送信先ア

ドレス。

_email_cc

次の表に、sl_intf_down.tclサンプルポリシーの実行前に設定する必要があるEEM環境変数を示し
ます。

表 13：sl_intf_down.tcl ポリシーで使用される環境変数

例説明環境変数

interface gigabitEthernet1/0/5/0実行される最初のコンフィギュ

レーションコマンド。

_config_cmd1

no shutdown実行される 2番目のコンフィ
ギュレーションコマンド。こ

の変数は任意で、指定する必要

はありません。

_config_cmd2

.*UPDOWN.*FastEthernet0/0.*ポリシー実行時を決定するため

に syslogメッセージを比較する
ために使用する正規表現パター

ンマッチ文字列。

_syslog_pattern

次の表に、tm_cli_cmd.tclサンプルポリシーの実行前に設定する必要がある EEM環境変数を示し
ます。

表 14：tm_cli_cmd.tcl ポリシーで使用される環境変数

例説明環境変数

0-59/1 0-23/1 * * 0-7ポリシーが実行されるときを決

定する CRON仕様。
_cron_entry

show versionポリシーの実行時に実行される

CLIコマンド。
_show_cmd

次の表に、tm_crash_reporter.tclサンプルポリシーの実行前に設定する必要があるEEM環境変数を
示します。
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表 15：tm_crash_reporter.tcl ポリシーで使用される環境変数

例説明環境変数

1tm_crash_reporter.tclのデバッグ
情報がイネーブルであるかどう

かを決定する値。この変数は

任意で、指定する必要はありま

せん。

_crash_reporter_debug

http://www.example.com/fm/interface_tm.cgiクラッシュレポートが送信さ

れる URL位置。
_crash_reporter_url

次の表に、tm_fsys_usage.tclサンプルポリシーの実行前に設定する必要がある EEM環境変数を示
します。

表 16： tm_fsys_usage.tcl ポリシーで使用される環境変数

例説明環境変数

0-59/1 0-23/1 * * 0-7event_register TCLコマンド拡張
で使用される CRON仕様。指
定されない場合、

tm_fsys_usage.tclポリシーが 1
分に 1回トリガーされます。
この変数は任意で、指定する必

要はありません。

_tm_fsys_usage_cron

1この変数が値1に設定された場
合、システムのすべてのエント

リのディスク使用率情報が表示

されます。この変数は任意で、

指定する必要はありません。

_tm_fsys_usage_debug

disk2:98000000システムまたは特定のプレ

フィックスの空きバイト数しき

い値。空きスペースが所定の

値を下回ると、警告が表示され

ます。この変数は任意で、指

定する必要はありません。

_tm_fsys_usage_freebytes
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例説明環境変数

nvram:25

disk2:5
システムまたは特定のプレ

フィックスのディスク使用割合

しきい値。ディスク使用割合

が所定の割合を超えると、警告

が表示されます。指定されな

い場合、すべてのシステムのデ

フォルトのディスク使用割合

は、80%です。この変数は任
意で、指定する必要はありませ

ん。

_tm_fsys_usage_percent

一部の EEM ポリシーの登録
ポリシーの登録後に EEM環境変数が変更された場合、一部の EEMポリシーは、登録を解除し、
再登録する必要があります。ポリシーの開始時に表示される event_register_ xxx文には、一部の
EEM環境変数が含まれ、この文は、ポリシーが実行される条件の確立に使用されます。ポリシー
の登録後に環境変数が変更された場合、条件は無効になります。いかなるエラーも回避するに

は、ポリシーの登録を解除し、再登録する必要があります。次の変数に影響が及ぼされます。

• _cron_entry in the tm_cli_cmd.tcl policy

• _syslog_pattern in the sl_intf_down.tcl policy

すべてのサンプルポリシーの基本設定の詳細

Embedded Event Manager（EEM）から電子メールを送信できるようにするには、hostnameコマン
ドと ip domain-nameコマンドを設定する必要があります。 EEM環境変数も設定する必要があり
ます。Cisco IOSXRソフトウェアイメージのブート後、次の初期設定を使用し、ネットワークで
適切な値を置き換えます。 tm_fsys_usageサンプルポリシーの環境変数（表 16： tm_fsys_usage.tcl
ポリシーで使用される環境変数,（113ページ）を参照）はすべて任意で、ここではそのリストは
示されていません。

hostname cpu
domain-name example.com
event manager environment _email_server ms.example.net
event manager environment _email_to username@example.net
event manager environment _email_from engineer@example.net
event manager environment _email_cc projectgroup@example.net
event manager environment _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7
event manager environment _show_cmd show event manager policy registered
event manager environment _syslog_pattern .*UPDOWN.*FastEthernet0/0
event manager environment _config_cmd1 interface Ethernet1/0
event manager environment _config_cmd2 no shutdown
event manager environment _crash_reporter_debug 1
event manager environment _crash_reporter_url
http://www.example.com/fm/interface_tm.cgi
end
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サンプルポリシーの使用

ここでは、4つの Tclサンプルポリシーを使用する方法を示す次の設定シナリオについて説明し
ます。

sl_intf_down.tcl サンプルポリシーの実行

このサンプルポリシーでは、特定のパターンでSyslogメッセージが記録されるときに設定を変更
する機能について説明します。ポリシーでは、イベントについての詳細情報が収集され、CLIラ
イブラリを使用して、EEM環境変数 _config_cmd1と、任意で _config_cmd2で指定された、コン
フィギュレーションコマンドが実行されます。 CLIコマンドの結果とともに、電子メールメッ
セージが送信されます。

次に、このポリシーの使用方法を示すサンプル設定について説明します。 EXECモードで、show
event manager policy registeredコマンドを使用し、現在ポリシーが登録されていないことを確認
します。次のコマンドは show event manager policy availableコマンドで、インストールできるポ
リシーが表示されます。 configureコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーションモー
ドを開始後に、event manager policyコマンドを使用して、EEMで sl_intf_down.tclポリシーを登
録できます。グローバルコンフィギュレーションモードを終了後、show event manager policy
registeredコマンドを再度入力し、ポリシーが登録されたことを確認します。

インターフェイスがダウンするときに、ポリシーが実行されます。 showeventmanagerenvironment
コマンドを入力し、現在の環境変数の値を表示します。 _syslog_pattern EEM環境変数で指定され
たインターフェイスのケーブルを取り外します（またはシャットダウンを設定します）。イン

ターフェイスがダウンし、インターフェイスがダウンしていることについての Syslogメッセージ
を記録する Syslogデーモンのプロンプトが表示されて、Syslogイベントディテクタが呼び出され
ます。

Syslogイベントディテクタによって、未解決のイベント仕様が見直され、インターフェイスス
テータス変更に対する一致が検索されます。EEMサーバに通知され、サーバでは、このイベント
sl_intf_down.tclを処理するために登録されたポリシーが実行されます。

enable
show event manager policy registered
show event manager policy available
configure terminal
event manager policy sl_intf_down.tcl
end
show event manager policy registered
show event manager environment

tm_cli_cmd.tcl サンプルポリシーの実行

このサンプルポリシーでは、定期的にCLIコマンドを実行し、結果を電子メールで送信する機能
について説明します。 CRON仕様「0-59/2 0-23/1 * * 0-7」を使用すると、このポリシーは、毎時
2分目に実行されます。ポリシーでは、イベントについての詳細情報が収集され、CLIライブラ
リを使用して、EEM環境変数 _show_cmdで指定された、コンフィギュレーションコマンドが実
行されます。 CLIコマンドの結果とともに、電子メールメッセージが送信されます。
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次に、このポリシーの使用方法を示すサンプル設定について説明します。 EXECモードで、show
event manager policy registeredコマンドを入力し、現在ポリシーが登録されていないことを確認
します。次のコマンドは show event manager policy availableコマンドで、インストールできるポ
リシーが表示されます。 configureコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーションモー
ドを開始後に、event manager policyコマンドを使用して、EEMで tm_cli_cmd.tclポリシーを登録
できます。グローバルコンフィギュレーションモードを終了後、show event manager policy
registeredコマンドを入力し、ポリシーが登録されたことを確認します。

EEM環境変数 _cron_entryに設定されている CRON文字列に従って、タイマーイベントディテク
タによって、定期的にこのケースのイベントがトリガーされます。EEMサーバに通知され、サー
バでは、このイベント tm_cli_cmd.tclを処理するために登録されたポリシーが実行されます。

enable
show event manager policy registered
show event manager policy available
configure terminal
event manager policy tm_cli_cmd.tcl
end
show event manager policy registered

tm_crash_reporter.tcl サンプルポリシーの実行

このサンプルポリシーでは、ある URLへ HTTP形式のクラッシュレポートを送信する機能につ
いて説明します。ポリシー登録がスタートアップコンフィギュレーションファイルに保存され

ている場合、ポリシーは、ブートの 5秒後にトリガーされます。トリガーされると、スクリプト
によって、リロード原因の検索が試行されます。リロードの原因がクラッシュの場合、ポリシー

によって、関連する crashinfoファイルが検索され、環境変数 _crash_reporter_urlでユーザによって
指定された URLへ、この情報が送信されます。 CGIスクリプト interface_tm.cgiは、
tm_crash_reporter.tclポリシーから URLを受け取るために作成され、ターゲット URLマシン上の
ローカルデータベースにクラッシュ情報が保存されます。

Perl CGIスクリプト interface_tm.cgiが作成され、HTTPサーバが含まれているマシン上で実行する
ために設計され、tm_crash_reporter.tclポリシーが実行されているルータからアクセスできます。
interface_tm.cgiスクリプトによって、tm_crash_reporter.tclから渡されたデータが解析され、テキス
トファイルの末尾にクラッシュ情報が追加され、これによって、システムのすべてのクラッシュ

の履歴が作成されます。さらに、各クラッシュの詳細情報は、ユーザが指定したクラッシュデー

タベースディレクトリの 3つのファイルに保存されます。別の Perl CGIスクリプト
crash_report_display.cgiは、interface_tm.cgiスクリプトによって作成されたデータベースに保存さ
れている情報を表示するために作成されました。 crash_report_display.cgiスクリプトは、
interface_tm.cgiが含まれているマシンと同じマシンに置く必要があります。そのマシンでは、
Internet Explorerまたは Netscapeなどのブラウザが実行されている必要があります。
crash_report_display.cgiスクリプトが実行されると、読み取り可能な形式でクラッシュ情報が表示
されます。

次に、このポリシーの使用方法を示すサンプル設定について説明します。 EXECモードで、show
event manager policy registeredコマンドを入力し、現在ポリシーが登録されていないことを確認
します。次に、show event manager policy availableコマンドを入力し、インストールできるポリ
シーを表示します。 configureコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーションモードを
開始後に、event manager policyコマンドを使用して、EEMで tm_crash_reporter.tclポリシーを登
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録できます。グローバルコンフィギュレーションモードを終了後、show event manager policy
registeredコマンドを入力し、ポリシーが登録されたことを確認します。

enable
show event manager policy registered
show event manager policy available
configure terminal
event manager policy tm_crash_reporter.tcl
end
show event manager policy registered

tm_fsys_usage.tcl サンプルポリシーの実行

このサンプルポリシーでは、ディスク領域の使用状況を定期的にモニタし、値が設定可能なしき

い値に近くなったときに Syslogを介してレポートする機能について説明します。

次に、このポリシーの使用方法を示すサンプル設定について説明します。ユーザ EXECモード
で、show event manager policy registeredコマンドを入力し、現在ポリシーが登録されていないこ
とを確認します。次に、show event manager policy availableコマンドを入力し、インストールで
きるポリシーを表示します。 configureコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーション
モードを開始後に、event manager policyコマンドを使用して、EEMで tm_fsys_usage.tclポリシー
を登録できます。グローバルコンフィギュレーションモードを終了後、showeventmanagerpolicy
registeredコマンドを再度入力し、ポリシーが登録されたことを確認します。 tm_fsys_usage.tclポ
リシーで使用される任意の環境変数のいずれかを設定した場合、show eventmanager environment
コマンドによって、設定された変数が表示されます。

enable
show event manager policy registered
show event manager policy available
configure terminal
event manager policy tm_fsys_usage.tcl
end
show event manager policy registered
show event manager environment

Tcl でポリシーをプログラミングするサンプルスクリプト例
ここでは、EEMシステムポリシーとして含まれている 2つのサンプルポリシーについて説明し
ます。これらのポリシーの詳細については、EEMイベントディテクタのデモ：例 , （111ペー
ジ）を参照してください。

tm_cli_cmd.tcl サンプルポリシー
次に、設定可能なCRONエントリが実行されるサンプルポリシーについて説明します。ポリシー
では、設定可能な Cisco IOS XRソフトウェア CLIコマンドが実行され、結果が電子メールで送信
されます。タイムスタンプとともに出力が末尾に追加される任意のログファイルを定義すること

ができます。

::cisco::eem::event_register_timer cron name crontimer2 cron_entry $_cron_entry maxrun 240
#------------------------------------------------------------------
# EEM policy that will periodically execute a cli command and email the
# results to a user.
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#
# July 2005, Cisco EEM team
#
# Copyright (c) 2005 by cisco Systems, Inc.
# All rights reserved.
#------------------------------------------------------------------
### The following EEM environment variables are used:
###
### _cron_entry (mandatory) - A CRON specification that determines
### when the policy will run. See the
### IOS XR Embedded Event Manager
### documentation for more information
### on how to specify a cron entry.
### Example: _cron_entry 0-59/1 0-23/1 * * 0-7
###
### _log_file (mandatory without _email_....)
### - A filename to append the output to.
### If this variable is defined, the
### output is appended to the specified
### file with a timestamp added.
### Example: _log_file disk0:/my_file.log
###
### _email_server (mandatory without _log_file)
### - A Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)
### mail server used to send e-mail.
### Example: _email_server mailserver.example.com
###
### _email_from (mandatory without _log_file)
### - The address from which e-mail is sent.
### Example: _email_from devtest@example.com
###
### _email_to (mandatory without _log_file)
### - The address to which e-mail is sent.
### Example: _email_to engineering@example.com
###
### _email_cc (optional) - The address to which the e-mail must
### be copied.
### Example: _email_cc manager@example.com
###
### _show_cmd (mandatory) - The CLI command to be executed when
### the policy is run.
### Example: _show_cmd show version
###
# check if all required environment variables exist
# If any required environment variable does not exist, print out an error msg and quit
if {![info exists _log_file]} {

if {![info exists _email_server]} {
set result \
"Policy cannot be run: variable _log_file or _email_server has not been set"
error $result $errorInfo

}
if {![info exists _email_from]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable _log_file or _email_from has not been set"
error $result $errorInfo

}
if {![info exists _email_to]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable _log_file ore _email_to has not been set"
error $result $errorInfo

}
if {![info exists _email_cc]} {

#_email_cc is an option, must set to empty string if not set.
set _email_cc ""

}
}
if {![info exists _show_cmd]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable _show_cmd has not been set"

error $result $errorInfo
}
namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*
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# query the event info and log a message
array set arr_einfo [event_reqinfo]
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
global timer_type timer_time_sec
set timer_type $arr_einfo(timer_type)
set timer_time_sec $arr_einfo(timer_time_sec)
# log a message
set msg [format "timer event: timer type %s, time expired %s" \

$timer_type [clock format $timer_time_sec]]
action_syslog priority info msg $msg
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
# 1. execute the command
if [catch {cli_open} result] {

error $result $errorInfo
} else {

array set cli1 $result
}

# save exact execution time for command
set time_now [clock seconds]
# execute command
if [catch {cli_exec $cli1(fd) $_show_cmd} result] {

error $result $errorInfo
} else {

set cmd_output $result
# format output: remove trailing router prompt
regexp {\n*(.*\n)([^\n]*)$} $result dummy cmd_output

}
if [catch {cli_close $cli1(fd) $cli1(tty_id)} result] {

error $result $errorInfo
}
# 2. log the success of the CLI command
set msg [format "Command \"%s\" executed successfully" $_show_cmd]
action_syslog priority info msg $msg
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
# 3. if _log_file is defined, then attach it to the file
if {[info exists _log_file]} {

# attach output to file
if [catch {open $_log_file a+} result] {

error $result
}
set fileD $result
# save timestamp of command execution
# (Format = 00:53:44 PDT Mon May 02 2005)
set time_now [clock format $time_now -format "%T %Z %a %b %d %Y"]
puts $fileD "%%% Timestamp = $time_now"
puts $fileD $cmd_output
close $fileD

}
# 4. if _email_server is defined send the email out
if {[info exists _email_server]} {

set routername [info hostname]
if {[string match "" $routername]} {

error "Host name is not configured"
}
if [catch {smtp_subst [file join $tcl_library email_template_cmd.tm]} \
result] {

error $result $errorInfo
}
if [catch {smtp_send_email $result} result] {

error $result $errorInfo
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}
}

sl_intf_down.tcl サンプルポリシー
次に、設定可能な Syslogメッセージが記録されるときに実行されるサンプルポリシーを示しま
す。ポリシーでは、設定可能な CLIコマンドが実行され、結果が電子メールで送信されます。

::cisco::eem::event_register_syslog occurs 1 pattern $_syslog_pattern maxrun 90
#------------------------------------------------------------------
# EEM policy to monitor for a specified syslog message.
# Designed to be used for syslog interface-down messages.
# When event is triggered, the given config commands will be run.
#
# July 2005, Cisco EEM team
#
# Copyright (c) 2005 by cisco Systems, Inc.
# All rights reserved.
#------------------------------------------------------------------
### The following EEM environment variables are used:
###
### _syslog_pattern (mandatory) - A regular expression pattern match string
### that is used to compare syslog messages
### to determine when policy runs
### Example: _syslog_pattern .*UPDOWN.*FastEthernet0/0.*
###
### _email_server (mandatory) - A Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)
### mail server used to send e-mail.
### Example: _email_server mailserver.example.com
###
### _email_from (mandatory) - The address from which e-mail is sent.
### Example: _email_from devtest@example.com
###
### _email_to (mandatory) - The address to which e-mail is sent.
### Example: _email_to engineering@example.com
###
### _email_cc (optional) - The address to which the e-mail must
### be copied.
### Example: _email_cc manager@example.com
###
### _config_cmd1 (optional) - The first configuration command that
### is executed.
### Example: _config_cmd1 interface Ethernet1/0
###
### _config_cmd2 (optional) - The second configuration command that
### is executed.
### Example: _config_cmd2 no shutdown
###
# check if all the env variables we need exist
# If any of them doesn't exist, print out an error msg and quit
if {![info exists _email_server]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable _email_server has not been set"

error $result $errorInfo
}
if {![info exists _email_from]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable _email_from has not been set"

error $result $errorInfo
}
if {![info exists _email_to]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable _email_to has not been set"

error $result $errorInfo
}
if {![info exists _email_cc]} {

#_email_cc is an option, must set to empty string if not set.
set _email_cc ""

}
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namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*
# 1. query the information of latest triggered eem event
array set arr_einfo [event_reqinfo]
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
set msg $arr_einfo(msg)
set config_cmds ""
# 2. execute the user-defined config commands
if [catch {cli_open} result] {

error $result $errorInfo
} else {

array set cli1 $result
}

if [catch {cli_exec $cli1(fd) "config t"} result] {
error $result $errorInfo

}
if {[info exists _config_cmd1]} {

if [catch {cli_exec $cli1(fd) $_config_cmd1} result] {
error $result $errorInfo

}
append config_cmds $_config_cmd1

}
if {[info exists _config_cmd2]} {

if [catch {cli_exec $cli1(fd) $_config_cmd2} result] {
error $result $errorInfo

}
append config_cmds "\n"
append config_cmds $_config_cmd2

}
if [catch {cli_exec $cli1(fd) "end"} result] {

error $result $errorInfo
}
if [catch {cli_close $cli1(fd) $cli1(tty_id)} result] {

error $result $errorInfo
}
after 60000
# 3. send the notification email
set routername [info hostname]
if {[string match "" $routername]} {

error "Host name is not configured"
}
if [catch {smtp_subst [file join $tcl_library email_template_cfg.tm]} result] {

error $result $errorInfo
}
if [catch {smtp_send_email $result} result] {

error $result $errorInfo
}

次に、前述の EEMサンプルポリシーで使用される電子メールテンプレートファイルの使用例を
示します。

email_template_cfg.tm
Mailservername: $_email_server
From: $_email_from
To: $_email_to
Cc: $_email_cc
Subject: From router $routername: Periodic $_show_cmd Output
$cmd_output
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Tcl set コマンド操作のトレース：例
Tclは、融通性のある言語です。 Tclの融通性の 1つは、コマンドを上書きできることです。この
例では、Tcl setコマンドの名前が_setに変更されます。また、テキスト「setting」が含まれるメッ
セージを表示し、設定しているスカラ変数を末尾に追加する、新バージョンの setコマンドが作成
されます。この例を使用すると、設定しているスカラ変数のすべてのインスタンスをトレースで

きます。

rename set _set
proc set {var args} {

puts [list setting $var $args]
uplevel _set $var $args

};
When this is placed in a policy, a message is displayed anytime a scalar variable is set,
for example:

02:17:58: sl_intf_down.tcl[0]: setting test_var 1

その他の関連資料
次の項では、EmbeddedEventManagerポリシーの設定および管理についての関連資料を示します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「EmbeddedEventManagerCommands」モジュー
ル

Embedded Event Managerコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Interface andHardwareComponent Command
Reference』の「Hardware Redundancy and Node
Administration Commands」モジュール

ルートプロセッサフェールオーバーコマンド

『Cisco IOS XR XML API Guide』Cisco IOS XR XML APIに関する資料

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

Cisco IOS XRのスタートアップマニュアル

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Configuration Guide』の
「Configuring AAA Services」の章

ユーザグループとタスク IDに関する情報
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOSXRソフトウェアを使用しているMIB
を特定してダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。http://cisco.com/public/sw-center/
netmgmt/cmtk/mibs.shtml

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。
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Embedded Event Manager ポリシー Tcl コマンド拡張リファ
レンス

ここでは、次の EEMポリシーの Tclコマンド拡張カテゴリについて説明します。

すべての EEM Tclコマンド拡張について、エラーがあった場合、戻される Tcl結果文字列に
は、エラー情報が含まれます。

（注）

数値範囲が指定されていない引数は、–2147483648から 2147483647までの整数から取得され
ます。

（注）

次の表記法が、Tclコマンド拡張ページで説明されている構文に使用されます。

•任意の引数は、たとえば次の例のように、角カッコ内に示されます。

[type ?]

•疑問符（?）は入力する変数を表します。

•引数間の選択肢は、たとえば次の例のように、パイプ文字で示されます。

[queue_priority low|normal|high]

Embedded Event Manager イベント登録 Tcl コマンド拡張
次の EEMイベント登録 Tclコマンド拡張がサポートされています。

event_register_appl
アプリケーションイベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用すると、アプリケー
ションイベントがトリガーされ、続いて event_publish Tclコマンド拡張の別のポリシーが実行さ
れるときに、ポリシーが実行されます。event_publishコマンド拡張によって、アプリケーション
イベントがパブリッシュされます。

アプリケーションイベントを登録するには、サブシステムを指定する必要があります。 Tclポリ
シーまたは内部 EEM APIのいずれかによって、アプリケーションイベントをパブリッシュでき
ます。イベントがポリシーによってパブリッシュされている場合、ポリシーで予約されるsub_system
引数は 798です。
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構文

event_register_appl [sub_system ?] [type ?] [queue_priority low|normal|high] [maxrun ?]
[nice 0|1]

引数

（任意）アプリケーションイベントをパブリッ

シュしたEEMポリシーに割り当てられる番号。
他のすべての番号は Ciscoで使用するために予
約されており、番号は798に設定されます。こ
の引数が指定されない場合、すべてのコンポー

ネントが照会されます。

sub_system

（任意）指定されたイベント内のイベントサブ

タイプ。 sub_system引数および type引数によっ
て、アプリケーションイベントが一意に識別さ

れます。この引数が指定されない場合、すべて

のタイプが照会されます。この引数を指定する

場合、1～ 4294967295の整数を選択する必要が
あります。

パブリッシュと登録を動作させるには、

event_publishコマンド拡張と event_register_appl
コマンド拡張との間のコンポーネントとタイプ

が一致する必要があります。

type

（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun
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（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

複数の条件が存在する場合、すべての条件が満たされたときに、アプリケーションイベントが発

生します。

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_cli
CLIイベントの登録を行います。この Tclコマンドを使用すると、拡張 CLIコマンドに対して実
行されるパターンマッチに基づいて、特定パターンの CLIコマンドが入力されるときに、ポリ
シーが実行されます。これは、IOS-XRの新しいプロセス（dlrsc_tracker）として実装されます。
この EDは XRの adminコマンドでパターンマッチしません。

shmemsummaryなどの省略形のCLIコマンドを入力でき、パーサーによってコマンドが show
memory summaryに拡張され、照会が実行されます。CLIイベントディテクタによる機能は、
有効なXRCLIコマンドでの正規表現パターン比較機能だけです。これには、リダイレクショ
ンが使用される場合のパイプ記号（|）以降のテキストは含まれません。

（注）

構文

event_register_cli [tag ?]
[occurs ?] [period ?] pattern ? [default ?] [queue_priority low|normal|high|last] [maxrun
?] [nice 0|1]

引数

（任意）Tclスクリプト内で複数のイベント文
をサポートするため、Tclコマンド拡張のトリ
ガーとともに使用できるタグを指定する文字

列。

tag
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（任意）イベントが発生する前の発生回数。こ

の引数が指定されない場合、イベントは 1回目
から発生します。この引数が指定される場合

は、1～ 4294967295の範囲の整数である必要が
あります。

occurs

（任意）イベントがパブリッシュされるように

するために、すべてのCLIイベントが発生する
必要がある（occurs句を満たす必要がある）逆
方向検索時間ウィンドウを指定します

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合は、最新のイベントが使用されま

す。

period

（必須）CLIコマンドパターンマッチの実行に
使用される正規表現を指定します。

pattern

（任意）CLIイベントディテクタがポリシーの
終了を待つ時間（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で
指定します。SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295
の秒数を表す整数で、MMMは 0～ 999のミリ
秒数を表す整数である必要があります）。ポリ

シーが終了する前にデフォルトの時間の期限が

切れると、デフォルトアクションが実行されま

す。デフォルトアクションによって、コマン

ドが実行されます。この引数が指定されない場

合、デフォルトの時間は30秒に設定されます。

default

複数の条件が存在する場合、すべての条件が一致したときに、CLIイベントが発生します。

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_config
実行コンフィギュレーションの変更の登録を行います。コンフィギュレーションが変更されると

きに、ポリシーをトリガーするためにこのTclコマンド拡張を使用します。これは、IOS-XRの新
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しいプロセス（dlrsc_tracker）として実装されます。この EDは XRの admin設定の変更を確認し
ません。

構文

event_register_config
[queue_priority low|normal|high|last]
[maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（任意）次のような、スクリプトがキューに入

れられるプライオリティレベル。

• queue_priority low：3つのプライオリティ
レベルの最も低いレベルで、スクリプトが

キューに入れられるよう、指定します。

• queue_priority normal：lowプライオリティ
よりも高く、highプライオリティよりも低
いプライオリティレベルで、スクリプト

がキューに入れられるよう、指定します。

• queue_priority high：3つのプライオリティ
レベルの最も高いレベルで、スクリプトが

キューに入れられるよう、指定します。

• queue_priority last：最も低いプライオリティ
レベルで、スクリプトがキューに入れられ

るよう、指定します。

「queue_priority_last」引数が設定された状態で
複数のスクリプトが登録されている場合、これ

らのスクリプトは、イベントのパブリッシュ順

に実行されます。

queue_priority引数によって、登録さ
れているスクリプトの実行プライオ

リティではなく、キューイングのプ

ライオリティが指定されます。

（注）

この引数が指定されない場合、デフォルトの

キューイングプライオリティは normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun
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（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

複数の条件が存在する場合、すべての条件が一致したときに、Syslogイベントが発生します。

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_counter
パブリッシャとサブスクライバの両方として、カウンタイベントの登録を行います。この Tclコ
マンド拡張を使用すると、しきい値に近くなった名前付きカウンタに基づいて、ポリシーが実行

されます。サブスクライバとして、このイベントカウンタによって、登録に必要なカウンタの名

前が指定され、別のポリシーまたは別のプロセスに依存して、カウンタが実際に操作されます。

たとえば、policyBがカウンタポリシーとして動作し、policyA（カウンタポリシーは不要ですが）
では、register_counter、counter_modify、または unregister_counterの各 Tclコマンド拡張を使用し
て、policyBで定義されているカウンタが操作されます。

構文

event_register_counter name ? entry_op gt|ge|eq|ne|lt|le entry_val ?
exit_op gt|ge|eq|ne|lt|le exit_val ? [queue_priority low|normal|high]
[maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（必須）カウンタの名前。name

（必須）現在のカウンタの値を開始値と比較す

るために使用される開始比較演算子。真の場

合、イベントが発生し、終了基準を満たすまで

イベントモニタリングがディセーブルにされま

す。

entry_op

（必須）カウンタイベントを発生させる必要が

あるかどうかを判断するために、現在のカウン

タの値を比較する必要がある値。

entry_val

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J 129

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
Embedded Event Manager イベント登録 Tcl コマンド拡張



（必須）現在のカウンタの値を終了値と比較す

るために使用される終了比較演算子。真の場

合、このイベントのイベントモニタリングが再

度イネーブルにされます。

exit_op

（必須）終了基準を満たすかどうかを判断する

ために、現在のカウンタの値を比較する必要が

ある値。

exit_val

（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_hardware
ハードウェアイベントと条件で指定される環境モニタリングハードウェアデバイス用に登録し

ます。
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構文

event_register_hardware env_device ? env_cond ?
[priority normal|low|high] [maxrun_sec ?] [maxrun_nsec ?] [nice 0|1]

引数

（必須）モニタリング用に使用する環境デバイ

ス。1～ 2147483647の範囲の整数であることが
必要です。これは、複数のタイプの環境デバイ

スをモニタするビットマスクです。

サポートされるデバイスとその対応するビット

マスクの一覧を次に示します。

• 0x0001シャーシ

• 0x0002バックプレーン

• 0x0004スロット

• 0x0008カード

• 0x0010ポート

• 0x0020ファン

• 0x0040電源のグループ

• 0x0080電源

• 0x0100センサー

複数のデバイスをモニタするには、ビット単位

の ORを行います。

env_device
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（必須）モニタする環境条件。これは、複数の

タイプの環境条件をモニタするビットマスクで

す。サポートされる環境条件とその対応する

ビットマスクの一覧を次に示します。

• 0x0001低警告

• 0x0002高警告

• 0x0004警告

• 0x0010低クリティカル

• 0x0020高クリティカル

• 0x0040クリティカル

• 0x0100プレシャットダウン

• 0x0200シャットダウン

env_cond

（任意）スクリプトをキューに格納する優先順

位レベル。指定しない場合、デフォルトでは通

常の優先順位が使用されます。

priority

（任意）秒またはナノ秒単位で指定される最大

実行時間。 0～ 2147483647の範囲の整数であ
ることが必要です。指定しない場合、デフォル

トの 20秒の実行時間制限が使用されます。

maxrun_sec、maxrun_nsec

（任意）秒またはナノ秒単位で指定される最大

実行時間。 0～ 2147483647の範囲の整数であ
ることが必要です。指定しない場合、デフォル

トの 20秒の実行時間制限が使用されます。

nice

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_none
event manager runコマンドによってトリガーされるイベントの登録を行います。これらのイベン
トは、このイベントをスクリーニングする Noneイベントディテクタによって処理されます。
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構文

event_register_none [queue_priority low|normal|high] [maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_oir
活性挿抜（OIR）イベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用すると、ハードウェ
アカード OIRイベントの発生時に発生するイベントに基づいて、ポリシーが実行されます。こ
れらのイベントは、このイベントをスクリーニングするOIRイベントディテクタによって処理さ
れます。
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構文

event_register_oir [queue_priority low|normal|high] [maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_process
プロセスイベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用すると、Cisco IOS XRソフト
ウェアモジュール方式プロセスの開始時と停止時に発生するイベントに基づいて、ポリシーが実

行されます。これらのイベントは、このイベントをスクリーニングする SystemManagerイベント
ディテクタによって処理されます。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェアモジュール方式イ
メージでのみサポートされます。
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構文

event_register_process abort|term|start
[job_id ?] [instance ?] [path ?] [node ?]
[queue_priority low|normal|high] [maxrun ?] [nice 0|1] [tag?]

引数

（必須）プロセスの異常な終了。ゼロではない

終了ステータスでの終了、カーネル生成信号の

受信、またはユーザ要求のために送信されない

SIGTERM信号または SIGKILL信号の受信のた
め、プロセスが強制終了されることがありま

す。

abort

（必須）プロセスの正常な終了。term

（必須）プロセスの開始。start

（任意）プロセスイベントをパブリッシュした

EEMポリシーに割り当てられる番号。他のす
べての番号は Ciscoでの使用のために予約され
ているため、番号は 798に設定されます。

job_id

（任意）プロセスインスタンス ID。指定され
る場合、この引数は、1～ 4294967295の範囲の
整数である必要があります。

instance

（任意）プロセスパス名（正規表現文字列）。path

（任意）ノード名は、「node」という語句と、
それに続く、次の形式を使用してスラッシュ

（/）で区切られた2つのフィールドで構成され
る、文字列です。

node<slot-number>/<cpu-number>

slot-numberは、ハードウェアスロット番号で
す。 cpu-numberは、ハードウェア CPU番号で
す。たとえば、スロット 0にあるCiscoCatalyst
6500シリーズスイッチのスーパーバイザカー
ドの SP CPUは、node0/0と指定されます。た
とえば、スロット 0にある Cisco Catalyst 6500
シリーズスイッチのスーパーバイザカードの

RP CPUは、node0/1と指定されます。 node引
数が指定されない場合、デフォルトのノード指

定は、常に、すべての該当するノードを表す正

規表現パターンマッチ *です。

node
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（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

タグは指定できますが無視されます。タグオ

プションを指定した Cisco IOS EEMスクリプト
は、エラーになることなくCisco IOSXRソフト
ウェア環境で実行できます。Cisco IOSXRソフ
トウェアは複数のイベントをサポートしていな

いため、タグの効果はありません。

tag

任意の引数が指定されない場合、イベントは、引数のすべての可能な値に対して照会されます。

複数の引数が存在する場合、すべての条件が一致したときに、プロセスイベントが発生します。

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_snmp
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）統計イベントの登録を行います。この Tclコマンド
拡張を使用すると、SNMPオブジェクト ID（OID）によって指定されたカウンタが、定義された
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しきい値に近くなったときに、ポリシーが実行されます。 snmpポリシーが登録されると、ポーリ
ングタイマーが指定されます。イベントの一致は、登録されたイベントのポーリングタイマー

が期限切れになるときに発生します。 SNMP通知が Tclポリシーを使用して動作するようにする
には、snmp-server manager CLIコマンドをイネーブルにする必要があります。

構文

event_register_snmp [tag ?] oid ? get_type exact|next
entry_op gt|ge|eq|ne|lt|le entry_val ?
entry_type value|increment|rate
[exit_comb or|and]
[exit_op gt|ge|eq|ne|lt|le] [exit_val ?]
[exit_type value|increment|rate]
[exit_time ?] poll_interval ? [average_factor ?]
[queue_priority low|normal|high|last]
[maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（任意）Tclスクリプト内で複数のイベント文
をサポートするため、Tclコマンド拡張のトリ
ガーとともに使用できるタグを指定する文字

列。

tag

（必須）現在のOIDデータの値を開始値と比較
するために使用される開始比較演算子。真の場

合、イベントが発生し、終了基準を満たすまで

イベントモニタリングがディセーブルにされま

す。

entry_op

（必須）指定されたOIDに適用する必要がある
SNMP取得操作のタイプ。 get_type引数が
「exact」の場合、指定された OIDの値が取得
されます。get_type引数が「next」の場合、指
定されたOIDの辞書順での後続値が取得されま
す。

get_type

（必須）SNMPイベントを発生させる必要があ
るかどうかを判断するために、現在のOIDデー
タの値を比較する必要がある値。

entry_val
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entry-val引数によって指定されたオブジェクト
IDに適用される操作のタイプを指定します。

値は、entry-val引数の実際の値として定義され
ます。

増分では、entry-valフィールドは増分差異とし
て使用され、entry-valは、現在のカウンタの値
と、イベントが最後に真であったとき（これが

新しいイベントの場合は最初にポーリングされ

たサンプル）の値との間の差と、比較されま

す。負の値によって、減少しているカウンタの

増分差異がチェックされます。

レートは、ある期間の変更の平均レートとして

定義されます。期間は、average-factorの値に、
poll-intervalの値を乗じたものです。ポーリン
グ間隔ごとに、現在のサンプルと前のサンプル

との間の差が取得され、絶対値として記録され

ます。前の average-factor値サンプルの平均は、
変更のレートとして取得されます。

entry-type

（任意）イベントモニタリングが再度イネーブ

ルにされるよう、終了基準が満たされているか

どうかを判断するために必要な、終了条件テス

トの組み合わせを示す、終了組み合わせ演算子

を使用します。「and」の場合は、終了基準を
満たすために、終了値と終了時間テストの両方

を渡す必要があります。「or」の場合は、終了
基準を満たすために、終了値または終了時間テ

ストのいずれかを渡します。

exit_combが「and」の場合、exit_opと exit_val
（exit_time）が存在する必要があります。

exit_combが「or」の場合、（exit_opと
exit_val）または（exit_time）が存在する必要が
あります。

exit_comb

（任意）現在のOIDデータの値を終了値と比較
するために使用される終了比較演算子。真の場

合、このイベントのイベントモニタリングが再

度イネーブルにされます。

exit_op

（任意）終了基準を満たすかどうかを判断する

ために、現在のOIDデータの値を比較する必要
がある値。

exit_val
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（任意）exit-val引数によって指定されたオブ
ジェクト IDに適用される操作のタイプを指定
します。指定されない場合、値が仮定されま

す。

値は、exit-val引数の実際の値として定義されま
す。

増分では、exit-valフィールドは増分差異として
使用され、exit-valは、現在のカウンタの値と、
イベントが最後に真であったとき（これが新し

いイベントの場合は最初にポーリングされたサ

ンプル）の値との間の差と、比較されます。負

の値によって、減少しているカウンタの増分差

異がチェックされます。

レートは、ある期間の変更の平均レートとして

定義されます。期間は、average-factorの値に、
poll-intervalの値を乗じたものです。ポーリン
グ間隔ごとに、現在のサンプルと前のサンプル

との間の差が取得され、絶対値として記録され

ます。前の average-factor値サンプルの平均は、
変更のレートとして取得されます。

exit-type

（任意）イベントモニタリングが再度イネーブ

ルにされるときに発生するイベントの後の、

POSIXタイマーユニットの数。
SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数である必要があります。MMMはミリ秒を
表し、0～ 999の整数である必要があります。

exit_time

（必須）POSIXタイマーユニットの連続的な
ポーリング間の間隔。間隔は、現在、最小で 1
秒に設定されます（SSSSSSSSSS[.MMM]形式
で指定します。SSSSSSSSSSは、0～4294967295
の秒数を表す整数で、MMMは 0～ 999のミリ
秒数を表す整数である必要があります）。

poll_interval

（任意）レートベースの計算に使用される期間

の計算に使用される 1から 64の範囲の数。
average-factorの値は、poll-intervalの値を乗じた
値で、ミリ秒単位で導き出される期間です。最

少平均係数値は 1です。

average-factor
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結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_snmp_notification
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知トラップイベントの登録を行います。この Tcl
コマンド拡張を使用すると、特定のインターフェイスまたはアドレスで、指定された SNMPオブ
ジェクト ID（OID）で SNMPトラップが検出されるときに、ポリシーが実行されます。 SNMP通
知が Tclポリシーを使用して動作するようにするには、snmp-server manager CLIコマンドをイ
ネーブルにする必要があります。

構文

event_register_snmp_notification [tag ?] oid ? oid_val ?
op {gt|ge|eq|ne|lt|le}
[src_ip_address ?]
[dest_ip_address ?]
[queue_priority {normal|low|high|last}]
[maxrun ?]
[nice {0|1}]
[default ?]
[direction {incoming|outgoing}]
[msg_op {drop|send}]

引数

（任意）Tclスクリプト内で複数のイベント文
をサポートするため、Tclコマンド拡張のトリ
ガーとともに使用できるタグを指定する文字

列。

tag

（必須）SNMPドット付き表記でのデータエレ
メントの OID番号（たとえば、
1.3.6.1.2.1.2.1.0）。指定された OIDがドット
（.）で終わっている場合、ドットの前の OID
番号で始まっているすべてのOIDが、照会され
ます。これは、XRの SNMPがサポートするす
べての OIDをサポートします。

oid

（必須）SNMPイベントを発生させる必要があ
るかどうかを判断するために、現在のOIDデー
タの値を比較する必要がある OID値。

oid_val

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

140 OL-28386-01-J  

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
Embedded Event Manager イベント登録 Tcl コマンド拡張



（必須）現在のOIDデータの値を、SNMPプロ
トコルデータユニット（PDU）の OIDデータ
値と比較するために使用される、比較演算子。

真の場合、イベントが発生します。

op

（任意）SNMP通知トラップが発信される発信
元 IPアドレス。デフォルトは allです。すべて
の IPアドレスから SNMP通知トラップを受信
するよう、設定されます。このオプションは、

XRではサポートされません。これは、
src_ip_addressが着信トラップ用であり、EEM
XRでサポートされていないためです。

src_ip_address

（任意）SNMP通知トラップが送信される宛先
IPアドレス。デフォルトは allです。すべての
宛先 IPアドレスから SNMPトラップを受信す
るよう、設定されます。

dest_ip_address

（任意）SNMP通知イベントディテクタがポリ
シーの終了を待つ、秒単位での時間を指定しま

す。時間は、ssssssssss[.mmm]形式で指定しま
す。ssssssssssは、0～ 4294967295の秒数を表
す整数で、mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す
整数である必要があります。

default

（任意）発着信SNMPトラップまたは通知PDU
がフィルタリングする方向。デフォルト値は発

信です。着信のXR方向はサポートされておら
ず、ユーザが方向を着信として提供する場合

は、ポリシーの登録に失敗します。

direction

（任意）イベントが一度トリガーされると、

SNMPPDU（廃棄または送信）で行われるアク
ション。デフォルトは sendです。XRのmsg_op
のドロップはサポートされておらず、ユーザが

msg_opをドロップとして提供する場合は、ポ
リシーの登録に失敗します。

msg_op

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No
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event_register_stat
統計情報イベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用すると、特定の統計カウンタ
が定義されたしきい値を超えた場合にポリシーを実行できます。

EEMキーワードが監視する統計カウンタを一意に識別するために、次の 3つのフィールドがあり
ます。

•引数名に対応するデータ要素名。たとえば、ifstats-generic名がインターフェイス汎用統計と
して定義されています。

•データ要素の最初の修飾子は、modifier_1引数に対応します。たとえば、Ethernet1_0は
ifstats-genericの最初の修飾子として定義されており、インターフェイス汎用統計情報がイー
サネットインターフェイス固有であることを修飾します。

•データ要素の 2番目の修飾子は、modifier_2引数に対応します。たとえば、input-ptksは、
ifstats-genericの 2番目の修飾子として定義されており、特定のイーサネットインターフェイ
スのインターフェイス統計情報を、受信パケットの数としてさらに修飾します。

構文

event_register_stat name ? [modifier_1 ?] [modifier_2 ?]

entry_op gt|ge|eq|ne|lt|le entry_val ? [exit_comb or|and]

[exit_op gt|ge|eq|ne|lt|le] [exit_val ?] [exit_time_sec ?] [exit_time_nsec ?]
[poll_interval_sec ?] [poll_interval_nsec ?] [priority normal|low|high]
[maxrun_sec ?] [maxrun_nsec ?] [nice 0|1] [tag ?]

引数

（必須）統計データ要素名。name

インターフェイス統計情報では必須ですが、そ

れ以外ではオプションです。インターフェイス

統計情報の場合、この変数はインターフェイス

名です。インターフェイス名を取得するには、

show interface briefコマンドを使用します。こ
のコマンドは、スラッシュ（/）で指定された、
現在設定されているすべてのインターフェイス

名の一覧を表示します（たとえば Ethernet
1/0）。このインターフェイスを modifier_1引
数に対して設定するには、スラッシュをアン

ダースコアに変更します。

modifier_1
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インターフェイス統計情報では必須ですが、そ

れ以外ではオプションです。インターフェイス

統計情報の場合、この変数はインターフェイス

統計情報名です。インターフェイス統計情報名

を取得するには、show event manager statistics
-tableコマンドを allキーワードとともに使用し
て、すべての統計情報のクラスを表示します。

その後、show event manager statistics -tableコ
マンドを name引数とともに使用して、
modifier_2の特定の統計情報名を取得します。

modifier_2

（必須）現在の統計値をエントリ値と比較する

ために使用するエントリ比較演算子。 trueの場
合イベントが発生し、終了条件が満たされるま

でイベント監視が無効になります。

entry_op

（必須）統計情報イベントを発生させるかどう

かを判断するために、現在の統計情報カウンタ

の値を比較する値。

entry_val

（必須）イベント監視を再度イネーブルにでき

るように、終了条件が満たされているかどうか

を判断するために必要な、終了条件テストの組

み合わせを示す終了組み合わせ演算子。条件が

満たされている場合、終了条件を満たすために

は、終了値テストと終了時間テストに合格する

必要があります。または、終了値テストまたは

終了時間テストのいずれかが終了条件を満たし

ます。

exit_combおよび exit_op、exit_val引数
（exit_time_sec引数または exit_time_nsec引数）
が存在する必要があります。

exit_comb引数または（exit_opおよび exit_val引
数）または（exit_time_sec引数または
exit_time_nsec引数）が存在する必要がありま
す。

exit_comb

現在の統計値を終了値と比較するために使用す

る終了比較演算子。 trueの場合、このイベント
のイベント監視が再度イネーブルになります。

exit_op

終了条件が満たされているかどうかを判断する

ために、現在の統計情報カウンタの値を比較す

る値。

exit_val
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イベント監視を再度イネーブルにする場合に、

イベントが発生してからの POSIXタイマーユ
ニットの数。整数は、0～ 2147483647の範囲
にしてください。

exit_time_sec

exit_time_nse

引数 poll_interval_secと poll_interval_nsecのいず
れかを指定する必要があります。間隔は、

POSIX時間単位での連続するポーリングの間に
ある必要があります。現在1秒以上に制限され
ています。整数は、0～ 2147483647の範囲に
してください。

poll_interval_sec

poll_interval_nsec

（任意）スクリプトに対してキューに格納され

る優先度。指定しない場合、デフォルトでは通

常の優先順位が使用されます。

priority

（任意）秒またはナノ秒単位で指定される最大

実行時間。指定しない場合、デフォルトとして

20秒のランタイム制限が使用されます。整数
は、0～ 2147483647の範囲にしてください。

maxrun_sec、

maxrun_nsec

（任意）nice引数が値 1に設定されている場
合、ポリシーは、デフォルトプライオリティよ

りも低い実行時プライオリティで実行されま

す。デフォルト値は 0です

nice

タグは指定できますが無視されます。タグオプ

ションを指定した Cisco IOS EEMスクリプト
は、エラーになることなくCisco IOSXRソフト
ウェア環境で実行できます。Cisco IOSXRソフ
トウェアは複数のイベントをサポートしていな

いため、タグの効果はありません。

tag

終了条件には、時間ベース、値ベース、または両方を指定できます。終了条件が満たされる

までイベント監視は再度イネーブルになりません。

（注）

複数の条件が存在する場合、すべての条件が満たされたときに、統計情報イベントが発生します。

結果文字列

なし
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_cerrno を設定

No

event_register_syslog
Syslogイベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用すると、一定の時間内に一定回
数の発生後、特定パターンの Syslogメッセージが記録されるときに、ポリシーがトリガーされま
す。

構文

event_register_syslog [occurs ?] [period ?] pattern ?
[priority all|emergencies|alerts|critical|errors|warnings|notifications|
informational|debugging|0|1|2|3|4|5|6|7]
[queue_priority low|normal|high]
[severity_fatal] [severity_critical] [severity_major]
[severity_minor] [severity_warning] [severity_notification]
[severity_normal] [severity_debugging]
[maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（任意）イベントが発生する前の発生回数。こ

の引数が指定されない場合、イベントは 1回目
から発生します。指定される場合、0より大き
い値を指定する必要があります。

occurs

（任意）イベントを発生させるために取る必要

がある 1つまたは複数のイベントの間の、秒単
位およびミリ秒単位の時間の間隔

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、期間チェックは適用されません。

period

（必須）Syslogメッセージパターンマッチの
実行に使用される正規表現。この引数は、記録

されたSyslogメッセージを指定するためにポリ
シーによって使用されます。

pattern

（任意）スクリーニングされるメッセージのプ

ライオリティ。この引数が指定される場合、指

定されたロギングプライオリティレベルまた

はそれ以下メッセージのみがスクリーニングさ

れます。この引数が指定されない場合、デフォ

ルトのプライオリティは 0です。

priority
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（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

複数の条件が存在する場合、すべての条件が一致したときに、Syslogイベントが発生します。

表 17：Syslog イベントの重大度のマッピング

説明Syslog のプライオリティ重大度のキーワード

システムが使用不可能な状態。LOG_EMERG (0)severity_fatal

クリティカル条件で、即時対応

が必要であることを示す

LOG_ALERT (1)severity_critical

重大な状態。LOG_CRIT (2)severity_major

軽微な状態。LOG_ERR (3)severity_minor

警告状態。LOG_WARNING (4)severity_warning

基本的な通知、情報メッセージLOG_NOTICE (5)severity_notification

正常なイベント、正常な状態に

戻ったことを伝える

LOG_INFO (6)severity_normal
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説明Syslog のプライオリティ重大度のキーワード

デバッグメッセージ。LOG_DEBUG (7)severity_debugging

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_timer
パブリッシャとサブスクライバの両方として、タイマーを作成し、タイマーイベントの登録を行

います。時間特有または時間に基づいたポリシーをトリガーする必要があるときに、この Tclコ
マンド拡張を使用します。このイベントタイマーは、イベントのパブリッシャとサブスクライバ

の両方です。パブリッシャの部分は、名前付きタイマーがオフになるという条件を示します。サ

ブスクライバの部分は、イベントが登録されているタイマーの名前を示します。

CRONおよび絶対時間の指定は、現地時間で動作します。（注）

構文

event_register_timer watchdog|countdown|absolute|cron
[name ?] [cron_entry ?]
[time ?]
[queue_priority low|normal|high] [maxrun ?]
[nice 0|1]

引数

（必須）ウォッチドッグタイマー。watchdog

（必須）カウントダウンタイマー。countdown

（必須）絶対タイマー。absolute

（必須）CRONタイマー。cron

（任意）タイマーの名前。name
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cron_entry
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（任意）CRONタイマータイプが指定される場
合に、エントリを指定する必要があります。他

のいずれかのタイマータイプが指定される場合

には、指定しないでください。 cron_entryは、
UNIX CRONデーモンで使用される部分的な
UNIXCrontabエントリ（最初の 5つのフィール
ド）です。

cron_entryの指定は、5つのフィールドが使用さ
れるテキスト文字列で構成されます。フィール

ドは、空白文字で区切られます。フィールド

は、CRONタイマーイベントがトリガーされる
ときの時刻と日付を表します。フィールドは、

表18：CRONイベントがトリガーされるときの
時刻と日付 , （151ページ）で説明されていま
す。

番号の範囲を使用できます。範囲は、ハイフン

で区切られる2つの数字で表示されます。範囲
には、2つの数字自身も含まれます。たとえ
ば、時刻に入力される 8-11は、8時、9時、10
時、および 11時での実行を示します。

フィールドはアスタリスク記号（*）も使用で
き、これは常に「first-last」を表します。

リストを使用できます。リストは、カンマで区

切られた番号のセット（または範囲）です。

例："1,2,5,9"および "0-4,8-12"。

手順の値は、範囲の組み合わせで使用できま

す。範囲に続く「/<number>」によって、範囲
内での省略値を指定します。たとえば、2時間
ごとにイベントのトリガーを指定する場合、

「0-23/2」をhourフィールドに使用します。ア
スタリスク記号後にも手順を使用でき、「2時
間ごと」と指定する場合は、「*/2」を使用しま
す。

monthフィールドと day of weekフィールドに
は、名前も使用できます。特定の日または月の

最初の 3文字を使用します（ケースは問題では
ありません）。名前の範囲またはリストは使用

できません。

タイマーイベントがトリガーされる日は、day
of monthと day of weekの 2つのフィールドで指
定できます。両方のフィールドが制限される

（つまり *ではない）場合、いずれかのフィー
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ルドが現在の時刻と一致すると、イベントがト

リガーされます。たとえば、「30 4 1,15 * 5」
の場合、各月の 1日と 15日に加え、金曜日の
午前 4:30にイベントがトリガーされます。

最初の 5つのフィールドの代わりに、7つの特
殊文字列の 1つが表示されることがあります。
これらの7つの特殊文字列は、表19：cron_entry
の特殊文字列, （152ページ）で説明します。

例 1：「0 0 1,15 * 1」では、各月の 1日と 15
日、および月曜日ごとに、真夜中の 0時に、イ
ベントがトリガーされます。 1つのフィールド
によってのみ日を指定する場合、他のフィール

ドは*に設定する必要があります。「00**1」
では、月曜日にのみ、真夜中の 0時に、イベン
トがトリガーされます。

例 2：「15 16 1 * *」では、各月の 1日の午後
4:15にイベントがトリガーされます。

例 3：「0 12 * * 1-5」では、各週の月曜日から
金曜日まで、正午に、イベントがトリガーされ

ます。

例4：「@weekly」では、1週間に一度、日曜日
の真夜中の 0時に、イベントがトリガーされま
す。

（任意）CRON以外のタイマータイプが指定さ
れる場合に、時刻を指定する必要があります。

CRONタイマータイプが指定される場合には、
指定しないでください。ウォッチドッグタイ

マーとカウントダウンタイマーでは、タイマー

の期限が切れるまでの秒およびミリ秒の単位で

の数です。絶対タイマーでは、期限切れ時刻の

カレンダー時間です。時間は、

SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります。期限の絶対日付は、

1970年 1月 1日以降の秒およびミリ秒の単位で
の数です。指定された日付がすでに過ぎた場

合、タイマーの期限はただちに切れます。

time
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（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

表 18：CRON イベントがトリガーされるときの時刻と日付

使用可能な値フィールド

0～ 59minute

0～ 23hour

1～ 31day of month

1～ 12（または名前、表 19：cron_entryの特殊
文字列, （152ページ）を参照）

month

0～ 7（0または 7が日曜日、または名前。表
19：cron_entryの特殊文字列, （152ページ）を
参照）

day of week

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J 151

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
Embedded Event Manager イベント登録 Tcl コマンド拡張



表 19：cron_entry の特殊文字列

意味文字列

1年に 1回トリガーする、「0 0 1 1 *」。@yearly

@yearlyと同じ。@annually

1か月に 1回トリガーする、「0 0 1 * *」。@monthly

1週間に 1回トリガーする、「0 0 * * 0」。@weekly

1日に 1回トリガーする、「0 0 * * *」。@daily

@dailyと同じ。@midnight

1時間に 1回トリガーする、「0 * * * *」。@hourly

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

関連項目

event_register_timer_subscriber, （152ページ）

event_register_timer_subscriber
サブスクライバとしてタイマーイベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用する
と、サブスクライバとして、登録するイベントタイマーの名前が指定されます。イベントタイ

マーは、別のポリシーまたは別のプロセスに依存して、カウンタが実際に操作されます。たとえ

ば、policyBはタイマー加入者ポリシーとして動作しますが、policyA（タイマーポリシーは不要
ですが）では、register_counter、timer_arm、または timer_cancelの各Tclコマンド拡張を使用して、
policyBで参照されているカウンタが操作されます。

構文

event_register_timer_subscriber watchdog|countdown|absolute|cron
name ? [queue_priority low|normal|high] [maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（必須）ウォッチドッグタイマー。watchdog
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（必須）カウントダウンタイマー。countdown

（必須）絶対タイマー。absolute

（必須）CRONタイマー。cron

（必須）タイマーの名前。name

（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

タイマーイベントまたはカウンタイベントの登録を行うEEMポリシーは、パブリッシャとサ
ブスクライバの両方として動作できます。

（注）

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No
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関連項目

event_register_timer, （147ページ）

event_register_track
XRのオブジェクトトラッキングコンポーネントからのレポートイベントに登録します。この
Tclコマンド拡張を使用すると、指定された追跡に対するオブジェクトトラッキングコンポーネ
ントレポートに基づいて、ポリシーがトリガーされます。これは、IOS-XRの新しいプロセス
（dlrsc_tracker）として実装されます。追跡 EDが機能するためには、管理パッケージがインス
トールされている必要があることに注意してください。

構文

event_register_track ? [tag ?] [state up|down|any] [queue_priority low|normal|high|last]
[maxrun ?]
[nice 0|1]

引数

（必須）トラッキング対象オブジェクトの名

前。

?（文字列を表す）

（任意）Tclスクリプト内で複数のイベント文
をサポートするため、Tclコマンド拡張のトリ
ガーとともに使用できるタグを指定する文字

列。

tag

（任意）トラックされるオブジェクトの状態遷

移によってイベントが発生するよう、指定しま

す。 upが指定される場合、トラックされるオ
ブジェクトが down状態から up状態に遷移する
ときに、イベントが発生します。 downが指定
される場合、トラックされるオブジェクトがup
状態から down状態に遷移するときに、イベン
トが発生します。 anyが指定される場合、ト
ラックされるオブジェクトが任意の状態へ、ま

たは任意の状態から遷移するときに、イベント

が発生します。

state
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（任意）次のような、スクリプトがキューに入

れられるプライオリティレベル。

• queue_priority low：3つのプライオリティ
レベルの最も低いレベルで、スクリプトが

キューに入れられるよう、指定します。

• queue_priority normal：lowプライオリティ
よりも高く、highプライオリティよりも低
いプライオリティレベルで、スクリプト

がキューに入れられるよう、指定します。

• queue_priority high：3つのプライオリティ
レベルの最も高いレベルで、スクリプトが

キューに入れられるよう、指定します。

• queue_priority last：最も低いプライオリティ
レベルで、スクリプトがキューに入れられ

るよう、指定します。

「queue_priority_last」引数が設定された状態で
複数のスクリプトが登録されている場合、これ

らのスクリプトは、イベントのパブリッシュ順

に実行されます。

queue_priority引数によって、登録さ
れているスクリプトの実行プライオ

リティではなく、キューイングのプ

ライオリティが指定されます。

（注）

この引数が指定されない場合、デフォルトの

キューイングプライオリティは normalです。

queue_priority

（任意）スクリプトの最大ランタイム

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトの 20秒ランタイム制
限が使用されます。

maxrun

（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice
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任意の引数が指定されない場合、イベントは、引数のすべての可能な値に対して照会されます。

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

event_register_wdsysmon
Watchdog System Monitorイベントの登録を行います。この Tclコマンド拡張を使用すると、いく
つかのサブイベントまたは条件の組み合わせである複合イベントの登録が行われます。たとえ

ば、event_register_wdsysmonコマンドを使用して、特定処理の CPUの使用率が 80%を超え、か
つ、処理に使用されるメモリが、その初期割り当ての 50%よりも大きいときの、条件の組み合わ
せの登録を行うことができます。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェアモジュール方式イメー
ジでのみサポートされます。

構文

event_register_wdsysmon [timewin ?]
[sub12_op and|or|andnot]
[sub23_op and|or|andnot]
[sub34_op and|or|andnot]
[sub1 subevent-description]
[sub2 subevent-description]
[sub3 subevent-description]
[sub4 subevent-description] [node ?]
[queue_priority low|normal|high]
[maxrun ?] [nice 0|1]

引数

（任意）イベントが生成されるようにするため

に、すべてのサブイベントが発生する必要があ

る時間ウィンドウを SSSSSSSSSS[.MMM]形式
で指定します。 SSSSSSSSSS形式は、0～
4294967295の秒数を表す整数である必要があり
ます。MMM形式は、0～ 999のミリ秒数を表
す整数である必要があります。

timewin

（任意）サブイベント 1とサブイベント 2とを
比較する組み合わせ演算子。

sub12_op

（任意）サブイベント 1、2、サブイベント 3、
サブイベント 4とを比較する組み合わせ演算
子。

sub34_op

（任意）サブイベント 1を指定します。sub1
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（任意）サブイベントの構文。subevent-description

（任意）サブイベント 2を指定します。sub2

（任意）サブイベント 3を指定します。sub3

（任意）サブイベント 4を指定します。sub4

（任意）デッドロック条件がモニタされるノー

ド名は、「node」という語句と、それに続く、
次の形式を使用してスラッシュ（/）で区切られ
た 2つのフィールドで構成される、文字列で
す。

node<slot-number>/<cpu-number>

slot-numberは、ハードウェアスロット番号で
す。 cpu-numberは、ハードウェア CPU番号で
す。たとえば、スロット 0にあるCiscoCatalyst
6500シリーズスイッチのスーパーバイザカー
ドの SP CPUは、node0/0と指定されます。た
とえば、スロット 0にある Cisco Catalyst 6500
シリーズスイッチのスーパーバイザカードの

RP CPUは、node0/1と指定されます。 node引
数が指定されない場合、デフォルトのノード指

定は、登録が行われているローカルノードで

す。

node

（任意）スクリプトのキューイングに使用され

るプライオリティレベル。normalは、lowプラ
イオリティよりも高く、highプライオリティよ
りも低いプライオリティです。このプライオリ

ティは実行プライオリティではなく、キューイ

ングプライオリティです。この引数が指定さ

れない場合、デフォルトのプライオリティは

normalです。

queue_priority

（オプション）SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指
定される最大実行時間。SSSSSSSSSS形式は、
0～ 4294967295の秒数を表す整数である必要が
あります。MMM形式は、0～ 999のミリ秒数
を表す整数である必要があります。この引数が

指定されない場合、デフォルトの 20秒ランタ
イム制限が使用されます。

maxrun
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（任意）ポリシー実行時間のプライオリティ設

定。 nice引数が 1に設定されている場合、ポリ
シーは、デフォルトプライオリティよりも低い

実行時プライオリティで実行されます。デフォ

ルト値は 0です

nice

サブイベント

subevent descriptionの構文は、7つのケースのうちの 1つを使用できます。

subevent descriptionsの引数では、number引数の値に次の制約事項が適用されます。

• dispatch_mgrでは、valは、0～ 4294967295の範囲の整数である必要があります。

• cpu_procおよび cpu_totでは、valは、0～ 100の整数である必要があります。

• mem_proc、mem_tot_avail、および mem_tot_usedでは、is_percentが偽の場合、valは、0～
4294967295の範囲の整数である必要があります。

1 deadlock procname ?

引数

（必須）デッドロック条件をモニタするプロセ

ス名を指定する正規表現。指定された場合、サ

ブイベントによって、時間ウィンドウは無視さ

れます。

procname

1 dispatch_mgr [procname ?] [op gt|ge|eq|ne|lt|le] [val ?] [period ?]

引数

（任意）dispatch_managerステータスをモニタ
するプロセス名を指定する正規表現。

procname

（任意）収集したイベント数を指定した値と比

較するために使用する比較演算子。真の場合、

イベントが発生します。

op

（任意）発生したイベントの数を比較する値。val
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（任意）発生したイベント数の時間

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSS形式は、0～ 4294967295の秒数を
表す整数である必要があります。MMM形式
は、0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要
があります。この引数が指定されない場合は、

最新のサンプルが使用されます。

period

1 cpu_proc [procname ?] [op gt|ge|eq|ne|lt|le] [val ?] [period ?]

引数

（任意）CPUの使用条件をモニタするプロセス
名を指定する正規表現。

procname

（任意）収集した CPU使用率サンプルパーセ
ンテージを指定したパーセンテージ値と比較す

るために使用する比較演算子。真の場合、イベ

ントが発生します。

op

（任意）サンプル期間中の平均 CPU使用率を
比較するパーセンテージ値。

val

（任意）サンプルの収集を平均するための時間

を SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSS形式は、0～ 4294967295の秒数を
表す整数である必要があります。MMM形式
は、0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要
があります。この引数が指定されない場合は、

最新のサンプルが使用されます。

period

1 cpu_tot [op gt|ge|eq|ne|lt|le] [val ?] [period ?]

引数

（任意）収集した合計システム CPU使用率サ
ンプルパーセンテージを指定したパーセンテー

ジ値と比較するために使用する比較演算子。真

の場合、イベントが発生します。

op

（任意）サンプル期間中の平均 CPU使用率を
比較するパーセンテージ値。

val
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（任意）サンプルの収集を平均するための時間

を SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSS形式は、0～ 4294967295の秒数を
表す整数である必要があります。MMM形式
は、0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要
があります。この引数が指定されない場合は、

最新のサンプルが使用されます。

period

1 mem_proc [procname ?] [op gt|ge|eq|ne|lt|le] [val ?] [is_percent TRUE|FALSE] [period ?]

引数

（任意）メモリ使用状況をモニタするプロセス

名を指定する正規表現。

procname

（任意）収集した使用メモリを指定した値と比

較するために使用する比較演算子。真の場合、

イベントが発生します。

op

（任意）キロバイト単位で指定される絶対値、

またはパーセンテージ。パーセンテージは、指

定された時間内で最も古いサンプルと、最新の

サンプルとの違いを表します。メモリ使用量が

時間内で 150KBから 300KBに増えた場合、増
加パーセンテージは100です。この値と測定さ
れた値が比較されます。

val

（任意）TRUEに設定されている場合、パーセ
ンテージの値が収集され、比較されます。これ

以外の場合、絶対値が収集され、比較されま

す。

is_percent

（任意）is_percentがTRUEに設定される場合、
時間のパーセンテージが計算されます。これ以

外の場合、収集サンプルの期間は平均化され、

SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定されます。
SSSSSSSSSS形式は、0～ 4294967295の秒数を
表す整数である必要があります。MMM形式
は、0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要
があります。この引数が指定されない場合は、

最新のサンプルが使用されます。

period

1 mem_tot_avail [op gt|ge|eq|ne|lt|le] [val ?] [is_percent TRUE|FALSE] [period ?]
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引数

（任意）収集した使用可能メモリを指定した値

と比較するために使用する比較演算子。真の場

合、イベントが発生します。

op

（任意）キロバイト単位で指定される絶対値、

またはパーセンテージ。パーセンテージは、指

定された時間内で最も古いサンプルと、最新の

サンプルとの違いを表します。使用可能なメモ

リ使用量が時間内で 300KBから 150KBに減っ
た場合、減少パーセンテージは 50です。この
値と測定された値が比較されます。

val

（任意）TRUEに設定されている場合、パーセ
ンテージの値が収集され、比較されます。これ

以外の場合、絶対値が収集され、比較されま

す。

is_percent

（任意）is_percentがTRUEに設定される場合、
時間のパーセンテージが計算されます。これ以

外の場合、収集サンプルの期間は平均化され、

SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定されます。
SSSSSSSSSS形式は、0～ 4294967295の秒数を
表す整数である必要があります。MMM形式
は、0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要
があります。この引数が指定されない場合は、

最新のサンプルが使用されます。

period

1 mem_tot_used [op gt|ge|eq|ne|lt|le] [val ?] [is_percent TRUE|FALSE] [period ?]

引数

（任意）収集した使用メモリを指定した値と比

較するために使用する比較演算子。真の場合、

イベントが発生します。

op

（任意）キロバイト単位で指定される絶対値、

またはパーセンテージ。パーセンテージは、指

定された時間内で最も古いサンプルと、最新の

サンプルとの違いを表します。メモリ使用量が

時間内で 150KBから 300KBに増えた場合、増
加パーセンテージは100です。この値と測定さ
れた値が比較されます。

val
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（任意）TRUEに設定されている場合、パーセ
ンテージの値が収集され、比較されます。これ

以外の場合、絶対値が収集され、比較されま

す。

is_percent

（任意）is_percentがTRUEに設定される場合、
時間のパーセンテージが計算されます。これ以

外の場合、収集サンプルの期間は平均化され、

SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定されます。
SSSSSSSSSS形式は、0～ 4294967295の秒数を
表す整数である必要があります。MMM形式
は、0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要
があります。この引数が指定されない場合は、

最新のサンプルが使用されます。

is_percentが真に設定されている場
合、この引数は必須です。これ以外

の場合、この引数は任意です。

（注）

period

結果文字列

なし

_cerrno を設定

No

サブイベントの説明内部では、各引数は、位置に依存しません。（注）

Embedded Event Manager イベント情報 Tcl コマンド拡張
次の EEMイベント情報 Tclコマンド拡張がサポートされています。

event_reqinfo
現在のポリシーを実行させる原因のイベントについての情報を問い合わせます。

構文

event_reqinfo

引数

なし
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結果文字列

ポリシーが正常に実行される場合、ポリシーをトリガーするイベントの特性が戻されます。次の

項では、各イベントディテクタで戻される特性を示します。

EEM_EVENT_APPLICATION について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"sub_system 0x%x type %u data1 {%s} data2 {%s} data3 {%s} data4 {%s}"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

アプリケーションイベントをパブリッシュした

EEMポリシーに割り当てられる番号。他のす
べての番号は Ciscoでの使用のために予約され
ているため、番号は 798に設定されます。

sub_system

指定されたコンポーネント内のイベントサブタ

イプ。

type

イベントがパブリッシュされるときに、アプリ

ケーション固有のイベントに渡される、引数

データ。データは、文字テキスト、環境変数、

または、この 2つの組み合わせです。

data1data2data3data4

EEM_EVENT_COUNTER について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} %u event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"name {%s}"
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説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

カウンタ名。name

EEM_EVENT_NONE について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

EEM_EVENT_OIR について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"slot %u event %s"
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説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一のイベント IDを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

影響が及ぼされるカードのスロット番号。slot

OIRの削除イベントまたはOIRの挿入イベント
を表す、removedまたは onlineの文字列を示し
ます。

event

EEM_EVENT_PROCESS について（ソフトウェアモジュール方式のみ）

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"sub_system 0x%x instance %u process_name {%s} path {%s} exit_status 0x%x"
"respawn_count %u last_respawn_sec %ld last_respawn_msec %ld fail_count %u"
"dump_count %u node_name {%s}"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec
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説明イベントタイプ

アプリケーション固有のイベントをパブリッ

シュしたEEMポリシーに割り当てられる番号。
他のすべての番号は Ciscoでの使用のために予
約されているため、番号は 798に設定されま
す。

sub_system

プロセスインスタンス ID。instance

プロセス名。process_name

パスを含むプロセスの絶対名。path

プロセスの最後の終了ステータス。exit_status

プロセスが再起動された回数。respawn_count

最後の再起動が発生したカレンダー時間。last_respawn_seclast_respawn_msec

失敗したプロセスの再起動試行の回数。プロセ

スが正常に再起動されると、0にリセットされ
ます。

fail_count

説明イベントタイプ

プロセスで取られたコアダンプの数。dump_count

プロセスが存在するノードの名前。ノード名

は、「node」という語句と、それに続く、次の
形式を使用してスラッシュ文字で区切られた 2
つのフィールドで構成される、文字列です。

node<slot-number>/<cpu-number>

slot-numberは、ハードウェアスロット番号で
す。 cpu-numberは、ハードウェア CPU番号で
す。

node_name

EEM_EVENT_RF について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} %u event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"event {%s}"
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説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

このイベントが発生する原因となる RFの進行
またはステータスイベント通知。

event

EEM_EVENT_SYSLOG_MSG について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"msg {%s}"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

パターンと一致する最後のSyslogメッセージ。msg
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EEM_EVENT_TIMER_ABSOLUTE

EEM_EVENT_TIMER_COUNTDOWN

EEM_EVENT_TIMER_WATCHDOG について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"timer_type %s timer_time_sec %ld timer_time_msec %ld"
"timer_remain_sec %ld timer_remain_msec %ld"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

タイマーのタイプ。次のいずれかです。

• watchdog

• countdown

• absolute

timer_type

タイマーの期限が切れる時間。timer_time_sectimer_time_msec

次の期限切れ前の残りの時間。timer_remain_sectimer_remain_msec

EEM_EVENT_TIMER_CRON について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"timer_type {%s} timer_time_sec %ld timer_time_msec %ld"
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説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

タイマーのタイプ。timer_type

タイマーの期限が切れる時間。timer_time_sectimer_time_msec

EEM_EVENT_TRACK について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} %u event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"track_number {%u} track_state {%s}"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一のイベント IDを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

イベントがトリガーされる原因となるトラック

されるオブジェクトの番号。

track_number
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説明イベントタイプ

イベントがトリガーされたときのトラックされ

るオブジェクトの状態。有効な値は upまたは
downです。

track_state

EEM_EVENT_WDSYSMON について

"event_id %u event_type %u event_type_string {%s} %u event_pub_sec %u event_pub_msec %u"
"num_subs %u"

説明イベントタイプ

パブリッシュされた該当イベントの IDを示す
一意の番号。同一のイベントで複数のポリシー

を実行可能であり、その場合、各ポリシーは同

一の event_idを保持します。

event_id

イベントのタイプ。event_type

このイベントタイプのイベントの名前を表す

ASCII文字列。
event_type_string

イベントがEmbedded EventManagerにパブリッ
シュされたときの、秒単位およびミリ秒単位の

時間。

event_pub_secevent_pub_msec

サブイベント番号。num_subs

サブイベント情報文字列は、次のような、デッドロックサブイベント用です。

"{type %s num_entries %u entries {entry 1, entry 2, ...}}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

デッドロックのプロセスおよびスレッドの番

号。

num_entries

デッドロックのプロセスおよびスレッドの情

報。

entries
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各エントリは次のとおりです。

"{node {%s} procname {%s} pid %u tid %u state %s b_node %s b_procname %s b_pid %u
b_tid %u}"

このエントリでは、プロセスAのスレッドmによって、プロセスBのスレッド nでブロックされ
るシナリオが記述されているとすると、次のようになります。

説明サブイベントタイプ

プロセスAのスレッドmがあるノードの名前。node

プロセス Aの名前。procname

プロセス Aのプロセス ID。pid

プロセス Aのスレッド mのスレッド ID。tid

プロセス Aのスレッド mのスレッドの状態。
次のいずれかです。

• STATE_CONDVAR

• STATE_DEAD

• STATE_INTR

• STATE_JOIN

• STATE_MUTEX

• STATE_NANOSLEEP

• STATE_READY

• STATE_RECEIVE

• STATE_REPLY

• STATE_RUNNING

• STATE_SEM

• STATE_SEND

• STATE_SIGSUSPEND

• STATE_SIGWAITINFO

• STATE_STACK

• STATE_STOPPED

• STATE_WAITPAGE

• STATE_WAITTHREAD

state

プロセス Bのスレッドがあるノードの名前。b_node
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説明サブイベントタイプ

プロセス Bの名前。b_procname

プロセス Bのプロセス ID。b_pid

プロセスBのスレッド nのスレッド ID。0は、
プロセス Aのスレッド mは、プロセス Bのす
べてのスレッド上でブロックされることを意味

します。

b_tid

dispatch_mgr サブイベントについて

"{type %s node {%s} procname {%s} pid %u value %u sec %ld msec %ld}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

POSIXプロセスが存在するノードの名前。node

このサブイベントの POSIXプロセス名。procname

このサブイベントの POSIXプロセス ID。

前述の3つのフィールドは、このディ
スパッチマネージャのオーナープロ

セスについて説明します。

（注）

pid

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、ディスパッチマネージャによって

処理されるイベント数は、最新のサンプルにあ

ります。時間ウィンドウが指定され、登録 Tcl
コマンド拡張でゼロよりも大きい場合、この

ディスパッチマネージャによって処理されるイ

ベントの合計数は、該当する時間ウィンドウに

あります。

value
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説明サブイベントタイプ

イベント登録 Tclコマンド拡張で、sec変数と
msec変数が0に指定されているか、または指定
されていない場合、両方とも 0です。登録 Tcl
コマンド拡張で時間ウィンドウが指定され、か

つその時間ウィンドウがゼロよりも大きい場

合、sec変数およびmsec変数は、この時間ウィ
ンドウの最も古いサンプルと最新のサンプルと

の実際の時間の差分です。

secmsec

cpu_proc サブイベントについて

"{type %s node {%s} procname {%s} pid %u value %u sec %ld msec %ld}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

POSIXプロセスが存在するノードの名前。node

このサブイベントの POSIXプロセス名。procname

このサブイベントの POSIXプロセス ID。

前述の3つのフィールドは、そのCPU
使用率がモニタされているプロセス

について説明します。

（注）

pid

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、プロセス CPU使用率は、最新の
サンプルにあります。時間ウィンドウが指定さ

れ、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも大きい
場合、プロセス CPU使用率の平均は、該当す
る時間ウィンドウにあります。

value

イベント登録 Tclコマンド拡張で、sec変数と
msec変数が0に指定されているか、または指定
されていない場合、両方とも 0です。登録 Tcl
コマンド拡張で時間ウィンドウが指定され、か

つその時間ウィンドウがゼロよりも大きい場

合、sec変数およびmsec変数は、この時間ウィ
ンドウの最も古いサンプルと最新のサンプルと

の実際の時間の差分です。

secmsec
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cpu_tot サブイベントについて

"{type %s node {%s} value %u sec %ld msec %ld}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

CPU使用率の合計がモニタされているノードの
名前。

node

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、合計 CPU使用率は、最新のサン
プルにあります。時間ウィンドウが指定され、

登録Tclコマンド拡張でゼロよりも大きい場合、
合計 CPU使用率の平均は、該当する時間ウィ
ンドウにあります。

value

イベント登録 Tclコマンド拡張で、sec変数と
msec変数が0に指定されているか、または指定
されていない場合、両方とも 0です。登録 Tcl
コマンド拡張で時間ウィンドウが指定され、か

つその時間ウィンドウがゼロよりも大きい場

合、sec変数およびmsec変数は、この時間ウィ
ンドウの最も古いサンプルと最新のサンプルと

の実際の時間の差分です。

secmsec

mem_proc サブイベントについて

"{type %s node {%s} procname {%s} pid %u is_percent %s value %u diff %d sec %ld msec %ld}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

POSIXプロセスが存在するノードの名前。node

このサブイベントの POSIXプロセス名。procname

このサブイベントの POSIXプロセス ID。

前述の 3つのフィールドは、そのメ
モリ使用率がモニタされているプロ

セスについて説明します。

（注）

pid
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説明サブイベントタイプ

TRUEまたは FALSEのいずれかです。 TRUE
は、値がパーセント値であることを示します。

FALSEは、値が絶対値であることを示します
（平均値の場合もあります）。

is_percent

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、プロセスで使用されたメモリは、

最新のサンプルにあります。時間ウィンドウが

指定され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも
大きい場合、プロセスで使用されたメモリ使用

率の平均は、該当する時間ウィンドウにありま

す。

value

説明サブイベントタイプ

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、diffは、今まで収集された、プロ
セスで使用された最初のメモリサンプルと、プ

ロセスで使用された最新のメモリサンプルとの

パーセンテージによる差分です。時間ウィンド

ウが指定され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよ
りも大きい場合、diffは、指定された時間ウィ
ンドウで、最も古いプロセスで使用されたメモ

リ使用率と最新のプロセスで使用されたメモリ

使用率とのパーセンテージによる差分です。

diff

イベント登録 Tclコマンド拡張で、sec変数と
msec変数が0に指定されているか、または指定
されていない場合、両方とも 0です。登録 Tcl
コマンド拡張で時間ウィンドウが指定され、か

つその時間ウィンドウがゼロよりも大きい場

合、sec変数およびmsec変数は、この時間ウィ
ンドウの最も古いサンプルと最新のサンプルと

の実際の時間の差分です。

secmsec

is_percent引数が FALSEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で sec引数と msec引数が 0に指
定されているか、または指定されていない場合は、次のようになります。

• valueは、最新のサンプルでプロセスによって使用されたメモリです。

• diffは 0です。
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• secと msecは、両方とも 0です。

is_percent引数が FALSEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で時間ウィンドウがゼロよりも
大きい値に指定されている場合は、次のようになります。

• valueは、指定された時間ウィンドウでプロセスによって使用されたメモリサンプル値の平
均です。

• diffは 0です。

• secおよびmsecは、両方とも、この時間ウィンドウの、最も古いタイムスタンプと最新のタ
イムスタンプとの実際の時間の差分です。

is_percent引数が TRUEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で時間ウィンドウがゼロよりも大
きい値に指定されている場合は、次のようになります。

• valueは 0です。

• diffは、指定された時間ウィンドウの、最も古いプロセスで使用されたメモリサンプルと最
新のプロセスで使用されたメモリサンプルとのパーセンテージによる差分です。

• secおよびmsecは、この時間ウィンドウの、最も古いプロセスで使用されたメモリサンプル
と最新のプロセスで使用されたメモリサンプルとの実際の時間の差分です。

is_percent引数が TRUEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で sec引数と msec引数が 0に指定
されているか、または指定されていない場合は、次のようになります。

• valueは 0です。

• diffは、今まで収集された、プロセスで使用された最新のメモリサンプルと、プロセスで使
用された最新のメモリサンプルとのパーセンテージによる差分です。

• secおよびmsecは、今まで収集された、プロセスで使用された最初のメモリサンプルとプロ
セスで使用された最新のメモリサンプルとの実際の時間の差分です。

mem_tot_avail サブイベントについて

"{type %s node {%s} is_percent %s used %u avail %u diff %d sec %ld msec %ld}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

使用可能なメモリの合計がモニタされている

ノードの名前。

node

TRUEまたは FALSEのいずれかです。 TRUE
は、値がパーセント値であることを示します。

FALSEは、値が絶対値であることを示します
（平均値の場合もあります）。

is_percent
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説明サブイベントタイプ

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、使用されたメモリの合計は、最新

のサンプルにあります。時間ウィンドウが指定

され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも大き
い場合、使用された合計メモリ使用率の平均

は、該当する時間ウィンドウにあります。

used

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、availは、最新の使用可能なメモリ
サンプルの合計にあります。時間ウィンドウが

指定され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも
大きい場合、availは、指定された時間ウィンド
ウで使用可能なメモリ使用率の合計です。

avail

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、diffは、今まで収集された、最初
の使用可能なメモリサンプルの合計と、最新の

使用可能なメモリサンプルの合計とのパーセン

テージによる差分です。時間ウィンドウが指定

され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも大き
い場合、diffは、指定された時間ウィンドウで、
最も古い使用可能なメモリ使用率と最新の使用

可能なメモリ使用率とのパーセンテージによる

差分です。

diff

イベント登録 Tclコマンド拡張で、sec変数と
msec変数が0に指定されているか、または指定
されていない場合、両方とも0です。時間ウィ
ンドウが指定され、登録 Tclコマンド拡張でゼ
ロよりも大きい場合、これらの変数は、この時

間ウィンドウの、最も古いサンプルと最新のサ

ンプルとの実際の時間の差分です。

secmsec

is_percent引数が FALSEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で sec引数と msec引数が 0に指
定されているか、または指定されていない場合は、次のようになります。

• usedは、最新のサンプルで使用されたメモリの合計です。

• availは、最新のサンプルで使用可能なメモリの合計です。

• diffは 0です。
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• secと msecは、両方とも 0です。

is_percent引数が FALSEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で時間ウィンドウがゼロよりも
大きい値に指定されている場合は、次のようになります。

• usedは 0です。

• availは、指定された時間ウィンドウで使用可能なメモリサンプル値の平均です。

• diffは 0です。

• secおよびmsecは、両方とも、この時間ウィンドウの、最も古い使用可能なメモリサンプル
の合計のタイムスタンプと最新の使用可能なメモリサンプルの合計のタイムスタンプとの

実際の時間の差分です。

is_percent引数が TRUEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で時間ウィンドウがゼロよりも大
きい値に指定されている場合は、次のようになります。

• usedは 0です。

• availは 0です。

• diffは、指定された時間ウィンドウの、最も古い使用可能なメモリサンプルの合計と最新の
可能なメモリサンプルの合計とのパーセンテージによる差分です。

• secおよびmsecは、両方とも、この時間ウィンドウの、最も古い使用可能なメモリサンプル
の合計のタイムスタンプと最新の使用可能なメモリサンプルの合計のタイムスタンプとの

実際の時間の差分です。

is_percent引数が TRUEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で sec引数と msec引数が 0に指定
されているか、または指定されていない場合は、次のようになります。

• usedは 0です。

• availは 0です。

• diffは、今まで収集された、最初の使用可能なメモリサンプルの合計と、最新の使用可能な
メモリサンプルの合計との間の、パーセンテージによる差です。

• secおよびmsecは、今まで収集された、使用可能な最初のメモリサンプルの合計と使用可能
な最新のメモリサンプルの合計との間の、実際の時間の差です。

mem_tot_used サブイベントについて

"{type %s node {%s} is_percent %s used %u avail %u diff %d sec %ld msec %ld}"

説明サブイベントタイプ

Wdsysmonサブイベントのタイプ。type

使用されているメモリの合計がモニタされてい

るノードの名前。

node
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説明サブイベントタイプ

TRUEまたは FALSEのいずれかです。 TRUE
は、値がパーセント値であることを示します。

FALSEは、値が絶対値であることを示します
（平均値の場合もあります）。

is_percent

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、使用されたメモリの合計は、最新

のサンプルにあります。時間ウィンドウが指定

され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも大き
い場合、使用された合計メモリ使用率の平均

は、該当する時間ウィンドウにあります。

used

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、availは、最新の使用されたメモリ
サンプルの合計にあります。時間ウィンドウが

指定され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよりも
大きい場合、availは、指定された時間ウィンド
ウで使用されたメモリ使用率の合計です。

avail

sec変数と msec変数が、0に指定されるか、ま
たは、イベント登録 Tclコマンド拡張で指定さ
れない場合、diffは、今まで収集された、プロ
セスで使用可能な最初のメモリサンプルと、プ

ロセスで使用可能な最新のメモリサンプルとの

パーセンテージによる差分です。時間ウィンド

ウが指定され、登録 Tclコマンド拡張でゼロよ
りも大きい場合、diffは、指定された時間ウィ
ンドウで、最も古い使用されたメモリ使用率の

合計と最新の使用されたメモリ使用率の合計と

のパーセンテージによる差分です。

diff

イベント登録 Tclコマンド拡張で、sec変数と
msec変数が0に指定されているか、または指定
されていない場合、両方とも 0です。登録 Tcl
コマンド拡張で時間ウィンドウが指定され、か

つその時間ウィンドウがゼロよりも大きい場

合、sec変数およびmsec変数は、この時間ウィ
ンドウの最も古いサンプルと最新のサンプルと

の実際の時間の差分です。

secmsec
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is_percent引数が FALSEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で sec引数と msec引数が 0に指
定されているか、または指定されていない場合は、次のようになります。

• usedは、最新のサンプルで使用されたメモリの合計です。

• availは、最新のサンプルで使用可能なメモリの合計です。

• diffは 0です。

• secと msecは、両方とも 0です。

is_percent引数が FALSEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で時間ウィンドウがゼロよりも
大きい値に指定されている場合は、次のようになります。

• usedは、指定された時間ウィンドウで使用されたメモリサンプル値の平均です。

• availは 0です。

• diffは 0です。

• secおよびmsecは、両方とも、この時間ウィンドウの、最も古い使用されたメモリサンプル
のタイムスタンプの合計と最新の使用されたメモリサンプルの合計のタイムスタンプとの

間の、実際の時間の差です。

is_percent引数が TRUEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で時間ウィンドウがゼロよりも大
きい値に指定されている場合は、次のようになります。

• usedは 0です。

• availは 0です。

• diffは、指定された時間ウィンドウの、最も古い使用されたメモリサンプルの合計と最新の
使用されたメモリサンプルの合計との間の、パーセンテージによる差です。

• secおよびmsecは、両方とも、この時間ウィンドウの、最も古い使用されたメモリサンプル
のタイムスタンプの合計と最新の使用されたメモリサンプルのタイムスタンプの合計との

間の、実際の時間の差です。

is_percent引数が TRUEであり、イベント登録 Tclコマンド拡張で sec引数とmsec引数が 0に指定
されているか、または指定されていない場合は、次のようになります。

• usedは 0です。

• availは 0です。

• diffは、今まで収集された、使用された最初のメモリサンプルの合計と、プロセスで使用さ
れた最新のメモリサンプルの合計との間の、パーセンテージによる差です。

• secおよびmsecは、今まで収集された、使用された最初のメモリサンプルの合計と使用され
た最新のメモリサンプルの合計との間の、実際の時間の差です。

_cerrno を設定

Yes
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event_reqinfo_multi
スクリプトのトリガーに寄与した各イベントに対して event_reqinfoデータを取得するための新機
能を追加します。返されるデータは、イベント指定タグでインデックス化された結果文字列のリ

ストです。エラー処理は、event_reqinfo機能と同じです。

構文

event_reqinfo_multi

引数

なし

結果文字列

ここでは、event reqinfo multiの呼び出しの結果の文字列を示します。
"<ev-tag> {event_id %u event_type %u event_type_string
{%s} event_pub_sec %ld event_pub_msec %ld timer_type {%s} timer_time_sec
%ld timer_time_msec %ld timer_remain_sec %ld timer_remain_msec %ld}

<ev-tag> {event_id %u event_type %u event_type_string
{%s} event_pub_sec %ld event_pub_msec %ld oid {%s} val {%s} delta_val
{%s} exit_event {%s}}"

Typical usage for a multi-event consisting of both a timer event and an
SNMP event might be:

array set arr_minfo [event_reqinfo_multi]
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
array set arr_einfo $arr_minfo(<ev-tag-for-timer-event-spec>)
global timer_type timer_time_sec
set timer_type $arr_einfo(timer_type)
set timer_time_sec $arr_einfo(timer_time_sec)

event_reqinfo_multiの出力は、ポリシーのトリガーに寄与した最も新しいイベントから最も古いイ
ベントの順に配置されます。

Embedded Event Manager イベントパブリッシュ Tcl コマンド拡張

event_publish appl
アプリケーション固有のイベントをパブリッシュします。

構文

event_publish sub_system ? type ? [arg1 ?] [arg2 ?] [arg3 ?] [arg4 ?]
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引数

（必須）アプリケーション固有のイベントをパ

ブリッシュした EEMポリシーに割り当てられ
る番号。他のすべての番号はCiscoでの使用の
ために予約されているため、番号は 798に設定
されます。

sub_system

（必須）指定されたコンポーネント内のイベン

トサブタイプ。 sub_system引数および type引
数によって、アプリケーションイベントが一意

に識別されます。 1～ 4294967295の範囲の整
数である必要があります。

type

（任意）4つのアプリケーションイベントのパ
ブリッシャの文字列データ。

[arg1 ?]-[arg4 ?]

結果文字列

なし

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

使用例

この例では、同じ機能（たとえば、Tcl文の指定されたグループによって CPU時間の長さを測定
する）を実行するため、event_publish appl Tclコマンド拡張を使用して、スクリプトを n回実行
する方法を示します。この例では、2つの Tclスクリプトが使用されます。

Script1によって、タイプ 9999 EEMイベントがパブリッシュされ、Script2の 1回目の実行が行わ
れます。Script1は、noneイベントとして登録され、Cisco IOSXRソフトウェアCLI eventmanager
runコマンドを使用して実行されます。 Script2は、タイプ 9999の EEMアプリケーションイベン
トとして登録され、このスクリプトによって、アプリケーションによってパブリッシュされたarg1
データ（繰り返し回数）が、EEM環境変数 test_iterationsの値を超過したかどうかがチェックされ
ます。 test_iterationsの値が超えた場合、スクリプトによってメッセージが書き込まれ、終了しま
す。これ以外の場合、スクリプトによって残りの文が実行され、別の実行が再スケジュールされ

ます。 Script2の CPU使用率を測定するには、10の倍数である test_iterationsの値を使用して、
Script2によって使用される CPU時間の平均の長さを計算します。
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Tclスクリプトを実行するには、次の Cisco IOS XRソフトウェアコマンドを使用します。

configure terminal
event manager environment test_iterations 100
event manager policy script1.tcl
event manager policy script2.tcl
end
event manager run script1.tcl

Tclスクリプト Script2によって、100回実行されます。余分な処理なしてスクリプトを実行し、
CPU使用率の平均を導き出し、次に余分な処理を追加して、テストを繰り返す場合、以降のCPU
使用率から前の CPU使用率を差し引き、余分な処理の平均を調べることができます。

Script1（script1.tcl）

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

# Query the event info.
array set arr_einfo [event_reqinfo]
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}

action_syslog priority info msg "EEM application_publish test start"
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}

# Cause the first iteration to run.
event_publish sub_system 798 type 9999 arg1 0
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}

Script2（script2.tcl）

::cisco::eem::event_register_appl sub_system 798 type 9999

# Check if all the required environment variables exist.
# If any required environment variable does not exist, print out an error msg and quit.
if {![info exists test_iterations]} {

set result \
"Policy cannot be run: variable test_iterations has not been set"

error $result $errorInfo
}

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

# Query the event info.
array set arr_einfo [event_reqinfo]
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
# Data1 contains the arg1 value used to publish this event.
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set iter $arr_einfo(data1)

# Use the arg1 info from the previous run to determine when to end.
if {$iter >= $test_iterations} {

# Log a message.
action_syslog priority info msg "EEM application_publish test end"
if {$_cerrno != 0} {
set result [format \

"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
exit 0

}
set iter [expr $iter + 1]

# Log a message.
set msg [format "EEM application_publish test iteration %s" $iter]
action_syslog priority info msg $msg
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}

# Do whatever processing that you want to measure here.

# Cause the next iteration to run. Note that the iteration is passed to the
# next operation as arg1.
event_publish sub_system 798 type 9999 arg1 $iter
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}

Embedded Event Manager 複数イベントサポート Tcl コマンド拡張

属性

複数イベントサポートに使用する複雑なイベントを指定します。

構文

attribute tag ? [occurs ?]

引数

イベントを関連付けるためにattributeコマンド
で使用できる event-tag引数を使用して、タグを
指定します。

tag

（任意）EEMイベントがトリガーされる前の発
生数を指定します。指定されない場合、EEM
イベントは 1回目から発生します。範囲は 1～
4294967295です。

occurs
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結果文字列

なし

例：

attribute tag 1 occurs 1

correlate
1つの複雑なイベントを構築し、ブール値のロジックを許可してイベントを関連付けます。

構文

correlate event ? event ?

引数

スクリプト内で複数のイベント文をサポートす

るために、triggerコマンドで使用できるイベン
トを指定します。

event-tag引数に関連付けられているイベント
が、�riggerコマンドによって指定されて何度
も発生する場合、結果は真です。これ以外の場

合、結果は偽です。

event

（任意）イベント 1が発生した場合にアクショ
ンが実行され、さらに、イベント 2およびイベ
ント 3が一緒に発生した場合にはアクションが
実行されないよう、指定します。

andnot

（任意）イベント 1が発生した場合にアクショ
ンが実行され、さらに、イベント 2およびイベ
ント 3が一緒に発生した場合にアクションが実
行されるよう、指定します。

and

（任意）イベント 1が発生した場合にアクショ
ンが実行されるか、または、イベント 2および
イベント 3が一緒に発生した場合にアクション
が実行されるよう、指定します。

or

結果文字列

なし
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例：

correlate event 1 or event 2 and event 3

Trigger
Embedded Event Manager（EEM）イベントの複数イベントの設定機能を指定します。複数イベン
トは、1つまたは複数のイベント発生、および発生するイベントの時間に関連するイベントです。
イベントは指定されたパラメータに基づいて発生します。

構文

trigger [occurs ?] [period ?] [period-start ?] [delay ?]

引数

（任意）EEMイベントが発生する前に発生した
合計相関回数を指定します。数が指定されない

場合、EEMイベントは1回目から発生します。
範囲は 1～ 4294967295です。

occurs

（任意）1つまたは複数が発生する必要がある
間の、秒単位、および、任意でミリ秒単位で

の、時間の間隔。これは、ssssssssss[.mmm]形
式で指定します。ssssssssssは、0～ 4294967295
の秒数を表す整数で、mmmは 0～ 999のミリ
秒数を表す整数である必要があります。

period

（任意）イベント相関ウィンドウの開始を指定

します。指定されない場合、最初の CRON期
間の発生後、イベント監視はイネーブルにされ

ます。

period-start

（任意）すべての条件が真の場合にイベントの

発生後の秒数とミリ秒数（任意）を指定します

（ssssssssss[.mmm]形式で指定します。ssssssssss
は、0～4294967295の秒数を表す整数で、mmm
は 0～ 999のミリ秒数を表す整数である必要が
あります）。

delay

結果文字列

なし

例：

trigger occurs 1 period-start "0 8 * * 1-5" period 720

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

186 OL-28386-01-J  

Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
Embedded Event Manager 複数イベントサポート Tcl コマンド拡張



Embedded Event Manager アクション Tcl コマンド拡張

action_process
ソフトウェアモジュール方式プロセスを起動、再起動、または停止します。この Tclコマンド拡
張は、ソフトウェアモジュール方式イメージでのみサポートされます。

構文

action_process start|restart|kill [job_id ?]
[process_name ?] [instance ?]

引数

（必須）プロセスが起動されるよう指定しま

す。

start

（必須）プロセスが再起動されるよう指定しま

す。

restart

（必須）プロセスが停止されるよう指定しま

す。

kill

（任意）システムマネージャによってプロセス

に割り当てられるジョブ ID。この引数を指定
する場合、1～ 4294967295の範囲の整数である
必要があります。

job_id

（任意）プロセス名。 job_idを指定するか、ま
たは、process_nameおよび instanceを指定する
必要があります。

process_name

（任意）プロセスインスタンス ID。この引数
を指定する場合、1～ 4294967295の範囲の整数
である必要があります。

instance

結果文字列

なし
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_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 14) FH_ENOSUCHACTION (unknown action type)

このエラーは、要求されたアクションコマンドが未知であることを示します。

(_cerr_sub_num = 425, _cerr_sub_err = 1) SYSMGR_ERROR_INVALID_ARGS (Invalid arguments
passed)

このエラーは、渡された引数が無効であったことを意味します。

(_cerr_sub_num = 425, _cerr_sub_err = 2) SYSMGR_ERROR_NO_MEMORY (Could not allocate required
memory)

このエラーは、メモリの内部 SYSMGR要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_num = 425, _cerr_sub_err = 5) SYSMGR_ERROR_NO_MATCH (This process is not known
to sysmgr)

このエラーは、プロセス名が未知であったことを意味します。

(_cerr_sub_num = 425, _cerr_sub_err = 14) SYSMGR_ERROR_TOO_BIG (outside the valid limit)

このエラーは、オブジェクトサイズがその最大値を超えたことを意味します。

(_cerr_sub_num = 425, _cerr_sub_err = 15) SYSMGR_ERROR_INVALID_OP (Invalid operation for
this process)

このエラーは、その動作がプロセスに対して無効であったことを意味します。

action_program
Tclスクリプトで、POSIXプロセス（プログラム）を実行できるようにします。任意で、該当す
る引数文字列、環境文字列、標準入力（stdin）パス名、標準出力（stdout）パス名、または標準エ
ラー（stderr）パス名を使用します。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェアモジュール方式イ
メージでのみサポートされます。

構文

action_program path ? [argv ?] [envp ?] [stdin ?] [stdout ?] [stderr ?]

引数

（必須）実行するプログラムのパス名。path

（任意）プログラムの引数文字列。argv

（任意）プログラムの環境文字列。envp

（任意）stdinのパス名。stdin
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（任意）stdoutのパス名。stdout

（任意）stderrのパス名。stderr

結果文字列

なし

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 14) FH_ENOSUCHACTION (unknown action type)

このエラーは、要求されたアクションコマンドが未知であることを示します。

(_cerr_sub_err = 34) FH_EMAXLEN (maximum length exceeded)

このエラーは、オブジェクト長またはオブジェクト数が、最大値を超えたことを意味します。

action_script
Tclスクリプトで、すべての Tclスクリプトの実行をイネーブルまたはディセーブルにします（ス
クリプトスケジューラをイネーブルまたはディセーブルにします）。

構文

action_script [status enable|disable]

引数

（任意）スクリプト実行ステータスを示すフラ

グ。この引数がイネーブルに設定されている場

合、スクリプト実行がイネーブルにされます。

この引数がディセーブルに設定されている場

合、スクリプト実行がディセーブルにされま

す。

status
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結果文字列

なし

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 14) FH_ENOSUCHACTION (unknown action type)

このエラーは、要求されたアクションコマンドが未知であることを示します。

(_cerr_sub_err = 52) FH_ECONFIG (configuration error)

このエラーは、設定エラーが発生したことを意味します。

action_setver_prior
絶対パスで示されるプロセスを以前のバージョンに戻します。

構文

action_setver_prior [path ?]

引数

（必須）プロセスの実行可能パス。path

結果文字列

なし

_cerrno を設定

Yes

action_setnode
以降のEEMコマンドをそのノードで実行できるようにするために、指定されたノードに切り替え
ます。次の EEMコマンドは action_setnodeを使用してそのターゲットノードを設定します。

• action_process

• sys_reqinfo_proc
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• sys_reqinfo_proc_all

• sys_reqinfo_crash_history

• sys_reqinfo_proc_version

構文

action_setnode [node ?]

引数

（必須）ノードの名前。node

結果文字列

なし

_cerrno を設定

Yes

action_syslog
メッセージを記録します。

構文

action_syslog [priority emerg|alert|crit|err|warning|notice|info|debug]
[msg ?]

引数

（任意）action_syslogメッセージファシリティ
レベル。この引数が指定されない場合、デフォ

ルトのプライオリティは LOG_INFOです。

priority

（任意）記録されるメッセージ。msg

結果文字列

なし
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_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 14) FH_ENOSUCHACTION (unknown action type)

このエラーは、要求されたアクションコマンドが未知であることを示します。

action_track_read
Embedded Event Manager（EEM）スクリプトがトリガーされるときにトラックされるオブジェク
トの状態を読み取ります。

構文

action_track_read ?

引数

（必須）トラッキング対象オブジェクトの名

前。

?（文字列を表す）

結果文字列

name {%s}
state {%s}

_cerrno を設定

Yes
FH_ENOTRACK

このエラーは、トラックされるオブジェクト名が見つからなかったことを意味します。

Embedded Event Manager ユーティリティ Tcl コマンド拡張

appl_read
Embedded Event Manager（EEM）アプリケーションの揮発性データを読み取ります。この Tclコ
マンド拡張では、EEMアプリケーションの揮発性データの読み取りがサポートされます。 EEM
アプリケーションの揮発性データは、APIをパブリッシュするEEMアプリケーションが使用され
る Cisco IOS XRソフトウェアプロセスによってパブリッシュすることができます。 EEMアプリ
ケーションの揮発性データは、EEMポリシーによってパブリッシュできません。

現在、アプリケーションの揮発性データをパブリッシュする Cisco IOS XRソフトウェアプロ
セスはありません。

（注）
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構文

appl_read name ? length ?

引数

（必須）アプリケーションによってパブリッ

シュされる文字列データの名前。

name

（必須）読み取る文字列データの長さ。 1～
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。

length

結果文字列

data %s

dataは、読み取られる、アプリケーションによってパブリッシュされた文字列データです。

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 7) FH_ENOSUCHKEY (could not find key)

このエラーは、アプリケーションイベントディテクタ情報キーまたはその他の IDが見つからな
かったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)

このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

appl_reqinfo
Embedded Event Manager（EEM）から、前に保存された情報が取得されます。この Tclコマンド
拡張によって、一意のキーで前に保存された EEMからの情報の取得がサポートされます。これ
は、情報を取得するために指定する必要があります。情報の取得によって、その情報が EEMか
ら削除されることに、注意してください。再度取得できるようにするには、再保存する必要があ

ります。
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構文

appl_reqinfo key ?

引数

（必須）データの文字列キー。key

結果文字列

data %s

dataは、取得されるアプリケーション文字列データです。

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 7) FH_ENOSUCHKEY (could not find key)

このエラーは、アプリケーションイベントディテクタ情報キーまたはその他の IDが見つからな
かったことを意味します。

appl_setinfo
EEMに情報を保存します。この Tclコマンド拡張によって、同じポリシーまたは別のポリシーに
よって、後で取得できる EEMへの情報の保存がサポートされます。一意のキーを指定する必要
があります。このキーを使用すると、情報を後で取得することができます。

構文

appl_setinfo key ? data ?

引数

（必須）データの文字列キー。key

（必須）保存するアプリケーション文字列デー

タ。

data
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結果文字列

なし

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 8) FH_EDUPLICATEKEY (duplicate appl info key)

このエラーは、アプリケーションイベントディテクタ情報キーまたはその他の IDが重複してい
たことを意味します。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)

このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 34) FH_EMAXLEN (maximum length exceeded)

このエラーは、オブジェクト長またはオブジェクト数が、最大値を超えたことを意味します。

(_cerr_sub_err = 43) FH_EBADLENGTH (bad API length)

このエラーは、APIメッセージ長が無効であったことを意味します。

counter_modify
カウンタの値を変更します。

構文

counter_modify event_id ? val ? op nop|set|inc|dec

引数

（必須）register_counter Tclコマンド拡張に
よって返されるカウンタイベント ID。 0～
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。

event_id
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（必須）

• opが設定されている場合、この引数は、
設定されるカウンタ値を表します。

• opが incの場合、この引数は、カウンタを
増やすために使用される値です。

• opがdecの場合、この引数は、カウンタを
減らすために使用される値です。

val

（必須）

• nop：現在のカウンタの値を取得します。

• set：カウンタの値を指定値に設定します。

• inc：カウンタの値を指定値分増やします。

• dec：カウンタの値を指定値分減らします。

op

結果文字列

val_remain %d

val_remainは、カウンタの現在の値です。

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 11) FH_ENOSUCHESID (unknown event specification ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント指定 IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 30) FH_ECTBADOPER (bad counter threshold operator)
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このエラーは、カウンタイベントディテクタの設定演算子または変更演算子が、無効であったこ

とを意味します。

fts_get_stamp
最後にソフトウェアがブートされて以来の経過時間を返します。この Tclコマンド拡張を使用す
ると、配列 nsec nnnnに、ブート以降のナノ秒数が返されます。nnnnは、ナノ秒数です。

構文

fts_get_stamp

引数

なし

結果文字列

nsec %d

nsecは、ブート以降のナノ秒数です。

_cerrno を設定

No

register_counter
カウンタを登録し、カウンタイベント IDを返します。この Tclコマンド拡張は、カウンタのパ
ブリッシャによって使用され、イベント IDを使用してカウンタを操作する前に、この登録が実行
されます。

構文

register_counter name ?

引数

（必須）操作されるカウンタの名前。name

結果文字列

event_id %d
event_spec_id %d

event_idは、指定されたカウンタのカウンタイベント IDです。unregister_counter Tclコマンド拡
張またはcounter_modifyTclコマンド拡張によって、カウンタの操作に使用されます。event_spec_id
引数は、指定されたカウンタのイベント指定 IDです。
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_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 4) FH_EINITONCE (Init() is not yet done, or done twice.)

このエラーは、EEMイベントディテクタがその初期化を完了する前に、特定のイベントを登録す
る要求が行われたことを意味します。

(_cerr_sub_err = 6) FH_EBADEVENTTYPE (unknown EEM event type)

このエラーは、内部イベント指定で指定されたイベントタイプが無効であったことを意味しま

す。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)

このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 10) FH_ECORRUPT (internal EEM API context is corrupt)

このエラーは、内部 EEM APIコンテキスト構造が破損したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 11) FH_ENOSUCHESID (unknown event specification ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント指定 IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 12) FH_ENOSUCHEID (unknown event ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 16) FH_EBADFMPPTR (bad ptr to fh_p data structure)

このエラーは、各 EEM APIコールで使用されるコンテキストポインタが不正確であったことを
意味します。

(_cerr_sub_err = 17) FH_EBADADDRESS (bad API control block address)

このエラーは、EEMAPIに渡された制御ブロックアドレスが不正確であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 25) FH_ESUBSEXCEED (number of subscribers exceeded)
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このエラーは、タイマーまたはカウンタのサブスクライバの数が、最大値を超えたことを意味し

ます。

(_cerr_sub_err = 26) FH_ESUBSIDXINV (invalid subscriber index)

これは、サブスクライバの索引が無効であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 56) FH_EFDCONNERR (event detector connection error)

このエラーは、この要求を処理するEEMイベントディテクタは使用できないことを意味します。

register_timer
タイマーを登録し、タイマーイベント IDを返します。この Tclコマンド拡張は、カウンタのパ
ブリッシャによって使用され、パブリッシャまたはサブスクライバとしての登録に、

event_register_timerコマンド拡張が使用されなかった場合に、イベント IDを使用してタイマーを
操作する前に、この登録が実行されます。

構文

register_timer watchdog|countdown|absolute|cron name ?

引数

（必須）操作されるタイマーの名前。name

結果文字列

event_id %u

event_idは、指定されたタイマーのタイマーイベント IDです（timer_armコマンド拡張または
timer_cancelコマンド拡張によってタイマーの操作に使用できます）。

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 4) FH_EINITONCE (Init() is not yet done, or done twice.)
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このエラーは、EEMイベントディテクタがその初期化を完了する前に、特定のイベントを登録す
る要求が行われたことを意味します。

(_cerr_sub_err = 6) FH_EBADEVENTTYPE (unknown EEM event type)

このエラーは、内部イベント指定で指定されたイベントタイプが無効であったことを意味しま

す。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)

このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 10) FH_ECORRUPT (internal EEM API context is corrupt)

このエラーは、内部 EEM APIコンテキスト構造が破損したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 11) FH_ENOSUCHESID (unknown event specification ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント指定 IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 16) FH_EBADFMPPTR (bad ptr to fh_p data structure)

このエラーは、各 EEM APIコールで使用されるコンテキストポインタが不正確であったことを
意味します。

(_cerr_sub_err = 17) FH_EBADADDRESS (bad API control block address)

このエラーは、EEMAPIに渡された制御ブロックアドレスが不正確であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 25) FH_ESUBSEXCEED (number of subscribers exceeded)

このエラーは、タイマーまたはカウンタのサブスクライバの数が、最大値を超えたことを意味し

ます。

(_cerr_sub_err = 26) FH_ESUBSIDXINV (invalid subscriber index)

これは、サブスクライバの索引が無効であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 56) FH_EFDCONNERR (event detector connection error)

このエラーは、この要求を処理するEEMイベントディテクタは使用できないことを意味します。
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timer_arm
タイマーを搭載します。タイプは、CRON、ウォッチドッグ、カウントダウン、または絶対の場
合があります。

構文

timer_arm event_id ? cron_entry ?|time ?

引数

（必須）register_timer Tclコマンド拡張によっ
て返されるタイマーイベント ID。 0～
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。

event_id

（必須）タイマータイプが CRONの場合に存
在する必要があります。他のタイプのタイマー

の場合には、存在させることはできません。

CRONタイマー指定によって、CRONテーブル
エントリの形式が使用されます。

cron_entry

（必須）タイマータイプが CRONではない場
合に存在する必要があります。タイマータイ

プが CRONの場合には、存在できません。
ウォッチドッグタイマーおよびカウントダウン

タイマーでは、タイマーの期限が切れるまでの

秒数およびミリ秒数です。絶対タイマーでは、

期限切れ時刻のカレンダー時間です

（SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定します。
SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒数を表す
整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数を表す整
数である必要があります）。期限の絶対日付

は、1970年 1月 1日以降の秒およびミリ秒の単
位での数です。指定された日付がすでに過ぎた

場合、タイマーの期限はただちに切れます。

time

結果文字列

sec_remain %ld msec_remain %ld

sec_remainおよび msec_remainは、タイマーの次の期限切れまでの残り時間です。
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タイマータイプが CRONの場合、sec_remain引数および msec_remain引数には 0が返されま
す。

（注）

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 6) FH_EBADEVENTTYPE (unknown EEM event type)

このエラーは、内部イベント指定で指定されたイベントタイプが無効であったことを意味しま

す。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)

このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 11) FH_ENOSUCHESID (unknown event specification ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント指定 IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 12) FH_ENOSUCHEID (unknown event ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 27) FH_ETMDELAYZR (zero delay time)

このエラーは、タイマーの搭載に指定された時間がゼロであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 42) FH_ENOTREGISTERED (request for event spec that is unregistered)

このエラーは、イベント検出が登録できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 56) FH_EFDCONNERR (event detector connection error)
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このエラーは、この要求を処理するEEMイベントディテクタは使用できないことを意味します。

timer_cancel
タイマーを取り消します。

構文

timer_cancel event_id ?

引数

（必須）register_timer Tclコマンド拡張によっ
て返されるタイマーイベント ID。 0～
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。

event_id

結果文字列

sec_remain %ld msec_remain %ld

sec_remainおよび msec_remainは、タイマーの次の期限切れまでの残り時間です。

タイマータイプが CRONの場合、sec_remainおよび msec_remainには 0が返されます。（注）

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 6) FH_EBADEVENTTYPE (unknown EEM event type)

このエラーは、内部イベント指定で指定されたイベントタイプが無効であったことを意味しま

す。

(_cerr_sub_err = 7) FH_ENOSUCHKEY (could not find key)

このエラーは、アプリケーションイベントディテクタ情報キーまたはその他の IDが見つからな
かったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 11) FH_ENOSUCHESID (unknown event specification ID)
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このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント指定 IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 12) FH_ENOSUCHEID (unknown event ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 56) FH_EFDCONNERR (event detector connection error)

このエラーは、この要求を処理するEEMイベントディテクタは使用できないことを意味します。

unregister_counter
カウンタの登録を解除します。この Tclコマンド拡張は、カウンタのパブリッシャによって使用
され、register_counterコマンド拡張で前に登録されたカウンタの登録を解除します。

構文

unregister_counter event_id ? event_spec_id ?

引数

（必須）register_counterコマンド拡張によって
返されるカウンタイベント ID。0～4294967295
の範囲の整数である必要があります。

event_id

（必須）register_counterコマンド拡張によって
返された、指定されたカウンタのカウンタイベ

ント指定 ID。 0～ 4294967295の範囲の整数で
ある必要があります。

event_spec_id

結果文字列

なし
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_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)

このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 11) FH_ENOSUCHESID (unknown event specification ID)

このエラーは、イベントが登録されたときか、またはイベントディテクタの内部イベント構造が

破損したときに、イベント指定 IDを照会できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 26) FH_ESUBSIDXINV (invalid subscriber index)

これは、サブスクライバの索引が無効であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 56) FH_EFDCONNERR (event detector connection error)

このエラーは、この要求を処理するEEMイベントディテクタは使用できないことを意味します。

Embedded Event Manager システム情報 Tcl コマンド拡張

すべての EEMシステム情報コマンド sys_reqinfo _xxxには、yesに設定された「_cerrnoを設
定」セクションがあります。

（注）

sys_reqinfo_cpu_all
指定された期間で、指定された順序で、上位プロセスのCPU使用率（POSIXプロセスと IOSプロ
セスの両方）を問い合わせます。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェアモジュール方式イメー
ジでのみサポートされます。
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構文

sys_reqinfo_cpu_all order cpu_used [sec ?] [msec ?] [num ?]

引数

（必須）プロセスの CPU使用率のソートに使
用される順序。

order

（必須）指定されたウィンドウの、CPU使用率
の平均が、降順でソートされるよう、指定しま

す。

cpu_used

（任意）CPU使用率の平均が計算される、秒単
位およびミリ秒単位での時間。 0から
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。指定されない場合か、または、secとmsec
の両方が 0と指定される場合、最新の CPUサ
ンプルが使用されます。

secmsec

（任意）表示される、ソートされたプロセスの

リストの上位からのエントリの数。 1～
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。デフォルト値は 5です。

num

結果文字列

rec_list {{process CPU info string 0},{process CPU info string 1}, ...}

各プロセスの CPU情報文字列は、次のとおりです。

pid %u name {%s} cpu_used %u

プロセス CPU情報リストの開始をマークしま
す。

rec_list

プロセス ID。pid

プロセス名。name
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secとmsecが、ゼロよりも大きい数で指定され
る場合、平均パーセンテージは、指定された時

間のプロセスCPU使用率から計算されるよう、
指定します。 secとmsecが、両方ともゼロか、
または指定されない場合。平均パーセンテージ

は、最新のサンプルのプロセス CPU使用率か
ら計算されます。

cpu_used

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_crash_history
クラッシュしたすべてのプロセスのプロセス情報を問い合わせます。この Tclコマンド拡張は、
ソフトウェアモジュール方式イメージでのみサポートされます。

構文

sys_reqinfo_crash_history

引数

なし

結果文字列

rec_list {{crash info string 0},{crash info string 1}, ...}

Where each crash info string is:

job_id %u name {%s} respawn_count %u fail_count %u dump_count %u
inst_id %d exit_status 0x%x exit_type %d proc_state {%s} component_id 0x%x
crash_time_sec %ld crash_time_msec %ld

システムマネージャによってプロセスに割り当

てられるジョブ ID。 1～ 4294967295の整数。
job_id

プロセス名。name

プロセスの再起動の合計回数。respawn_count

プロセスの再起動試行の回数。プロセスが正常

に再起動されると、このカウントはゼロにリ

セットされます。

fail_count

実行されたコアダンプの回数。dump_count
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プロセスインスタンス ID。inst_id

プロセスの最後の終了ステータス。exit_status

最後の終了タイプ。exit_type

Sysmgrプロセスの状態。 error、forced_stop、
hold、init、ready_to_run、run、run_rnode、stop、
waitEOltimer、wait_rnode、wait_spawntimer、
wait_tplの 1つです。

proc_state

プロセスが属するコンポーネントのコンポーネ

ントIDに割り当てられているバージョンマネー
ジャ。

component_id

1970年 1月 1日以降の秒およびミリ秒の単位
で、プロセスがクラッシュした最後の時刻を表

します。

crash_time_sec

crash_time_msec

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_mem_all
指定された期間で、指定された順序で、上位プロセスのメモリの使用状況（POSIXと IOSの両
方）を問い合わせます。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェアモジュール方式イメージでのみ
サポートされます。

構文

sys_reqinfo_mem_all order allocates|increase|used [sec ?] [msec ?] [num ?]

引数

（必須）プロセスのメモリの使用状況のソート

に使用される順序。

order

（必須）指定された時間ウィンドウの期間に、

メモリの使用状況が、プロセス割り当ての数に

よって降順でソートされるよう、指定します。

allocates
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（必須）指定された時間ウィンドウの期間に、

メモリの使用状況が、プロセスで増えたメモリ

のパーセンテージによって降順でソートされる

よう、指定します。

increase

（必須）メモリが、プロセスによって使用され

る現在のメモリによってソートされるよう、指

定します。

used

（任意）プロセスでのメモリの使用状況が計算

される、秒単位およびミリ秒単位での時間。 0
から 4294967295の範囲の整数である必要があ
ります。 secとmsecの両方が指定され、ゼロで
はない場合、割り当て数は、該当する時間で収

集された最も古いサンプルと最新のサンプルで

の、割り当て数の差です。パーセンテージは、

該当する時間で収集された最も古いサンプルと

最新のサンプルとの、パーセンテージの差分と

して計算されます。指定されない場合か、また

は、secとmsecの両方が 0と指定される場合、
収集された最初のサンプルが、最も古いサンプ

ルとして使用されます。つまり、時間は、起動

から現在時までの時間で設定されます。

secmsec

（任意）表示される、ソートされたプロセスの

リストの上位からのエントリの数。 1～
4294967295の範囲の整数である必要がありま
す。デフォルト値は 5です。

num

結果文字列

rec_list {{process mem info string 0},{process mem info string 1}, ...}

各プロセスのメモリ情報文字列は、次のとおりです。

pid %u name {%s} delta_allocs %d initial_alloc %u current_alloc %u percent_increase %d

プロセスのメモリの使用状況情報リストの開始

をマークします。

rec_list

プロセス ID。pid

プロセス名。name
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該当する期間で収集された、最も古いサンプル

と最新のサンプルでの、割り当て数の差とし

て、差を指定します。

delta_allocs

時間の開始時にプロセスによって使用される、

キロバイト単位での、メモリの容量を指定しま

す。

initial_alloc

プロセスによって使用される、キロバイト単位

での、メモリの容量を指定します。

current_alloc

該当する時間で収集された最も古いサンプルと

最新のサンプルとの、使用メモリのパーセン

テージの差分を指定します。パーセンテージの

差は、current_allocから initial_allocの 100を差
し引いた数として、および、initial_allocで割っ
た数として、表すことができます。

percent_increase

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_proc
1つの POSIXプロセスに関する情報を問い合わせます。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェア
モジュール方式イメージでのみサポートされます。

構文

sys_reqinfo_proc job_id ?

引数

（必須）システムマネージャによってプロセス

に割り当てられるジョブ ID。 1～ 4294967295
の範囲の整数である必要があります。

job_id

結果文字列

job_id %u component_id 0x%x name {%s} helper_name {%s} helper_path {%s} path {%s}
node_name {%s} is_respawn %u is_mandatory %u is_hold %u dump_option %d
max_dump_count %u respawn_count %u fail_count %u dump_count %u
last_respawn_sec %ld last_respawn_msec %ld inst_id %u proc_state %s
level %d exit_status 0x%x exit_type %d
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システムマネージャによってプロセスに割り当

てられるジョブ ID。 1～ 4294967295の整数。
job_id

プロセスが属するコンポーネントのコンポーネ

ントIDに割り当てられているバージョンマネー
ジャ。

component_id

プロセス名。name

ヘルパープロセスの名前。helper_name

ヘルパープロセスの実行可能パス。helper_path

プロセスの実行可能パス。path

プロセスが属するノードのノード名に割り当て

られているシステムマネージャ。

node_name

プロセスが再生成できることを指定するフラ

グ。

is_respawn

プロセスが実行され続ける必要があることを指

定するフラグ。

is_mandatory

APIによって呼び出されるまでプロセスが再生
成されることを指定するフラグ。

is_hold

コアダンプのオプション。dump_option

許可されるコアダンプの最大数。max_dump_count

プロセスの再起動の合計回数。respawn_count

プロセスの再起動試行の回数。プロセスが正常

に再起動されると、このカウントはゼロにリ

セットされます。

fail_count

実行されたコアダンプの回数。dump_count

1970年 1月 1日以降の POSIXタイマーユニッ
トでの秒およびミリ秒の単位で、プロセスが開

始された最後の時刻を表します。

last_respawn_seclast_respawn_msec

プロセスインスタンス ID。inst_id
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Sysmgrプロセスの状態。 error、forced_stop、
hold、init、ready_to_run、run、run_rnode、stop、
waitEOltimer、wait_rnode、wait_spawntimer、
wait_tplの 1つです。

proc_state

プロセス実行レベル。level

プロセスの最後の終了ステータス。exit_status

最後の終了タイプ。exit_type

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_proc_all
すべての POSIXプロセスの情報を問い合わせます。この Tclコマンド拡張は、ソフトウェアモ
ジュール方式イメージでのみサポートされます。

構文

sys_reqinfo_proc_all

引数

なし

結果文字列

rec_list {{process info string 0}, {process info string 1},...}

各プロセスの情報文字列は、sysreq_info_proc Tclコマンド拡張の結果文字列と同じです。

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_proc_version
指定したプロセスのバージョンを問い合わせます。

構文

sys_reqinfo_proc_version [job_id ?]
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引数

（必須）システムマネージャによってプロセス

に割り当てられるジョブ ID。

1～ 2147483647の範囲の整数であることが必要
です。

job_id

結果文字列

version_id %02d.%02d.%04d

version_idは、プロセスのバージョン番号が割り当てられたバージョンマネージャです。

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_routername
ルータ名を問い合わせます。

構文

sys_reqinfo_routername

引数

なし

結果文字列

routername %s

routernameは、ルータの名前です。

_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_syslog_freq
すべての Syslogイベントの頻度情報を問い合わせます。

構文

sys_reqinfo_syslog_freq
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引数

なし

結果文字列

rec_list {{event frequency string 0}, {log freq str 1}, ...}

各イベントの頻度の文字列は、次のとおりです。

time_sec %ld time_msec %ld match_count %u raise_count %u occurs %u
period_sec %ld period_msec %ld pattern {%s}

1970年 1月 1日以降の POSIXタイマーユニッ
トでの秒およびミリ秒の単位で、最後のイベン

トが発生した時刻を表します。

time_sectime_msec

イベントの登録以降、このSyslogイベント指定
によって指定されたパターンが、Syslogメッ
セージによって照会される回数。

match_count

この Syslogイベントが発生した回数。raise_count

イベントを発生させるために必要な発生回数。

指定されない場合、イベントは 1回目から発生
します。

occurs

イベントを発生させるには、発生回数がPOSIX
タイマーユニットのこの数以内である必要があ

ります。この引数が指定されない場合、時間の

チェックは適用されません。

period_secperiod_msec

Syslogメッセージのパターンマッチの実行に使
用される正規表現。

pattern

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)

このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 9) FH_EMEMORY (insufficient memory for request)
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このエラーは、メモリの内部 EEM要求に障害が発生したことを意味します。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 45) FH_ESEQNUM (sequence or workset number out of sync)

このエラーは、イベントディテクタシーケンスまたは作業セット番号が無効であったことを意味

します。

(_cerr_sub_err = 46) FH_EREGEMPTY (registration list is empty)

このエラーは、イベントディテクタ登録リストが空であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

sys_reqinfo_syslog_history
指定された Syslogメッセージの履歴を問い合わせます。

構文

sys_reqinfo_syslog_history

引数

なし

結果文字列

rec_list {{log hist string 0}, {log hist str 1}, ...}

各記録の履歴の文字列は、次のとおりです。

time_sec %ld time_msec %ld msg {%s}

1970年 1月 1日以降の秒およびミリ秒の単位
で、メッセージが記録された時刻を表します。

time_sec

time_msec

Syslogメッセージ。msg

_cerrno を設定

Yes

(_cerr_sub_err = 2) FH_ESYSERR (generic/unknown error from OS/system)
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このエラーは、オペレーティングシステムによってレポートされたエラーを意味します。エラー

とともにレポートされる POSIX errno値を使用して、オペレーティングシステムエラーの原因を
調べます。

(_cerr_sub_err = 22) FH_ENULLPTR (event detector internal error - ptr is null)

このエラーは、内部EEMイベントディテクタポインタに値が含まれている必要があったときに、
ヌルであったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 44) FH_EHISTEMPTY (history list is empty)

このエラーは、履歴のリストが空であったことを意味します。

(_cerr_sub_err = 45) FH_ESEQNUM (sequence or workset number out of sync)

このエラーは、イベントディテクタシーケンスまたは作業セット番号が無効であったことを意味

します。

(_cerr_sub_err = 54) FH_EFDUNAVAIL (connection to event detector unavailable)

このエラーは、イベントディテクタが使用できなかったことを意味します。

sys_reqinfo_stat
名前で指定された統計エントリの値と、必要に応じて第 1修飾子および第 2修飾子を問い合わせ
ます。

構文

sys_reqinfo_stat [name ?][mod1 ?][mod2 ?]

引数

（必須）統計データ要素名。name

（任意）統計データ要素修飾子 1。mod_1

（任意）統計データ要素修飾子 2。mod_2

結果文字列

name %s value %s

統計データ要素名。name

統計データ要素の値文字列。value
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_cerrno を設定

Yes

sys_reqinfo_snmp
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブジェクト IDによって指定されたエンティティの
値を問い合わせます。

構文

sys_reqinfo_snmp oid ? get_type exact|next

引数

（必須）ドット付き表記での SNMPOID（たと
えば、1.3.6.1.2.1.2.1.0）。

oid

（必須）指定されたOIDに適用する必要がある
SNMP取得操作のタイプ。 get_typeが「exact」
の場合、指定されたOIDの値が取得されます。
get_typeが「next」の場合、指定された OIDの
辞書順での後続値が取得されます。

get_type

結果文字列

oid {%s} value {%s}

SNMP OID。oid

割り当てられた SNMPデータエレメントの値
文字列。

value

sys_reqinfo_snmp_trap
このコマンドは、トラップを送信するために使用されます。

構文

sys_reqinfo_snmp_trap enterprise_oid ent-oid generic_trapnum gen-trapnum specific_trapnum
spe-trapnum
trap_oid oid trap_var varname

•トラップのエンタープライズ OIDを指定するには enterprise_oidの引数を使用します。

•トラップの汎用トラップ数を指定するには generic_trapnumの引数を使用します。

•トラップの特定のトラップ番号を指定するには specific_trapnumの引数を使用します。
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•送信するトラップの OIDを指定するには trap_oidの引数を使用します。

•送信する OIDの変数を指定するには trap_varの引数を使用します。

例

sys_reqinfo_snmp_trap enterprise_oid 1.3.6.1.4.1.9.9.41.2 generic_trapnum 6 specific_trapnum 1 trap_oid
1.3.6.1.4.1.9.9.41.2.0.1 trap_var var1

sys_reqinfo_snmp_trapvar
このコマンドは、トラップ変数に指定された OIDと値の配列を設定するために使用されます。
IOSと同様に、トラップ変数には 10の複数の OIDと値のリストを含めることができます。

構文

sys_reqinfo_snmp_trapvar var varname oid oid int|uint|counter|gauge|octet|string|ipv4 value

•トラップ変数の名前を指定するには、var引数を使用します。

•トラップの OIDを指定するには、oid引数を使用します。

例

sys_reqinfo_snmp_trapvar var var1 oid 1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.2.3.1.3 int 4

SMTP ライブラリのコマンド拡張
すべてのシンプルメール転送プロトコル（SMTP）ライブラリコマンドは、::cisco::lib名前空間に
属します。

このライブラリを使用するには、ユーザは、電子メールテンプレートファイルを用意する必要が

あります。電子メールサービスと電子メールテキストを、eventmanager environmentCisco IOSXR
ソフトウェアコマンドラインインターフェイス（CLI）コンフィギュレーションコマンドを使用
して設定できるよう、テンプレートファイルに Tclグローバル変数を含めることができます。電
子メールテンプレートファイルでグローバル変数を置き換え、設定された電子メールサーバを

使用して、設定された Toアドレス、CCアドレス、Fromアドレス、および Subject行プロパティ
で必要な電子メールコンテキストを送信するには、このライブラリにあるコマンドを使用しま

す。

電子メールテンプレート

電子メールテンプレートファイルの形式は、次のとおりです。

Mailservername:<space><the list of candidate SMTP server addresses>
From:<space><the e-mail address of sender>
To:<space><the list of e-mail addresses of recipients>
Cc:<space><the list of e-mail addresses that the e-mail will be copied to>
Subject:<subject line>
<a blank line>
<body>
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テンプレートには、通常、設定される Tclグローバル変数が含まれています。（注）

次に、サンプル電子メールテンプレートファイルを示します。

Mailservername: $_email_server
From: $_email_from
To: $_email_to
Cc: $_email_cc
Subject: From router $routername: Process terminated

process name: $process_name
subsystem: $sub_system
exit status: $exit_status
respawn count: $respawn_count

エクスポートされる Tcl コマンド拡張

smtp_send_email
電子メールテンプレートファイルのテキストが、すべてのグローバル変数ですでに置き換えられ

ている場合、シンプルメール転送プロトコル（SMTP）を使用して電子メールを送信します。電
子メールテンプレートによって、候補メールサーバのアドレス、Toアドレス、CCアドレス、
Fromアドレス、件名の行、および電子メールの本文が指定されます。

ライブラリが、リストにあるサーバの 1つに接続できるまで、サーバへの接続が、1つ 1つ試
行されるよう、候補電子メールサーバのリストを用意できます。

（注）

構文

smtp_send_email text

引数

（必須）すべてのグローバル変数ですでに置き

換えられた、電子メールテンプレートファイ

ルのテキスト。

text

結果文字列

なし

_cerrno を設定

• 1行目の形式が間違っている：Mailservername：サーバ名のリスト。

• 2行目の形式が間違っている：From：送信元アドレス。
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• 3行目の形式が間違っている：To：送信先アドレスのリスト。

• 4行目の形式が間違っている：CC：コピー送信先アドレスのリスト。

•メールサーバへの接続エラー：リモートサーバによって $sockが閉じられている（$sockは
メールサーバに開かれているソケットの名前）。

•メールサーバへの接続エラー：$sock応答コードが service ready greetingではなく $kである
（$sockはメールサーバに開かれているソケットの名前、$kは $sockの応答コード）。

•メールサーバへの接続エラー：すべてのメールサーバ候補に接続できない。

•メールサーバからの接続解除エラー：リモートサーバによって $sockが閉じられている
（$sockはメールサーバに開かれているソケットの名前）。

サンプルスクリプト

電子メールテンプレートですべての必要なグローバル変数が定義された後には、次のようになり

ます。

if [catch {smtp_subst [file join $tcl_library email_template_sm]} result] {
puts stderr $result
exit 1

}
if [catch {smtp_send_email $result} result] {

puts stderr $result
exit 1

}

smtp_subst
電子メールテンプレートファイル e-mail_templateの場合、ファイルにある各グローバル変数を、
そのユーザ定義値によって置き換えます。置換後に、ファイルのテキストを返します。

構文

smtp_subst e-mail_template

引数

（必須）グローバル変数が、ユーザ定義値に

よって置き換えられる必要がある、電子メール

テンプレートファイルの名前。ファイル名の

例は /disk0://example.templateで、スロット 0の
ATAフラッシュディスクの上位レベルディレ
クトリにある example.templateという名前のファ
イルを表します。

e-mail_template
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結果文字列

すべてのグローバル変数で置き換えられた、電子メールテンプレートファイルのテキスト。

_cerrno を設定

•電子メールテンプレートファイルを開けられない。

•電子メールテンプレートファイルを閉じられない。

CLI ライブラリのコマンド拡張
すべてのコマンドラインインターフェイス（CLI）ライブラリコマンド拡張は、::cisco::eem名前
空間に属します。

このライブラリによって、ユーザに対し、CLIコマンドを実行し、Tclでコマンドの出力を取得す
る機能が用意されます。コマンドがexecによって実行され、コマンドの出力が読み戻されるよう
にするため、ユーザは、このライブラリでコマンドを使用して、execを生成し、それに対して仮
想端末チャネルをオープンし、コマンドを記述してチャネルに対して実行できます。

CLIコマンドには、対話式コマンドと非対話式コマンドの、2つのタイプがあります。

対話式コマンドでは、コマンドの入力後、ルータによって、異なるユーザオプションが質問され

る「Q&A」フェーズがあり、ユーザは、各質問に対する答えを入力する必要があります。すべて
の質問が適切に答えられた後、ユーザのオプションに従って、完了するまでコマンドが実行され

ます。

非対話式コマンドでは、コマンドが一度入力されると、コマンドが完了まで実行されます。EEM
スクリプトで異なるタイプのコマンドを実行するには、異なるCLIライブラリコマンドシーケン
スを使用する必要があり、これは、CLIライブラリを使用した非対話式コマンドの実行,（227ペー
ジ）および CLIライブラリを使用した対話式コマンドの実行, （228ページ）で説明します。

エクスポートされる Tcl コマンド拡張

cli_close
execプロセスをクローズし、コマンドラインインターフェイス（CLI）に接続された、VTYおよ
び指定されたチャネルハンドラをリリースします。

構文

cli_close fd tty_id

引数

（必須）CLIチャネルハンドラ。fd
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（必須）cli_openコマンド拡張から返された
TTY ID。

tty_id

結果文字列

なし

_cerrno を設定

チャネルをクローズできない。

cli_exec
指定されたチャネルハンドラにコマンドを記述し、コマンドを実行します。次に、チャネルから

コマンドの出力を読み取り、出力を返します。

構文

cli_exec fd cmd

引数

（必須）コマンドラインインターフェイス

（CLI）チャネルハンドラ。
fd

（必須）実行する CLIコマンド。cmd

結果文字列

実行された CLIコマンドの出力。

_cerrno を設定

チャネルを読み取れない。

cli_get_ttyname
該当する TTY IDの実際と疑似の ttyの名前を返します。

構文

cli_get_ttyname tty_id
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引数

（必須）cli_openコマンド拡張から返された
TTY ID。

tty_id

結果文字列

pty %s tty %s

_cerrno を設定

なし

cli_open
vtyを割り当て、EXECコマンドラインインターフェイス（CLI）セッションを作成し、vtyをチャ
ネルハンドラに接続します。チャネルハンドラを含む配列を返します。

cli_openを呼び出すたびに Cisco IOS XRソフトウェア EXECセッションが開始され、
Cisco IOS XRソフトウェア vtyが割り当てられます。 vtyは、cli_closeルーチンが呼び出され
るまで、使用中のままです。 vtyは、line vty vty-pool CLIコンフィギュレーションコマンドを
使用して設定された vtyのプールから割り当てられます。使用可能な vtyが 2つ以下の場合、
cli_openルーチンは失敗し、残りの vtyは Telnetで使用できるよう保存されることに注意して
ください。

（注）

構文

cli_open

引数

なし

結果文字列

"tty_id {%s} pty {%d} tty {%d} fd {%d}"

説明イベントタイプ

TTY ID。tty_id

PTYデバイス名。pty

TTYデバイス名。tty
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説明イベントタイプ

CLIチャネルハンドラ。fd

_cerrno を設定

• EXECの ptyを取得できない。

• EXEC CLIセッションを作成できない。

•最初のプロンプトを読み取れない。

cli_read
読み取られている内容でルータプロンプトのパターンが発生するまで、指定されたコマンドライ

ンインターフェイス（CLI）のチャネルハンドラからコマンド出力を読み取ります。一致するま
で、読み取られたすべての内容を返します。

構文

cli_read fd

引数

（必須）CLIチャネルハンドラ。fd

結果文字列

読み取られたすべての内容。

_cerrno を設定

ルータ名を取得できない。

このTclコマンド拡張によって、ルータプロンプトを待つ状態がブロックされ、読み取られた
内容が表示されます。

（注）

cli_read_drain
指定されたコマンドラインインターフェイス（CLI）のチャネルハンドラのコマンド出力を読み
取り、排出します。読み取られたすべての内容を返します。
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構文

cli_read_drain fd

引数

（必須）CLIチャネルハンドラ。fd

結果文字列

読み取られたすべての内容。

_cerrno を設定

なし

cli_read_line
指定されたコマンドラインインターフェイス（CLI）のチャネルハンドラから、コマンド出力の
1行を読み取ります。読み取られた回線を返します。

構文

cli_read_line fd

引数

（必須）CLIチャネルハンドラ。fd

結果文字列

読み取られた回線。

_cerrno を設定

なし

この Tclコマンド拡張によって、行の末尾を待つ状態がブロックされ、読み取られた内容が表
示されます。

（注）
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cli_read_pattern
読み取られている内容でパターンが発生するまで、指定されたコマンドラインインターフェイス

（CLI）のチャネルハンドラからコマンド出力を読み取ります。一致するまで、読み取られたす
べての内容を返します。

パターンマッチロジックで、Cisco IOS XRソフトウェアコマンドから配信されるコマンド出
力データを探すことによって、照会が試行されます。照会は、出力バッファの最新の 256文
字で常に行われます。ただし、使用可能な文字がより少ない場合は、より少ない文字で照会が

行われます。正常な一致に 256よりも多い文字が必要な場合、パターンマッチは実行されま
せん。

（注）

構文

cli_read_pattern fd ptn

引数

（必須）CLIチャネルハンドラ。fd

（必須）チャネルからコマンド出力を読み取る

ときに、パターンが照会されます。

ptn

結果文字列

読み取られたすべての内容。

_cerrno を設定

なし

この Tclコマンド拡張によって、指定されたパターンを待つ状態がブロックされ、読み取られ
た内容が表示されます。

（注）

cli_write
指定された CLIチャネルハンドラに対して実行されるコマンドを書き込みます。 CLIチャネル
ハンドラによって、コマンドが実行されます。
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構文

cli_write fd cmd

引数

（必須）CLIチャネルハンドラ。fd

（必須）実行する CLIコマンド。cmd

結果文字列

なし

_cerrno を設定

なし

使用例

たとえば、次のように、コンフィギュレーション CLIコマンドを使用して、イーサネットイン
ターフェイス 1/0をアップにします。

if [catch {cli_open} result] {
puts stderr $result
exit 1
} else {
array set cli1 $result
}
if [catch {cli_exec $cli1(fd) "config t"} result] {
puts stderr $result
exit 1
}
if [catch {cli_exec $cli1(fd) "interface Ethernet1/0"} result] {
puts stderr $result
exit 1
}
if [catch {cli_exec $cli1(fd) "no shut"} result] {
puts stderr $result
exit 1
}
if [catch {cli_exec $cli1(fd) "end"} result] {
puts stderr $result
exit 1
}
if [catch {cli_close $cli1(fd) $cli1(tty_id)} } result] {
puts stderr $result
exit 1

CLI ライブラリを使用した非対話式コマンドの実行

非対話式コマンドを実行するには、cli_execコマンド拡張を使用して、コマンドを発行し、次に、
出力とルータプロンプトを待ちます。たとえば、コンフィギュレーションCLIコマンドを使用し
て、イーサネットインターフェイス 1/0をアップにする例を示します。

if [catch {cli_open} result] {
error $result $errorInfo
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} else {
set fd $result
}
if [catch {cli_exec $fd "config t"} result] {
error $result $errorInfo
}
if [catch {cli_exec $fd "interface Ethernet1/0"} result] {
error $result $errorInfo
}
if [catch {cli_exec $fd "no shut"} result] {
error $result $errorInfo
}
if [catch {cli_exec $fd "end"} result] {
error $result $errorInfo
}
if [catch {cli_close $fd} result] {
error $result $errorInfo
}

CLI ライブラリを使用した対話式コマンドの実行

対話式コマンドを実行するには、次の 3つのフェーズが必要です。

•フェーズ 1：cli_writeコマンド拡張を使用して、コマンドを発行します。

•フェーズ2：Q&Aフェーズ。 cli_read_patternコマンド拡張を使用して、質問を読み取り（質
問テキストの照合に指定される通常パターン）、cli_writeコマンド拡張を使用して、代わり
に回答を書き戻します。

•フェーズ 3：非対話式フェーズ。すべての質問が回答され、完了までコマンドが実行されま
す。 cli_readコマンド拡張を使用して、コマンドの出力とルータプロンプトを待ちます。

たとえば、CLIコマンドを使用して、ブートフラッシュをまとめます。Tcl変数 cmd_outputに、
このコマンドの出力を保存します。

if [catch {cli_open} result] {
error $result $errorInfo
} else {
array set cli1 $result
}

# Phase 1: issue the command
if [catch {cli_write $cli1(fd) "squeeze bootflash:"} result] {
error $result $errorInfo
}

# Phase 2: Q&A phase
# wait for prompted question:
# All deleted files will be removed. Continue? [confirm]
if [catch {cli_read_pattern $cli1(fd) "All deleted"} result] {
error $result $errorInfo
}
# write a newline character
if [catch {cli_write $cli1(fd) "\n"} result] {
error $result $errorInfo
}
# wait for prompted question:
# Squeeze operation may take a while. Continue? [confirm]
if [catch {cli_read_pattern $cli1(fd) "Squeeze operation"} result] {
error $result $errorInfo
}
# write a newline character
if [catch {cli_write $cli1(fd) "\n"} result] {
error $result $errorInfo
}
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# Phase 3: noninteractive phase
# wait for command to complete and the router prompt
if [catch {cli_read $cli1(fd) } result] {
error $result $errorInfo
} else {
set cmd_output $result
}
if [catch {cli_close $cli1(fd) $cli1(tty_id)} result] {
error $result $errorInfo
}

次に、CLI reloadコマンドを使用して、ルータがリロードされる例を示します。EEMaction_reload
コマンドによって、より効率的な方法で同じ結果が達成されますが、この例は、対話式コマンド

実行での CLIライブラリでの融通性を描くために示します。

# 1. execute the reload command
if [catch {cli_open} result] {

error $result $errorInfo
} else {

array set cli1 $result
}
if [catch {cli_write $cli1(fd) "reload"} result] {

error $result $errorInfo
} else {

set cmd_output $result
}
if [catch {cli_read_pattern $cli1(fd) ".*(System configuration has been modified. Save\\\?
\\\[yes/no\\\]: )"} result] {

error $result $errorInfo
} else {

set cmd_output $result
}
if [catch {cli_write $cli1(fd) "no"} result] {

error $result $errorInfo
} else {

set cmd_output $result
}
if [catch {cli_read_pattern $cli1(fd) ".*(Proceed with reload\\\? \\\[confirm\\\])"} result]
{

error $result $errorInfo
} else {

set cmd_output $result
}
if [catch {cli_write $cli1(fd) "y"} result] {

error $result $errorInfo
} else {

set cmd_output $result
}
if [catch {cli_close $cli1(fd) $cli1(tty_id)} result] {

error $result $errorInfo
}

Tcl コンテキストライブラリコマンド拡張
すべての Tclコンテキストライブラリコマンド拡張は、::cisco::eem名前空間に属します。

エクスポートされるコマンド

context_retrieve
該当するコンテキスト名、使用されている可能性があるスカラ変数名、配列型変数名、および配

列の索引によって指定されるTcl変数を取得します。取得される情報は、自動的に削除されます。
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保存される情報が一度取得されると、自動的に削除されます。その情報が別のポリシーで必

要な場合、（context_retrieveコマンド拡張を使用して）それを取得するポリシーも、
（context_saveコマンド拡張を使用して）再度保存する必要があります。

（注）

構文

context_retrieve ctxt [var] [index_if_array]

引数

（必須）コンテキスト名。ctxt

（任意）スカラ変数名または配列型変数名。こ

の引数が指定されない場合、ヌル文字列を定義

します。

var

（任意〕配列インデックス。index_if_array

var引数がスカラ変数の場合、index_if_array引数は無視されます。（注）

varが未指定の場合、コンテキストに保存されている変数テーブル全体を取得します。

varが指定され、index_if_arrayが指定されない場合、または、index_if_arrayが指定されるが var
がスカラ変数の場合、varの値を取得します。

varが指定され、index_if_arrayが指定され、varが配列変数の場合、指定された配列エレメントの
値を取得します。

結果文字列

保存が実行されたときの状態に、Tclグローバル変数をリセットします。

_cerrno を設定

• appl_reqinfoエラーが原因で、_cerrno、_cerr_sub_num、_cerr_sub_err、_cerr_posix_err、_cerr_str
を表示する文字列。

•変数がコンテキストにない。

使用例

次に、context_saveコマンド拡張機能および context_retrieveコマンド拡張機能を使用して、デー
タを保存し、取得する例を示します。例は、保存と取得のペアで示されます。
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例 1：保存

varが未指定か、またはパターンが指定される場合、複数の変数をコンテキストに保存します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

set testvara 123
set testvarb 345
set testvarc 789
if {[catch {context_save TESTCTX “testvar*”} errmsg]} {

action_syslog msg "context_save failed: $errmsg"
} else {

action_syslog msg "context_save succeeded"
}

例 1：取得

varが未指定の場合、複数の変数をコンテキストから取得します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

if {[catch {foreach {var value} [context_retrieve TESTCTX] {set $var $value}} errmsg]} {
action_syslog msg "context_retrieve failed: $errmsg"

} else {
action_syslog msg "context_retrieve succeeded"

}
if {[info exists testvara]} {

action_syslog msg "testvara exists and is $testvara"
} else {

action_syslog msg "testvara does not exist"
}
if {[info exists testvarb]} {

action_syslog msg "testvarb exists and is $testvarb"
} else {

action_syslog msg "testvarb does not exist"
}
if {[info exists testvarc]} {

action_syslog msg "testvarc exists and is $testvarc"
} else {

action_syslog msg "testvarc does not exist"
}

例 2：保存

varが指定される場合、varの値を保存します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

set testvar 123
if {[catch {context_save TESTCTX testvar} errmsg]} {

action_syslog msg "context_save failed: $errmsg"
} else {

action_syslog msg "context_save succeeded"
}
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例 2：取得

varが指定され、index_if_arrayが指定されない場合、または、index_if_arrayが指定されるが varが
スカラ変数の場合、varの値を取得します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

if {[catch {set testvar [context_retrieve TESTCTX testvar]} errmsg]} {
action_syslog msg "context_retrieve failed: $errmsg"

} else {
action_syslog msg "context_retrieve succeeded"

}
if {[info exists testvar]} {

action_syslog msg "testvar exists and is $testvar"
} else {

action_syslog msg "testvar does not exist"
}

例 3：保存

varが指定される場合、それが配列の場合でも、varの値を保存します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

array set testvar “testvar1 ok testvar2 not_ok”
if {[catch {context_save TESTCTX testvar} errmsg]} {

action_syslog msg "context_save failed: $errmsg"
} else {

action_syslog msg "context_save succeeded"
}

例 3：取得

varが指定され、index_if_arrayが指定されず、varが配列変数の場合、配列全体を取得します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

if {[catch {array set testvar [context_retrieve TESTCTX testvar]} errmsg]} {
action_syslog msg "context_retrieve failed: $errmsg"

} else {
action_syslog msg "context_retrieve succeeded"

}
if {[info exists testvar]} {

action_syslog msg "testvar exists and is [array get testvar]"
} else {

action_syslog msg "testvar does not exist"
}
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例 4：保存

varが指定される場合、それが配列の場合でも、varの値を保存します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

array set testvar “testvar1 ok testvar2 not_ok”
if {[catch {context_save TESTCTX testvar} errmsg]} {

action_syslog msg "context_save failed: $errmsg"
} else {

action_syslog msg "context_save succeeded"
}

例 4：取得

varが指定され、index_if_arrayが指定され、varが配列変数の場合、指定された配列エレメントの
値を取得します。

::cisco::eem::event_register_none

namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*

if {[catch {set testvar [context_retrieve TESTCTX testvar testvar1]} errmsg]} {
action_syslog msg "context_retrieve failed: $errmsg"

} else {
action_syslog msg "context_retrieve succeeded"

}
if {[info exists testvar]} {

action_syslog msg "testvar exists and is $testvar"
} else {

action_syslog msg "testvar doesn't exist"
}

context_save
現在およびグローバルな名前空間で、指定されたパターンが、識別情報として指定されたコンテ

キスト名と一致する、Tcl変数を保存します。このTclコマンド拡張を使用すると、ポリシー外の
情報が保存されます。保存された情報は、context_retrieveコマンド拡張を使用して、異なるポリ
シーによって取得できます。

保存される情報が一度取得されると、自動的に削除されます。その情報が別のポリシーで必

要な場合、（context_retrieveコマンド拡張を使用して）それを取得するポリシーも、
（context_saveコマンド拡張を使用して）再度保存する必要があります。

（注）

構文

context_save ctxt [pattern]
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引数

（必須）コンテキスト名。ctxt

（任意）stringmatchTclコマンドによって使用
される、glob-styleパターン。この引数が指定
されない場合、パターンのデフォルトは、ワイ

ルドカード *です。

globパターンで使用されている、3つの構成が
あります。

• * =すべての文字

• ? = 1文字

• [abc] =文字のセットの 1つと照合

pattern

結果文字列

なし

_cerrno を設定

appl_setinfoエラーが原因で、_cerrno、_cerr_sub_num、_cerr_sub_err、_cerr_posix_err、

_cerr_strを表示する文字列。

使用例

context_saveコマンド拡張機能および context_retrieveコマンド拡張機能を使用して、データの保
存や取得を行う方法の例については、使用例, （230ページ）を参照してください。
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第 4 章

IP サービスレベル契約の実装

IPサービスレベル契約（IP SLA）は、Cisco IOS XRソフトウェアを実行するほとんどのデバイ
スに組み込まれているテクノロジーのポートフォリオであり、IPアプリケーションやサービスの
IPサービスレベルの分析、生産性の向上、運用コストの削減、およびネットワーク停止頻度の
低減が可能になります。

IP SLAを使用することで、サービスプロバイダーは、サービスレベル契約を測定および提供で
きます。 IP SLAは、ネットワークアセスメントの実行、Quality of Service（QoS）の検証、新規
サービスの展開の簡易化、およびネットワークのトラブルシューティングにおける管理者の支援

が可能です。

この章で使用する IPSLAコマンドの詳しい説明については、『CiscoASR9000SeriesAggregation
Services Router SystemManagement Command Reference』の「IP Service Level Agreement Commands
on Cisco ASR 9000シリーズルータ」モジュールを参照してください。

（注）

IP サービスレベル契約を実現するための機能履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

• IPサービスレベル契約を実装する前提条件, 236 ページ

• IPサービスレベル契約の実装の制限, 236 ページ

• IPサービスレベル契約の実装に関する情報, 237 ページ

• IPサービスレベル契約を実装するための設定例, 350 ページ

• その他の関連資料, 352 ページ
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IP サービスレベル契約を実装する前提条件
一般的なネットワーキングプロトコルおよび特定のネットワーク設計の知識が必要です。ネット

ワーク管理アプリケーションについての知識が役立ちます。すべての動作を同時にスケジューリ

ングすると、パフォーマンスに悪影響を及ぼすおそれがあるため、お勧めしません。

適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

IP サービスレベル契約の実装の制限
• Cisco IOS XRソフトウェアでサポートされている IP SLA動作の最大数は 2048です。

•すべての動作を同時にスケジューリングすると、パフォーマンスに悪影響を及ぼすおそれが
あるため、お勧めしません。

•頻度を 60秒未満に設定することで、パケットのスケーラビリティが指数的に増加し、スケ
ジュールされた動作の開始時刻が同じ場合に、設定可能な IP SLA IPSLA動作のパフォーマ
ンスに悪影響を及ぼすおそれがあります。

• IP SLAは HAに対応していません。

• Cisco IOS XRソフトウェアでサポートされている IP SLA動作の最大数は 2048です。

• Cisco ASR 9000 Seriesシリーズアグリゲーションサービスルータはハードウェアのタイムス
タンプ処理をサポートしていません。

•同時に動作をスケジューリングするために現在有効なスケール番号は次のとおりです。

◦ UDPエコー動作の最大数は、デフォルトの頻度では 400動作です。

◦到達可能性を測定する場合の UDPエコー動作の最大数は、デフォルトの頻度では 2000
動作です。

◦ UDPジッター動作の最大数は、デフォルトの頻度では 400動作です。

◦到達可能性を測定する場合のUDPジッター動作の最大数は、デフォルトの頻度では1000
動作です。

◦ ICMPエコー動作の最大数は、デフォルトの頻度では 400動作です。

◦到達可能性を測定する場合の ICMPエコー動作の最大数は、デフォルトの頻度では2000
動作です。

◦ ICMPエコーパス動作の最大数は、デフォルトの頻度では 400動作です。

◦到達可能性を測定する場合の ICMPエコーパス動作の最大数は、デフォルトの頻度では
2000動作です。
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◦デフォルトの頻度で出力パケット破棄がある場合の ICMPジッター動作の最大数は、は
75動作です。

◦デフォルトの頻度で出力パケット破棄がある場合のMPLSLSP ping動作の最大数は、は
100動作です。

◦デフォルトの頻度で出力パケット破棄がある場合のMPLS LSPトレース動作の最大数
は、100動作です。

IP サービスレベル契約の実装に関する情報
IP SLAを実装するには、次の概念について理解する必要があります。

IP サービスレベル契約テクノロジーについて
IP SLAは、連続的で、信頼でき、予測可能な方法でトラフィックを生成する、アクティブトラ
フィックモニタリングを使用してネットワークのパフォーマンスを測定します。 IP SLAはネッ
トワークにデータを送信し、複数のネットワーク間あるいは複数のネットワークパス内のパフォー

マンスを測定します。ネットワークデータおよび IPサービスをシミュレーションし、ネットワー
クパフォーマンス情報をリアルタイムで収集します。次の情報が収集されます。

•応答時間

•単方向遅延、ジッター（パケット間の遅延のばらつき）

• Packet loss

•ネットワークリソースのアベイラビリティ

IP SLAは、以前サービス保証エージェント（SAA）と呼ばれていたテクノロジーが元になってい
ます。 IP SLAは、ルータ間またはルータとネットワークアプリケーションサーバなどのリモー
ト IPデバイスの間で、トラフィックを生成および分析してパフォーマンスを測定することによ
り、アクティブモニタリングを行います。さまざまな IP SLA動作によって得られる測定統計情
報は、トラブルシューティング、問題分析、ネットワークトポロジの設計に使用します。

特定の IPSLA動作に応じて、遅延の統計情報、パケット損失、ジッター、パケットシーケンス、
接続性、およびパスがルータによってモニタされて保存され、コマンドラインインターフェイス

（CLI）、ExtensiveMarkupLanguage（XML）、およびSNMPMIBを通じて提供されます。 IP SLA
はCisco RTTMONMIBを使用して外部のネットワーク管理システム（NMS）アプリケーションお
よびシスコのデバイスで動作している IP SLA動作と通信します。 IP SLAによって参照されるオ
ブジェクト変数の詳しい説明については、Cisco MIB Locatorから入手できる
CISCO-RTTMON-MIB.myファイルの文章を参照してください。
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サービスレベル契約

インターネットショッピングはこの数年で急激に成長し、テクノロジーの進化により高速で信頼

性の高いインターネットアクセスが提供されるようになりました。多くの機能がオンラインア

クセスを必要とし、その業務のほとんどをオンラインで行っており、サービスが失われると企業

の収益に影響を与えることがあります。インターネットサービスプロバイダー（ISP）だけでな
く、社内の IT部門も、定義されたサービスレベル（サービスレベル契約）を提供し、顧客にあ
る程度の予測性を提供するようになっています。

ネットワーク管理者は、アプリケーションソリューションをサポートするサービスレベル契約を

サポートする必要があります。図3：従来のサービスレベル契約と IPSLAの範囲,（238ページ）
に、アプリケーションのサポートも含め、エンドツーエンドのパフォーマンス測定をサポートす

るために、IP SLAがどのように従来のレイヤ 2サービスレベル契約の概念を取り込み、より広い
範囲に適用されているかを示します。

図 3：従来のサービスレベル契約と IP SLA の範囲

次の表に、IP SLAの従来のサービスレベル契約に対する改良点の一覧を示します。

表 20：従来のサービスレベル契約に対する IP SLA の改良点

説明改良の種類

ネットワークの端からもう一方の端までパ

フォーマンスを測定できることにより、エンド

ユーザによるネットワーク利用状況をより広い

到達範囲でより正確に表現できます。

エンドツーエンド測定

遅延、ジッター、パケットシーケンス、レイヤ

3接続、パスとダウンロード時間などの双方向
のラウンドトリップの数値に詳細化される統計

情報により、レイヤ 2リンクの帯域幅だけより
も詳細なデータが得られます。

詳細化
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説明改良の種類

ネットワークパフォーマンスのわずかな変化に

も影響を受けやすいアプリケーションは、ミリ

秒以下の単位での IP SLAの測定精度を必要と
します。

精度

IPSLAは、大きいネットワーク内で既存のシス
コデバイスを活用することにより、従来のサー

ビスレベル契約で必要になることが多い物理的

な動作よりも、簡単に実装されます。

展開の簡易化

IP SLAは、レイヤ 3からレイヤ 7の上で動作す
るアプリケーションによって生成されたパ

フォーマンス統計情報をシミュレートおよび測

定できます。従来のサービスレベル契約では、

レイヤ 2パフォーマンスしか測定できません。

アプリケーション認識型の監視

IP SLAは、ローエンドからハイエンドまでの
ルータとスイッチに及ぶ、シスコネットワーキ

ングデバイスでサポートされています。この

幅広い展開により、IPSLAは、従来のサービス
レベル契約よりも高い柔軟性を備えています。

普及

IP サービスレベル契約の利点
次の表に、IP SLAを実装することの利点の一覧を示します。

表 21：IP SLA の利点の一覧

説明利点

サービスレベル契約モニタリング、評価、およ

び検証の提供

IP SLAのモニタリング

ネットワーク内のジッター、遅延、パケット損

失が測定できる。また、IP SLAは、予防的な
通知に加えて、連続的で、信頼性が高く、予測

可能な測定を提供します。

ネットワークパフォーマンスモニタリング。

既存の QoSが新しい IPサービスに対して十分
であることの検証

IPサービスネットワーク稼働状態評価
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説明利点

問題をただちに特定し、トラブルシューティン

グ時間を節約する、一貫し、信頼性が高い測定

を提供します。

ネットワーク動作のトラブルシューティング

IP サービスレベル契約によるネットワークパフォーマンスの測定
IP SLAは、ルータなどの 2台のネットワーキングデバイス間のネットワークパフォーマンスを
測定するために、生成されたトラフィックを使用します。図 4：IP SLAの動作, （240ページ）
に、IP SLAデバイスが宛先デバイスに生成パケットを送信するときに IP SLAが開始される手順
を示します。宛先デバイスがパケットを受信した後、動作が IPSLAコンポーネントを受信側（た
とえば IP SLAレスポンダ）で使用している場合、応答パケットにはターゲットデバイスでの遅
延に関する情報が含まれています。送信元デバイスはこの情報を使用して測定の精度を向上させ

ます。 IP SLA動作は、動作にユーザデータグラムプロトコル（UDP）などの特定のプロトコル
を使用した、送信元デバイスからネットワークの宛先へのネットワーク測定です。

図 4：IP SLA の動作

動作は、ターゲットデバイスで動作するために IP SLAレスポンダコンポーネントを必要として
いるかどうかに応じて、2つのクラスに分かれています。前者は、シスコデバイスのみで使用さ
れるのに対し、後者は IP接続が可能な任意のデバイスで使用されます。インターネット制御メッ
セージプロトコル（ICMP）に基づく動作は、第 2のクラスの例であり、UDPベースの動作は最
初のクラスの例です。

レスポンダベースの動作では、IP SLAレスポンダが宛先デバイスでイネーブルになっており、IP
SLAパケットの遅延などの情報を提供します。レスポンダベースの動作では、前述の ICMP動作
に対する精度が向上し、単方向測定の機能を提供します。 IPSLA送信元デバイスへの応答に、レ
スポンダは処理遅延に関する情報を含めます。 IPSLA送信元デバイスはその最終的なパフォーマ
ンス計算で遅延を除去します。レスポンダの使用は、UDPエコー動作では任意ですが、UDPジッ
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ター動作では必須です。 IP SLAレスポンダが使用されない場合、ターゲットデバイスは UDPエ
コー動作をサポートする必要があります。

ICMP動作で、IP SLAデバイスはいくつかの ICMPパケットを宛先に送信します。宛先デバイス
は、任意の IPデバイスであり、エコーに応答します。送信元 IP SLAデバイスは送信および受信
したタイムスタンプを使用して応答時間を計算します。 ICMPエコー動作は、従来の拡張された
pingユーティリティに似ており、送信元デバイスと宛先デバイスの間の応答時間のみを測定しま
す。 ICMPパスエコーおよびパスジッター動作は、tracerouteメカニズムを使用してパス全体を認
識します。以降の ICMPパケットは各パスノードに送信され、測定が相互に関連付けられて、
ホップバイホップのラウンドトリップ遅延とジッター情報が提供されます。

IP SLAネットワークパフォーマンス測定を実現するためには、次のタスクを実行します。

1 必要に応じて IP SLAレスポンダをイネーブルにします。

2 必要な IP SLA動作タイプを設定します。

3 指定された IP SLA動作タイプのオプションを設定します。

4 必要であれば、応答条件を設定します。

5 動作の実行をスケジュールします。その後、一定の時間動作を実行して統計情報を収集しま

す。

6 Cisco IOS XRソフトウェア CLI、XML、または NMSシステムで SNMPを使用し、動作の結果
を表示および解釈します。

IP サービスレベル契約の動作タイプ
IP SLAは、さまざまなタイプの動作を設定して、応答時間、ジッター、スループット、およびパ
ケット損失を測定します。また、各動作は複数のアプリケーションにマッピングされます。

次の表に、さまざまな動作タイプの一覧を示します。

表 22：IP SLA のための動作タイプ

説明動作

ラウンドトリップ遅延を測定し、UDPトラ
フィックの応答時間を正確に測定するために役

立ちます。

UDPエコー

ラウンドトリップ遅延、単方向遅延、単方向

ジッター、双方向ジッター、単方向パケット損

失を測定します。

UDPジッター

パス全体のラウンドトリップ遅延を測定しま

す。

ICMPエコー
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説明動作

ルータとネットワーク上の任意の IPデバイス
の間のホップバイホップの応答時間を計算しま

す。パスは tracerouteアルゴリズムを使用して
検出され、送信元ルータとパス内の各中間ホッ

プの間の応答時間が測定されます。送信元デバ

イスと宛先デバイスの間に複数の等コストルー

トがある場合、ICMPパスエコー動作は、設定
可能なルーズソースルーティング（LSR）オプ
ションを使用していずれかのパスを選択しま

す。

ICMPパスエコー

IPネットワーク内のホップバイホップジッ
ター、パケット損失、および遅延測定統計情報

を測定します。

ICMPパスジッター

ラベルスイッチドパス（LSP）の接続をテスト
し、MPLSネットワーク内のLSPのラウンドト
リップ遅延を測定します。次の Forwarding
EquivalenceClass（FEC）がサポートされていま
す。

• IPv4ラベル配布プロトコル（LDP）

•トラフィックエンジニアリング（TE）ト
ンネル

•疑似回線

エコー要求は、FECに属する他のパケットと同
じデータパスに沿って送信されます。エコー

要求パケットがパスの終端に達すると、出力の

ラベルスイッチングルータ（LSR）のコント
ロールプレーンに送信されます。 LSRは、そ
れが本当に FECの出力であることを確認し、
MPLSパスを確認するFECに関する情報が格納
されているエコー応答パケットを送信します。

デフォルトの VRFテーブルのみがサポートさ
れています。

MPLS LSP ping
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説明動作

LSPパスのホップバイホップのルートをトレー
スし、MPLSネットワーク内の IPv4 LDPプレ
フィックスと TEトンネル FECのホップバイ
ホップのラウンドトリップ遅延を測定します。

エコー要求パケットは、各中継 LSRのコント
ロールプレーンにデータを送信し、そこでこの

パスの中継 LSRであるかどうかが確認されま
す。また、各中継 LSRは、テスト対象の LSP
にバインドされているラベルに関する情報を返

します。デフォルトの VRFテーブルのみがサ
ポートされています。

MPLS LSPトレース

IP SLA レスポンダおよび IP SLA 制御プロトコル
IP SLAレスポンダは宛先シスコルーティングデバイスに組み込まれたコンポーネントで、シス
テムが IP SLA要求パケットを予想して応答します。 IP SLAレスポンダは、高い測定精度を提供
します。通常の ICMPベースの測定では得られない、追加の統計情報も提供されます。特許取得
済みの IP SLA制御プロトコルは、IP SLAレスポンダによって使用され、応答側がどのポートで
待ち受けと応答を行うか応答側に通知するメカニズムを提供します。 Cisco IOS XRソフトウェア
デバイスまたはその他のシスコプラットフォームのみが宛先 IP SLAレスポンダの送信元になる
ことができます。

図 4：IP SLAの動作, （240ページ）に、IP SLAレスポンダが IPネットワークのどこに適してい
るかを示します。 IP SLAレスポンダは、IP SLA動作から送信されたコントロールプロトコル
メッセージを指定されたポートで受信します。レスポンダは、制御メッセージを受信すると、制

御メッセージで指定された UDPポートを指定された期間イネーブルにします。この間に、レス
ポンダは要求を受け付け、応答します。応答側は、IPSLAパケットに応答した後、あるいは指定
された期間が経過すると、ポートをディセーブルにします。セキュリティを強化するために、コ

ントロールメッセージのMD5認証も使用できます。

IP SLAレスポンダは、UDPジッター動作で使用する必要がありますが、UDPエコー動作では任
意です。ターゲットルータですでに提供されているサービスが選択された場合、IP SLAレスポ
ンダをイネーブルにする必要はありません。シスコ以外のデバイスの場合は、IPSLAレスポンダ
を設定できず、IP SLAは、それらのデバイスにネイティブなサービスのみに動作パケットを送信
できます。

IP SLA の応答時間の計算
T3は、応答パケットが IP SLAレスポンダノードで送信された時刻であり、T1は送信元ノードで
要求が送信された時刻です。他の優先順位が高いプロセスにより、ルータは着信パケットを処理

するために数十ミリ秒を要します。テストパケットへの応答が処理を待つ間キューに格納される
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可能性があるため、この遅延は応答時間に影響を与えます。この場合、応答時間は正しいネット

ワーク遅延を反映しません。 IP SLAは、送信元ルータとターゲットルータ上でこれらの処理遅
延を最小化し、真のラウンドトリップ遅延を判定します（IP SLAレスポンダが使用されている場
合）。一部の IP SLAプローブパケットには、測定をより正確にするために、最終的な計算で使
用される遅延情報が含まれています。

IPSLAレスポンダをイネーブルにすると、ターゲットデバイスは、パケットがインターフェイス
に到着した時点と出て行く時点の両方でタイムスタンプを取得し、統計情報を計算するときにそ

れを考慮します。このタイムスタンプ処理は、ミリ秒以下の単位で行われます。ネットワーク

アクティビティが活発なとき、ICMP pingテストによる応答時間は長く、不正確になることがよ
くあります。それに対して、IP SLAベースのレスポンダは正確な時間を示します。

図 5：IP SLAレスポンダのタイムスタンプ処理, （244ページ）に、レスポンダの動作を示しま
す。 RTTを算出するためのタイムスタンプが 4つ付けられます。ターゲットルータでレスポン
ダ機能がイネーブルの場合、タイムスタンプ 3（TS3）からタイムスタンプ 2（TS2）を引いてテ
ストパケットの処理にかかった時間を求め、デルタ（Δ）で表します。次に全体のRTTからこの
デルタの値を引きます。精度を高めるため、優先度が高いパスで着信タイムスタンプ4（TS4）が
取得される送信元ルータ上で、同じ原理が IPSLAによって適用されることに注意してください。

図 5：IP SLA レスポンダのタイムスタンプ処理

IP SLA の VRF サポート
サービスプロバイダーは、コアネットワークとカスタマーネットワークの両方の観点からネッ

トワークのパフォーマンスを監視および測定する必要があります。そのためには、デフォルトの

VPNルーティングおよび転送（VRF）テーブルに加えて、IP SLA動作でデフォルト以外の VRF
も使用する必要があります。表 22：IP SLAのための動作タイプ, （241ページ）では、動作がデ
フォルト以外の VRFテーブルの使用をサポートしているかどうかなど、さまざまな IP SLA動作
について説明しています。

IP SLA 動作のスケジューリング
IP SLA動作の設定が完了したら、その動作をスケジューリングして、統計情報の取得とエラー情
報の収集を開始する必要があります。動作をスケジューリングすると、動作はただちに開始され

るか、特定の月の特定の日に開始されます。また、動作を保留状態にすることができます。これ

は、その動作が、トリガーされるのを待つ反応（しきい値）動作である場合に使用されます。 IP
SLA動作の通常のスケジューリングでは、一度に 1つの動作をスケジューリングできます。
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IP SLA：予防的しきい値モニタリング
ここでは、しきい値と反応トリガーを使用した IPSLAのプロアクティブな監視機能について説明
します。 IP SLAでは、IPアプリケーションの監視、分析、IPサービスレベルの確認を行って、
生産性の向上、運用コストの削減、ネットワークの輻輳や停止の発生の低減を行うことができま

す。 IP SLAは、アクティブトラフィック監視を使用してネットワークのパフォーマンスを測定
します。

IP SLAを使用したプロアクティブなしきい値監視を設定する必要があるタスクを実行するには、
次の概念について理解する必要があります。

IP SLA 反応コンフィギュレーション
IP SLAは、特定の測定されたネットワーク条件に反応するように設定できます。たとえば、IP
SLAが接続上で測定したジッターが大きすぎる場合、IP SLAはネットワーク管理アプリケーショ
ンに通知を生成したり、より多くのデータを収集するために別の IPSLA動作をトリガーしたりで
きます。

IP SLA反応を設定するには、ipsla reaction operationコマンドを使用します。

IP SLA しきい値モニタリングおよび通知
IP SLAでは、ジッター平均、双方向ラウンドトリップ時間、接続性などのパフォーマンスパラ
メータのしきい値モニタリングがサポートされています。パケット損失とジッターでは、いずれ

かの方向（たとえば、送信元から宛先と、宛先から送信元）での違反またはラウンドトリップ値

について、通知を生成できます。

MPLS LSP モニタリング
IPサービスレベル契約（SLA）ラベルスイッチドパス（LSP）のモニタ機能は、レイヤ 3マルチ
プロトコルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）を予防
的に監視するための機能を備えています。この機能は、ネットワークのアベイラビリティを確認

したり、MPLSVPN内のプロバイダーエッジ（PE）ルータ間のネットワーク接続をテストするた
めに便利です。MPLS LSPモニタを設定すると、ネットワークトポロジに基づいて、自動的に IP
SLA LSP pingまたは LSP traceroute処理を生成または削除できます。

MPLS SLAモニタ機能では、IP SLA動作の複数動作スケジューリングを実行することも可能であ
り、SNMPトラップ通知とSyslogメッセージを使用した予防的しきい値違反モニタリングもサポー
トされています。

MPLS LSPモニタ機能を使用するには、次の概念を理解しておく必要があります。
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MPLS LSP モニタリングのしくみ
MPLS LSPモニタ機能では、レイヤ 3 MPLS VPNを予防的にモニタできます。MPLS LSPモニタ
の動作方法の一般的なプロセスは次のとおりです。

1 ユーザは、MPLS LSPモニタインスタンスを設定します。

MPLSLSPモニタインスタンスを設定することは、標準的な IPSLA動作の設定に似ています。
たとえば、MPLS LSPモニタインスタンスのすべての動作パラメータは、動作の ID番号を指
定した後で設定します。ただし、標準的な IPSLA動作と異なり、これらの設定されたパラメー
タは、MPLS LSPモニタインスタンスによって作成される個々の IP SLA LSP pingおよび LSP
traceroute動作の基本設定として使用されます。

最初のMPLS LSPモニタインスタンスが設定され、開始がスケジュールされると、BGPネク
ストホップネイバー探索がイネーブルになります。BGPネクストホップネイバー探索 , （247
ページ）を参照してください。

2 ユーザがMPLS LSPモニタインスタンスについて予防的しきい値違反モニタリングを設定し
ます。

3 ユーザが、MPLS LSPモニタインスタンスの複数動作スケジューリングパラメータを設定し
ます。

4 選択した設定オプションに応じて、MPLS LSPモニタインスタンスは、該当する各 BGPネク
ストホップネイバーに対する、個々の IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute動作を自動的に作
成します。

すべてのMPLS LSPモニタ動作について、BGPネクストホップネイバーあたり 1つの IP SLA
LSP ping動作または LSP traceroute動作のみが設定されます。しかし、特定の PEルータで、
同時に複数のMPLS LSPモニタインスタンスを実行できます。（詳細については、この項の
最後にある注記を参照してください）。

5 各 IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute動作は、送信元 PEルータと検出された宛先 PEルー
タの間のネットワーク接続を測定します。

複数のMPLSLSPモニタインスタンスを特定の PEルータで同時に実行できます。たとえば、
あるMPLS LSPモニタインスタンスを、VPN1という VRFに属する BGPネクストホップネ
イバーを探索するように設定できます。同じ PEルータで、別のMPLS LSPモニタインスタ
ンスを、VPN2というVRFに属するネイバーを探索するように設定できます。この場合、BGP
ネクストホップネイバーがVPN1とVPN2の両方に属していた場合、PEルータはこのネイバー
に対して 2つの IP SLA動作（1つは VPN1用、もう 1つは VPN2用）を作成します。

（注）

IP SLA 動作の MPLS LSP モニタデータベースへの追加と削除

MPLS LSPモニタインスタンスは、特定の VPNに対して追加または削除された BGPネクスト
ホップネイバーについて定期的な通知を受けます。この情報は、MPLS LSPモニタが保持する
キューに格納されます。キュー内の情報とユーザ指定の期間に基づき、新たに検出されたPEルー
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タに対して新しい IP SLA動作が自動的に作成され、有効でなくなった PEルータに対する既存の
IP SLA動作は自動的に削除されます。

BGP ネクストホップネイバー探索
BGPネクストホップネイバー探索は、送信元プロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられ
ているすべての VRFによって使用中の BGPネクストホップネイバーを見つけるために使用され
ます。ほとんどの場合、これらのネイバーは PEルータです。

BGPネクストホップネイバー探索がイネーブルな場合、ローカル VRFとグローバルルーティン
グテーブルの情報に基づいて、送信元 PEに関連付けられているすべての VRFによって使用中の
BGPネクストホップネイバーのデータベースが生成されます。ルーティングアップデートが受
信されると、新しい BGPネクストホップネイバーがただちにデータベースに追加されます。た
だし、有効でなくなったBGPネクストホップネイバーは、ユーザ定義に従って、定期的にデータ
ベースから削除されます。

図 6：単純なVPNのBGPネクストホップネイバー探索, （248ページ）に、インターネットサー
ビスプロバイダー（ISP）の単純な VPNシナリオでの BGPネクストホップネイバー探索の動作
を示します。この例で、ルータ PE1に関連付けられた 3つの VPNがあります（赤、青、緑）。
ルータ PE1から見ると、これらの VPNには、BGPネクストホップネイバー PE2（ルータ ID：
12.12.12.12）および PE3（ルータ ID：13.13.13.13）を経由してリモートで到達可能です。 BGPネ
クストホップネイバー探索プロセスがルータPE1でイネーブルになっている場合、ローカルVRF
とグローバルルーティングテーブルに基づいてデータベースが生成されます。この例のデータ

ベースには、2つの BGPネクストホップルータエントリとして PE2 12.12.12.12および PE3
13.13.13.13が格納されます。ルーティングエントリは、どのネクストホップルータがどの特定
の VRF内に属しているか区別するために、ネクストホップルータ単位で維持されます。各ネク
ストホップルータエントリに対し、グローバルルーティングテーブル中の BGPネクストホップ
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ルータの IPv4 Forward Equivalence Class（FEC）が、MPLS LSP ping動作で使用するために提供さ
れます。

図 6：単純な VPN の BGP ネクストホップネイバー探索

IP SLA LSP ping 動作と LSP traceroute 動作
この機能により、IP SLA LSP ping動作と IP SLA LSP traceroute動作に対するサポートが追加され
ます。これらの動作は、ネットワークの接続性の問題をトラブルシューティングし、MPLS VPN
のネットワークのアベイラビリティを判定するために役立ちます。MPLS LSPモニタリングを使
用する場合、送信元 PEルータと検出された宛先 PEルータの間のネットワーク接続を測定するた
めに、IP SLA LSP ping動作と LSP traceroute動作が自動的に作成されます。個々の IP SLA LSP
ping動作とLSP traceroute動作を手動で設定することもできます。これらの動作の手動の設定は、
接続性の問題をトラブルシューティングするために役立ちます。

MPLS LSPモニタリングを使用して IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute動作を設定する方法の
詳細については、MPLS LSPモニタリング pingインスタンスの設定, （330ページ）およびMPLS
LSPモニタリングトレースインスタンスの設定, （335ページ）を参照してください。

IP SLA LSP ping動作と IP SLA LSP traceroute動作は、それぞれMPLS LSP ping機能とMPLS LSP
traceroute機能で使用されるのと同じインフラストラクチャに基づいて、LSPをテストするための
エコー応答パケットとエコー要求パケットを送受信します。

MPLS LSP モニタリングの予防的しきい値モニタリング
MPLS LSPモニタの予防的しきい値モニタリングサポート機能では、ユーザ定義の応答条件（接
続損失やタイムアウトなど）が満たされたときに、SNMPトラップ通知と Syslogメッセージをト
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リガーできます。MPLS LSPモニタインスタンスのしきい値モニタリング動作の設定方法は、標
準的な IP SLA動作の設定方法と同様です。

LSP ヘルスモニタの複数動作スケジューリング
MPLS LSPモニタの複数動作スケジューリングサポート機能では、（各MPLS LSPモニタインス
タンスに対して）自動的に作成された IPSLA動作を、指定された期間（スケジュール期間）にわ
たって均等に分散される間隔で開始し、指定された頻度で再開するように簡単にスケジューリン

グできます。複数動作スケジューリングは、多数の PEネイバーが存在し、その結果として多数
の IP SLA動作が同時に稼働している送信元 PEルータ上でMPLS LSPモニタリングがイネーブル
にされる場合に特に有用です。

（新たに検出された BGPネクストホップネイバーに対して）新たに作成された IP SLA動作
は、現在稼働している動作と同じスケジュール期間に追加されます。同時に開始する動作が

多くなりすぎないように、複数動作スケジューリング機能は、それらの動作を、スケジュール

期間にわたって均一に分散されるランダムな間隔で開始するようにスケジューリングします。

（注）

LSP パスディスカバリ
LSPパスディスカバリ（LPD）は、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）の拡張で、MPLSLMインスタ
ンスの一部である操作を許可し、パスディスカバリプロセスを開始してその結果が処理されま

す。この機能には、MPLSOAMインフラストラクチャによりLSPVサーバを通じて提供されるツ
リートレース機能が必要です。

2つの PEルータ間にコストが等しい複数のパスが存在する場合（これを等コストマルチパス
（ECMP）と呼びます）、これら PEルータの間にあるルータは、転送するトラフィックの特性
（たとえばパケット中の宛先アドレス）に基づいて、ロードバランシングを行います。このよう

なネットワークトポロジでは、PEルータ間の使用可能なパスのうち1つ（またはいくつか）をモ
ニタするだけでは、トラフィックが正しく転送される保証が得られません。

LPDは、path discoverコマンドを使用して設定します。

LPD機能を使用した場合、LSPVサーバが一度に多数のパスディスカバリ要求を受信すると、
CPUの負荷が高まる可能性があります。

（注）

IP サービスレベル契約の実装方法
ここでは、次の手順について説明します。
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UDP ジッター動作を使用した IP サービスレベルの設定
IP SLA UDPジッターモニタリング動作は、VoIP、Video over IP、リアルタイム会議などのリアル
タイムトラフィックに対するネットワークの適切さを診断するように設計されています。

ジッターはパケット間の遅延がばらつくことを指します。複数のパケットが送信元から宛先に連

続的に送信された（たとえば 10 ms間隔で送信された場合）、ネットワークが理想的に振る舞え
ば、宛先でも 10 ms間隔でパケットを受信します。しかし、ネットワーク内に遅延（キューイン
グ、代替ルートを介した受信など）が存在する場合、パケット間の到着遅延は、10msより大きい
場合も、10 msより小さい場合もあります。この例を使用すると、正のジッター値は、パケット
が 10msを超える間隔で到着することを示します。パケットの到着が 12ミリ秒の場合のジッター
値は +2ミリ秒（正の値）です。8ミリ秒で到着する場合は、2ミリ秒（負の値）です。Voice over
IP（VoIP）など遅延に影響されやすいネットワークでは、正のジッター値は望ましくありません。
0のジッター値が理想的です。

しかし、IP SLA UDPジッター動作の機能は、ジッターのモニタリングだけではありません。 IP
SLAが生成するパケットは、パケットの送信シーケンスと受信シーケンス情報を伝送し、送信元
ターゲットと動作ターゲットとの間でタイムスタンプの送受信を行います。 UDPジッター動作
は、次の機能を測定できます。

•方向別ジッター（送信元から宛先へ、宛先から送信元へ）

•方向別パケット損失

•方向別遅延（一方向遅延）

•ラウンドトリップ遅延（平均 RTT）

データの送信と受信でパスが異なることがあるので（非対称）、方向別データを使用してネット

ワークの輻輳などの問題が発生している場所を簡単に特定できます。

UDPジッター動作は、合成（シミュレーション）UDPトラフィックを生成して機能します。デ
フォルトでは、ペイロードサイズが 32バイト（S）のパケットフレーム 10個（N）を 20ミリ秒
（T）ごとに生成し、60秒（F）ごとに動作を繰り返します。に示すように、これらのパラメータ
は、提供している IPサービスまたはこれから提供する IPサービスの最適なシミュレーションを
行うようにそれぞれユーザ設定可能です。

ここでは、次の手順について説明します。

宛先デバイスでの IP SLA レスポンダのイネーブル化
IPSLAレスポンダは、動作のターゲットであるターゲットデバイスでイネーブルにする必要があ
ります。

ipsla responderコマンドを設定することにより、IP SLAレスポンダは、UDPポート 1967をオー
プンし、（プローブではなく）制御パケットを待ちます。ポートは、UDPポート 1967を通じ、
IPSLA制御パケットを使用して動的にオープンまたはクローズできます。また、永続的なポート
も設定できます。
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永続的なポートは、設定が削除されるまでオープンされます。ポートは設定によってオープンさ

れるため、エージェントは、制御要求パケットを使用せずに、IPSLAプローブパケットを永続的
なポートに直接送信できます。

永続的なポートを使用しない場合、ipsla responderコマンドのみを使用して設定する必要があり
ます。

動的なポートを使用するには、次の例に示すように ipsla responderコマンドを使用します。

configure
ipsla responder

動的なポートは、エージェント側で動作を開始したときに、IP SLA制御プロトコルを通じて、レ
スポンダ側でオープンされます。

例は、レスポンダ側の永続的なポートとして設定されています。UDPエコーとUDPジッターは、
動的なポートまたは永続的なポートを使用できます。UDPジッターで永続的なポートを使用する
場合、一部の統計情報は収集されません。たとえば、RTTは、UDPジッターで永続的なポートを
使用した場合でも RTTが収集されます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla responder
3. type udp ipv4 address ip-address port port
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

UDPエコーまたはジッター動作に対する IP SLAレスポンダ
をイネーブルにします。

ipsla responder

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

ステップ 2   

responder
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-resp)#
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目的コマンドまたはアクション

IP SLAレスポンダ上で永続的アドレスとポートをイネーブ
ルにします。

type udp ipv4 address ip-address port port

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-resp)#

ステップ 3   

type udp ipv4 address 12.25.26.10 port
10001

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 4   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ンセッションが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

次の作業

IP SLAレスポンダをイネーブルにした後、送信元デバイスでの UDPジッター動作の設定および
スケジューリング, （252ページ）を参照してください。

送信元デバイスでの UDP ジッター動作の設定およびスケジューリング
IP SLA動作は、合成（シミュレーション）ネットワークトラフィックを生成して機能します。 1
つの IP SLA動作（たとえば IP SLA動作 10）は、動作の存続期間の間、指定された頻度で繰り返
されます。
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1つの UDPジッター動作は、指定された頻度 Fの、送信元ルータからターゲットルータへの、T
ミリ秒間隔で送信される、サイズ Sの N個の UDPパケットからなります。デフォルトでは、ペ
イロードサイズが 32バイト（S）のパケット 10個（N）を 20ミリ秒（T）ごとに生成し、60秒
（F）ごとに動作を繰り返します。これらの各パラメータは、表 23：UDPジッター動作パラメー
タ, （253ページ）に示すように、ユーザが設定可能です。

表 23：UDP ジッター動作パラメータ

設定方法デフォルトUDP ジッター動作パラメータ

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• type udp jitterコマンド

• count引数を指定した
packet countコマンド

10パケットパケット数（n）

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• type udp jitterコマンド

• size引数を指定した
datasize requestコマンド

32バイトパケットあたりのペイロード

サイズ（S）

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• type udp jitterコマンド

• interval引数を指定した
packet intervalコマンド

20 msパケット間隔（ミリ秒単位）

（T）

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• type udp jitterコマンド

• seconds引数を指定した
frequencyコマンド

60秒動作を繰り返すまでの経過時間

（秒単位）（F）
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送信元デバイスで UDP ジッター動作を設定する前提条件
UDPジッター動作の使用には、IP SLAレスポンダをターゲットのシスコデバイスでイネーブル
にする必要があります。 IP SLAレスポンダをイネーブルにするには、宛先デバイスでの IP SLA
レスポンダのイネーブル化, （250ページ）のタスクを実行します。

送信元デバイスでの基本的な UDP ジッター動作の設定およびスケジューリング
UDPジッター動作を設定およびスケジューリングできます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type udp jitter
4. destination address ipv4address
5. destination port port
6. packet count count
7. packet interval interval
8. frequency seconds
9. exit
10. ipsla schedule operation op-num
11. life { forever | seconds}
12. ageout seconds
13. recurring
14. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
15. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation
432

ステップ 2   

動作を UDPジッター動作として設定し、動作の特性
を設定します。

type udp jitter

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type
udp jitter

ステップ 3   

UDPジッター動作の宛先の IPアドレスを指定しま
す。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 4   

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～ 65535で
す。

destination port port

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
destination port 11111

ステップ 5   

（任意）プローブ中に送信されるパケット数を指定

します。UDPジッター動作の場合、範囲は1～60000
packet count count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
packet count 30

ステップ 6   

です。 ICMPパスジッター動作の場合、範囲は 1～
100です。

送信されるデフォルトのパケット数は 10です。

（任意）パケット間隔を指定します。パケット間の

デフォルト間隔は 20ミリ秒です。
packet interval interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
packet interval 30

ステップ 7   

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信
されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
frequency 300

ステップ 8   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間
隔の秒数を指定します。有効な値の範囲は 1～
12604800秒です。デフォルトは 60秒です。
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目的コマンドまたはアクション

IP SLAコンフィギュレーションモードおよび動作
モードを終了し、CLIをグローバルコンフィギュレー
ションモードに戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#

ステップ 9   

exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本ス

ケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 10   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実
行するようにスケジューリングされます。 seconds引

life { forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life
30

ステップ 11   

数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でス

ケジューリングされます。デフォルトの動作のライ

フタイムは 3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、

動作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定し

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
ageout 3600

ステップ 12   

ます。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウト
しないことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始

され、指定された期間実行されるように指定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
recurring

ステップ 13   

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次

のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day |month day} | now | pending
| after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 14   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を
保留（未開始）状態にしておくように設定しま

す。デフォルトは inactiveです。 start-timeコマ
ンドが指定されていない場合、開始時刻が設定

されるか、即時スタートを実行するトリガーが

発生するまで、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即
時スタートする必要があることを示します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

256 OL-28386-01-J  

IP サービスレベル契約の実装
UDP ジッター動作を使用した IP サービスレベルの設定



目的コマンドまたはアクション

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を
使用して時刻を指定します。ここで指定した時

刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 15   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットす
るように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
フィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。変更はコミットされま

せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用しま
す。

追加特性を指定した UDP ジッター動作の設定およびスケジューリング
UDPジッター動作を設定およびスケジューリングできます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type udp jitter
4. vrf vrf-name
5. destination address ipv4address
6. destination port port
7. frequency seconds
8. statistics [hourly | interval seconds]
9. buckets hours
10. distribution count slot
11. distribution interval interval
12. datasize request size
13. timeout milliseconds
14. tos number
15. exit
16. ipsla schedule operation op-num
17. life {forever | seconds}
18. ageout seconds
19. recurring
20. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss ]
21. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

22. show ipsla statistics [operation-number ]
23. show ipsla statistics aggregated [operation-number ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation
432

ステップ 2   

動作をUDPジッター動作として設定し、動作の特性
を設定します。

type udp jitter

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type
udp jitter

ステップ 3   

（任意）UDPジッター動作の中で、デフォルト以外
のルーティングテーブルを使用してVPNのモニタリ

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
vrf VPN-A

ステップ 4   

ングをイネーブルにします。最大32文字の英数字で
す。

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定しま
す。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 5   

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～ 65535で
す。

destination port port

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
destination port 11111

ステップ 6   

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信
されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
frequency 300

ステップ 7   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作
間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲は 1
～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

（任意）UDPジッター動作に対して統計情報収集パ
ラメータを指定します。

statistics [hourly | interval seconds]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#

ステップ 8   

statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IP SLA動作用に統計情報を保持する時間を
設定します。このコマンドは、必ず hourlyキーワー

buckets hours

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#
buckets 10

ステップ 9   

ドを指定した statisticsコマンドとともに使用する必
要があります。範囲は 0～ 25時間です。デフォル
ト値は 2時間です。

（任意）IP SLA動作のライフタイム中にホップごと
に保持される統計情報の配布数を設定します。指定

distribution count slot

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#
distribution count 15

ステップ 10   

できる範囲は 1～ 20です。デフォルト値は 1配布で
す。

（任意）統計情報の配布ごとのインターバルを設定

します。指定できる範囲は 1～ 100msです。デフォ
ルトの値は 20 msです。

distribution interval interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#
distribution interval 20

ステップ 11   

（任意）動作の要求パケットのペイロードのデータ

サイズを設定します。UDPジッターの場合は、範囲
は 16～ 1500バイトです。

datasize request size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
datasize request 512

ステップ 12   

指定された IP SLA動作がその要求パケットからの応
答を待機する時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
timeout 10000

ステップ 13   

•（任意）milliseconds引数を使用して、動作が応
答を待機するミリ秒数を指定します。

タイプオブサービス番号を指定します。tos number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
tos 255

ステップ 14   

IP SLAコンフィギュレーションモードおよび動作
モードを終了し、CLIをグローバルコンフィギュレー
ションモードに戻します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#

ステップ 15   

exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
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目的コマンドまたはアクション

動作の開始時間をスケジューリングします。基本ス

ケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 16   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実
行するようにスケジューリングされます。 seconds引

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life
30

ステップ 17   

数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でス

ケジューリングされます。デフォルトの動作のライ

フタイムは 3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、

動作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定し

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
ageout 3600

ステップ 18   

ます。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウト
しないことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始

され、指定された期間実行されるように指定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
recurring

ステップ 19   

（任意）動作が開始される時刻を指定します。ここ

では、次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day |month day} | now | pending
| after hh:mm:ss ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 20   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作
を保留（未開始）状態にしておくように設定し

ます。デフォルトは inactiveです。 start-timeコ
マンドが指定されていない場合、開始時刻が設

定されるか、即時スタートを実行するトリガー

が発生するまで、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即
時スタートする必要があることを示します。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を
使用して時刻を指定します。ここで指定した時

刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 21   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットす
るように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

フィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。変更はコミットされま

せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用しま
す。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
432

ステップ 22   

ネットワークのパフォーマンスに関する 1時間ごと
の統計情報（集計データ）を返します。

show ipsla statistics aggregated [operation-number ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
aggregated 432

ステップ 23   

UDPジッター動作は、次の 1時間ごとの統計情報を
提供します。

•ジッター統計情報：テレフォニーおよびマルチ
メディア会議要件を解釈します。

•パケット損失およびパケットシーケンシング統
計情報：テレフォニー、マルチメディア会議、

ストリーミングメディア、およびその他の低遅

延データ要件を解釈します。
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目的コマンドまたはアクション

•単方向遅延統計情報：テレフォニー、マルチメ
ディア会議、およびストリーミングメディア要

件を解釈します。

UDP エコー動作のための IP SLA の設定
ネットワーク上の UDPパフォーマンスを測定するには、IP SLA UDPエコー動作を使用します。
UDPエコー動作は、ラウンドトリップ遅延時間を測定し、シスコデバイスとシスコ以外のデバイ
スの間の接続をテストします。UDPエコー動作の結果は、ビジネスクリティカルアプリケーショ
ンでの問題をトラブルシューティングするために役立ちます。

UDPエコー動作では、IP SLAレスポンダが動作するシスコデバイスか、UDPエコーサービ
スが動作する非シスコデバイスが必要です。

（注）

基本的な UDPエコー動作を設定するのか、オプションのパラメータを使用した UDPエコー動作
を設定するのかに応じて、次のいずれかのタスクを実行します。

送信元デバイスでの UDP エコー動作の設定のための前提条件
IP SLA Responderを使用する場合は、宛先デバイスでの IP SLAレスポンダのイネーブル化, （250
ページ）セクションを完了しておきます。

送信元デバイスでの UDP エコー動作の設定およびスケジューリング
オプションパラメータを指定せずに UDPエコー動作をイネーブルにできます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type udp echo
4. destination address ipv4address
5. destination port port
6. frequency seconds
7. exit
8. ipsla schedule operation op-num
9. life [forever | seconds]
10. ageout seconds
11. recurring
12. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss ]
13. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

14. show ipsla statistics [operation-number]
15. show ipsla statistics aggregated [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation
432

ステップ 2   

動作をUDPエコー動作として設定し、動作の特性を設
定します。

type udp echo

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type
udp echo

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。
IP SLAレスポンダ側の永続的ポートを設定するか、
UDPエコーサーバを使用できます。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 4   

宛先ポート番号を指定します。範囲は1～65535です。destination port port

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
destination port 11111

ステップ 5   

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信さ
れるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
frequency 300

ステップ 6   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間
隔の秒数を指定します。有効な値の範囲は 1～
12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP
SLAコンフィギュレーションモードを終了します。グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#

ステップ 7   

exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケ

ジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 8   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行
するようにスケジューリングされます。 seconds引数を

life [forever | seconds]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
life 1

ステップ 9   

指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジュー

リングされます。デフォルトの動作のライフタイムは

3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動

作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定します。

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
ageout 3600

ステップ 10   

デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないこ
とを意味します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように指定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
recurring

ステップ 11   

（任意）動作が開始される時刻を指定します。ここで

は、次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now |
pending | after hh:mm:ss ]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 12   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を
保留（未開始）状態にしておくように設定します。

768ビットは、デフォルト値です。 start-timeコマ
ンドが指定されていない場合、開始時刻が設定さ

れるか、即時スタートを実行するトリガーが発生

するまで、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時
スタートする必要があることを示します。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使
用して時刻を指定します。ここで指定した時刻以

降に、動作が情報の収集を開始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 13   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
432

ステップ 14   

1時間ごとの統計エラーと、すべての IP SLA動作また
は指定した動作の1時間ごとの統計情報を表示します。

show ipsla statistics aggregated [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
aggregated 1

ステップ 15   

任意のパラメータを指定した、送信元デバイスでの UDP エコー動作の設定およびス
ケジューリング

送信元デバイスで UDPエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータを設定で
きます。送信元デバイスは、測定統計情報が保存される場所です。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type udp echo
4. vrf vrf-name
5. destination address ipv4address
6. destination port port
7. frequency seconds
8. datasize request size
9. tos number
10. timeout milliseconds
11. tag text
12. exit
13. ipsla schedule operation op-num
14. life {forever | seconds}
15. ageout seconds
16. recurring
17. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
18. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

19. show ipsla statistics enhanced aggregated [operation-number] interval seconds
20. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation
432

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

動作をUDPエコー動作として設定し、動作の特性を設
定します。

type udp echo

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type
udp echo

ステップ 3   

（任意）UDPエコー動作の中で、デフォルト以外の
ルーティングテーブルを使用して VPNのモニタリン
グをイネーブルにします。最大32文字の英数字です。

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
vrf VPN-A

ステップ 4   

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 5   

宛先ポート番号を指定します。範囲は1～65535です。destination port port

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
destination port 11111

ステップ 6   

（任意）指定した IPSLA動作がネットワークに送信さ
れるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
frequency 300

ステップ 7   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間
隔の秒数を指定します。有効な値の範囲は 1～
12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

（任意）IP SLA動作の要求パケットのペイロードにお
けるプロトコルデータサイズを設定します。

datasize request size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
datasize request 512

ステップ 8   

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を指定
するには、size引数を使用します。範囲は 0～プ
ロトコルの最大サイズです。デフォルト値は 1バ
イトです。

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービス
（ToS）バイトを定義します。

tos number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
tos 255

ステップ 9   

ToSバイトは DiffServコードポイント
（DSCP）値に変換されますが、DSCP値を
直接入力することはできません。DSCP値を
使用するには、それに 4を掛けて、結果を
number引数の値として入力します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

指定された IPSLA動作がその要求パケットからの応答
を待機する時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
timeout 10000

ステップ 10   

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機す
るミリ秒数を指定します。

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成します。tag text

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
type udp echo tag ipsla

ステップ 11   

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび
IPSLAコンフィギュレーションモードを終了します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#

ステップ 12   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本的な

スケジュールを設定するか、グループスケジューリン

グを使用して複数の動作をスケジューリングできます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 13   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行
するようにスケジューリングされます。 seconds引数を

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
life 30

ステップ 14   

指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジュー

リングされます。デフォルトの動作のライフタイムは

3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動

作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定します。

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
ageout 3600

ステップ 15   

デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないこ
とを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように指定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
recurring

ステップ 16   
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目的コマンドまたはアクション

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次の

キーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now |
pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 17   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を
保留（未開始）状態にしておくように設定しま

す。デフォルト値は inactiveです。 start-timeコ
マンドが指定されていない場合、開始時刻が設定

されるか、即時スタートを実行するトリガーが発

生するまで、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時
スタートする必要があることを示します。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使
用して時刻を指定します。ここで指定した時刻以

降に、動作が情報の収集を開始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 18   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

拡張された履歴統計情報を表示します。サンプル出力

を表示するには、拡張された履歴統計情報を設定する

必要があります。

show ipsla statistics enhanced aggregated
[operation-number] interval seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
enhanced aggregated 432

ステップ 19   

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
432

ステップ 20   

ICMP エコー動作の設定
デバイス上の IP接続をモニタするには、IP SLA ICMPエコー動作を使用します。 ICMPエコー動
作は、シスコルータと IPを使用するデバイスの間のエンドツーエンド応答時間を測定します。
ICMPエコーは、ネットワークの接続上の問題をトラブルシューティングするために使用します。

ICMPエコー動作では、IP SLAレスポンダをイネーブルにする必要はありません。（注）

基本的な ICMPエコー動作を設定およびスケジューリングするのか、省略可能なパラメータを使
用した ICMPエコー動作を設定およびスケジューリングするのかに応じて、次のいずれかの手順
を実行します。

送信元デバイスでの基本の ICMP エコー動作の設定およびスケジューリング
オプションパラメータを指定せずに ICMPエコー動作をイネーブルにしてスケジューリングでき
ます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type icmp echo
4. destination address ipv4address
5. frequency seconds
6. exit
7. ipsla schedule operation op-num
8. life {forever | seconds}
9. ageout seconds
10. recurring
11. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
12. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

13. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation
432

ステップ 2   

ICMPエコー動作タイプを定義します。type icmp echo

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type
icmp echo

ステップ 3   

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信
されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)
frequency 300

ステップ 5   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間
隔の秒数を指定します。有効な値の範囲は 1～
12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP
SLAコンフィギュレーションモードを終了します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケ

ジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 7   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行
するようにスケジューリングされます。 seconds引数

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life
30

ステップ 8   

を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケ

ジューリングされます。デフォルトの動作のライフタ

イムは 3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動

作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定しま

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
ageout 3600

ステップ 9   

す。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしな
いことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように指定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
recurring

ステップ 10   

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次の

キーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now |
pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 11   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を
保留（未開始）状態にしておくように設定しま

す。デフォルト値は inactiveです。 start-timeコ
マンドが指定されていない場合、開始時刻が設定
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目的コマンドまたはアクション

されるか、即時スタートを実行するトリガーが発

生するまで、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時
スタートする必要があることを示します。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を
使用して時刻を指定します。ここで指定した時刻

以降に、動作が情報の収集を開始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 12   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンフィまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ギュレーションセッションが終了して、ルー

タが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用しま
す。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
432

ステップ 13   
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送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMP エコー動作の設定およ
びスケジューリング

送信元デバイスで ICMPエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータを設定で
きます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type icmp echo
4. vrf vrf-name
5. destination address ipv4address
6. frequency seconds
7. datasize request size
8. tos number
9. timeout milliseconds
10. tag text
11. exit
12. ipsla schedule operation op-num
13. life {forever | seconds}
14. ageout seconds
15. recurring
16. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
17. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

18. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation
432

ステップ 2   

ICMPエコー動作タイプを定義します。type icmp echo

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type
icmp echo

ステップ 3   

（任意）ICMPエコー動作の中で、デフォルト以外の
ルーティングテーブルを使用して VPNのモニタリン
グをイネーブルにします。最大32文字の英数字です。

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
vrf VPN-A

ステップ 4   

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 5   

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信
されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
frequency 300

ステップ 6   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間
隔の秒数を指定します。有効な値の範囲は 1～
12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

（任意）指定した IP SLA動作の要求パケットのペイ
ロードにおけるプロトコルデータサイズを設定しま

す。

datasize request size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
datasize request 512

ステップ 7   

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を指定
するには、bytes引数を使用します。範囲は 0～
16384です。 ICMPエコー動作のデフォルトは 36
バイトです。

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービス
（ToS）バイトを定義します。

tos number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
tos 1

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ToSバイトは DiffServコードポイント
（DSCP）値に変換できますが、DSCP値を
直接入力することはできません。 DSCP値
を使用するには、それに 4を掛けて、結果
を number引数の値として入力します。

（注）

IPSLA動作がその要求パケットからの応答を待機する
時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
timeout 10000

ステップ 9   

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機
するミリ秒数を指定します。

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成します。tag text

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
tag ipsla

ステップ 10   

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP
SLAコンフィギュレーションモードを終了します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#

ステップ 11   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケ

ジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 12   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行
するようにスケジューリングされます。 seconds引数

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life
30

ステップ 13   

を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケ

ジューリングされます。デフォルトの動作のライフタ

イムは 3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動

作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定しま

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
ageout 3600

ステップ 14   

す。デフォルト値の0秒は、動作がタイムアウトしな
いことを意味します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように指定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
recurring

ステップ 15   

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次の

キーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now |
pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 16   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を
保留（未開始）状態にしておくように設定しま

す。デフォルト値は inactiveです。 start-timeコ
マンドが指定されていない場合、開始時刻が設定

されるか、即時スタートを実行するトリガーが発

生するまで、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時
スタートする必要があることを示します。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を
使用して時刻を指定します。ここで指定した時刻

以降に、動作が情報の収集を開始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 17   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンフィまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ギュレーションセッションが終了して、ルー

タが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ
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目的コマンドまたはアクション

ンを継続するには、commitコマンドを使用しま
す。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics
432

ステップ 18   

ICMP パスエコー動作の設定
IP SLA ICMPパスエコー動作は、IP SLA動作が宛先に到達するためにたどるパスに沿った各ホッ
プの統計情報を記録します。 ICMPパスエコー動作では、traceroute機能を使用してパスを検出す
ることにより、Ciscoルータとネットワーク上の IPデバイスの間のホップバイホップ応答時間が
判断されます。

送信元 IP SLAデバイスは、tracerouteを使用して宛先 IPデバイスへのパスを検出します。その
後、pingを使用して、送信元 IP SLAデバイスと、宛先 IPデバイスへのパス中の以降の各ホップ
の間の応答時間が測定されます。

ICMPパスエコー動作では、IP SLAレスポンダをイネーブルにする必要はありません。（注）

基本的な ICMPパスエコー動作を設定およびスケジューリングするのか、省略可能なパラメータ
を使用した ICMPパスエコー動作を設定およびスケジューリングするのかに応じて、次のいずれ
かの手順を実行します。

送信元デバイスでの基本の ICMP パスエコー動作の設定およびスケジューリング
オプションパラメータを指定せずに ICMPパスエコー動作をイネーブルにしてスケジューリング
できます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type icmp path-echo
4. destination address ipv4address
5. frequency seconds
6. exit
7. ipsla schedule operation op-num
8. life {forever | seconds}
9. ageout seconds
10. recurring
11. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
12. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

13. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 432

ステップ 2   

ICMPパスエコー動作タイプを定義します。type icmp path-echo

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp

ステップ 3   

path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
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目的コマンドまたはアクション

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定しま
す。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 4   

（任意）指定した IPSLA動作がネットワークに送
信されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
frequency 300

ステップ 5   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動
作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲

は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒
です。

IPSLA動作コンフィギュレーションモードおよび
IPSLAコンフィギュレーションモードを終了しま

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#

ステップ 6   

す。グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本

スケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 7   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で
実行するようにスケジューリングされます。

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life 30

ステップ 8   

seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが
秒単位でスケジューリングされます。デフォルト

の動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、

動作をメモリに常駐させておく時間を秒数で指定

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# ageout
3600

ステップ 9   

します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムア
ウトしないことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開

始され、指定された期間実行されるように指定し

ます。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# recurring

ステッ

プ 10   
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目的コマンドまたはアクション

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、

次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending |
after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステッ

プ 11   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動
作を保留（未開始）状態にしておくように設

定します。デフォルト値は inactiveです。
start-timeコマンドが指定されていない場合、
開始時刻が設定されるか、即時スタートを実

行するトリガーが発生するまで、情報は収集

されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を
即時スタートする必要があることを示しま

す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数
を使用して時刻を指定します。ここで指定し

た時刻以降に、動作が情報の収集を開始しま

す。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 12   •• endコマンドを実行すると、変更をコミット
するように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存され、または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファ
イルに保存し、コンフィギュレーションセッ

ションを継続するには、commitコマンドを
使用します。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 432

ステッ

プ 13   

送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMP パスエコー動作の設定
およびスケジューリング

送信元デバイスで ICMPパスエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータを設
定できます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type icmp path-echo
4. vrf vrf-name
5. lsr-path ip-address
6. destination address ipv4address
7. frequency seconds
8. datasize request size
9. tos number
10. timeout milliseconds
11. tag text
12. lsr-path ipaddress1 {ipaddress2 {... {ipaddress8}}}
13. exit
14. ipsla schedule operation op-num
15. life {forever | seconds}
16. ageout seconds
17. recurring
18. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
19. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

20. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 432

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ICMPパスエコー動作タイプを定義します。type icmp path-echo

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp

ステップ 3   

path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#

（任意）ICMPパスエコー動作の中で、デフォル
ト以外のルーティングテーブルを使用して VPN

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-imcp-path-echo)#
vrf VPN-A

ステップ 4   

のモニタリングをイネーブルにします。最大 32
文字の英数字です。

ルーズソースルーティングパスを使用すること

を指定します。

lsr-path ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-imcp-path-echo)#
lsr-path 20.25.22.1

ステップ 5   

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定し
ます。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 6   

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに
送信されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
frequency 300

ステップ 7   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動
作間隔の秒数を指定します。有効な値の範

囲は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60
秒です。

（任意）指定した IP SLA動作の要求パケットの
ペイロードにおけるプロトコルデータサイズを

設定します。

datasize request size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
datasize request 512

ステップ 8   

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を
指定するには、bytes引数を使用します。範
囲は 0～ 16384です。デフォルト値は 36バ
イトです。
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目的コマンドまたはアクション

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービ
ス（ToS）バイトを定義します。

tos number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
tos 5

ステップ 9   

ToSバイトは DiffServコードポイント
（DSCP）値に変換できますが、DSCP
値を直接入力することはできません。

DSCP値を使用するには、それに4を掛
けて、結果を number引数として入力し
ます。

（注）

IPSLA動作がその要求パケットからの応答を待機
する時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
timeout 10000

ステップ 10   

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を
待機するミリ秒数を指定します。

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成しま
す。

tag text

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
tag ipsla

ステップ 11   

ICMPエコー応答時間を測定するパスを指定しま
す。

lsr-path ipaddress1 {ipaddress2 {... {ipaddress8}}}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
lsr-path 20.25.22.1

ステップ 12   

•（任意）宛先へのパス中の中間ノードの ip
address引数を使用します。

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよ
び IP SLAコンフィギュレーションモードを終了

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#

ステップ 13   

します。グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本

スケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 14   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限
で実行するようにスケジューリングされます。

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life 1

ステップ 15   

seconds引数を指定すると、動作のライフタイム
が秒単位でスケジューリングされます。デフォル
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目的コマンドまたはアクション

トの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）で
す。

（任意）情報をアクティブに収集していない場

合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数で

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# ageout
3600

ステップ 16   

指定します。デフォルト値の0秒は、動作がタイ
ムアウトしないことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開

始され、指定された期間実行されるように指定し

ます。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# recurring

ステップ 17   

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、

次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending |
after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 18   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動
作を保留（未開始）状態にしておくように設

定します。デフォルト値は inactiveです。
start-timeコマンドが指定されていない場合、
開始時刻が設定されるか、即時スタートを実

行するトリガーが発生するまで、情報は収集

されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を
即時スタートする必要があることを示しま

す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引
数を使用して時刻を指定します。ここで指定

した時刻以降に、動作が情報の収集を開始し

ます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 19   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミット
するように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存され、または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
コンフィギュレーションセッションが
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目的コマンドまたはアクション

終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファ
イルに保存し、コンフィギュレーションセッ

ションを継続するには、commitコマンドを
使用します。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 432

ステップ 20   

ICMP パスジッター動作の設定
IP SLA ICMPパスジッター動作は、IPネットワーク内のホップバイホップジッター、パケット損
失、および遅延測定統計情報を提供します。パスジッター動作は、一方向データの総計と往復

データの総計を提供する標準的な UDPジッター動作とは異なる機能を果たします。

ICMPパスジッター動作は、標準的なUDPジッター動作を補完するものとして使用できます。た
とえば、UDPジッター動作から得られた結果が予期しない遅延や高いジッター値を示すことがあ
ります。この場合に ICMPパスジッター動作を使用すると、ネットワークパスのトラブルシュー
ティングを行い、伝送パス沿いの特定のセグメントでトラフィックが渋滞していないかどうかを

確認できます。

ICMPパスジッター動作は、まず tracerouteユーティリティを使用して送信元から宛先までのホッ
プバイホップ IPルートを検出し、次に ICMPエコーを使用して、パス沿いの各ホップの応答時
間、パケット損失、およびジッターの概算値を測定します。 ICMPパスジッター動作を使用して
得られたジッター値は、ターゲットノードでの遅延が考慮されていないため、近似値です。
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ICMPパスジッター動作は、送信元デバイスから指定した宛先デバイスまでの IPパスをトレース
し、次にそのトレースパス沿いの各ホップに N個のエコープローブを Tミリ秒間隔で送信しま
す。動作全体は、F秒ごとに 1回の頻度で繰り返されます。次の表に示すように、属性はユーザ
設定可能です。

表 24：ICMP パスジッター動作のパラメータ

設定方法デフォルトICMP パスジッター動作のパラ
メータ

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• count引数を指定した
packet countコマンド

10個のエコーエコープローブの数（N）

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• interval引数を指定した
packet intervalコマンド

20 msエコープローブ間隔（ミリ秒

単位）（T）

• operation-number引数を指
定した ipsla operationコマ
ンド

• seconds引数を指定した
frequencyコマンド

60秒に 1回動作の繰り返し頻度（F）

基本的な ICMPパスジッター動作を設定およびスケジューリングするのか、追加のパラメータを
使用した ICMPジッター動作を設定およびスケジューリングするのかに応じて、次のいずれかの
手順を実行します。

基本的な ICMP パスジッター動作の設定およびスケジューリング
動作の一般的なデフォルト特性を使用して ICMPパスジッター動作を設定およびスケジューリン
グできます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type icmp path-jitter
4. destination address ipv4address
5. packet count count
6. packet interval interval
7. frequency seconds
8. exit
9. ipsla schedule operation op-num
10. life {forever | seconds}
11. ageout seconds
12. recurring
13. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
14. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

15. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は1～2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 432

ステップ 2   

ICMPパスジッター動作タイプを定義します。type icmp path-jitter

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp
path-jitter

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定し
ます。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 4   

（任意）プローブ中に送信されるパケット数を

指定します。UDPジッター動作の場合、範囲は
packet count count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
packet count 30

ステップ 5   

1～ 60000です。 ICMPパスジッター動作の場
合、範囲は 1～ 100です。

送信されるデフォルトのパケット数は10です。

（任意）パケット間隔を指定します。パケット

間のデフォルト間隔は 20ミリ秒です。
packet interval interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
packet interval 30

ステップ 6   

（任意）指定した IPSLA動作がネットワークに
送信されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
frequency 300

ステップ 7   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA
動作間隔の秒数を指定します。有効な値の

範囲は 1～ 12604800秒です。デフォルト
は 60秒です。

IPSLA動作コンフィギュレーションモードおよ
び IP SLAコンフィギュレーションモードを終

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#

ステップ 8   

了します。グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基

本スケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 9   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限
で実行するようにスケジューリングされます。

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life 30

ステッ

プ 10   
seconds引数を指定すると、動作のライフタイム
が秒単位でスケジューリングされます。デフォ
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目的コマンドまたはアクション

ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）
です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場

合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

ステッ

プ 11   
で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作が
タイムアウトしないことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に

開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# recurring

ステッ

プ 12   

（任意）動作が開始される時刻を指定します。

ここでは、次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day |month day} | now | pending | after
hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# start-time
01:00:00

ステッ

プ 13   

•（任意）pendingキーワードを使用して、
動作を保留（未開始）状態にしておくよう

に設定します。デフォルト値は inactiveで
す。 start-timeコマンドが指定されていな
い場合、開始時刻が設定されるか、即時ス

タートを実行するトリガーが発生するま

で、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作
を即時スタートする必要があることを示し

ます。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引
数を使用して時刻を指定します。ここで指

定した時刻以降に、動作が情報の収集を開

始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 14   •• endコマンドを実行すると、変更をコミッ
トするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存さ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit れ、コンフィギュレーションセッショ
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目的コマンドまたはアクション

ンが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレー
ションセッションが終了して、ルータ

がEXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットさ

れません。

•設定変更を実行コンフィギュレーション
ファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 432

ステッ

プ 15   

追加パラメータを指定した ICMP パスジッター動作の設定およびスケジューリング
送信元デバイスで ICMPパスエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータを設
定できます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type icmp path-jitter
4. vrf vrf-name
5. lsr-path ip-address
6. destination address ipv4address
7. packet count count
8. packet interval interval
9. frequency seconds
10. datasize request size
11. tos number
12. timeout milliseconds
13. tag text
14. exit
15. ipsla schedule operation op-num
16. life {forever | seconds}
17. ageout seconds
18. recurring
19. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
20. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

21. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

動作番号を指定します。範囲は1～2048です。ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 432

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ICMPパスジッター動作タイプを定義します。type icmp path-jitter

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp
path-jitter

ステップ 3   

（任意）ICMPパスジッター動作の中で、デフォ
ルト以外のルーティングテーブルを使用して

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-imcp-path-jitter)#
vrf VPN-A

ステップ 4   

VPNのモニタリングをイネーブルにします。最
大 32文字の英数字です。

ルーズソースルーティングパスを使用するこ

とを指定します。

lsr-path ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-imcp-path-jitter)#
lsr-path 20.25.22.1

ステップ 5   

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定し
ます。

destination address ipv4address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
destination address 12.25.26.10

ステップ 6   

（任意）プローブ中に送信されるパケット数を

指定します。UDPジッター動作の場合、範囲は
packet count count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
packet count 30

ステップ 7   

1～ 60000です。 ICMPパスジッター動作の場
合、範囲は 1～ 100です。

送信されるデフォルトのパケット数は10です。

（任意）パケット間隔を指定します。パケット

間のデフォルト間隔は 20ミリ秒です。
packet interval interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
packet interval 30

ステップ 8   

（任意）指定した IPSLA動作がネットワークに
送信されるレートを設定します。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
frequency 300

ステップ 9   

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA
動作間隔の秒数を指定します。有効な値の

範囲は 1～ 12604800秒です。デフォルト
は 60秒です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定した IPSLA動作の要求パケットの
ペイロードにおけるプロトコルデータサイズを

設定します。

datasize request size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
datasize request 512

ステッ

プ 10   

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）
を指定するには、size引数を使用します。
ジッターのデフォルトは 36バイトです。
有効な範囲は 0～ 16384バイトです。

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサー
ビス（ToS）バイトを定義します。

tos number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
tos 1

ステッ

プ 11   

ToSバイトは DiffServコードポイン
ト（DSCP）値に変換できますが、
DSCP値を直接入力することはできま
せん。DSCP値を使用するには、それ
に 4を掛けて、結果を number引数と
して入力します。

（注）

IPSLA動作がその要求パケットからの応答を待
機する時間を設定します。

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
timeout 10000

ステッ

プ 12   

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を
待機するミリ秒数を指定します。

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成し
ます。

tag text

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
tag ipsla

ステッ

プ 13   

IPSLA動作コンフィギュレーションモードおよ
び IP SLAコンフィギュレーションモードを終

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#

ステッ

プ 14   
了します。グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基

本スケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステッ

プ 15   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
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目的コマンドまたはアクション

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限
で実行するようにスケジューリングされます。

life {forever | seconds}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life 30

ステッ

プ 16   
seconds引数を指定すると、動作のライフタイム
が秒単位でスケジューリングされます。デフォ

ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）
です。

（任意）情報をアクティブに収集していない場

合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

ageout seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

ステッ

プ 17   
で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作が
タイムアウトしないことを意味します。

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に

開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

recurring

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# recurring

ステッ

プ 18   

動作が開始される時刻を指定します。ここで

は、次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day |month day} | now | pending | after
hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# start-time
01:00:00

ステッ

プ 19   

•（任意）pendingキーワードを使用して、
動作を保留（未開始）状態にしておくよう

に設定します。デフォルト値は inactiveで
す。 start-timeコマンドが指定されていな
い場合、開始時刻が設定されるか、即時ス

タートを実行するトリガーが発生するま

で、情報は収集されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作
を即時スタートする必要があることを示し

ます。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引
数を使用して時刻を指定します。ここで指

定した時刻以降に、動作が情報の収集を開

始します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 20   •• endコマンドを実行すると、変更をコミッ
トするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them

end

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存さまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

れ、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレー
ションセッションが終了して、ルー

タがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続し

ます。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーション
ファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

現在の統計情報を表示します。show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 432

ステッ

プ 21   

IP SLA MPLS LSP ping 動作およびトレース動作の設定
MPLS LSP ping動作とトレース動作を使用すると、サービスプロバイダーは、ラベルスイッチド
パス（LSP）をモニタし、MPLSフォワーディングの問題をすばやく切り分けることができます。
送信元ルータとターゲットルータの間のネットワーク接続の問題をトラブルシューティングする

には、これらの IP SLA動作を使用します。 LSPをテストするため、MPLS LSP ping動作とトレー
ス動作は、エコー要求パケットを送信しエコー応答パケットを受信します。

MPLS LSP ping動作またはトレース動作を設定およびスケジューリングするには、次のいずれか
のタスクを実行します。
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MPLS LSP ping 動作の設定およびスケジューリング
MPLS LSP ping動作は、LSPの終端にエコー要求（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）パ
ケット）を送信し、診断データが格納されたエコー応答を受信することで、MPLSネットワーク
内の LSPパスに沿ったルータの接続性をテストします。

MPLSエコー要求パケットは、検証対象の LSPに関連付けられた適切なラベルスタックを使用し
てターゲットルータに送信されます。ラベルスタックを使用すると、パケットは LSP自体を介
して転送されます。

MPLSエコー要求パケットの宛先 IPアドレスは、ラベルスタックの選択に使用されるアドレスと
は異なります。宛先 IPアドレスは、127.x.y.z/8アドレスとして定義されます。 127.x.y.z/8アドレ
スを使用すると、LSPが切断された場合に IPパケットが宛先に IPスイッチングされるのを防ぐ
ことができます。

MPLSエコー応答は、MPLSエコー要求に応じて送信されます。応答は IPパケットとして送信さ
れ、IP、MPLS、または両方のスイッチングタイプの組み合わせを使用して転送されます。MPLS
エコー応答パケットの送信元アドレスは、エコー応答を生成するルータから取得されたアドレス

です。宛先アドレスは、MPLSエコー要求パケットを送信したルータの送信元アドレスです。
MPLSエコー応答の宛先ポートは、エコー要求の送信元ポートに設定されます。

MPLS LSP ping動作では、サポートされているいずれかの Forwarding Equivalence Class（FEC;転
送等価クラス）エンティティを使用して、ping送信元と各 FECの出力ノード間のLSPの接続性が
検証されます。MPLS LSP ping動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• LDP IPv4プレフィックス（target ipv4コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng tunnelコマンドで設定）

•疑似回線（target pseudowireコマンドで設定）
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type mpls lsp ping
4. output interface type interface-path-id
5. target {ipv4 destination-address destination-mask | traffic-eng tunnel tunnel-interface | pseudowire

destination-address circuit-id}
6. lsp selector ipv4 ip-address
7. force explicit-null
8. reply dscp dscp-bits
9. reply mode {control-channel | router-alert}
10. exp exp-bits
11. ttl time-to-live
12. exit
13. ipsla schedule operation operation-number
14. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
15. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

16. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

IPSLA動作を設定し、動作番号を指定します。範
囲は 1～ 2048です。

ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 432

ステップ 2   

MPLS LSP ping動作を設定し、IP SLA MPLS LSP
pingコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

type mpls lsp ping

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls
lsp ping

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）LSP ping動作で使用されるエコー要求出
力インターフェイスを設定します。

output interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
output interface pos 0/1/0/0

ステップ 4   

MPLS LSP ping動作で使用されるター
ゲットとして疑似回線が指定されている

場合は、output interfaceコマンドを使用
できません。

（注）

MPLSLSPping動作のターゲット宛先を、LDP IPv4
アドレス、MPLSトラフィックエンジニアリング
トンネル、または疑似回線として指定します。

target {ipv4 destination-address destination-mask |
traffic-eng tunnel tunnel-interface | pseudowire
destination-address circuit-id}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
target ipv4 10.25.26.10 255.255.255.255

ステップ 5   

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
target ipv4 10.25.26.10/32

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
target traffic-eng tunnel 12

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
target pseudowire 192.168.1.4 4211

（任意）MPLS LSP ping動作の LSPを選択するた
めに使用されるローカルホスト IPv4アドレスを指
定します。

lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
lsp selector ipv4 127.0.0.2

ステップ 6   

（任意）エコー要求を送信するときに、LSPのラ
ベルスタックに明示的な nullラベルを追加しま
す。

force explicit-null

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
force explicit-null

ステップ 7   

（任意）エコー応答パケットで使用する DiffServ
コードポイント（DSCP）値を指定します。有効
な値は 0～ 63です。

reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
reply dscp 2

ステップ 8   

数値の代わりに、EF（緊急転送）や AF11（保証
転送クラスAF11）などの予約されたキーワードを
指定できます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLS LSP ping動作の制御チャネルを経
由してエコー応答パケットを送信するか、IPルー

reply mode {control-channel | router-alert}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
reply mode router-alert

ステップ 9   

タアラートを含む IPv4 UDPパケットとして応答
するように、エコー要求を設定します。ルータア

ラート応答モードでは、エコー応答パケットが宛
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
reply mode control-channel

先に戻る場合に、中間ホップごとに中継LSRルー
タによって特別な処理が実行されるように強制さ

れます。

control-channelキーワードは、ターゲッ
トが疑似回線に設定されている場合のみ

使用できます。

（注）

（任意）エコー応答パケットのヘッダーで使用す

るMPLS試験フィールド（EXP）値を指定します。
有効な値の範囲は 0～ 7です。

exp exp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
exp 5

ステッ

プ 10   

（任意）エコー要求パケットのMPLSラベルで使
用する存続可能時間（TTL）値を指定します。有
効な値は、1～ 255です。

ttl time-to-live

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
ttl 200

ステッ

プ 11   

IP SLA MPLS LSP Pingコンフィギュレーション
モードおよび IPSLAコンフィギュレーションモー

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#

ステッ

プ 12   
ドを終了します。グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本

スケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステッ

プ 13   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、

次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending |
after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステッ

プ 14   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動
作を保留（未開始）状態にしておくように設

定します。デフォルト値は inactiveです。
start-timeコマンドが指定されていない場合、
開始時刻が設定されるか、即時スタートを実
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目的コマンドまたはアクション

行するトリガーが発生するまで、情報は収集

されません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を
即時スタートする必要があることを示しま

す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数
を使用して時刻を指定します。ここで指定し

た時刻以降に、動作が情報の収集を開始しま

す。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 15   •• endコマンドを実行すると、変更をコミット
するように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ンフィギュレーションセッションが終

了して、ルータがEXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファ
イルに保存し、コンフィギュレーションセッ

ションを継続するには、commitコマンドを
使用します。
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目的コマンドまたはアクション

現在のMPLSLSP ping動作の IP SLA統計情報を表
示します。

show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 432

ステッ

プ 16   

MPLS LSP トレース動作の設定およびスケジューリング
MPLS LSPトレース動作は、エコー要求（UDPパケット）を各中継ラベルスイッチングルータ
（LSP）のコントロールプレーンに送信することにより、MPLSネットワーク内のターゲットルー
タへのLSPパスのホップバイホップルートをトレースします。中継LSRでは、さまざまなチェッ
クが実行され、LSPパスの中継LSRであることが特定されます。トレース動作では、ネットワー
ク接続のトラブルシューティングと、障害があるホップバイホップのローカライズを実行できま

す。

エコー要求パケットとエコー応答パケットが LSPを検証します。MPLS LSPトレース動作の成功
は、ラベル付きパケットを受信したときにMPLSエコー要求を処理する中継ルータに依存します。

中継ルータは、存続可能時間（TTL）が期限切れになったMPLSパケットまたは LSPの切断に対
応して、中継ホップに関する情報を含むMPLSエコー応答を返します。MPLSエコー応答の宛先
ポートは、エコー要求の送信元ポートに設定されます。

MPLS LSPトレース動作では、各中継 LSRが、トレースされている Forwarding Equivalence Class
（FEC;転送等価クラス）エンティティのタイプに関連する情報を返します。この情報により、ト
レース動作では、ローカルフォワーディングの情報がルーティングプロトコルによって LSPパ
スとして特定された情報と一致するかどうかをチェックできます。

MPLSラベルは、LSPで使用されている FECのタイプに従って、パケットにバインドされます。
MPLS LSPトレース動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• LDP IPv4プレフィックス（target ipv4コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng tunnelコマンドで設定）
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手順の概要

1. configure
2. ipsla operation operation-number
3. type mpls lsp trace
4. output interface type interface-path-id
5. 次のいずれかを実行します。

• target ipv4 destination-address destination-mask

• target traffic-eng tunnel tunnel-interface

6. lsp selector ipv4 ip-address
7. force explicit-null
8. reply dscp dscp-bits
9. reply mode router-alert
10. exp exp-bits
11. ttl time-to-live
12. exit
13. ipsla schedule operation operation-number
14. start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]
15. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

16. show ipsla statistics [operation-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

IP SLA動作を設定し、動作番号を指定します。
範囲は 1～ 2048です。

ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 432

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LSPトレース動作を設定し、IP SLA MPLS
LSPトレースコンフィギュレーションモードを
開始します。

type mpls lsp trace

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls
lsp trace

ステップ 3   

（任意）LSPトレース動作で使用されるエコー要
求出力インターフェイスを設定します。

output interface type interface-path-id

例：

RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#
output interface pos 0/1/0/0

ステップ 4   

MPLSLSPトレース動作のターゲット宛先を、LDP
IPv4アドレスまたはMPLSトラフィックエンジ
ニアリングトンネルとして指定します。

次のいずれかを実行します。ステップ 5   

• target ipv4 destination-address destination-mask

• target traffic-eng tunnel tunnel-interface

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
target ipv4 10.25.26.10 255.255.255.255

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
target ipv4 10.25.26.10/32

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
target traffic-eng tunnel 12

（任意）IPv4 LSP ping動作のLSPを選択するため
に使用されるローカルホストMPLSアドレスを指
定します。

lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
lsp selector ipv4 127.0.0.2

ステップ 6   

（任意）エコー要求を送信するときに、LSPのラ
ベルスタックに明示的な nullラベルを追加しま
す。

force explicit-null

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
force explicit-null

ステップ 7   

（任意）エコー応答パケットで使用する DiffServ
コードポイント（DSCP）値を指定します。有効
な値は 0～ 63です。

reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
reply dscp 2

ステップ 8   

数値の代わりに、EF（緊急転送）や AF11（保証
転送クラス AF11）などの予約されたキーワード
を指定できます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IPルータアラートを使用した IPv4 UDP
パケットとして応答するようにエコー要求を設定

reply mode router-alert

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
reply mode router-alert

ステップ 9   

します。ルータアラート応答モードでは、エコー

応答パケットが宛先に戻る場合に、中間ホップご

とに中継LSRルータによって特別な処理が実行さ
れるように強制されます。

（任意）エコー応答パケットのヘッダーで使用す

るMPLS試験フィールド（EXP）値を指定しま
す。有効な値の範囲は 0～ 7です。

exp exp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
exp 5

ステップ 10   

（任意）エコー要求パケットのMPLSラベルで使
用する存続可能時間（TTL）値を指定します。有
効な値は、1～ 255です。

ttl time-to-live

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#
ttl 20

ステップ 11   

IP SLAMPLSLSPトレースコンフィギュレーショ
ンモードおよび IP SLAコンフィギュレーション

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#

ステップ 12   

モードを終了します。グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。
exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本

スケジュールを設定できます。

ipsla schedule operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla schedule

ステップ 13   

operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、

次のキーワードについて説明します。

start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending |
after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#
start-time 01:00:00

ステップ 14   

•（任意）pendingキーワードを使用して、動
作を保留（未開始）状態にしておくように設

定します。デフォルト値は inactiveです。
start-timeコマンドが指定されていない場合、
開始時刻が設定されるか、即時スタートを実

行するトリガーが発生するまで、情報は収集

されません。
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目的コマンドまたはアクション

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を
即時スタートする必要があることを示しま

す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引
数を使用して時刻を指定します。ここで指定

した時刻以降に、動作が情報の収集を開始し

ます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 15   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミット
するように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存され、または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーショ
ンセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続しま

す。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファ
イルに保存し、コンフィギュレーションセッ

ションを継続するには、commitコマンドを
使用します。

トレース動作の現在の IP SLA統計情報を表示し
ます。

show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 432

ステップ 16   
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IP SLA 反応としきい値のモニタリングの設定
IP SLAでしきい値を設定して、しきい値違反を通知するようにするには、ipsla reaction operation
コマンドと ipsla reaction triggerコマンドが必要です。次の手順を実行して、IP SLA反応としき
い値のモニタリングを設定します。

IP SLA 反応のモニタ対象の要素の設定
IP SLA反応は、モニタ対象の値が指定レベルを上回ったり下回ったりした場合や、モニタ対象の
イベント（タイムアウトやに接続の切断など）が発生した場合にトリガーされるように設定され

ます。これらのモニタ対象の値およびイベントは、モニタ対象の要素と呼ばれます。特定の動作

で反応が発生するように、反応の条件を設定できます。

利用できるモニタ対象の要素のタイプは、次の項に示されています。

接続の切断違反のトリガーの設定

モニタ対象の動作に接続の切断がある場合の反応を設定できます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [connection-loss]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。
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目的コマンドまたはアクション

反応をモニタする要素を指定します。react [connection-loss]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   connection-lossキーワードを使用して、モニタ対象の動
作で接続の切断がある場合に反応が発生するように指

定します。
connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 4   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

ジッター違反のトリガーの設定

ジッター値は送信元から宛先の値および宛先から送信元の値として計算されます。各方向または

両方向のジッター値が指定しきい値を上回るか下回る場合に、トラップなどのイベントをトリガー

できます。 jitter-averageをモニタ対象の要素として設定できます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [jitter-average {dest-to-source | source-to-dest}]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定
のアクションを設定します。 operation-number 引数は、

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
設定されている反応に対する IP SLAの動作数です。範
囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [jitter-average {dest-to-source | source-to-dest}]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   
反応は、平均ラウンドトリップジッター値が上限または

下限のしきい値に違反している場合に発生します。

jitter-averageキーワードには、次のオプションが用意さ
れています。

jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

• dest-to-source：宛先から送信元（DS）のジッター
平均を指定します。

• source-to-dest：送信元から宛先（SD）のジッター
平均を指定します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 4   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

パケット損失違反のトリガーの設定

パケット損失値は送信元から宛先の値および宛先から送信元の値として計算されます。各方向の

パケット損失値が指定しきい値を上回るか下回る場合に、トラップなどのイベントをトリガーで

きます。パケット損失をモニタ対象の要素として設定するには、このタスクを実行します。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [packet-loss [dest-to-source | source-to-dest]]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IPSLA動作の数です。
範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [packet-loss [dest-to-source | source-to-dest]]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   
パケット損失値違反の反応が指定されます。packet-loss
キーワードには、次のオプションが用意されています。

• dest-to-source：宛先から送信元（DS）のパケット
損失違反を指定します。

packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

• source-to-dest：送信元から宛先（SD）のパケット
損失違反を指定します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 4   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

ラウンドトリップ違反のトリガーの設定

ラウンドトリップ時間（RTT）は、すべての IP SLA動作のモニタ対象値です。 rtt値が指定しき
い値を上回るか下回る場合に、トラップなどのイベントをトリガーできます。 rttをモニタ対象の
要素として設定できます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [rtt]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [rtt]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   rttキーワードを使用して、ラウンドトリップ値が上限
または下限のしきい値に違反する場合に発生する反応

を指定します。
rtt
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目的コマンドまたはアクション

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 4   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

タイムアウト違反のトリガーの設定

タイムアウト違反のトリガーを設定できます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [timeout]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [timeout]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   timeoutキーワードを使用して、モニタ対象の動作にタ
イムアウトがある場合に発生する反応を指定します。

timeout
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 4   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。
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エラー検証違反のトリガーの設定

エラー検証違反がある場合の反応を指定できます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [verify-error]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [verify-error]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   verify-errorキーワードを使用して、エラー検証違反が
あるときに発生する反応を指定します。

verify-error
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 4   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュ

レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

IP SLA 反応のしきい値違反タイプの設定
各モニタリング対象の要素では、次の項目を指定できます。

•しきい値をチェックするための条件

•反応を発生させることができる条件の発生パターン（しきい値タイプなど）

たとえば、threshold type immediateコマンドを使用すると、対象の条件が確認されるとすぐに特
定の要素で反応が発生するように指定できます。または、threshold type consecutiveコマンドを使
用すると、3回連続して条件が確認されると反応が発生するように指定できます。

しきい値のタイプでは、イベントをトリガーするしきい値違反（またはしきい値違反の組み合わ

せ）のタイプを定義します。

この表では、しきい値違反タイプを一覧で示します。
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表 25：IP SLA 反応のしきい値違反タイプ

説明しきい値違反のタイプ

違反が何回か連続して発生した後にのみイベン

トをトリガーします。たとえば、連続した違反

タイプを使用すると、タイムアウトが 5回連続
して発生した後や、ラウンドトリップ時間が上

限のしきい値を 5回連続して上回った後にアク
ションが実行されるように設定できます。詳細

については、連続した違反のイベントの生成,
（322ページ）を参照してください。

consecutive

反応タイプ（応答時間など）の値が上限しきい

値を上回るか、下限しきい値を下回る場合や、

タイムアウト、接続の切断、verify-errorイベン
トが発生した場合にイベントを即座にトリガー

します。詳細については、各違反のイベントの

生成, （320ページ）を参照してください。

immediate

y回のプローブ動作以内に x回の違反が発生す
ると（x回/y回）、イベントをトリガーします。
詳細については、X / Y違反のイベントの生成,
（324ページ）を参照してください。

X / Y

プローブ動作のX回の値の平均合計が、指定さ
れた上限しきい値を上回るか、下限しきい値を

下回るときにイベントをトリガーします。詳細

については、平均違反のイベントの生成,（326
ページ）を参照してください。

averaged

各違反のイベントの生成

指定された条件が満たされるたびに、トラップ生成したり、別の動作をトリガーしたりできます。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source

| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]
4. threshold type immediate
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステップ 2   

は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source
| source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source |
source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

ステップ 3   

モニタ対象の動作にタイムアウトがあると、反応が指

定されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react
timeout
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

しきい値違反に対してただちにアクションを実行しま

す。

threshold type immediate

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
threshold type immediate

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンフィまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

ギュレーションセッションが終了して、ルー

タが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

連続した違反のイベントの生成

連続した回数の違反が発生した後に、トラップ生成したり、別の動作をトリガーしたりできます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source

| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]
4. threshold type consecutive occurrences
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステップ 2   

は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source
| source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source |
source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

ステップ 3   

モニタ対象の動作に接続の切断があると、反応が指定

されます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react
connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

連続した回数の違反が発生した後にアクションを実行

します。反応条件が連続した発生回数に対して設定さ

threshold type consecutive occurrences

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
threshold type consecutive 8

ステップ 4   

れている場合、デフォルト値はありません。発生回数

は、しきい値タイプの指定時に設定されます。連続し

た違反回数は 1～ 16です。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ
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目的コマンドまたはアクション

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

X / Y 違反のイベントの生成

y回のプローブ動作以内に x回の違反が発生した後に（x回/y回）、トラップ生成したり、別の動
作をトリガーしたりできます。例として、reactコマンドに rtt rttキーワードを指定して使用しま
す。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source

| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]
4. threshold type xofy X value Y value
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。
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目的コマンドまたはアクション

ラウンドトリップ値が上限しきい値または下限しきい

値に違反している場合に反応が発生するように指定し

ます。

react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source
| source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source |
source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

ステッ

プ 3   

rtt
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

モニタ対象の要素でしきい値違反などの反応条件が発

生した場合、y回のプローブ動作以内に x回の違反が発
threshold type xofy X value Y value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
threshold type xofy 7 7

ステッ

プ 4   
生すると（x回/y回）、actionコマンドでの定義に従っ
て、アクションが実行されます。デフォルトは、x-value
および y-valueの両方とも 5です（xofy 5 5）。各値の
有効範囲は 1～ 16です。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 5   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。
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平均違反のイベントの生成

プローブ動作の Xの平均合計数が下限しきい値または上限しきい値に違反する場合、トラップ生
成したり、別の動作をトリガーしたりできます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source

| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]
4. threshold type average number-of-probes
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特
定のアクションを設定します。 operation-number引数

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数で
す。範囲は 1～ 2048です。

反応をモニタする要素を指定します。react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source
| source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source |
source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

ステッ

プ 3   
パケット損失値違反の反応が指定されます。packet-loss
キーワードには、次のオプションが用意されています。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react

• dest-to-source：宛先から送信元（DS）のパケット
損失違反を指定します。

packet-loss dest-to-source
• source-to-dest：送信元から宛先（SD）のパケット
損失違反を指定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
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目的コマンドまたはアクション

平均値がしきい値に違反した場合にアクションを実行

します。

threshold type average number-of-probes

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
threshold type average 8

ステッ

プ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 5   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータがEXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィ

ギュレーションセッションは終了せず、設定

変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイル
に保存し、コンフィギュレーションセッションを

継続するには、commitコマンドを使用します。

反応イベントの指定

反応条件が検出されるとき、actionコマンドを使用して、発生するアクションのタイプを設定で
きます。次のアクションタイプが設定されます。

• logging：loggingキーワードが設定されると、反応が発生したことを示すメッセージがコン
ソールに生成されます。

• trigger：triggerキーワードが設定されると、1回以上の他の動作を開始できます。その結
果、ipsla reaction trigger op1 op2コマンドで開始できる動作を制御できます。このコマンド
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は、op1がアクションタイプのトリガーを生成すると、動作 op2を開始できることを示しま
す。

反応イベントを指定できます。例として、reactコマンドに connection-lossキーワードを指定して
使用します。

手順の概要

1. configure
2. ipsla reaction operation operation-number
3. react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source

| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]
4. action [logging | trigger]
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定
のアクションを設定します。 operation-number引数は、

ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction
operation 432

ステッ

プ 2   
設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範
囲は 1～ 2048です。

モニタ対象の動作で接続の切断がある場合の反応を指定

します。

react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source
| source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source |
source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

ステッ

プ 3   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react
connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
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目的コマンドまたはアクション

reactコマンドを設定した場合、またはしきい値イベント
が発生した場合に実行されるアクションまたはアクショ

action [logging | trigger]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
action logging

ステッ

プ 4   
ンの組み合わせを指定します。次のアクションタイプが

記述されます。

• logging：モニタ対象の要素で指定された違反タイプ
が発生した場合に、ロギングメッセージを送信しま

す。 IP SLAエージェントは syslogを生成し、SNMP
に通知します。トラップを生成するかどうかは、

SNMPエージェントによって決定されます。

• trigger：違反条件に一致した場合に保留からアク
ティブへの移行が発生する 1つまたは複数の動作の
動作ステートを決定します。トリガーされるター

ゲット動作は、ipsla reaction triggerコマンドを使用
して指定します。ターゲット動作は、そのターゲッ

ト動作の lifetime値で指定された存続期間が経過す
るまで継続します。トリガーされたターゲット動作

は、存続期間が終了するまで、再度トリガーされる

ことはありません。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 5   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J 329

IP サービスレベル契約の実装
IP SLA 反応としきい値のモニタリングの設定



目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに
保存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリングインスタンスの設定
このタスクを実行して、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスの動作パラメータを設定し
ます。 IP SLA測定統計情報は送信元 PEルータに保存されます。

MPLS LSPモニタ pingまたはトレースインスタンスを設定するには、次のタスクのいずれかを実
行します。

MPLS LSP モニタリング ping インスタンスの設定

はじめる前に

MPLS LSPモニタリングは PEルータで設定されます。（注）
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手順の概要

1. configure
2. ipsla
3. mpls discovery vpn
4. interval minutes
5. exit
6. mpls lsp-monitor
7. monitor monitor-id
8. type mpls lsp ping
9. vrf vrf-name
10. scan interval scan-interval
11. scan delete-factor factor-value
12. timeout milliseconds
13. datasize request size
14. lsp selector ipv4 ip-address
15. force explicit-null
16. reply dscp dscp-bits
17. reply mode router-alert
18. ttl time-to-live
19. tag text
20. exp exp-bits
21. statistics hourly [buckets hours]
22. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始
し、IPサービスレベル契約を設定します。

ipsla

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLSVPNBGPネクストホップネイ
バー探索コンフィギュレーションモードを開

始します。

mpls discovery vpn

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls discovery vpn

ステップ 3   

（任意）有効ではなくなったルーティングエ

ントリがMPLS VPNの BGPネクストホップ
interval minutes

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)#
interval 120

ステップ 4   

ネイバー探索データベースから削除される間

隔を指定します。デフォルトの間隔は60分で
す。

MPLSディスカバリVPNコンフィギュレーショ
ンモードを終了します。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)#
exit

ステップ 5   

MPLS LSPモニタモードを開始します。この
モードから、LSPモニタインスタンスの設定、

mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)#

ステップ 6   

LSPモニタインスタンスの反応の設定、また
は LSPモニタインスタンスのスケジューリン
グを実行できます。

MPLS LSPモニタインスタンスを設定し、IP
SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

monitor monitor-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)#

ステップ 7   

検出されたそれぞれの BGPネクストホップ
アドレスに対して、自動的にMPLS LSP ping

type mpls lsp ping

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type
mpls lsp ping

ステップ 8   

動作を作成し、対応するコンフィギュレーショ

ンモードを開始して、パラメータを設定しま

す。

（任意）ping動作で特定のバーチャルプライ
ベートネットワーク（VPN）ルーティングお

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
vrf SANJOSE

ステップ 9   

よび転送（VRF）インスタンスのモニタリン
グをイネーブルにします。 VRFを指定しない
場合、MPLS LSPモニタリングインスタンス
はすべての VRFをモニタします。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

332 OL-28386-01-J  

IP サービスレベル契約の実装
送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリングインスタンスの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLSLSPモニタインスタンスがBGP
ネクストホップネイバーの更新のためにス

scan interval scan-interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
scan interval 300

ステッ

プ 10   
キャンキューをチェックする間隔（分単位）

を指定します。デフォルトの間隔は 240分で
す。

各間隔では、MPLS LSPモニタインスタンス
スキャンキューにリストされている新しく検

出された BGPネクストホップネイバーごと
に、新しい IP SLA動作が自動的に作成されま
す。

（任意）有効ではなくなった BGPネクスト
ホップネイバーに対する IP SLA動作を自動的

scan delete-factor factor-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
scan delete-factor 2

ステッ

プ 11   
に削除するまでに、MPLS LSPモニタインス
タンスがスキャンキューをチェックする回数

を指定します。

デフォルトのスキャンファクタは 1です。つ
まり、MPLSLSPモニタインスタンスがスキャ
ンキューで更新をチェックするたびに、有効

ではなくなったBGPネクストホップネイバー
の IP SLA動作が削除されます。

スキャンファクタが0に設定されると、MPLS
LSPモニタインスタンスによって IP SLA動作
は削除されません。この設定は推奨しません。

（任意）各MPLS LSP動作が LSP検証
（LSPV）サーバからの応答を待機する時間の

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
timeout 50000

ステッ

プ 12   
長さを指定します。デフォルト値は5000ミリ
秒です。

（任意）MPLSLSPエコー要求パケットのペイ
ロードサイズを指定します。デフォルト値は

100バイトです。

datasize request size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
datasize request 512

ステッ

プ 13   

このコマンドは、MPLS LSP ping
モードだけで利用できます。

（注）

（任意）複数のLSPからラベルスイッチドパ
ス（LSP）を選択するために使用するローカル

lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
lsp selector ipv4 127.10.10.1

ステッ

プ 14   
ホスト IPアドレス（127.x.x.x）を指定します。
デフォルト値は 127.0.0.1です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLSLSPエコー要求パケットのラベ
ルスタックに、明示的なNullラベルが追加さ

force explicit-null

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
force explicit-null

ステッ

プ 15   
れるかどうかを指定します。これは、デフォ

ルトではディセーブルになっています。

（任意）MPLS LSPエコー応答パケットの IP
ヘッダーで使用される DiffServサービスコー
ドポイント（DSCP）値を指定します。

reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
reply dscp 5

ステッ

プ 16   

（任意）MPLSLSPエコー応答パケットでルー
タアラートオプションの使用をイネーブルに

reply mode router-alert

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
reply mode router-alert

ステッ

プ 17   
します。これは、デフォルトではディセーブ

ルになっています。

（任意）MPLSLSP動作に使用されるエコー要
求パケットの最大ホップカウントを指定しま

す。デフォルト値は 255です。

ttl time-to-live

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
ttl 200

ステッ

プ 18   

（任意）MPLS LSP動作のユーザ指定 IDを作
成します。

tag text

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
tag mplslm-tag

ステッ

プ 19   

（任意）エコー要求パケットのMPLSヘッダー
で使用される試験フィールド値を指定します。

デフォルト値は 0です

exp exp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
exp 7

ステッ

プ 20   

（任意）MPLS LSPモニタリングインスタン
スでの動作の統計情報収集パラメータを指定

します。時間のデフォルト値は 2です。

statistics hourly [buckets hours]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
statistics hourly buckets 2

ステッ

プ 21   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 22   •• endコマンドを実行すると、変更をコミッ
トするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them

end

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

before exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存さまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

れ、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレー
ションセッションが終了して、ルー

タが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコン
フィギュレーションセッションが継

続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーション
ファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

次の作業

•反応条件を設定します。

• MPLS LSPモニタリングインスタンス動作のスケジュールを設定します。

MPLS LSP モニタリングトレースインスタンスの設定

はじめる前に

MPLS LSPモニタリングは PEルータで設定されます。（注）
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手順の概要

1. configure
2. ipsla
3. mpls discovery vpn
4. interval minutes
5. exit
6. mpls lsp-monitor
7. monitor monitor-id
8. type mpls lsp trace
9. vrf vrf-name
10. scan interval scan-interval
11. scan delete-factor factor-value
12. timeout milliseconds
13. lsp selector ipv4 ip-address
14. force explicit-null
15. reply dscp dscp-bits
16. reply mode router-alert
17. ttl time-to-live
18. tag text
19. exp exp-bits
20. statistics hourly [buckets hours]
21. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IPSLAコンフィギュレーションモー
ドを開始し、IPサービスレベル契
約を設定します。

ipsla

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLS VPN BGPネクスト
ホップネイバー探索をイネーブルに

します。

mpls discovery vpn

例：

v:router(config-ipsla)# mpls discovery vpn

ステッ

プ 3   

（任意）有効ではなくなったルー

ティングエントリがMPLS VPNの
interval minutes

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# interval
120

ステッ

プ 4   
BGPネクストホップネイバー探索
データベースから削除される間隔を

指定します。デフォルトの間隔は

60分です。

MPLSディスカバリ VPNコンフィ
ギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# exit

ステッ

プ 5   

MPLSLSPモニタモードを開始しま
す。このモードから、LSPモニタ

mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)#

ステッ

プ 6   
インスタンスの設定、LSPモニタイ
ンスタンスの反応の設定、または

LSPモニタインスタンスのスケ
ジューリングを実行できます。

MPLSLSPモニタインスタンスを設
定し、IP SLA MPLS LSPモニタコ

monitor monitor-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)#

ステッ

プ 7   
ンフィギュレーションモードを開始

します。

検出されたそれぞれの BGPネクス
トホップアドレスに対して自動的

type mpls lsp trace

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplsm-def)# type mpls lsp trace

ステッ

プ 8   
にMPLS LSPトレース動作を作成
し、対応するコンフィギュレーショ

ンモードを開始して、パラメータを

設定します。

（任意）traceroute動作で特定のバー
チャルプライベートネットワーク

vrf vrf-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# vrf SANJOSE

ステッ

プ 9   
（VPN）ルーティングおよび転送
（VRF）インスタンスのモニタリン
グをイネーブルにします。 VRFを
指定しない場合、MPLS LSPモニタ
リングインスタンスはすべてのVRF
をモニタします。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLSLSPモニタインスタ
ンスが BGPネクストホップネイ

scan interval scan-interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# scan interval
300

ステッ

プ 10   
バーの更新のためにスキャンキュー

をチェックする間隔（分単位）を指

定します。デフォルトの間隔は 240
分です。

各間隔では、MPLSLSPモニタイン
スタンススキャンキューにリスト

されている新しく検出された BGP
ネクストホップネイバーごとに、

新しい IP SLA動作が自動的に作成
されます。

（任意）有効ではなくなった BGP
ネクストホップネイバーに対する

scan delete-factor factor-value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# scan
delete-factor 2

ステッ

プ 11   
IPSLA動作を自動的に削除するまで
に、MPLSLSPモニタインスタンス
がスキャンキューをチェックする回

数を指定します。

デフォルトのスキャンファクタは 1
です。つまり、MPLSLSPモニタイ
ンスタンスがスキャンキューで更新

をチェックするたびに、有効ではな

くなった BGPネクストホップネイ
バーの IPSLA動作が削除されます。

スキャンファクタが0に設定される
と、MPLSLSPモニタインスタンス
によって IP SLA動作は削除されま
せん。この設定は推奨しません。

（任意）各MPLSLSP動作がLSP検
証（LSPV）サーバからの応答を待

timeout milliseconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# timeout 50000

ステッ

プ 12   
機する時間の長さを指定します。デ

フォルト値は 5000ミリ秒です。

（任意）複数の LSPからラベルス
イッチドパス（LSP）を選択するた

lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# lsp selector
ipv4 127.10.10.1

ステッ

プ 13   
めに使用するローカルホスト IPア
ドレス（127.x.x.x）を指定します。
デフォルト値は 127.0.0.1です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MPLS LSPエコー要求パ
ケットのラベルスタックに、明示的

force explicit-null

例：

RP/0/RSP0/CPU0RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)#
force explicit-null

ステッ

プ 14   
なNullラベルが追加されるかどうか
を指定します。これは、デフォルト

ではディセーブルになっています。

（任意）MPLS LSPエコー応答パ
ケットの IPヘッダーで使用される

reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# reply dscp 5

ステッ

プ 15   
DiffServサービスコードポイント
（DSCP）値を指定します。

（任意）MPLS LSPエコー応答パ
ケットでルータアラートオプショ

reply mode router-alert

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# reply mode
router-alert

ステッ

プ 16   
ンの使用をイネーブルにします。こ

れは、デフォルトではディセーブル

になっています。

（任意）MPLS LSP動作に使用され
るエコー要求パケットの最大ホップ

ttl time-to-live

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# ttl 40

ステッ

プ 17   
カウントを指定します。デフォルト

値は 30です。

（任意）MPLS LSP動作のユーザ指
定 IDを作成します。

tag text

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# tag mplslm-tag

ステッ

プ 18   

（任意）エコー要求パケットの

MPLSヘッダーで使用される試験
exp exp-bits

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# exp 7

ステッ

プ 19   
フィールド値を指定します。デフォ

ルト値は 0です

（任意）MPLSLSPモニタリングイ
ンスタンスでの動作の統計情報収集

statistics hourly [buckets hours]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# statistics
hourly buckets 2

ステッ

プ 20   
パラメータを指定します。時間のデ

フォルト値は 2です。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 21   •• endコマンドを実行すると、変
更をコミットするように要求さ

れます。

Uncommitted changes found,

end

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

commit them
before
exiting(yes/no/cancel)?
[cancel]:

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

◦ yesと入力すると、実行コ
ンフィギュレーション

ファイルに変更が保存さ

れ、コンフィギュレー

ションセッションが終了

して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コン
フィギュレーションセッ

ションが終了して、ルー

タが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットさ

れません。

◦ cancelと入力すると、現在
のコンフィギュレーショ

ンセッションが継続しま

す。コンフィギュレー

ションセッションは終了

せず、設定変更もコミッ

トされません。

•設定変更を実行コンフィギュ
レーションファイルに保存し、

コンフィギュレーションセッ

ションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

次の作業

•反応条件を設定します。

• MPLS LSPモニタリングインスタンス動作のスケジュールを設定します。
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送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリングインスタンスの反応条件
の設定

このタスクを実行して、MPLS LSPモニタリングインスタンスの反応条件を設定します。

はじめる前に

MPLS LSPモニタリングインスタンスは、反応条件を設定する前に定義してください。

手順の概要

1. configure
2. ipsla
3. mpls lsp-monitor
4. reaction monitor monitor-id
5. react {connection-loss | timeout}
6. action logging
7. threshold type {consecutive occurrences | immediate}
8. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始
し、IPサービスレベル契約を設定します。

ipsla

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

ステッ

プ 2   

MPLS LSPモニタモードを開始します。この
モードから、LSPモニタインスタンスの設定、

mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)#

ステッ

プ 3   
LSPモニタインスタンスの反応の設定、または
LSPモニタインスタンスのスケジューリングを
実行できます。
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LSPモニタインスタンスの反応を設定
し、IP SLA MPLS LSPモニタ反応のコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

reaction monitor monitor-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction

ステッ

プ 4   

monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)#

一方向の接続が切断されたり、モニタ対象の動

作にタイムアウトが発生したりすると、反応が

react {connection-loss | timeout}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react
connection-loss

ステッ

プ 5   
発生するように指定します。自動的に作成され

た動作に条件が当てはまると、反応は適用され

ます。

反応条件およびしきい値の結果として、イベン

トがログに記録されるように指定します。

action logging

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)#
action logging

ステッ

プ 6   

指定した回数の違反が連続して発生した場合や、

違反が発生すると即座に指定されたアクション

threshold type {consecutive occurrences | immediate}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)#
threshold type consecutive

ステッ

プ 7   
が実行されるように指定します。 occurrencesの
有効な値の範囲は 1～ 16です。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 8   •• endコマンドを実行すると、変更をコミッ
トするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存さ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit れ、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレー
ションセッションが終了して、ルー

タがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続し

ます。コンフィギュレーションセッ
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目的コマンドまたはアクション

ションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーション
ファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

次の作業

• MPLS LSPモニタリングインスタンス動作のスケジュールを設定します。

送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリングインスタンスのスケジュー
ル設定

このタスクを実行して、MPLS LSPモニタリングインスタンスでの動作のスケジュールを設定し
ます。

手順の概要

1. configure
2. ipsla
3. mpls lsp-monitor
4. schedule monitor monitor-id
5. frequency seconds
6. schedule period seconds
7. start-time hh:mm:ss [day | month day]
8. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IP
サービスレベル契約を設定します。

ipsla

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

ステッ

プ 2   

MPLS LSPモニタモードを開始します。このモード
から、LSPモニタインスタンスの設定、LSPモニタ

mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls

ステッ

プ 3   
インスタンスの反応の設定、または LSPモニタイン
スタンスのスケジューリングを実行できます。

lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)#

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュ
レーションモードを開始しして、MPLS LSPモニタ
インスタンスのスケジュールを設定します。

schedule monitor monitor-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)#

ステッ

プ 4   

schedule monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)#

（任意）スケジュール期間が実行される頻度を指定し

ます。デフォルト値はスケジュール期間と同じです。

frequency seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)#
frequency 600

ステッ

プ 5   
スケジュール期間は schedule periodコマンドを使用
して指定されます。MPLS LSP MPLS LSPモニタイ
ンスタンスの開始時刻のスケジュールを設定する前

に、この値を指定する必要があります。

その期間ですべての動作が実行されるようにスケ

ジュールを設定する時間を秒単位で指定します。す

schedule period seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)#
schedule period 300

ステッ

プ 6   
べての動作のスケジュールは、スケジュール期間中を

通して均等の間隔で設定されます。

動作のセット全体が実行される頻度を指定するには、

frequencyコマンドを指定します。頻度の値は、スケ
ジュール期間以上である必要があります。

MPLSLSPMPLSLSPモニタインスタンスの開始時刻
のスケジュールを設定する前に、この値を指定する必

要があります。
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LSPモニタインスタンスが情報の収集を開始
するときを指定します。スケジュールを設定した時

start-time hh:mm:ss [day | month day]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)#
start-time 11:45:00 July 4

ステッ

プ 7   
刻を指定する必要があります。指定しない場合、情報

が収集されません。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 8   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
フィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。変更はコミットされま

せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用しま
す。

LSP パスディスカバリ
このタスクを実行して、LSPパスディスカバリ（LPD）およびエコー間隔、パス、スキャンなど
の必要なパラメータを設定します。
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手順の概要

1. configure
2. ipsla
3. mpls lsp-monitor
4. monitor monitor-id
5. type mpls lsp ping
6. path discover
7. echo interval time
8. echo maximum lsp selector ipv4 host address
9. echo multipath bitmap-size size
10. echo retry count
11. echo timeout value
12. path retry range
13. path secondary frequency {both | connection-loss | timeout} value}
14. scan period value
15. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始
し、IPサービスレベル契約を設定します。

ipsla

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

ステップ 2   

MPLS LSPモニタモードを開始します。この
モードから、LSPモニタインスタンスの設定、

mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor

ステップ 3   

LSPモニタインスタンスの反応の設定、または
LSPモニタインスタンスのスケジューリングを
実行できます。
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LSPモニタインスタンスを設定します。monitor monitor-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor
2

ステップ 4   

ラベルスイッチドパス（LSP）のエンドツーエ
ンドの接続とMPLSネットワークの整合性を検
証します。

type mpls lsp ping

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type
mpls lsp ping

ステップ 5   

LSPパスディスカバリをイネーブルにします。path discover

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#
path discover

ステップ 6   

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエ
コー要求のインターバル（ミリ秒単位）を設定

echo interval time

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
echo interval 777

ステップ 7   

します。範囲は 0～ 3600000です。デフォルト
は 0です。

パスディスカバリ中に使用される最大セレクタ

値であるローカルホスト IPアドレス
echo maximum lsp selector ipv4 host address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#

ステップ 8   

（127.x.x.x）を設定します。デフォルトは
127.255.255.255です。

echo maximum lsp selector ipv4 host_one
127.100.100.100

パスディスカバリ中にMPLS LSPエコー要求の
ダウンストリームマッピングで送信されるセレ

echo multipath bitmap-size size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
echo multipath bitmap-size 50

ステップ 9   

クタの最大数を設定します。範囲は 1～ 256で
す。デフォルトは 32です。

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエ
コー要求のタイムアウトリトライ回数を設定し

echo retry count

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
echo retry 3

ステップ 10   

ます。範囲は 0～ 10です。デフォルトは 3で
す。

パスディスカバリ中のエコー要求のタイムアウ

ト値を設定します。範囲は 0～ 3600（ミリ秒単
位）です。デフォルトは 5です。

echo timeout value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
echo timeout 300

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

MPLS LSPパスの再試行範囲を設定します。範
囲は 1～ 16です。デフォルトは 1です。

path retry range

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
path retry 12

ステップ 12   

次の secondary frequencyをイネーブルにします。path secondary frequency {both | connection-loss | timeout}
value}

ステップ 13   

•タイムアウトおよび接続の切断の両方

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
path secondary frequency both 600

•接続の切断のみ

•タイムアウトのみ

デフォルト値はありませ

ん。

（注）

MPLS LSPスキャン期間の値を設定します。範
囲は 0～ 7200分です。デフォルトは 5です。

scan period value

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)#
scan period 60

ステップ 14   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 15   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミッ
トするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュ
レーションファイルに変更が保存さ

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit れ、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレー
ションセッションが終了して、ルー

タがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィ
ギュレーションセッションが継続し

ます。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーション
ファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

トラッキングタイプの設定（rtr）
IPSLAは、ipslaオブジェクトタイプです。オブジェクトトラッカーは、ipsla操作の戻りコード
をトラッキングして、トラック状態の変化を判断します。

手順の概要

1. configure
2. track track-name
3. type rtr ipsla operation id reachability
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

トラックコンフィギュレーションモードを開始します。track track-name

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
track t1

ステップ 2   

到達可能性のためにトラッキングする必要がある ipsla操作 idを設
定します。

type rtr ipsla operation id reachability

例：
RP/0/RSP0/CPU0:routertype rtr 100
reachability

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

IP サービスレベル契約を実装するための設定例

IP サービスレベル契約の設定：例
次の例では、UDPエコー動作とスケジュールを設定する方法を示します。

configure
ipsla operation 432
type udp echo
destination address 12.25.26.10
destination port 11111
frequency 300

exit
exit
ipsla schedule operation 432
life 30
ageout 3600
recurring
start-time after 01:00:00

end

show ipsla statistics 432
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IP SLA 反応としきい値のモニタリングの設定：例
次の例では、IPSLA反応およびしきい値モニタリングを設定する方法を示します。次の作業を実
行できます。

• trueまたは falseの条件をアクティブ化する属性の反応を設定します。たとえば、1、5、6で
す。

•しきい値を受け入れる属性の反応を設定します。

•追加の threshold typeオプションを設定します。

•アクションタイプのロギングまたはトリガーを設定します。

configure
ipsla operation 1
type icmp echo
timeout 5000
destination address 223.255.254.254
frequency 10
statistics interval 30
buckets 3

end

configure
ipsla operation 2
type icmp path-echo
destination address 223.255.254.254
frequency 5

end

configure
ipsla reaction operation 1
react timeout
action trigger
threshold type immediate

exit
exit
react rtt
action logging
threshold lower-limit 4 upper-limit 5

end

動作 1はタイムアウトの発生をチェックします。適用される場合、動作 1はトリガーイベントを
生成します。 rttキーワードが 5を超えると、エラーがログに記録されます。

動作 1によってトリガーイベントが生成されると、動作 2が開始されます。次の例では、ipsla
reaction triggerコマンドを使用して、反応トリガー動作を設定する方法を示します。

configure
ipsla reaction trigger 1 2
end

IP SLA MPLS LSP モニタリングの設定：例
次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタリングの設定方法を説明します。

ipsla
mpls lsp-monitor
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monitor 1
type mpls lsp ping
vrf SANJOSE
scan interval 300
scan delete-factor 2
timeout 10000
datasize request 256
lsp selector ipv4 127.0.0.10
force explicit-null
reply dscp af
reply mode router-alert
ttl 30
exp 1
statistics hourly
buckets 1
!
!
!
reaction monitor 1
react timeout
action logging
threshold type immediate
!
react connection-loss
action logging
threshold type immediate
!
!
schedule monitor 1
frequency 300
schedule period 120
start-time 11:45:00 July 4
!
!
mpls discovery vpn
interval 600
!
!

LSP パスディスカバリの設定：例
次の例では、LSPパスディスカバリの設定方法を説明します。

configure
ipsla
mpls lsp-monitor
monitor 1
type mpls lsp ping
path discover
path retry 12
path secondary frequency both 12

その他の関連資料
次の項では、IPサービスレベル契約に関連する参考資料を紹介します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「IPサービスレベル契約コマンド」モジュー
ル

IPサービスレベル契約のコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Configuration Guide』の
「Configuring AAA Services」モジュール

ユーザグループとタスク IDに関する情報

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBを
検索およびダウンロードするには、http://
cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。
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第 5 章

ロギングサービスの実装

このモジュールでは、ロギングサービスをルータに実装する必要がある新しいタスクと改訂さ

れたタスクを説明します。

Cisco IOS XRソフトウェアには基本ロギングサービスが用意されています。ロギングサービス
では、システムロギング（syslog）メッセージモニタリングおよびトラブルシューティングのロ
ギング情報を収集し、取得したロギング情報のタイプを選択できます。

Cisco IOS XRソフトウェアでのロギングサービスおよびこのモジュールの一覧で示されてい
るロギングコマンドの詳細については、このモジュールの「関連資料, （388ページ）」の項
を参照してください。

（注）

ロギングサービスの実装の機能履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

• ロギングサービスを実装する前提条件, 356 ページ

• ロギングサービスの実装に関する情報, 356 ページ

• ロギングサービスの実装方法, 366 ページ

• ロギングサービスを実装するための設定例, 386 ページ

• 次の作業, 387 ページ

• その他の関連資料, 387 ページ
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ロギングサービスを実装する前提条件
ネットワークオペレーションセンター（NOC）にロギングサービスを実装するには、次の前提
条件が必要です。

•適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している
必要があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれ
ます。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA
管理者に連絡してください。

• syslogサーバホストを syslogメッセージの受信先に設定するには、syslogサーバに接続でき
る必要があります。

ロギングサービスの実装に関する情報
ロギングサービスを実装するには、次の概念を理解する必要があります。

システムロギングプロセス

デフォルトでは、ルータは syslogメッセージを syslogプロセスに送信するように設定されます。
syslogプロセスでは、ロギングバッファ、端末回線、syslogサーバのなどの syslogメッセージの
宛先に対するメッセージの分配を制御します。 syslogプロセスはデフォルトでメッセージをコン
ソール端末にも送信します。

システムロギングメッセージの形式

デフォルトでは、Cisco IOS XRソフトウェアの syslogプロセスで生成される syslogメッセージの
一般形式は、次のようになります。

node-id : timestamp : process-name [pid] : % message -group -severity -message -code : message-text

次にサンプルの syslogメッセージを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:Nov 28 23:56:53.826 : config[65710]: %SYS-5-CONFIG_I : Configured from console
by console

この表では、Cisco IOS XRソフトウェアの syslogメッセージの一般的な形式を説明します。

表 26：一般的な syslog メッセージ形式

説明フィールド

syslogメッセージの生成元となるノードです。node-id
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説明フィールド

month day HH:MM:SS形式のタイムスタンプで
す。メッセージが生成された日時を示します。

タイムスタンプ形式は、service
timestampsコマンドを使用して変更
できます。タイムスタンプの形式の

修正, （374ページ）の項を参照して
ください。

（注）

timestamp

syslogメッセージを生成したプロセスのプロセ
スです。

process-name

syslogメッセージを生成したプロセスのプロセ
ス ID（pid）です。

[pid]

syslogメッセージに関連付けられているメッセー
ジグループ名、重大度、メッセージコードで

す。

%message -group- severity -message -code

syslogメッセージを説明する文字列です。message-text

重複メッセージの抑制

特に大規模ネットワークで、重複メッセージが作成されないようにすると、メッセージクラッ

ターを減らし、ログの解釈作業を効率化できます。重複メッセージの抑制機能により、ロギング

ヒストリと syslogファイルの両方で、重複するイベントメッセージを大幅に削減できます。抑制
とロギングプロセスは、ロギングヒストリおよび外部 syslogサーバで同じです。

重複メッセージの抑制がイネーブルの場合、次の 2つのタイプのイベントは異なる方法で処理さ
れます。

•新規メッセージ

新規メッセージはいつでも即座にログに記録されます。

•繰り返されるメッセージ

繰り返されるメッセージは抑制対象です。繰り返されるメッセージの抑制は、新しいメッ

セージが発生すると中断されます（メッセージの抑制の中断, （358ページ）を参照）。

この機能の設定については、重複 syslogメッセージの抑制, （378ページ）を参照してください。
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メッセージの抑制の中断

抑制間隔のシーケンスは、異なるイベントが発生したときに中断されます。すべての新しいイベ

ントが最初に発生すると即座に記録されるため、新しいイベントによって現在の抑制間隔は中断

されます。これによりメッセージキューがクリアされるため、以前のシーケンスからの別のメッ

セージは新しいイベントとして扱われ、抑制シーケンスは再度開始されます。

繰り返しメッセージの要約は 0、30、120、および 600秒間隔でのみ生成され、新しいイベントの
発生時には生成されません。各間隔で、任意の数のメッセージが抑制されているかどうかが確認

されます。その間隔で抑制されているメッセージが存在する場合は、その要約が表示され、メッ

セージキューがクリアされ、抑制シーケンスが最初から開始されます。したがって、新しいイベ

ントが抑制間隔の前に発生した場合、メッセージキューおよびカウンタはクリアされ、間隔の時

点では要約する抑制はありません。

次に例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router#show running-config logging
Mon Dec 3 12:30:26.346 UTC
logging archive
device harddisk
severity debugging
file-size 4
archive-size 100
!
logging console disable
logging 223.255.254.248
logging 223.255.254.249
logging suppress duplicates

RP/0/RP0/CPU0:router#
RP/0/RP0/CPU0:router#
RP/0/RP0/CPU0:router#
RP/0/RP0/CPU0:router#
RP/0/RP0/CPU0:router#run
Mon Dec 3 12:30:39.798 UTC
#
# while true
> do
> logger -s alert -c 1 "LOGGING SUPRESS DUPLICATE TESTING "
> done

RP/0/RP0/CPU0:router#
RP/0/RP0/CPU0:router#

//*********************************************** MSGS ON REMOTE
SERVER*************************************************************
Message from syslogd@[12.24.50.70.2.2] at Mon Dec 3 05:01:59 2012 ...
[12.24.50.70.2.2] 663231: last message repeated 2 times
Dec 3 05:01:58 [12.24.50.70.2.2] 663230: RP/0/RP1/CPU0:Dec 3 12:52:09.773 : logger[65786]:
%OS-SYSLOG-1-LOG_ALERT_OWNER_PLANE : LOGGING SUPRESS DUPLICATE TESTING
Dec 3 05:01:59 [12.24.50.70.2.2] 663231: last message repeated 2 times

Message from syslogd@[12.24.50.70.2.2] at Mon Dec 3 05:02:30 2012 ...
[12.24.50.70.2.2] 663232: last message repeated 110 times
Dec 3 05:02:30 [12.24.50.70.2.2] 663232: last message repeated 110 times

Message from syslogd@[12.24.50.70.2.2] at Mon Dec 3 05:04:31 2012 ...
[12.24.50.70.2.2] 663233: last message repeated 348 times
Dec 3 05:04:31 [12.24.50.70.2.2] 663233: last message repeated 348 times

Message from syslogd@[12.24.50.70.2.2] at Mon Dec 3 05:14:32 2012 ...
[12.24.50.70.2.2] 663234: last message repeated 1797 times
Dec 3 05:14:32 [12.24.50.70.2.2] 663234: last message repeated 1797 times
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syslog メッセージの宛先
コンソール端末への syslogメッセージのロギングは、デフォルトでイネーブルです。コンソール
端末へのロギングをディセーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

logging console disableコマンドを使用します。コンソールへのロギングを再度イネーブルにする
には、グローバルコンフィギュレーションモードで logging consoleコマンドを使用します。

syslogメッセージは、コンソール以外の宛先に送信できます。たとえば、ロギングバッファ、
syslogサーバ、コンソール以外の終端回線（vtysなど）です。

この表では、syslogの宛先を指定するために使用するコマンドを一覧で示します。

表 27：syslog の宛先を設定するために使用するコマンド

説明コマンド

syslogメッセージの宛先としてロギングバッ
ファを指定します。

logging buffered

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先
として指定します。

logging {hostname | ip-address}

コンソール以外の端末回線を syslogメッセージ
の宛先として指定します。

logging monitor

logging bufferedコマンドでは、ロギングメッセージをロギングバッファにコピーします。循環
バッファであるため、バッファがいっぱいになると、古いメッセージが新しいメッセージで置き

換えられます。バッファに記録された syslogメッセージを表示するには、show loggingコマンド
を使用します。最初に表示されるメッセージは、バッファ内で最も古いメッセージです。ロギン

グバッファの現在の内容をクリアするには、clear loggingコマンドを使用します。ロギングバッ
ファへのロギングをディセーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで no
logging bufferedコマンドを使用します。

loggingコマンドは、ロギングメッセージを受信する syslogサーバホストを識別します。このコ
マンドを何度も発行すると、ロギングメッセージを受信する syslogサーバのリストが作成されま
す。指定された IPアドレスやホスト名を持つ syslogサーバを、利用可能な syslogサーバのリス
トから削除するには、グローバルコンフィギュレーションモードで no loggingコマンドを使用し
ます。

logging monitorコマンドは、vtysなどのコンソール端末以外の端末回線への syslogメッセージの
ロギングをグローバルにイネーブルにします。コンソール以外の端末回線へのロギングをディ

セーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで no logging monitorコマンド
を使用します。
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コンソール以外の宛先に syslog メッセージを送信するためのガイドライン
ロギングプロセスはコンソール端末以外の宛先に syslogメッセージを送信し、プロセスはデフォ
ルトでイネーブルです。ロギングバッファ、端末回線、syslogサーバへのロギングはイネーブル
です。

現在の端末セッションのロギング

logging monitorコマンドは、コンソール端末以外の端末回線への syslogメッセージのロギングを
グローバルにイネーブルにします。 logging monitorコマンドをイネーブルにしたら、terminal
monitorコマンドを使用して、端末セッション中に syslogメッセージを表示します。

端末セッション中、syslogメッセージの端末へのロギングをディセーブルにするには、EXECモー
ドで terminal monitor disableコマンドを使用します。 terminal monitor disableコマンドは、現在
の端末セッションのロギングのみをディセーブルにします。

現在の端末セッションの syslogメッセージのロギングを再度イネーブルにするには、EXECモー
ドで terminal monitorコマンドを使用します。

terminal monitorコマンドおよび terminal monitor disableコマンドはローカルで設定され、端
末セッションが終了すると有効ではなくなります。

（注）

syslog サーバに送信された syslog メッセージ
syslogサーバに送信された syslogメッセージを管理しやすくするために、Cisco IOSXRソフトウェ
アには次の機能が搭載されています。

• UNIXシステムファシリティ

•ホスト名プレフィックスロギング

•ソースインターフェイスロギング

UNIX システムロギングファシリティ
logging facilityコマンドを使用して、syslogメッセージが送信される syslogファシリティを設定で
きます。これらのUNIXシステムファシリティの詳細については、ご使用のUNIXオペレーティ
ングシステムのオペレータマニュアルを参照してください。 syslogの形式は、Berkeley Standard
Distribution（BSD）UNIXバージョン 4.3と互換性があります。

この表では、type引数に指定できるファシリティタイプキーワードを説明します。
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表 28：ロギングファシリティタイプのキーワード

説明ファシリティタイプのキーワード

認可システムを示します。auth

cronファシリティを示します。cron

システムデーモンを示します。daemon

カーネルを示します。kern

ローカルで定義されたメッセージ用に予約され

ています。

local0–7

回線プリンタシステムを示します。lpr

メールシステムを示します。mail

USENETニュースを示します。news

システムの使用を示します。sys9

システムの使用を示します。sys10

システムの使用を示します。sys11

システムの使用を示します。sys12

システムの使用を示します。sys13

システムの使用を示します。sys14

システムログを示します。syslog

ユーザプロセスを示します。user

UNIXから UNIXへのコピーシステムを示しま
す。

uucp

ホスト名プレフィックスロギング

syslogサーバに送信されたシステムロギングメッセージを管理しやすくするために、Cisco IOSXR
ソフトウェアではホスト名プレフィックスロギングをサポートしています。イネーブルにする

と、ホスト名プレフィックスロギングでは、ルータから syslogサーバに送信される syslogメッ
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セージにホスト名プレフィックスを追加します。ホスト名プレフィックスを使用して、さまざま

なネットワーキングデバイスから特定の syslogサーバに送信されるメッセージを分類することが
できます。

syslogサーバに送信される syslogメッセージにホスト名プレフィックスを付加するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで、logging hostnameコマンドを使用します。

syslog 送信元アドレスロギング
デフォルトでは、syslogメッセージが syslogサーバに送信されるとき、syslogメッセージにはルー
タから出るために使用するインターフェイスの IPアドレスが含まれています。 syslogメッセージ
がどのインターフェイスを使用してルータを出るかにかかわらず、すべての syslogメッセージに
同じ IPアドレスを含めるように設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
logging source-interfaceコマンドを使用します。

UNIX syslog デーモンの設定
4.3 BSD UNIXシステム上で syslogデーモンを設定するには、/etc/syslog.confファイルに次のよう
な行を含めます。

local7.debug /usr/adm/logs/cisco.log

debuggingキーワードでは syslogレベルを指定します。他のキーワードの一般的な説明について
は、表 32：syslogメッセージの重大度, （365ページ）を参照してください。 local7キーワードで
は、使用するロギングファシリティを指定します。他のキーワードの一般的な説明については、

表 28：ロギングファシリティタイプのキーワード, （360ページ）を参照してください。

syslogデーモンは、次のフィールドで指定されたファイルに、このレベルまたはより重大なレベ
ルのメッセージを送信します。このファイルは、syslogデーモンに書き込み権限がある既存ファ
イルである必要があります。

ローカルストレージデバイスでのロギングメッセージのアーカイブ

syslogメッセージは、ハードディスクやフラッシュディスクなどのローカルストレージデバイ
スのアーカイブに保存することもできます。メッセージは重大度に基づいて保存できます。アー

カイブのサイズ、メッセージが追加される頻度（日次または週次）、アーカイブに保存するメッ

セージの週合計などの属性を指定できます。

アーカイブ属性の設定

ロギングアーカイブを作成して、ロギングメッセージを収集および保存する方法を指定するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで loggingarchiveコマンドを使用します。 logging
archiveコマンドでは、ロギングアーカイブサブモードを開始します。このモードでは、syslog
をアーカイブするための属性を設定できます。
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この表では、ロギングアーカイブサブモードでアーカイブ属性を指定するために使用されるコマ

ンドを一覧で示します。

表 29：syslog アーカイブ属性を設定するために使用するコマンド

説明コマンド

アーカイブでアーカイブログが保持される最長

週数を指定します。保存期間がこの週数を超え

るログは、自動的にアーカイブから削除されま

す。

archive-length weeks

ストレージデバイス上にある syslogアーカイブ
の最大合計サイズを指定します。このサイズを

超過すると、新しいログ用の領域を確保するた

め、アーカイブ内の最も古いファイルが削除さ

れます。

archive-size size

syslogがアーカイブされるローカルストレージ
デバイスを指定します。デフォルトでは、ログ

は<device>/var/logのディレクトリに作成されま
す。デバイスが設定されていない場合は、他の

すべてのロギングアーカイブ設定が拒否されま

す。フラッシュディスクよりもハードディス

クの容量の方が大きいため、syslogはハードディ
スクにアーカイブすることを推奨します。

device {disk0 | disk1 | harddisk}

アーカイブにある 1つのログファイルの最大
ファイルサイズ（メガバイト単位）を指定しま

す。この制限サイズに達すると、自動的に新し

いファイルが作成され、1つずつ順に大きいシ
リアル番号が付与されます。

file-size size

ログが収集される頻度を日次または週次で指定

します。

frequency {daily | weekly}

アーカイブするログメッセージの最小重大度を

指定します。設定されたこのレベル以上の

syslogメッセージがすべてアーカイブされ、こ
れらのレベルより小さいメッセージは除外され

ます。詳細については、重大度,（364ページ）
を参照してください。

severity severity
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ストレージディレクトリのアーカイブ

デフォルトでは、syslogアーカイブは <device>/var/logのディレクトリに格納されます。個別の
アーカイブファイルはアーカイブが作成された年月日に基づいてサブディレクトリに保存されま

す。たとえば、2006/02/26に作成されたアーカイブファイルは、次のディレクトリに保存されま
す。

harddisk:/var/log/2006/02/26

重大度

宛先に送信される syslogメッセージの重大度を指定して、ロギングの宛先に送信されるメッセー
ジの数を制限できます（重大度の定義は表 32：syslogメッセージの重大度, （365ページ）を参
照）。

この表では、syslogメッセージの重大度を制御するコマンドを一覧で示します。

表 30：syslog メッセージの重大度を制御するために使用するコマンド

説明コマンド

ロギングバッファに送信する syslogメッセージ
を重大度に基づいて制限します。

logging buffered [severity]

コンソール端末に送信する syslogメッセージを
重大度に基づいて制限します。

logging console [severity]

端末回線に送信する syslogメッセージを重大度
に基づいて制限します。

logging monitor [severity]

syslogサーバに送信する syslogメッセージを重
大度に基づいて制限します。

logging trap [severity]

syslogアーカイブに送信する syslogメッセージ
を重大度に基づいて制限します。

severity severity

logging buffered、logging console、logging monitor、logging trapsコマンドでは、指定した重大度
番号以下の syslogメッセージがそれぞれの宛先に送信されないように制限します。この番号は
severity引数で指定します。

重大度の番号が小さい syslogメッセージは、より重要なイベントであることを示します。重
大度の定義については、表 32：syslogメッセージの重大度, （365ページ）を参照してくださ
い。

（注）
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ロギングヒストリ表

snmp-server enable traps syslog コマンドで、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ネット
ワーク管理ステーション（NMS）に送信するように syslogメッセージトラップをイネーブルにし
ている場合、ルータの履歴テーブルに送信および保存されるメッセージのレベルを変更できます。

また履歴テーブルに保存されるメッセージ数も変更できます。

SNMPトラップは宛先への到達が保証されていないため、メッセージは履歴テーブルに格納され
ます。デフォルトでは、syslogトラップがイネーブルでない場合でも、レベル警告および上記（表
32：syslogメッセージの重大度, （365ページ）を参照）の 1つのメッセージが履歴テーブルに保
存されます。

この表では、ロギングヒストリ表の重大度と表のサイズのデフォルトを変更するために使用され

るコマンドを一覧で示します。

表 31：ロギングヒストリ表のコマンド

説明コマンド

履歴ファイルに保存されてSNMPサーバに送信
される syslogメッセージのデフォルトの重大度
を変更します。

logging history severity

履歴テーブルに保存できる syslogメッセージの
数を変更します。

logging history size number

表 32：syslogメッセージの重大度, （365ページ）に、levelキーワードおよび重大度を示しま
す。 SNMPを使用する場合、重大度の値は +1を使用します。たとえば、emergencyは 0では
なく 1になり、criticalは 2ではなく 3になります。

（注）

Syslog メッセージの重大度の定義
この表では、 severity 引数に指定できる重大度キーワードおよび対応するUNIX syslog定義を、最
も重大度の高いレベルから低いレベルに順番に一覧で示します。

表 32：syslog メッセージの重大度

syslog 定義説明レベル重大度のキーワード

LOG_EMERGシステムが使用不可0emergencies

LOG_ALERT即時処理が必要1alerts
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syslog 定義説明レベル重大度のキーワード

LOG_CRITクリティカルな状態2critical

LOG_ERRエラー状態3errors

LOG_WARNING警告状態4warnings

LOG_NOTICE正常だが注意を要する

状態

5notifications

LOG_INFO情報メッセージだけ6informational

LOG_DEBUGデバッグメッセージ7debugging

syslog 重大度コマンドのデフォルト
この表では、severity引数をサポートするコマンドのデフォルトの重大度設定を一覧で示します。

表 33：重大度コマンドのデフォルト

レベルデフォルトの重大度キーワードコマンド

7debugginglogging buffered

6informationallogging console

4warningslogging history

7debugginglogging monitor

6informationallogging trap

ロギングサービスの実装方法
ここでは、次の手順について説明します。

システムロギングメッセージ宛先の設定

このタスクでは、コンソール端末以外の宛先へのロギングを設定する方法を説明します。

概念の情報については、syslogメッセージの宛先, （359ページ）の項を参照してください。
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手順の概要

1. configure
2. logging buffered [size | severity]
3. logging monitor [ severity]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. terminal monitor

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステップ 1   

ロギングバッファを syslogメッセージの宛先として指定し、ロギング
バッファのサイズを設定し、ロギングバッファに送信される syslogメッ
セージを重大度に基づいて制限します。

logging buffered [size | severity]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 2   

• size引数のデフォルト値は 4096バイトです。
logging buffered severity
warnings • severity引数のデフォルト値は debuggingです。

• severity引数のキーワードオプションは、emergencies、alerts、
critical、errors、warnings、notifications、informational、debugging
です。

•デフォルトでは、severity引数の重大度や size引数のバッファサイズ
を指定せずにこのコマンドを入力すると、重大度が debuggingに、
バッファサイズが 4096バイトに設定されます。

コンソール端末以外の端末回線を syslogメッセージの宛先として指定し、
端末回線に送信されるメッセージの数を重大度に基づいて制限します。

logging monitor [ severity]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging monitor critical

ステップ 3   

• severity引数のキーワードオプションは、emergencies、alerts、
critical、errors、warnings、notifications、informational、debugging
です。

•デフォルトでは、severity引数の重大度を指定せずにこのコマンドを
入力すると、重大度はdebuggingに設定されます。
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されま
す。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変
更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し
て、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミットされま
せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッショ
ンが継続します。コンフィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマンドを
使用します。

現在の端末セッションにおける syslogメッセージの表示をイネーブルに
します。

terminal monitor

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router#
terminal monitor

ステップ 5   

現在の端末の syslogメッセージのロギングは、terminalmonitor
disableコマンドでディセーブルにできます。

（注）

•現在のセッションのメッセージのロギングが terminalmonitordisable
コマンドでディセーブルにされている場合、現在のセッションの

syslogメッセージの表示を再度イネーブルにするには、このコマン
ドを使用します。

このコマンドはEXECモードコマンドであるため、ローカルで
設定され、現在のセッションが終了するとイネーブルではなく

なります。

（注）

リモートサーバへのロギングの設定

このタスクでは、リモート syslogサーバへのロギングを設定する方法を説明します。
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はじめる前に

syslogサーバホストを syslogメッセージの受信先に設定するには、syslogサーバに接続できる必
要があります。

手順の概要

1. configure
2. logging {ip-address | hostname}
3. logging trap [severity]
4. logging facility [type]
5. logging hostnameprefix hostname
6. logging source-interface type interface-path-id
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#

ステップ 1   

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先として指定します。logging {ip-address | hostname}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging 10.3.32.154

ステップ 2   

•このコマンドを何度も発行すると、ロギングメッセージを受信
する syslogサーバのリストが作成されます。

syslogサーバに送信する syslogメッセージを重大度に基づいて制限し
ます。

logging trap [severity]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 3   

•デフォルトでは、severity引数の重大度を指定せずにこのコマン
ドを入力すると、重大度は informationalに設定されます。

（任意）syslogファシリティを設定します。logging facility [type]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging facility kern

ステップ 4   

•デフォルトでは、type引数にファシリティタイプを指定せずに
このコマンドを入力すると、ファシリティは local-7に設定され
ます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルータから syslogサーバに送信される syslogメッセージにホ
スト名プレフィックスを追加します。

logging hostnameprefix hostname

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 5   

ホスト名プレフィックスロギングは、syslogサーバで受信
される syslogメッセージを並べ替えるときに便利です。

ヒント

（任意）syslog送信元アドレスを設定します。logging source-interface type
interface-path-id

ステップ 6   

•デフォルトでは、syslogサーバに送信された syslogメッセージに
は、ルータから出るために使用するインターフェイスの IPアド
レスが含まれています。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
• syslogメッセージがどのインターフェイスを使用してルータを出
るかにかかわらず、ルータから送信されるすべての syslogメッ
セージに同じ IPアドレスが含まれるように設定するには、この
コマンドを使用します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステップ 7   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに
変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終

了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。
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ロギングヒストリ表の設定

このタスクでは、ロギングヒストリ表を設定する方法を説明します。

概念の情報については、重大度, （364ページ）の項を参照してください。

はじめる前に

SNMP NMSへのメッセージのロギングは、snmp-server enable traps syslogコマンドでイネーブル
にします。 SNMPの詳細については、関連資料, （388ページ）の項を参照してください。

手順の概要

1. configure
2. logging history severity
3. logging history size number
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

5. show logging history

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

履歴ファイルに保存されてSNMPサーバに送信される syslogメッセー
ジのデフォルトの重大度を変更します。

logging history severity

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging history errors

ステップ 2   

•デフォルトでは、重大度がwarnings以下の syslogメッセージが
履歴ファイルに格納され、SNMPサーバに送信されます。

履歴テーブルに保存できる syslogメッセージの数を変更します。logging history size number

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging history size 200

ステップ 3   

•デフォルトでは、1つの syslogメッセージが履歴テーブルに格納
されます。

履歴テーブルが一杯になると（メッセージの数がこのコマ

ンドで指定した最大数に達すると）、新しいメッセージを

保存できるよう、最も古いメッセージがテーブルから削除

されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。

（任意）syslog履歴テーブルの状態についての情報を表示します。show logging history

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show
logging history

ステップ 5   

コンソール端末およびロギングバッファへのロギングの修正

このタスクでは、コンソール端末およびロギングバッファのロギングの設定を変更する方法を説

明します。

デフォルトでは、ロギングはイネーブルです。（注）
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手順の概要

1. configure
2. logging buffered [size | severity]
3. logging console [severity]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステッ

プ 1   

ロギングバッファを syslogメッセージの宛先として指定し、ロギングバッ
ファのサイズを設定し、ロギングバッファに送信される syslogメッセー
ジを重大度に基づいて制限します。

logging buffered [size | severity]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging buffered size 60000

ステッ

プ 2   

• size引数のデフォルトは 4096バイトです。

• severity引数のデフォルトは debuggingです。

• severity引数のキーワードオプションは、emergencies、alerts、
critical、errors、warnings、notifications、informational、debugging
です。

•デフォルトでは、severity引数の重大度や size引数のバッファサイズ
を指定せずにこのコマンドを入力すると、重大度が debuggingに、
バッファサイズが 4096バイトに設定されます。

コンソール端末に送信するメッセージを重大度に基づいて制限します。logging console [severity]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging console alerts

ステッ

プ 3   •デフォルトでは、syslogメッセージは informationalの重大度でコン
ソール端末のログに記録されます。

• severity引数のキーワードオプションは、emergencies、alerts、
critical、errors、warnings、notifications、informational、debugging
です。

• severity引数の重大度を指定せずにこのコマンドを入力すると、重大
度は informationalに設定されます。
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目的コマンドまたはアクション

logging console disableコマンドでコンソール端末へのロギング
がディセーブルにされている場合に、ロギングを再度イネーブ

ルにするには、このコマンドを使用します。

（注）

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステッ

プ 4   • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されま
す。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変
更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し
て、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミットされま
せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッショ
ンが継続します。コンフィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コンフィ
ギュレーションセッションを継続するには、commitコマンドを使用
します。

タイムスタンプの形式の修正

このタスクでは、syslogメッセージおよびデバッグメッセージのタイムスタンプ形式を変更する
方法を説明します。
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手順の概要

1. configure
2. 次のいずれかを実行します。

• service timestamps log datetime [localtime] [msec] [show-timezone]

• service timestamps log uptime

3. 次のいずれかを実行します。

• service timestamps debug datetime [localtime] [msec] [show-timezone]

• service timestamps debug uptime

4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

syslogメッセージのタイムスタンプ形式を変更します。次のいずれかを実行します。ステッ

プ 2   •• デフォルトでは、タイムスタンプはイネーブルです。デフォルト

のタイムスタンプ形式は month day HH:MM:SSです。
service timestamps log datetime
[localtime] [msec]
[show-timezone]

• service timestamps log datetimeコマンドを発行すると、日時のタイ
ムスタンプが付くように syslogメッセージが設定されます。• service timestamps log uptime

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

◦任意で localtimeキーワードを指定すると、タイムスタンプに
ローカルタイムゾーンが含まれます。

◦任意でmsecキーワードを指定すると、タイムスタンプにミリ
秒が含まれます。

service timestamps log datetime
localtime msec

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
service timestamps log uptime

◦任意で show-timezoneキーワードを指定すると、タイムスタン
プにタイムゾーン情報が含まれます。

• service timestamps log uptimeコマンドを発行すると、ルータが最後
にリブートされたときから経過した時間のタイムスタンプが付くよ

うに syslogメッセージが設定されます。
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目的コマンドまたはアクション

◦ service timestamps log uptimeコマンドでは、タイムスタンプ
をHHHH:MM:SSに設定します。これはルータが最後にリブー
トされたときからの時間を示します。

デバッグメッセージのタイムスタンプ形式を変更します。次のいずれかを実行します。ステッ

プ 3   •• デフォルトでは、タイムスタンプはイネーブルです。デフォルト

のタイムスタンプ形式は month day HH:MM:SSです。
service timestamps debug
datetime [localtime] [msec]
[show-timezone]

• service timestamps log datetimeコマンドを発行すると、日時のタイ
ムスタンプが付くようにデバッグメッセージが設定されます。

• service timestamps debug
uptime

◦任意で localtimeキーワードを指定すると、タイムスタンプに
ローカルタイムゾーンが含まれます。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
◦任意でmsecキーワードを指定すると、タイムスタンプにミリ
秒が含まれます。service timestamps debug datetime

msec show-timezone ◦任意で show-timezoneキーワードを指定すると、タイムスタン
プにタイムゾーン情報が含まれます。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
service timestamps debug uptime • service timestamps log uptimeコマンドを発行すると、ネットワーク

デバイスが最後にリブートされたときから経過した時間のタイムス

タンプが付くようにデバッグメッセージが設定されます。

キーワードや引数を指定せずに service timestampsコマンドを
入力すると、service timestamps debug uptimeコマンドと同じ
ように機能します。

ヒント

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステッ

プ 4   • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されま
す。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変
更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了
して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミットさ
れません。
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目的コマンドまたはアクション

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッショ
ンが継続します。コンフィギュレーションセッションは終了

せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマンド
を使用します。

タイムスタンプのディセーブル化

このタスクでは、syslogメッセージにタイムスタンプが含まれないようにする方法を説明します。

手順の概要

1. configure
2. 次のいずれかを実行します。

• service timestamps disable

• no service timestamps [debug | log] [datetime [localtime] [msec] [show-timezone]] | uptime]

3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

syslogメッセージにタイムスタンプが含まれないようにします。次のいずれかを実行します。ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

どちらのコマンドでも syslogメッセージのタイムスタンプ
をディセーブルにできますが、service timestamps disableコ
マンドを指定すると、設定にコマンドが保存されます。

service timestampsコマンドの no形式を指定すと、設定か
らコマンドが削除されます。

（注）• service timestamps disable

• no service timestamps [debug |
log] [datetime [localtime] [msec]
[show-timezone]] | uptime]

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求され
ます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが

終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終
了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミッ
トされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッション

は終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。

重複 syslog メッセージの抑制
このタスクでは、重複する syslogメッセージが連続してロギングされないようにする方法を説明
します。
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手順の概要

1. configure
2. logging suppress duplicates
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステップ 1   

重複する syslogメッセージが連続してロギングされないようにします。logging suppress duplicates

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
logging suppress duplicates

ステップ 2   

デバッグセッション中にこのコマンドがイネーブルの場合、切

り離して解決しようとしている問題に関する重要な情報を見落

とす可能性があります。こうした場合は、このコマンドをディ

セーブルにすることを検討してください。

注意

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されま
す。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに
変更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了

して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了
して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミットさ
れません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッショ
ンが継続します。コンフィギュレーションセッションは終了

せず、設定変更もコミットされません。
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目的コマンドまたはアクション

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマンド
を使用します。

リンクステータス syslog メッセージのロギングのディセーブル化
このタスクでは、論理リンクおよび物理リンクのりんくすてーたす syslogメッセージのロギング
をディセーブルにする方法を説明します。

リンクステータスメッセージのロギングをイネーブルにした場合、ルータで大量のリンクステー

タス（アップダウン）のシステムロギングメッセージが生成される場合があります。リンクス

テータス syslogメッセージのロギングをディセーブルにすると、ログに記録されるメッセージの
数を減らすことができます。

手順の概要

1. configure
2. logging events link-status disable
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステップ 1   

ソフトウェア（論理）リンクおよび物理リンクのリンクステータス syslog
メッセージのロギングをディセーブルにします。

logging events link-status disable

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステップ 2   

•物理リンクでは、リンクステータス syslogメッセージのロギングは
デフォルトでイネーブルです。

logging events link-status
disable
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目的コマンドまたはアクション

•論理リンクと物理リンクの両方で、リンクステータスsyslogメッセー
ジをイネーブルにするには、logging events link-status
software-interfacesコマンドを使用します。

•リンクステータス syslogメッセージを物理リンクでのみイネーブル
するには、no logging events link-statusコマンドを使用します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されま
す。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変
更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了
して、ルータがEXECモードに戻ります。変更はコミットされ
ません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッショ
ンが継続します。コンフィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマンド
を使用します。

システムロギングメッセージの表示

このタスクでは、ロギングバッファに保存されている syslogメッセージを表示する方法を説明し
ます。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）
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手順の概要

1. show logging
2. show logging location node-id
3. show logging process name
4. show logging string string
5. show logging start month day hh:mm:ss
6. show logging end month day hh:mm:ss

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ロギングバッファに保存されているすべての

syslogメッセージを表示します。
show logging

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging

ステップ 1   

指定されたノードからの syslogメッセージを表示
します。

show logging location node-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging location
0/1/CPU0

ステップ 2   

指定したプロセスに関連する syslogメッセージを
表示します。

show logging process name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging process
init

ステップ 3   

指定したストリングを含む syslogメッセージを表
示します。

show logging string string

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging string
install

ステップ 4   

指定した日時以降に生成されたロギングバッファ

内の syslogメッセージを表示します。
show logging start month day hh:mm:ss

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging start
december 1 10:30:00

ステップ 5   

指定した日時以前に生成されたロギングバッファ

内の syslogメッセージを表示します。
show logging end month day hh:mm:ss

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging end
december 2 22:16:00

ステップ 6   
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ローカルストレージデバイスへのシステムロギングメッセージのアー

カイブ

このタスクでは、ローカルストレージデバイス上のアーカイブに syslogメッセージを保存する方
法を説明します。

はじめる前に

（注） •ローカルストレージデバイスには、アーカイブファイルを格納するために利用できる十
分な領域が必要です。フラッシュディスクよりもハードディスクの容量の方が大きいた

め、syslogはハードディスクにアーカイブすることを推奨します。

•ストレージデバイスの syslogメッセージのアーカイブは、設定された重大度レベルのメッ
セージが 10 MBまたは 20480メッセージを超えたときにのみ開始されます。たとえば、
設定された重大度レベルが緊急の場合、重大度レベルが緊急の syslogメッセージが10MB
または 20480個記録された場合にのみアーカイブが開始されます。

手順の概要

1. configure
2. logging archive
3. device {disk0 | disk1 | harddisk}
4. frequency {daily | weekly}
5. severity severity
6. archive-length weeks
7. archive-size size
8. file-size size
9. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ロギングアーカイブコンフィギュレーションモードを開

始します。

logging archive

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging
archive

ステップ 2   

syslogのロギングに使用するデバイスを指定します。device {disk0 | disk1 | harddisk}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)#
device disk1

ステップ 3   

•この手順は必須です。デバイスが設定されていない場
合は、他のすべてのロギングアーカイブ設定が拒否さ

れます。

•フラッシュディスクよりもハードディスクの容量の方
が大きいため、syslogはハードディスクにアーカイブ
することを推奨します。

•デフォルトでは、ログは <device>/var/logのディレク
トリに作成されます

（任意）ログを収集する頻度を日次または週次で指定しま

す。デフォルトでは、ログは毎日収集されます。

frequency {daily | weekly}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)#
frequency weekly

ステップ 4   

（任意）アーカイブするログメッセージの最小重大度を指

定します。設定されたこのレベル以上の syslogメッセージ
severity severity

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)#
severity warnings

ステップ 5   

がすべてアーカイブされ、これらのレベルより小さいメッ

セージは除外されます。重大度は次のとおりです。

• emergencies

• alerts

• critical

• errors

• warnings

• notifications

• informational

• debugging

詳細については、Syslogメッセージの重大度の定義, （365
ページ）の項を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）アーカイブでアーカイブログが保持される最長週

数を指定します。保存期間がこの週数を超えるログは、自

動的にアーカイブから削除されます。

archive-length weeks

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)#
archive-length 6

ステップ 6   

デフォルトでは、アーカイブログは 4週間保存されます。

（任意）ストレージデバイス上にある syslogアーカイブの
最大合計サイズを指定します。このサイズを超過すると、

archive-size size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)#
archive-size 50

ステップ 7   

新しいログ用の領域を確保するため、アーカイブ内の最も

古いファイルが削除されます。

デフォルトのアーカイブサイズは 20 MBです。

（任意）アーカイブにある 1つのログファイルの最大ファ
イルサイズ（メガバイト単位）を指定します。この制限

file-size size

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)#
file-size 10

ステップ 8   

サイズに達すると、自動的に新しいファイルが作成され、

1つずつ順に大きいシリアル番号が付与されます。

デフォルトでは、最大ファイルサイズは 1メガバイトで
す。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 9   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

ロギングサービスを実装するための設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

コンソール端末およびロギングバッファへのロギングの設定：例

次の例では、ロギングバッファへのロギングがイネーブルであり、コンソール端末に送信される

syslogメッセージの重大度は critical重大度以下の syslogメッセージに制限され、ロギングバッ
ファのサイズが 60,000バイトに設定されているロギングの設定を示します。

!
logging console critical
logging buffered 60000
!

syslog メッセージの宛先の設定：例
次の例では、ロギングがコンソール端末以外の宛先に設定されているロギングの設定を示します。

この設定は次のようになります。

•コンソール端末以外の宛先に対するロギングはイネーブル。

• warnings重大度以下の syslogメッセージは syslogサーバホストに送信される。

• critical重大度より低い syslogメッセージは端末回線に送信される。

•ロギングバッファのサイズは 60,000バイトに設定される。

• IPアドレス 172.19.72.224の syslogサーバホストが syslogメッセージの受信先として設定さ
れる。

!
logging trap warnings
logging monitor critical
logging buffered 60000
logging 172.19.72.224
!
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ロギングヒストリ表の設定：例

次の例では、ロギングヒストリ表のサイズが 200エントリであり、ロギングヒストリ表に送信さ
れる syslogメッセージの重大度が errorsの重大度のメッセージに制限されているロギングの設定
を示します。

logging history size 200
logging history errors

タイムスタンプの修正：例

次の例では、month date HH:MM:SSタイムゾーンの形式に従うようにタイムスタンプが設定され
ているタイムスタンプの設定を示します。

service timestamps log datetime show-timezone

次の例では、HH:MM:SSミリ秒のタイムゾーンの形式に従うようにタイムスタンプが設定されて
いるタイムスタンプの設定を示します。

service timestamps log datetime msec show-timezone

ロギングアーカイブの設定：例

次の例では、ロギングアーカイブを設定する方法とアーカイブ属性を定義する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# device disk1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# frequency weekly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# severity warnings
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# archive-length 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# archive-size 50
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# file-size 10

次の作業
アラームログ相関を設定するには、『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルー
タシステムモニタリングコンフィギュレーションガイド』の「アラームおよびアラームログ相

関の実装とモニタリング」モジュールを参照してください。

その他の関連資料
次の項では、Cisco IOS XRソフトウェアへのロギングサービスの実装に関連する参考資料を紹介
します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「Logging Services Commands」モジュール

ロギングサービスコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーション
サービスルータシステムモニタリングコン

フィギュレーションガイド』の「Onboard
Failure Logging Commands」モジュール

オンボード障害ロギング（OBFL）コンフィギュ
レーション

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「Onboard Failure LoggingCommands」モジュー
ル

オンボード障害ロギング（OBFL）コマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「Alarm Management and Logging Correlation
Commands」モジュール

アラームおよびロギング相関コマンド

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーション
サービスルータシステムモニタリングコン

フィギュレーションガイド』の「アラームおよ

びアラームログ相関の実装とモニタリング」モ

ジュール

アラームおよびロギング相関コンフィギュレー

ションおよびモニタリングタスク

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「SNMP Commands」モジュール

SNMPコマンド

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーション
サービスルータシステムモニタリングコン

フィギュレーションガイド』の「Implementing
SNMP」モジュール

SNMPの設定作業

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

Cisco IOS XRのスタートアップマニュアル

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Command Reference』の
「Configuring AAA Services」モジュール

ユーザグループとタスク IDに関する情報
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBを
検索およびダウンロードするには、http://
cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。
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第 6 章

オンボード障害ロギング

OBFLは、現場交換可能ユニット（FRU）のブート、環境、および重大なハードウェアデータを
収集し、その情報を FRUの不揮発性メモリに保存します。この情報は、障害やエラーが発生し
たときにトラブルシューティング、テスティング、診断に使用され、ハードウェアのトラブル

シューティングと根本原因の分離解析をより正確に行えるようにします。保存されているOBFL
データは障害時に取得でき、カードがブートしなくてもアクセスできます。

OBFLはデフォルトでオンになっているため、カードをインストールするとただちにデータが収
集され保存されます。問題が発生すると、このデータから過去の環境条件、アップタイム、ダ

ウンタイム、エラー、その他の動作状態に関する情報が読み取られます。

OBFLはすべてのカードでデフォルトでアクティブになっています。 OBFLデータは FRUの
問題の診断および解決に使用されるため、明確な理由なしにOBFLを非アクティブ化しないで
ください。

注

意

OBFLコマンド、コンソールロギング、アラーム、ロギング相関については関連資料, （388
ページ）を参照してください。

（注）

OBFL の実装の機能履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

• 前提条件 , 392 ページ

• OBFLについて, 392 ページ

• OBFLの実装方法, 395 ページ

• OBFLの設定例 , 400 ページ
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• 次の作業, 401 ページ

• その他の関連資料, 401 ページ

前提条件
適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

OBFL について
ロギングサービスを実装するには、次の概念を理解する必要があります。

データ収集タイプ

OBFLはベースラインによって収集される情報とイベントによって生成される情報の両方を、サ
ポートされているそれぞれのOBFL対応カードの不揮発性メモリに収集して格納します。次のよ
うなデータが収集されます。

• FRUパーツシリアル番号

• OSのバージョン

•ブート時間

•実行時間合計（使用された時間）

•ブートステータス

•ブート時の温度と電圧

•温度と電圧の履歴

•その他のボード特有のエラー

このデータは 2つの異なる方法で収集されます。ベースラインデータ収集とイベントによって生
成されるデータ収集です。

ベースラインデータ収集

ベースラインデータは、ハードウェアやソフトウェアの障害とは関係なく保存されます。次の内

容が含まれています。
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詳細データ型

初期ブート時および過去 9回のブートで格納さ
れたシャーシ名とスロット番号です。

インストール

吸気口と高温ポイントの温度は、ブート後 10
分記録されます。

温度

はじめにインストールされてからの実行時間の

合計です。これは 30分間隔でローカルルータ
の時計に基づきます。

実行時間

イベントによって生成されるデータ収集

イベントによって生成されるデータには、カードエラーイベントもあります。障害イベントは、

カードクラッシュ、メモリエラー、ASICリセット、および類似症状を示すハードウェア障害で
す。

詳細データ型

吸気口と高温ポイントの温度エ

ラー

温度エラー環境エラー

+5、MBUS+5、+3.3、+2.2電圧
エラー

電圧エラー

次のような温度または電圧のイ

ベントが発生すると、環境の読

み取りがログに記録されます。

•通常の範囲を超過

• 10%を超える変更

•範囲内で 5分を超えて返
される

リブートすると、これらの環境

読み込みは 1つの環境履歴レ
コードに統合されます。このレ

コードには、環境読み込みの連

続したセットの期間と通常範囲

の超過量が示されます。
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詳細データ型

OBFLロギングがグローバルコ
ンフィギュレーションモード

や管理コンフィギュレーション

モードで hw-module {all |
subslot node-id} logging onboard
disableコマンドを使ってディ
セーブルにされた時刻です。

ディセーブルカレンダー時間

OBFLロギングがEXECモード
や管理EXECコンフィギュレー
ションモードでclear logging
onboardコマンドを使ってクリ
アされた時刻です。

クリア済み

ラインカードの合計実行時間が

EXECモードや管理EXECモー
ドで clear logging onboardコマ
ンドを使ってゼロにリセットさ

れた時刻です。

0にリセット

サポート対象のカードとプラットフォーム

OBFLデータ収集はサポートされています。

OBFLデータストレージに利用できる十分な不揮発性メモリが搭載されている FRUではOBFLが
サポートされます。たとえば、プロセッサでは OBFLがサポートされています。

表 34：カードタイプごとの OBFL サポート

Cisco ASR 9000 Series Routerカードタイプ

サポートありルートスイッチプロセッサ（RSP）

未サポート電源装置カード：AC整流モジュールおよびDC
電源入力モジュール（PEM）

サポートありファンコントローラカード

未サポート共有ポートアダプタ（SPA）
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Syslog メッセージの重大度の定義
デフォルトでは、アラートメッセージおよび緊急メッセージの OBFLデータが収集されます。

OBFL の実装方法
OBFLロギングはルータに設定されています。新しいノードを挿入し、そのスロットまたはすべ
てのスロットで OBFLをイネーブルにすると、新しいノードで OBFLがイネーブルになります。
ルータからカードを取り外して別のルータに挿入すると、そのカードは新しいルータで OBFL設
定を有効にします。

ここでは、次の手順について説明します。

OBFL のイネーブル化またはディセーブル化
OBFLはすべてのノードでデフォルトでイネーブルであり、指定したノードまたはすべてのノー
ドでディセーブルにするまでアクティブです。

OBFLデータは FRUの問題の診断および解決に使用されるため、明確な理由なしに OBFLを
非アクティブ化しないでください。

注意

OBFLをイネーブルまたはディセーブルにする以外に設定要件はありません。

手順の概要

1. admin
2. configure
3. hw-module {all | subslot node-id} logging onboard [disable | severity {alerts | emergencies}]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

管理 EXECモードを開始します。admin

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

管理コンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
configure

ステップ 2   

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)#

OBFLストレージデバイスのログに記録される syslogメッセージ
の重大度を設定します。

hw-module {all | subslot node-id} logging
onboard [disable | severity {alerts |
emergencies}]

ステップ 3   

• OBFLストレージデバイスのログに記録される syslogメッ
セージの重大度を指定するには、severityキーワードを使用
します。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)#
hw-module all logging onboard
severity alerts

•緊急 syslogメッセージとアラート syslogメッセージの両方を
ログに記録するように指定するには、alertsキーワードを使
用します。デフォルトは alertsキーワードです。

•緊急 syslogメッセージだけをログに記録するように指定する
には、emergenciesキーワードを使用します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。
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メッセージの重大度の設定

このタスクを実行して、メッセージの重大度を設定します。

手順の概要

1. admin
2. configure
3. hw-module {all | subslot node-id} logging onboard [disable | severity {alerts | emergencies}]
4. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

管理 EXECモードを開始します。admin

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステップ 1   

管理コンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
configure

ステップ 2   

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)#

OBFLストレージデバイスのログに記録される syslogメッセージ
の重大度を設定します。

hw-module {all | subslot node-id} logging
onboard [disable | severity {alerts |
emergencies}]

ステップ 3   

• OBFLストレージデバイスのログに記録される syslogメッ
セージの重大度を指定するには、severityキーワードを使用
します。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)#
hw-module all logging onboard
severity alerts

•緊急 syslogメッセージとアラート syslogメッセージの両方を
ログに記録するように指定するには、alertsキーワードを使
用します。デフォルトは alertsキーワードです。

•緊急 syslogメッセージだけをログに記録するように指定する
には、emergenciesキーワードを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 4   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータがEXECモードに戻ります。変更は
コミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

OBFL のモニタリングおよびメンテナンス
OBFLのステータスと OBFLが収集したデータを表示するには、この項に説明されているコマン
ドを使用します。これらのコマンドは EXECまたは管理 EXECモードで入力します。

手順の概要

1. admin
2. show logging onboard [all | cbc {dump-all | dump-range {start-address | end-address |most-recent

{fans fan-tray-slot | [location node-id]} | diagnostic | environment | error | temperature | uptime |
verbose | voltage] [continuous | historical | static-data] [detail | raw | summary] [location node-id]

3. show processes include obfl
4. show running-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

管理 EXECモードを開始します。admin

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステップ 1   

すべてのノードまたは指定したノードの保存さ

れている OBFLデータを表示します。
show logging onboard [all | cbc {dump-all | dump-range
{start-address | end-address |most-recent {fans
fan-tray-slot | [location node-id]} | diagnostic |

ステップ 2   

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Monitoring Command Reference』の

environment | error | temperature | uptime | verbose |
voltage] [continuous | historical | static-data] [detail |
raw | summary] [location node-id] 「Onboard Failure Logging Commands」モジュー

ルを参照してください。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show logging onboard
uptime

OBFL環境モニタプロセスが動作していること
を確認します。

show processes include obfl

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show processes include obfl

ステップ 3   

OBFLコンフィギュレーションのステータスを
表示します。

show running-config

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config

ステップ 4   

OBFL データのクリア
特定のカードまたはすべてのカードの OBFLデータをすべて消去するには、次のコマンドを使用
します。

clear logging onboard [all | cbc {dump-all | dump-range {start-address | end-address |most-recent {fans
fan-tray-slot | [location node-id]} | corrupted-files | diagnostic | environment | error | poweron-time |
temperature | uptime | voltage] [location node-id]

clear logging onboardコマンドは、1つのノードまたはすべてのノードから、すべての OBFL
データを完全に削除します。OBFLデータはFRUの問題の診断および解決に使用されるため、
明確な理由なしに OBFLログをクリアしないでください。

注意
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OBFLがカード上でアクティブに実行されている場合、clear logging onboardコマンドを発行
すると、後で破損したログや不完全なログが生成されることがあります。OBFLは必ず、この
コマンドを発行する前にディセーブルにしてください。

注意

詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Monitoring Command
Reference』の「Onboard Failure Logging Commands」モジュールを参照してください。

OBFL の設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

OBFL のイネーブル化とディセーブル化：例
次の例は、OBFLをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module all logging onboard disable

次の例は、OBFLを再度イネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# no hw-module all logging onboard disable

次の例は、OBFLがイネーブルになっており、メッセージの重大度がデフォルトにリセットされ
ていることを示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# no hw-module all logging onboard

メッセージの重大度の設定：例

次の例は、重大度が 0（emergency）に設定されている syslogメッセージだけをストレージデバイ
スに保存する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module subslot 0/2/CPU0 logging onboard severity
emergencies

次の例は、重大度が 0（emergency）および 1（alert）に設定されている syslogメッセージをスト
レージデバイスに保存する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module subslot 0/2/CPU0 logging onboard severity
alerts
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OBFL メッセージのクリア：例
次の例では、システム内のすべてのノードの OBFLメッセージがすべてクリアされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# clear logging onboard

OBFL データの表示：例
次の例では、OBFL機能からアップタイム情報を表示する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show logging onboard uptime detail location 0/7/cpu0

-------------------------------------------------------------------------------
UPTIME CONTINUOUS DETAIL INFORMATION (Node: node0_7_CPU0)
-------------------------------------------------------------------------------
The first record : 01/05/2009 00:58:41
The last record : 01/17/2007916:07:13
Number of records : 478
File size : 15288 bytes
Current reset reason : 0x00
Current uptime : 0 years 0 weeks 0 days 3 hours 0 minutes
-------------------------------------------------------------------------------
Time Stamp |
MM/DD/YYYY HH:MM:SS | Users operation
-------------------------------------------------------------------------------
01/05/2009 01:44:35 File cleared by user request.
-------------------------------------------------------------------------------

次の作業
アラームログ相関を設定するには、『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルー
タシステムモニタリングコンフィギュレーションガイド』の「アラームおよびアラームログ相

関の実装とモニタリング」モジュールを参照してください。

その他の関連資料
次の項では、Cisco IOS XRソフトウェアへのロギングサービスの実装に関連する参考資料を紹介
します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「Logging Services Commands」モジュール

ロギングサービスコマンドリファレンス
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーション
サービスルータシステムモニタリングコン

フィギュレーションガイド』の「Onboard
Failure Logging Commands」モジュール

オンボード障害ロギング（OBFL）コンフィギュ
レーション

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「Onboard Failure LoggingCommands」モジュー
ル

オンボード障害ロギング（OBFL）コマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「Alarm Management and Logging Correlation
Commands」モジュール

アラームおよびロギング相関コマンド

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーション
サービスルータシステムモニタリングコン

フィギュレーションガイド』の「アラームおよ

びアラームログ相関の実装とモニタリング」モ

ジュール

アラームおよびロギング相関コンフィギュレー

ションおよびモニタリングタスク

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring Command Reference』の
「SNMP Commands」モジュール

SNMPコマンド

『Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーション
サービスルータシステムモニタリングコン

フィギュレーションガイド』の「Implementing
SNMP」モジュール

SNMPの設定作業

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

Cisco IOS XRのスタートアップマニュアル

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Command Reference』の
「Configuring AAA Services」モジュール

ユーザグループとタスク IDに関する情報
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBを
検索およびダウンロードするには、http://
cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。
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第 7 章

パフォーマンス管理の実装

Cisco IOS XRソフトウェアでのパフォーマンス管理（PM）には、次のタスクを実行するための
フレームワークが用意されています。

•データを保管および取得するために PM統計情報を収集してTFTPサーバにエクスポートす
る

•拡張マークアップ言語（XML）のクエリを使用してシステムをモニタする

•しきい値条件が一致するときにシステムロギングメッセージを生成するしきい値条件を設
定する

PMシステムでは、システムリソースの使用率をグラフ化して、容量を計画したり、トラフィッ
クエンジニアリングに使用したり、傾向を分析したりするために役立つデータを収集します。

Cisco IOS XRソフトウェアでの PMおよびこのモジュールの一覧で示されている PMコマンド
の詳細については、このモジュールの関連資料, （448ページ）の項を参照してください。

（注）

パフォーマンス管理の実装の機能履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

• パフォーマンス管理を実装する前提条件 , 406 ページ

• Cisco IOS XRソフトウェアのパフォーマンス管理の実装に関する情報, 406 ページ

• パフォーマンス管理の実装方法, 434 ページ

• パフォーマンス管理を実装するための設定例, 447 ページ

• その他の関連資料, 448 ページ
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パフォーマンス管理を実装する前提条件
ネットワークオペレーションセンター（NOC）にパフォーマンス管理を導入する前に、次の前提
条件を満たしていることを確認します。

•管理ソフトウェアのパッケージインストールエンベロープ（PIE）インストールしてアク
ティブにする必要があります。

オプションのPIEインストールの詳細については、『CiscoASR9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』を参照してください。

•適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している
必要があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれ
ます。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA
管理者に連絡してください。

• TFTPサーバへの接続が必要です。

Cisco IOS XR ソフトウェアのパフォーマンス管理の実装に
関する情報

パフォーマンス管理を実装するには、次の概念を理解する必要があります。

PM 機能の概要
PMフレームワークは次の 2つの主なコンポーネントで構成されています。

• PM統計情報サーバ

• PM統計情報収集機能

PM 統計情報サーバ
PM統計情報サーバは統計情報収集、エンティティインスタンスモニタリング収集、しきい値モ
ニタリングのフロントエンドです。コマンドラインインターフェイス（CLI）またはXMLスキー
ムから設定されたすべてのPM統計情報収集およびしきい値条件は、PM統計情報サーバによって
処理され、PM統計情報機能に分散されます。

PM 統計情報収集機能
PM統計情報収集機能ではエンティティインスタンスから統計情報を収集し、そのデータをメモ
リに格納します。プロセスの再起動時に情報を利用できるように、メモリの内容のチェックポイ
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ントが行われます。さらに、PM統計情報の収集機能は、XMLエージェントおよび TFTPサーバ
への動作データのエクスポートを担当します。

図 7：PMコンポーネントの通信, （407ページ）は、PMシステムを構成するコンポーネントの関
係を表しています。

図 7：PM コンポーネントの通信

PM の利点
PMシステムには次の利点があります。

•データ収集ポリシーを設定可能

• TFTPを経由してバイナリ形式で統計データを効率的に転送

•エンティティインスタンスモニタリングをサポート

•しきい値モニタリングをサポート

•プロセスの再起動時およびプロセッサのフェールオーバー時にデータの一貫性を確保
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PM 統計情報収集の概要
PM統計情報収集では、はじめにPMシステム内にあるエンティティのすべてのインスタンスに関
連付けられているすべての属性から統計情報を収集します。次に、統計データをバイナリファイ

ル形式でTFTPサーバにエクスポートします。たとえば、マルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLS）ラベル配布プロトコル（LDP）統計情報収集では、ルータ上のすべてのMPLSLDPセッ
ションに関連付けられているすべての属性から統計データを収集します。

この表では、PMシステムのエンティティおよび関連インスタンスを一覧で示します。

表 35：エンティティクラスおよび関連付けられているインスタンス

インスタンスエンティティクラス

ネイバーまたはピアBGP

Interfacesインターフェイスデータレート

Interfacesインターフェイス汎用カウンタ

LDPセッションMPLS LDP

ノードノード CPU

ノードノードメモリ

プロセスノードプロセス

プロセスOSPFv2

プロセスOSPFv3

PMシステムを構成するエンティティに関連付けられているすべての属性のリストについては、
表 43：属性と値, （423ページ）を参照してください。

（注）

PM 統計情報収集テンプレート
PM統計情報収集は、PM統計情報収集テンプレートから設定されます。 PM統計情報収集テンプ
レートには、エンティティ、サンプル間隔、TFTPサーバにデータをエクスポートするまでに実行
されるサンプリング動作の回数が含まれます。 PM統計情報収集テンプレートがイネーブルの場
合、PM統計情報収集は、テンプレートに設定されているエンティティに関連付けられているすべ
てのインスタンスからの属性の統計情報を収集します。
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PM 統計情報収集テンプレートを作成するガイドライン
PM統計情報テンプレートの作成時は、次のガイドラインに従ってください。

• PM統計情報収集テンプレートを作成するには、performance-mgmt statisticsコマンドを使用
します。

•特定のエンティティに複数のテンプレートを定義できます。ただし、特定のエンティティに
一度にイネーブルにできる PM統計情報テンプレートは 1つだけです。

•テンプレートの設定時には、テンプレートの名前を付ける必要があります。defaultキーワー
ドを使用して、エンティティのテンプレートをデフォルトのテンプレートとして設定できま

す。または、templateキーワードと template-name引数を指定して、テンプレートに名前を付
けることができます。デフォルトテンプレートには、次のデフォルト設定が含まれていま

す。

◦ 10分のサンプル間隔。

◦ 5つのサンプリング動作のサンプルサイズ。

•サンプル間隔およびサンプルサイズをテンプレートに設定します。

◦サンプル間隔は、サンプリングサイクル中に実行されるサンプリング動作の頻度を設定
します。 sample-intervalキーワードおよび minutes引数を指定して、サンプル間隔を設
定できます。範囲は 1～ 60分です。デフォルトは 10分です。

◦ sample sizeでは、データを TFTPサーバにエクスポートする前に実行されるサンプリン
グ動作の数を設定します。 sample-sizeキーワードおよびminutes引数を指定して、サン
プルサイズを設定できます。範囲は 1～ 60サンプルです。デフォルトは 5サンプルで
す。

•エクスポートサイクルでは、PM統計情報収集データが TFTPサーバにエクスポートされる
頻度を決定します。エクスポートサイクルは、サンプル間隔にサンプルサイズを掛け合わ

せて計算します（サンプル間隔 xサンプルサイズ =エクスポートサイクル）。たとえば、
サンプル間隔の頻度が 10分に設定されており、サンプルサイズが 5回のサンプリング動作
に設定されているとします。この場合、5回のサンプリング動作の合計は、10分ごとに 1回
のサンプリング動作の頻度で実行されます。このサイクルはサンプリングサイクルと呼ば

れます。これらのサンプルから収集されるデータが含まれるバイナリファイルは、50（5 x
10）分ごとにTFTPサーバにエクスポートされます。このサイクルはエクスポートサイクル
と呼ばれます。

小さいサンプル間隔を指定すると CPU使用率が増加し、大きいサンプルサイズを指定すると
メモリ使用率が増加します。そのため、システムのオーバーロードを防ぐために、サンプル

サイズとサンプル間隔の調整が必要になる場合があります。

注意
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PM 統計情報収集テンプレートをイネーブル化およびディセーブル化するガイドラ
イン

PM統計情報テンプレートのイネーブル時は、次のガイドラインに従ってください。

• PM統計情報収集テンプレートをイネーブルするには、performance-mgmt apply statisticsコ
マンドを使用します。

•特定のエンティティで一度にイネーブルにできるのは 1つの PM統計情報収集テンプレート
だけです。

performance-mgmt enable statisticsコマンドを使って PM統計情報収集テンプレートをイネー
ブルにすると、データ収集は 1つサンプリングサイクルを開始します。

（注）

•テンプレートをイネーブルにすると、performance-mgmt apply statisticsコマンドの no形式
でテンプレートをディセーブルにするまで、サンプリングとエクスポートのサイクルは継続

されます。

•次のエンティティの PM統計情報収集をイネーブルまたはディセーブルにするときには、
locationキーワードと node-id引数を使って場所を指定するか、location allキーワードを指定
する必要があります。

◦ノード CPU

◦ノードメモリ

◦ノードプロセス

locationキーワードと node-id引数は、指定したノードの PM統計情報収集をイネーブルにし
ます。 node-id引数は rack/slot/moduleの形式で入力します。 location allキーワードでは、す
べてのノードの PM統計情報収集をイネーブルにします。

•特定の期間の特定のエンティティに関する PM統計情報の収集は 1件だけイネーブルにでき
るため、PM統計情報の収集をディセーブルにする際は、defaultキーワードまたは template
キーワードと template-name引数でテンプレート名を指定する必要はありません。

バイナリファイル形式

次のサンプルでは、バイナリファイル形式を説明します。

Version : 4 Bytes
NoOf Entities : 1 Byte (e.g. . 4 )
Entity Identifier : 1 Byte (e.g NODE=1,Interface=2,BGP=3)
Options :2 Bytes
NoOf SubEntities :1 Byte (2)
SubEntity Identifier :1 Byte (e.g BGP-PEERS )
Time Stamp 4 Bytes (Reference Time : Start Ref Time)
No Of Instances :2 Byte (e.g 100)
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Key Instance :Variable
NoOfSamples: 1 Byte (e.g 10 Samples)

SampleNo : 1 Byte (e.g Sample No 1)
Time Stamp 4 Bytes (Sample Time)

StatCounterName :1 Byte (PeerSessionsEst=1)
StatCounterValue :8 Bytes ( for all counters)
Repeat for Each StatCounterName

Repeat for Each Sample No(Time Interval)
Repeat for All Instances

Repeat for All SubTypes
Repeat for All Entities

エンティティのバイナリファイル ID 割り当て、サブエンティティ、統計情報カウ
ンタ名

この表では、バイナリファイルでのさまざまな値の割り当ておよびキーを説明します。

表 36：バイナリ形式の値とキー

統計情報カウンタキーサブエンティティエンティティ

表37：エンティティと
サブエンティティでサ

ポートされる統計情報

カウンタ, （412ペー
ジ）を参照してくださ

い。

CPUキー <Node ID>CPU（1）ノード（1）

メモリキー <Node ID>メモリ（2）

ノードプロセスキー
<NodeProcessID>

プロセス（3）

汎用カウンタキー
<ifName>

汎用カウンタ（1）インターフェイス（2）

データレートカウンタ

キー <ifName>
データレートカウンタ

（2）

ピアキー <IpAddress>ピア（1）BGP（3）

—予約済み（1）MPLS（4）

—予約済み（2）

LDPセッションキー
<IpAddress>

LDP（4）

インスタンス
<process_instance>

v2protocol（1）OSPF（5）
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統計情報カウンタキーサブエンティティエンティティ

インスタンス
<process_instance

v3protocol（2）

<ifName>：長さの値は変数です。最初の 2バイトにはインスタンス IDのサイズが含まれま
す。その次にインスタンス ID文字列（インターフェイス名）が続きます。

<IpAddress>：IPアドレスが含まれる 4バイトです。

<NodeProcessID>：64ビットのインスタンス IDです。最初の 32ビットにはノード IDが含ま
れ、次の 32ビットにはプロセス IDが含まれます。

<NodeID>：ノード IDが含まれる 32ビットインスタンスです。

<process_instance>：長さの値は変数です。最初の 2バイトにはインスタンス IDのサイズが含
まれ、その次にインスタンス ID文字列（プロセス名）が続きます。

（注）

括弧の中の数字（表 36：バイナリ形式の値とキー, （411ページ）の各エンティティとサブエ
ンティティに関連付けられている数字）は、TFTPファイルに表示されるエンティティ IDとサ
ブエンティティ IDを表します。

（注）

この表では、エンティティとサブエンティティのバイナリファイルに収集される、サポート対象

の統計情報カウンタを説明します。

表 37：エンティティとサブエンティティでサポートされる統計情報カウンタ

統計情報カウンタサブエンティティエンティティ

AverageCPUUsed、NoProcessesCPU（1）ノード（1）

CurrMemory、PeakMemoryメモリ（2）

PeakMemory、
AverageCPUUsed、NoThreads

プロセス（3）
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統計情報カウンタサブエンティティエンティティ

InPackets、InOctets、
OutPackets、OutOctets、
InUcastPkts、InMulticastPkts、
InBroadcastPkts、OutUcastPkts、
OutMulticastPkts、
OutBroadcastPkts、
OutputTotalDrops、
InputTotalDrops、
InputQueueDrops、
InputUnknownProto、
OutputTotalErrors、
OutputUnderrun、
InputTotalErrors、InputCRC、
InputOverrun、InputFrame

汎用カウンタ（1）インターフェイス（2）

InputDataRate、
InputPacketRate、
OutputDataRate、
OutputPacketRate、
InputPeakRate、InputPeakPkts、
OutputPeakRate、
OutputPeakPkts、Bandwidth

データレートカウンタ（2）

InputMessages、
OutputMessages、
InputUpdateMessages、
OutputUpdateMessages、
ConnEstablished、
ConnDropped、ErrorsReceived、
ErrorsSent

ピア（1）BGP（3）
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統計情報カウンタサブエンティティエンティティ

TotalMsgsSent、
TotalMsgsRcvd、InitMsgsSent、
InitMsgsRcvd、
AddressMsgsSent、
AddressMsgsRcvd、
AddressWithdrawMsgsSent、
AddressWithdrawMsgsRcvd、
LabelMappingMsgsSent、
LabelMappingMsgsRcvd、
LabelWithdrawMsgsSent、
LabelWithdrawMsgsRcvd、
LabelReleaseMsgsSent、
LabelReleaseMsgsRcvd、
NotificationMsgsSent、
NotificationMsgsRcvd
KeepAliveMsgsSent、
KeepAliveMsgsRcvd

LDP（4）MPLS（4）

InputPackets、OutputPackets、
InputHelloPackets、
OutputHelloPackets、
InputDBDs、InputDBDsLSA、
OutputDBDs、
OutputDBDsLSA、
InputLSRequests、
InputLSRequestsLSA、
OutputLSRequests、
OutputLSRequestsLSA、
InputLSAUpdates、
InputLSAUpdatesLSA、
OutputLSAUpdates、
OutputLSAUpdatesLSA、
InputLSAAcks、
InputLSAAcksLSA、
OutputLSAAcks、
OutputLSAAcksLSA、
ChecksumErrors

v2protocol（1）OSPF（5）
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統計情報カウンタサブエンティティエンティティ

InputPackets、OutputPackets、
InputHelloPackets、
OutputHelloPackets、
InputDBDs、InputDBDsLSA、
OutputDBDs、
OutputDBDsLSA、
InputLSRequests、
InputLSRequestsLSA、
OutputLSRequests、
OutputLSRequestsLSA、
InputLSAUpdates、
InputLSAUpdatesLSA、
OutputLSAUpdates、
OutputLSAUpdatesLSA、
InputLSAAcks、
InputLSAAcksLSA、
OutputLSAAcks、
OutputLSAAcksLSA

v3protocol（2）

バイナリファイルに適用されるファイルの命名規則

次のファイルの命名規則は、TFTPサーバに設定されているディレクトリの場所に送信される PM
統計情報収集に適用されます。

<LR_NAME>_<EntityName>_<SubentityName>_<TimeStamp>

PM エンティティインスタンスモニタリングの概要
エンティティインスタンスモニタリングでは、特定のエンティティインスタンスに関連付けら

れている属性から統計情報を収集します。エンティティインスタンスのモニタリングがイネーブ

ルな場合、PMシステムは指定したエンティティインスタンスに関連する属性の統計情報だけを
収集します。PMシステムでは、モニタリング対象のエンティティのPM統計情報収集テンプレー
トで設定されているサンプリングサイクルを使用します。ただし、エンティティインスタンス

モニタリングは、PM統計情報収集のプロセスとは別のプロセスです。そのため、PM統計情報収
集とは連携しません。さらに、エンティティインスタンスモニタリング収集からのデータは PM
統計情報収集から独立しています。 PM統計情報収集とは異なり、エンティティインスタンスモ
ニタリングからのデータは TFTPサーバにエクスポートされません。

エンティティインスタンスモニタリングからのデータは XMLインターフェイスからのみ取
得できます。

（注）
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この表では、BGPエンティティインスタンスのエンティティインスタンスモニタリングをイネー
ブルにするために使用されるコマンドを説明します。

表 38：BGP エンティティインスタンスモニタリング

コマンドについてエンティティ

BGPエンティティインスタンスのエンティティインスタンスモニ
タリングをイネーブルするには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで performance-mgmt apply monitor bgp コマンドを使用
します。

構文：

performance-mgmt
apply monitor
bgp

ip-address
template-name | default}

RP/0/RSP0/CPU0:routerrouter(config)# performance-mgmt apply
monitor bgp 10.12.0.4 default

BGP

この表では、インターフェイスエンティティインスタンスのエンティティインスタンスモニタ

リングをイネーブルにするために使用されるコマンドを説明します。

表 39：インターフェイスエンティティインスタンスモニタリング

コマンドの説明エンティティ

インターフェイスデータレートエンティティインスタンスのエ

ンティティインスタンスモニタリングをイネーブルするには、グ

ローバルコンフィギュレーションモードで performance-mgmt
apply monitor data-rates コマンドを使用します。

構文：

performance-mgmt
apply
monitor
interface
data-rates
type
interface-path-id {template-name |
default}

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply monitor
interface data-rates gigabitethernet 0/2/0/0 default

インターフェイスデータ

レート
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コマンドの説明エンティティ

インターフェイス汎用カウンタエンティティインスタンスのエン

ティティインスタンスモニタリングをイネーブルするには、グ

ローバルコンフィギュレーションモードで performance-mgmt
apply monitor interface generic-counters コマンドを使用します。

構文：

performance-mgmt
apply
monitor
interface
generic-counters
type
interface-path-id {template-name |
default}

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply monitor
interface generic-counters gigabitethernet 0/2/0/0 default

インターフェイス汎用カウ

ンタ

この表では、MPLSエンティティインスタンスのエンティティインスタンスモニタリングをイ
ネーブルにするために使用されるコマンドを説明します。

表 40：MPLS エンティティインスタンスモニタリング

コマンドの説明エンティティ

MPLS LDPエンティティインスタンスのエンティティインスタン
スモニタリングをイネーブルするには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで performance-mgmt apply monitor mpls ldp コ
マンドを使用します。

構文：

performance-mgmt
apply monitor
mpls
ldp
ip-address {template-name |

default}
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply monitor
mpls ldp 10.34.64.154 default

MPLS LDP

この表では、ノードエンティティインスタンスのエンティティインスタンスモニタリングをイ

ネーブルにするために使用されるコマンドを説明します。
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表 41：ノードエンティティインスタンスモニタリング

コマンドの説明エンティティ

ノード CPUエンティティインスタンスのエンティティインスタ
ンスモニタリングをイネーブルするには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで performance-mgmt apply monitor node
cpu コマンドを使用します。

構文：

performance-mgmt
apply
monitor
node
cpu
location
node-id {template-name |

default}
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply monitor
node cpu location 0/RP1/CPU0 default

ノード CPU

ノードメモリエンティティインスタンスのエンティティインス

タンスモニタリングをイネーブルするには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで performance-mgmt apply monitor node
memory コマンドを使用します。

構文：

performance-mgmt
apply
monitor
node
memory
location
node-id {template-name |

default}
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply monitor
node memory location 0/RP1/CPU0 default

ノードメモリ

ノードプロセスエンティティインスタンスのエンティティイン

スタンスモニタリングをイネーブルするには、グローバルコン

フィギュレーションモードで performance-mgmt apply monitor
node process コマンドを使用します。

構文：

performance-mgmt
apply monitor node
process
location
node-id
pid {template-name | default}

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply monitor
node process location p 0/RP1/CPU0 275 default

ノードプロセス
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PM しきい値モニタリングの概要
PMシステムでは、しきい値条件を設定して、しきい値違反の属性をモニタできます。しきい値
条件は PMしきい値モニタリングテンプレートから設定されます。 PMしきい値テンプレートが
イネーブルの場合、PMシステムはテンプレートに設定されているしきい値条件の属性のインスタ
ンスをすべてモニタします。サンプル間隔の最後にしきい値条件が一致すると、PMシステムで
はしきい値条件に一致したそれぞれのインスタンスにシステムロギングメッセージを生成しま

す。

PM しきい値モニタリングテンプレートを作成するガイドライン
PMしきい値テンプレートの作成時は、次のガイドラインに従ってください。

• PMしきい値テンプレートを作成するには、 performance-mgmt thresholdsコマンドを使用し
ます。

•エンティティを entity引数で指定します。

• 1つのエンティティに複数の PMしきい値テンプレートを定義できます。だたし、一度にイ
ネーブルにできる PMしきい値テンプレートは 1つだけであることに注意してください。

•エンティティのテンプレートを設定するときにその名前を指定します。 defaultキーワード
を使用して、テンプレートをデフォルトのテンプレートとして設定できます。または、

template キーワードと template-name引数を指定して、テンプレートに名前を付けることが
できます。デフォルトテンプレートのデフォルト設定は 10分のサンプル間隔です。

•しきい値違反をモニタリングするエンティティに関連付けられる属性を attribute引数で指定
します。

各エンティティに関連付けられる属性のリストについては、表 43：属性と値, （423ページ）
を参照してください。

（注）

• sample-intervalキーワードおよび interval引数を指定して、PMしきい値モニタリングのサン
プル間隔を設定します。サンプル間隔は、属性のインスタンスがしきい値条件に一致するか

どうかを判断するまでに PMシステムが待機する頻度（分単位）を設定します。

•モニタリングする属性のしきい値条件を指定します。しきい値条件は、属性、動作、しきい
値から構成されます。しきい値条件は属性のすべてのインスタンスに適用されます。
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PMしきい値テンプレートには、複数のしきい値条件を含めることができます。モニタする各
しきい値条件を定義し、 performance-mgmt thresholdsコマンドを使用して、指定したテンプ
レートにそのしきい値条件を適用する必要があります。

（注）

•しきい値条件で実行される動作を指定します。サポートされる動作は次のとおりです。

◦ EQ：等しい

◦ GE：より大きいまたは等しい

◦ GT：より大きい

◦ LE：より小さいまたは等しい

◦ LT：より小さい

◦ NE：等しくない

◦ RG：範囲外

•値を value引数で指定します。 value引数を指定すると、PMシステムはしきい値条件を絶対
値として認識し、各サンプル間隔の後に属性のインスタンスのいずれかがしきい値条件と一

致するかどうかを判断します。 RGキーワードを指定して範囲外の動作を指定する場合、範
囲を指定する値のペアを指定する必要があります。

•任意の percent キーワードを指定する場合、 value 引数は 0から 100のパーセンテージとし
て表す必要があります。 value 引数と percent キーワードを指定して値をパーセンテージと
して表すと、しきい値条件は現在および以前のサンプル間で属性のそれぞれのインスタンス

値の差分をパーセンテージで比較します。

•任意で rearm toggleキーワードや rearm windowキーワードおよび window-size引数を指定で
きます。

◦ rearm toggle：属性のインスタンスがしきい値条件と一致したときに、属性のインスタ
ンスのシステムロギングメッセージを抑制します。連続するサンプル間隔では、属性

のインスタンスがしきい値条件に一致しないようになるまで、属性のそのインスタンス

のシステムロギングメッセージは抑制されます。

◦ rearm window window-size：属性のインスタンスがしきい値条件に一致する場合、
window-size引数に指定された間隔で、システムロギングメッセージを抑制します。

しきい値条件が満たされているかどうかをPMシステムで決定する方法の詳細
については、表 42：しきい値条件が満たされているかどうかを PMシステム
で決定する方法, （420ページ）を参照してください。

（注）

この表では、しきい値条件が一致するかどうかをPMシステムが決定する方法を説明します。
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表 42：しきい値条件が満たされているかどうかを PM システムで決定する方法

結果しきい値条件が次の項目で構成されている場

合

しきい値条件は絶対値です。これは、各サン

プル間隔の経過後に、PMシステムは属性の
インスタンスがしきい値条件と完全に一致す

るかどうかを決定するためです。

•たとえば、エンティティのしきい値条件
で、インスタンスの属性が 2000よりも
大きいかどうかをチェックするように設

定されているとします。サンプル間隔

が経過したら、それに応じてPMシステ
ムでは属性のインスタンスが条件に一致

するかどうかを決定します。

• PMシステムでは、サンプル間隔が経過
した後にしきい値条件に一致する属性の

それぞれのインスタンスにシステムロ

ギングメッセージを生成します。

•属性のインスタンスがしきい値条件に一
致しない場合、システムロギングメッ

セージはそのサンプル間隔では生成され

ません。

属性、動作、特定の値
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結果しきい値条件が次の項目で構成されている場

合

しきい値条件は相対値です。これは、比較に

使用されるしきい値が、以前のサンプルの

パーセンテージとして使用されるためです。

•たとえば、エンティティのしきい値条件
で、以前のサンプルのしきい値よりもイ

ンスタンスの属性が 51パーセント以上
増加するかどうかをチェックするように

設定されているとします。サンプル間

隔が経過した後、属性のインスタンスの

値が 250であるとします。属性の任意
のインスタンスが以前のしきい値よりも

51パーセント以上大きい場合にシステ
ムロギングメッセージを生成するよう

にしきい値条件が設定されているため、

PMシステムでは次のサンプル間隔で、
属性のその特定のインスタンスが 375
（250 + 125（250の 50 %））よりも大
きいかどうかをチェックします。

PMシステムでは属性のすべてのイ
ンスタンスに対してしきい値条件

を一致させます。そのため、しき

い値条件のこのタイプのしきい値

は、属性のインスタンスの値に対

して相対的です。

（注）

• PMシステムでは、サンプル間隔が経過
した後にしきい値条件に一致する属性の

それぞれのインスタンスにシステムロ

ギングメッセージを生成します。

•属性のインスタンスがしきい値条件に一
致しない場合、システムロギングメッ

セージはそのサンプル間隔では生成され

ません。

属性、動作、パーセンテージで表される値
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結果しきい値条件が次の項目で構成されている場

合

サンプル間隔の経過後に、属性のインスタン

スがしきい値条件と一致する場合、属性のそ

のインスタンスにシステムロギングメッセー

ジが生成されるように変更されます。ただ

し、最初の一致に続く連続するサンプル間隔

で、その属性の同じインスタンスがしきい値

条件に一致する場合、インスタンスがサンプ

ル間隔のしきい値条件に一致しなくなるま

で、属性のそのインスタンスのシステムロギ

ングメッセージは表示されません。

属性、動作、特定の値、 rearm toggle キー
ワード

属性のインスタンスがしきい値条件と一致す

る場合、システムロギングメッセージが生

成されるようにしきい値条件が変更されま

す。ただし、属性のインスタンスがしきい値

条件に一致すると、属性のそのインスタンス

のシステムロギングメッセージはwindow-size
引数で指定した間隔の回数だけ抑制されま

す。

属性、動作、特定の値、rearm windowキー
ワードおよび window-size引数

この表では、PMシステムを構成するすべてのエンティティの各属性に関連付けられている
属性と値の範囲を説明します。
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表 43：属性と値

値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

接続がドロップされ

た回数。

ConnDroppedbgp

範囲は 0～
4294967295です。

接続が確立された回

数。

ConnEstablished

範囲は 0～
4294967295です。

接続で受信されたエ

ラー通知の数。

ErrorsReceived

範囲は 0～
4294967295です。

接続で送信されたエ

ラー通知の数。

ErrorsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたメッセー

ジの数。

InputMessages

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたアップ

デートメッセージの

数。

InputUpdateMessages

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたメッセー

ジの数。

OutputMessages

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたアップ

デートメッセージの

数。

OutputUpdateMessages
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

帯域幅（kbps単
位）。

Bandwidthinterface data-rates

範囲は 0～
4294967295です。

入力データレート

（kbps単位）。
InputDataRate

範囲は 0～
4294967295です。

入力パケット/秒。InputPacketRate

範囲は 0～
4294967295です。

ピーク入力データ

レート。

InputPeakRate

範囲は 0～
4294967295です。

ピーク入力パケット

レート。

InputPeakPkts

範囲は 0～
4294967295です。

出力データレート

（kbps単位）。
OutputDataRate

範囲は 0～
4294967295です。

出力パケット/秒。OutputPacketRate

範囲は 0～
4294967295です。

ピーク出力パケット

レート。

OutputPeakPkts

範囲は 0～
4294967295です。

ピーク出力データ

レート。

OutputPeakRate

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたバイト

数。

InOctets

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたパケット

数。

OutPackets

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたバイト

数。

OutOctets

範囲は 0～
4294967295です。

インバウンドの廃棄

された適正なパケッ

ト。

InputTotalDrops

範囲は 0～
4294967295です。

入力キューのドロッ

プ。

InputQueueDrops
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

インバウンドの廃棄

された不正なパケッ

ト。

InputTotalErrors

範囲は 0～
4294967295です。

アウトバウンドの廃

棄された適正なパ

ケット。

OutputTotalDrops

範囲は 0～
4294967295です。

出力キューのドロッ

プ。

OutputQueueDrops

範囲は 0～
4294967295です。

アウトバウンドの廃

棄された不正なパ

ケット。

OutputTotalErrors

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

426 OL-28386-01-J  

パフォーマンス管理の実装

PM しきい値モニタリングの概要



値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたブロード

キャストパケット。

InBroadcastPktsinterface
generic-counters

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたマルチ

キャストパケット。

InMulticastPkts

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたバイト

数。

InOctets

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたパケット

数。

InPackets

範囲は 0～
4294967295です。

不正な CRCで廃棄さ
れたインバウンドパ

ケット。

InputCRC

範囲は 0～
4294967295です。

インバウンドフレー

ムエラー。

InputFrame

範囲は 0～
4294967295です。

入力オーバーラン。InputOverrun

範囲は 0～
4294967295です。

入力キューのドロッ

プ。

InputQueueDrops

範囲は 0～
4294967295です。

インバウンドの廃棄

された適正なパケッ

ト。

InputTotalDrops

範囲は 0～
4294967295です。

インバウンドの廃棄

された不正なパケッ

ト。

InputTotalErrors

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたユニキャ

ストパケット。

InUcastPkts

範囲は 0～
4294967295です。

不明なプロトコルで

廃棄されたインバウ

ンドパケット。

InputUnknownProto

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたブロード

キャストパケット。

OutBroadcastPkts

OutMulticastPkts
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたマルチ

キャストパケット。

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたバイト

数。

OutOctets

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたパケット

数。

OutPackets

範囲は 0～
4294967295です。

アウトバウンドの廃

棄された適正なパ

ケット。

OutputTotalDrops

範囲は 0～
4294967295です。

アウトバウンドの廃

棄された不正なパ

ケット。

OutputTotalErrors

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたユニキャ

ストパケット。

OutUcastPkts

範囲は 0～
4294967295です。

出力アンダーラン。OutputUnderrun
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたアドレス

メッセージ。

AddressMsgsRcvdmpls ldp

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたアドレス

メッセージ。

AddressMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたアドレス

ウィズドローメッ

セージ。

AddressWithdrawMsgsRcd

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたアドレス

ウィズドローメッ

セージ。

AddressWithdrawMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

送信された初期メッ

セージ。

InitMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信された初期メッ

セージ。

InitMsgsRcvd

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたキープア

ライブメッセージ。

KeepaliveMsgsRcvd

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたキープア

ライブメッセージ。

KeepaliveMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたラベル

マッピングメッセー

ジ。

LabelMappingMsgsRcvd

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたラベル

マッピングメッセー

ジ。

LabelMappingMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたラベルリ

リースメッセージ。

LabelReleaseMsgsRcvd

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたラベルリ

リースメッセージ。

LabelReleaseMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたラベル

ウィズドローメッ

セージ。

LabelWithdrawMsgsRcvd
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値説明属性エンティティ

LabelWithdrawMsgsSent 範囲は 0～
4294967295です。

送信されたラベル

ウィズドローメッ

セージ。

範囲は 0～
4294967295です。

受信された通知メッ

セージ。

NotificationMsgsRcvd

範囲は 0～
4294967295です。

送信された通知メッ

セージ。

NotificationMsgsSent

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたメッセー

ジの合計数。

TotalMsgsRcvd

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたメッセー

ジの合計数。

TotalMsgsSent

範囲は 0～ 100の
パーセンテージで

す。

平均 CPU利用率。AverageCPUUsednode cpu

範囲は 0～
4294967295です。

プロセス数。NoProcesses

範囲は 0～
4294967295です。

現在使用中のアプリ

ケーションメモリ

（バイト単位）。

CurrMemorynode memory

範囲は 0～ 4194304
です。

ブートアップ後に使

用された最大システ

ムメモリ（MB単
位）。

PeakMemory

範囲は 0～ 100の
パーセンテージで

す。

平均 CPU利用率。AverageCPUUsednode process

範囲は 0～
4294967295です。

スレッド数。NoThreads

範囲は 0～ 4194304
です。

起動時以降に使用さ

れた最大ダイナミッ

クメモリ（KB単
位）。

PeakMemory
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたパケット

の合計数。

InputPacketsospf v2protocol

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたパケット

の合計数。

OutputPackets

範囲は 0～
4294967295です。

受信された helloパ
ケットの合計数。

InputHelloPackets

範囲は 0～
4294967295です。

送信された helloパ
ケットの合計数。

OutputHelloPackets

範囲は 0～
4294967295です。

受信された DBDパ
ケットの合計数。

InputDBDs

範囲は 0～
4294967295です。

DBDパケットで受信
された LSAの数。

InputDBDsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

送信された DBDパ
ケットの合計数。

OutputDBDs

範囲は 0～
4294967295です。

DBDパケットで送信
された LSAの数。

OutputDBDsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたLS要求の
数。

InputLSRequests

範囲は 0～
4294967295です。

LS要求で受信された
LSAの数。

InputLSRequestsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたLS要求の
数。

OutputLSRequests

範囲は 0～
4294967295です。

LS要求で送信された
LSAの数。

OutputLSRequestsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

受信された LSAアッ
プデートの数。

InputLSAUpdates

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアップデートで
受信された LSAの
数。

InputLSAUpdatesLSA
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

送信された LSAアッ
プデートの数。

OutputLSAUpdates

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアップデートで
送信された LSAの
数。

OutputLSAUpdatesLSA

範囲は 0～
4294967295です。

受信された LSAアク
ノレッジメントの

数。

InputLSAAcks

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアクノレッジメ
ントで受信された

LSAの数。

InputLSAAcksLSA

範囲は 0～
4294967295です。

送信された LSAアク
ノレッジメントの

数。

OutputLSAAcks

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアクノレッジメ
ントで送信された

LSAの数。

OutputLSAAcksLSA

範囲は 0～
4294967295です。

チェックサムエラー

で受信されたパケッ

ト数。

ChecksumErrors

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたパケット

の合計数。

InputPacketsospf v3protocol

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたパケット

の合計数。

OutputPackets

範囲は 0～
4294967295です。

受信された helloパ
ケットの合計数。

InputHelloPackets

範囲は 0～
4294967295です。

送信された helloパ
ケットの合計数。

OutputHelloPackets

範囲は 0～
4294967295です。

受信された DBDパ
ケットの合計数。

InputDBDs

範囲は 0～
4294967295です。

DBDパケットで受信
された LSAの数。

InputDBDsLSA
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

送信された DBDパ
ケットの合計数。

OutputDBDs

範囲は 0～
4294967295です。

DBDパケットで送信
された LSAの数。

OutputDBDsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

受信されたLS要求の
数。

InputLSRequests

範囲は 0～
4294967295です。

LS要求で受信された
LSAの数。

InputLSRequestsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

送信されたLS要求の
数。

OutputLSRequests

範囲は 0～
4294967295です。

LS要求で送信された
LSAの数。

OutputLSRequestsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

受信された LSAアッ
プデートの数。

InputLSAUpdates

範囲は 0～
4294967295です。

LS要求で受信された
LSAの数。

InputLSRequestsLSA

範囲は 0～
4294967295です。

送信された LSAアッ
プデートの数。

OutputLSAUpdates

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアップデートで
送信された LSAの
数。

OutputLSAUpdatesLSA

範囲は 0～
4294967295です。

受信された LSAアク
ノレッジメントの

数。

InputLSAAcks

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアクノレッジメ
ントで受信された

LSAの数。

InputLSAAcksLSA

範囲は 0～
4294967295です。

送信された LSAアク
ノレッジメントの

数。

OutputLSAAcks
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値説明属性エンティティ

範囲は 0～
4294967295です。

LSAアクノレッジメ
ントで送信された

LSAの数。

OutputLSAAcksLSA

PM しきい値モニタリングテンプレートをイネーブル化およびディセーブル化する
ガイドライン

PMしきい値モニタリングテンプレートをイネーブルにするときには、次のガイドラインに従い
ます。

• PMしきい値モニタリングテンプレートをイネーブルにするには、performance-mgmt apply
thresholdsコマンドを使用します。

•テンプレートをイネーブルにすると、performance-mgmt apply thresholdsコマンドのno形式
でテンプレートをディセーブルにするまで、しきい値モニタリングは継続されます。

• 1つのエンティティで一度にイネーブルにできるPMしきい値テンプレートは1つだけです。

•次のエンティティの PMしきい値モニタリングテンプレートをイネーブルまたはディセーブ
ルにするときには、locationキーワードと node-id引数を使って場所を指定するか、location
allキーワードを指定する必要があります。

◦ノード CPU

◦ノードメモリ

◦ノードプロセス

locationキーワードと node-id引数では、指定したノードの PM統計情報収集をイネーブルま
たはディセーブルにします。 node-id引数は rack/slot/moduleの形式で入力します。 location
allキーワードでは、すべてのノードのPM統計情報収集をイネーブルまたはディセーブルに
します。

• 1つのエンティティに付き一度にイネーブルにできるPMしきい値のモニタリングテンプレー
トは 1つだけであるため、PM統計情報収集をディセーブルにするとき、defaultキーワード
や templateキーワードおよび template-name引数でテンプレート名を指定する必要はありま
せん。

パフォーマンス管理の実装方法
ここでは、次の手順について説明します。
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PM 統計情報収集の外部 TFTP サーバの設定
このタスクでは、PM統計情報収集の外部 TFTPサーバを設定する方法を説明します。

PM統計情報収集の PM統計情報収集テンプレートをイネーブルにする前にこのタスクを実行
します。 PM統計情報収集テンプレートをイネーブルにする方法の詳細については、PM統計
情報収集テンプレートのイネーブル化とディセーブル化,（438ページ）を参照してください。

（注）

はじめる前に

このタスクを実行する前に、TFTPサーバにアクセスして、接続できる必要があります。

手順の概要

1. configure
2. performance-mgmt resources tftp-server ip-address directory dir-name
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

PMデータ収集用の IPアドレスおよびディレクトリ
パスを設定します。

performance-mgmt resources tftp-server ip-address
directory dir-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:routerRP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

ステッ

プ 2   

• dir-name引数にはディレクトリパス名全体を含
めます。

performance-mgmt resources tftp-server 10.3.40.161
directory mypmdata/datafiles TFTPサーバにコピーされるファイルは、

ファイル名にタイムスタンプが含まれ、そ

れによってファイル名が一意になります。

このため、ユーザが事前に TFTPサーバホ
ストでファイルを手動作成する必要がない

よう、使用する TFTPサーバはデータ転送
時のファイルの作成をサポートしている必

要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 3   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットする
ように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレー
ションファイルに変更が保存され、コンまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
フィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。変更はコミットされま

せん。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュ
レーションセッションが継続します。コン

フィギュレーションセッションは終了せ

ず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイ
ルに保存し、コンフィギュレーションセッショ

ンを継続するには、commitコマンドを使用しま
す。

PM 統計情報収集テンプレートの作成
このタスクでは、PM統計情報収集テンプレートを作成する方法を説明します。

手順の概要

1. configure
2. performance-mgmt statistics entity {default | template template-name} [sample-size size]

[sample-interval minutes]
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステッ

プ 1   

指定したエンティティの PM統計情報収集テンプレートを作成します。performance-mgmt statistics
entity {default | template

ステッ

プ 2   • PM統計情報収集テンプレートを作成するエンティティを指定するに
は、entity引数を使用します。

template-name} [sample-size size]
[sample-interval minutes]

例：
•指定したエンティティの PM統計情報テンプレートにデフォルトのテ
ンプレートを適用するには、defaultキーワードを使用します。デフォ
ルトテンプレートには、10分のデフォルトサンプル間隔および 5つ
のサンプリング動作のデフォルトサンプルサイズが含まれています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
performance-mgmt statistics
interface data-rates default

•テンプレートに固有名を指定するには、templateキーワードと
template-name引数を使用します。

• sample-sizeキーワードと size引数は、データを TFTPサーバにエクス
ポートする前に実行されるサンプリング動作の数を設定します。範囲

は 1～ 60サンプルです。デフォルト値は 5サンプルです。

• sample-intervalキーワードと minutes引数では、サンプリングサイク
ル中に実行されるサンプリング動作の頻度を設定します。範囲は1～
60分です。デフォルトは 10分です。

PM統計情報収集の作成の詳細は、「PM統計情報収集テンプレー
トを作成するガイドライン, （409ページ）」の項を参照してく
ださい。

（注）

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステッ

プ 3   • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変更
が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了して、

ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し
て、ルータがEXECモードに戻ります。変更はコミットされませ
ん。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit
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目的コマンドまたはアクション

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッション
が継続します。コンフィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コンフィ
ギュレーションセッションを継続するには、commitコマンドを使用
します。

次の作業

PM統計情報収集テンプレートを作成したら、テンプレートをイネーブルにして、PM統計情報収
集を開始する必要があります。PM統計情報収集テンプレートのイネーブル化については、PM統
計情報収集テンプレートのイネーブル化とディセーブル化,（438ページ）の項を参照してくださ
い。

PM 統計情報収集テンプレートのイネーブル化とディセーブル化
このタスクでは、PM統計情報収集テンプレートをイネーブルおよびディセーブルにする方法を説
明します。

はじめる前に

このタスクを実行する前に PM統計情報収集テンプレートを作成する必要があります。または、
事前に定義されたテンプレート（デフォルト）を使用できます。リモート TFTPサーバやローカ
ルディスクに統計情報データをエクスポートする場合、TFTPサーバリソースやローカルダンプ
リソースを設定する必要があります。

詳細については、PM統計情報収集の外部TFTPサーバの設定, （435ページ）およびPM統計情報
収集テンプレートの作成, （436ページ）のタスクを参照してください。
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手順の概要

1. configure
2. 次のいずれかを実行します。

• performance-mgmt apply statistics {entity | interface { data-rates | generic-counters} type
interface-path-id } [ location {all | node-id}] {template-name | default}

• no performance-mgmt apply statistics {entity | interface { data-rates | generic-counters} type
interface-path-id } [location {all | node-id}]

3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

PM統計情報収集テンプレートをイネーブルまたはディセーブルにします。次のいずれかを実行します。ステッ

プ 2   •• 特定のエンティティで一度にイネーブルにできるのは 1つの PM統計
情報収集テンプレートだけです。

performance-mgmt apply
statistics {entity | interface {
data-rates | generic-counters}

•次のエンティティの PM統計情報収集をイネーブルにするときには、
locationキーワードと node-id引数を使って場所を指定するか、location
allキーワードを指定する必要があります。

type interface-path-id } [
location {all | node-id}]
{template-name | default}

• no performance-mgmt apply
statistics {entity | interface {

◦ノード CPU

◦ノードメモリdata-rates | generic-counters}
type interface-path-id }
[location {all | node-id}] ◦ノードプロセス

locationキーワードと node-id引数は、指定したノードの PM統計情報
収集をイネーブルにします。 node-id引数は rack/slot/moduleの形式で例：
入力します。 location allは、すべてのノードの PM統計情報収集をイ
ネーブルにします。RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

performance-mgmt apply
•特定の期間の特定のエンティティに関する PM統計情報の収集は 1件
だけイネーブルにできるため、PM統計情報の収集をディセーブルに

statistics mpls ldp default
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目的コマンドまたはアクション

または する際は、defaultキーワードまたは templateキーワードと
template-name引数でテンプレート名を指定する必要はありません。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt apply statisticsコマンドを使って PM統計情報
収集テンプレートをイネーブルにすると、データ収集は1つサン
プリングサイクルを開始します。

（注）no performance-mgmt apply
statistics mpls ldp

•テンプレートをイネーブルにすると、performance-mgmtapply statistics
コマンドの no形式でテンプレートをディセーブルにするまで、サン
プリングとエクスポートのサイクルは継続されます。

•次のエンティティの PM統計情報収集をディセーブルにするときに
は、locationキーワードと node-id引数を使って場所を指定するか、
location allキーワードを指定する必要があります。

◦ノード CPU

◦ノードメモリ

◦ノードプロセス

locationキーワードと node-id引数では、指定したノードの PM統計情
報収集をディセーブルにします。 node-id引数は rack/slot/moduleの形
式で入力します。 location allキーワードでは、すべてのノードの PM
統計情報収集をディセーブルにします。

•特定の期間の特定のエンティティに関する PM統計情報の収集は 1件
だけイネーブルにできるため、PM統計情報の収集をディセーブルに
する際は、defaultキーワードまたは templateキーワードと
template-name引数でテンプレート名を指定する必要はありません。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステッ

プ 3   • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変更
が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了して、

ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し
て、ルータがEXECモードに戻ります。変更はコミットされませ
ん。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit
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目的コマンドまたはアクション

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッション
が継続します。コンフィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コンフィ
ギュレーションセッションを継続するには、commitコマンドを使用
します。

PM エンティティインスタンスモニタリングのイネーブル化
このタスクでは、エンティティインスタンスモニタリングをイネーブルにする方法を説明しま

す。

はじめる前に

このタスクを実行する前に、エンティティの PM統計情報収集テンプレートを作成する必要があ
ります。

手順の概要

1. configure
2. performance-mgmt apply monitor {entity instance | interface { data-rates | generic-counters} type

interface-path-id } {template-name | default}
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定したインスタンスのエンティティインスタンスモニタリングを

イネーブルにします。

performance-mgmt apply monitor
{entity instance | interface { data-rates
| generic-counters} type interface-path-id
} {template-name | default}

ステップ 2   

•モニタするエンティティとインスタンスの名前を指定するに
は、entity引数および instance引数をそれぞれに使用します。

例： •モニタされるエンティティインスタンスに関連付けられるテン
プレートを指定するには、defaultキーワードまたは
template-name引数のいずれかを使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
performance-mgmt apply monitor node
cpu 0/RSP1/CPU0 default

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 3   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commitコ
マンドを使用します。

PM しきい値モニタリングテンプレートの作成
このタスクでは、PMしきい値モニタリングテンプレートを作成する方法を説明します。
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手順の概要

1. configure
2. performance-mgmt thresholds {entity | interface {data-rates | generic-counters} type interface-path-id

} {template name } attribute operation value [value2] [percent] [rearm {toggle |windowwindow-size}]
3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

PMしきい値モニタリングテンプレートを作成します。performance-mgmt thresholds {entity | interface
{data-rates | generic-counters} type

ステッ

プ 2   PMしきい値モニタリングテンプレートの作成の
詳細については、PMしきい値モニタリングテン
プレートを作成するガイドライン,（419ページ）
の項を参照してください。

（注）interface-path-id } {template name } attribute
operation value [value2] [percent] [rearm {toggle
| window window-size}]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
performance-mgmt thresholds node cpu template
cpu_thresh1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-threshold-bgp)#
AverageCPUUsed GT 25 percent

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 3   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

次の作業

PMしきい値モニタリングテンプレートを作成したら、テンプレートをイネーブルにして、PMし
きい値モニタリングを開始する必要があります。 PM統計情報しきい値モニタリングテンプレー
トのイネーブル化については、PMしきい値モニタリングテンプレートのイネーブル化とディセー
ブル化, （444ページ）のタスクを参照してください。

PM しきい値モニタリングテンプレートのイネーブル化とディセーブ
ル化

このタスクでは、PMしきい値モニタリングテンプレートをイネーブルおよびディセーブルにす
る方法を説明します。

はじめる前に

このタスクを実行する前に PMしきい値テンプレートを作成する必要があります。詳細について
は、PMしきい値モニタリングテンプレートの作成,（442ページ）のタスクを参照してください。
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手順の概要

1. configure
2. 次のいずれかを実行します。

• performance-mgmt apply thresholds {entity | interface {data-rates | generic-counters} type
interface-path-id } [location {all | node-id}] {template-name | default}

• no performance-mgmt apply thresholds {entity| interface { data-rates | generic-counters} type
interface-path-id } [location {all | node-id}]

3. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

指定したテンプレートの PMしきい値モニタリングテンプレートをイネー
ブルまたはディセーブルにします。

次のいずれかを実行します。ステッ

プ 2   • performance-mgmt apply
thresholds {entity | interface • 1つのエンティティで一度にイネーブルにできるのは、1つの PMし

きい値モニタリングテンプレートだけです。{data-rates | generic-counters}
type interface-path-id }

•次のエンティティのPM情報収集しきい値のモニタリングテンプレー
トをイネーブルにするときには、locationキーワードとnode-id引数を

[location {all | node-id}]
{template-name | default}

使って場所を指定するか、locationallキーワードを指定する必要があ
ります。

• no performance-mgmt apply
thresholds {entity| interface {
data-rates | generic-counters} ◦ノード CPUtype interface-path-id }
[location {all | node-id}] ◦ノードメモリ

◦ノードプロセス
例：

locationキーワードと node-id引数は、指定したノードの PMしきい値
モニタリングテンプレートをイネーブルにします。 node-id引数はRP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
rack/slot/moduleの形式で入力します。 location allキーワードは、すべperformance-mgmt enable

thresholds node cpu location all
てのノードのPMしきい値モニタリングテンプレートをイネーブルに
します。

template20
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目的コマンドまたはアクション

または • 1つのエンティティに付き一度にイネーブルにできる PMしきい値の
モニタリングテンプレートは 1つだけであるため、PM統計情報収集
をディセーブルにするとき、defaultキーワードや templateキーワー

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
ドおよび template-name引数でテンプレート名を指定する必要はあり
ません。

no performance-mgmt apply
thresholds node cpu location all

•テンプレートをイネーブルにすると、performance-mgmt apply
thresholdsコマンドのno形式でテンプレートをディセーブルにするま
で、しきい値モニタリングは継続されます。

•次のエンティティのPM情報収集しきい値のモニタリングテンプレー
トをディセーブルにするときには、locationキーワードとnode-id引数
を使って場所を指定するか、location allキーワードを指定する必要が
あります。

◦ノード CPU

◦ノードメモリ

◦ノードプロセス

locationキーワードと node-id引数は、指定したノードの PMしきい値モニ
タリングテンプレートをディセーブルにします。 node-id引数は
rack/slot/moduleの形式で入力します。 location allキーワードは、すべての
ノードの PMしきい値モニタリングテンプレートをディセーブルにしま
す。

• 1つのエンティティに付き一度にイネーブルにできる PMしきい値の
モニタリングテンプレートは 1つだけであるため、PM統計情報収集
をディセーブルにするとき、defaultキーワードや template-name引数
でテンプレート名を指定する必要はありません。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用し

ます。

ステッ

プ 3   • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変更
が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了して、

ルータが EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し
て、ルータがEXECモードに戻ります。変更はコミットされませ
ん。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit
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◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッション
が継続します。コンフィギュレーションセッションは終了せず、

設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コンフィ
ギュレーションセッションを継続するには、commitコマンドを使用
します。

パフォーマンス管理を実装するための設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

PM 統計情報収集テンプレートの作成およびイネーブル化：例
次の例では、TFTPサーバリソースを設定する方法と、PM統計情報収集テンプレートをイネーブ
ルにする方法を示します。この例では、次の PMテンプレート収集テンプレートが作成され、イ
ネーブルになります。

•汎用インターフェイスカウンタエンティティに 10というサンプルサイズおよび 5というサ
ンプル間隔が設定された「template1」という名前のテンプレート。

•ノードメモリエンティティに 30というサンプルサイズおよび 2というサンプル間隔が設定
された「template2」という名前のテンプレート。テンプレートはグローバルでイネーブルに
なります。

•ノードプロセスエンティティに 10というサンプルサイズおよび 5というサンプル間隔が設
定された「template3」という名前のテンプレート。テンプレートはノード0/0/CPU0でイネー
ブルになります。

performance-mgmt resources tftp-server 10.30.62.154 directory pm/pm_data/pmtest
performance-mgmt statistics interface generic-counters template template1
sample-size 10
sample-interval 5
!
performance-mgmt statistics node memory template template2
sample-size 30
sample-interval 2
!
performance-mgmt statistics node process template template3
sample-size 10
sample-interval 5
!
performance-mgmt apply statistics interface generic-counters template1
performance-mgmt apply statistics node memory global template2
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performance-mgmt apply statistics node process 0/0/CPU0 template3

PM しきい値モニタリングテンプレートの作成およびイネーブル化：
例

この例では、PMしきい値モニタリングテンプレートの作成方法およびイネーブル方法を示しま
す。この例では、ノード CPUエンティティの AverageCpuUsed属性の PMしきい値テンプレート
が作成されます。この PMしきい値条件のしきい値条件では、AverageCpuUsed属性をモニタし
て、CPU平均使用率が 75 %より大きいかどうかを決定します。テンプレートのサンプル間隔は
5分に設定されています。テンプレートはグローバルにイネーブルです。

performance-mgmt thresholds node cpu template template20
AverageCpuUsed GT 75
sample-interval 5
!
performance-mgmt apply thresholds node cpu global template20

その他の関連資料
ここでは、パフォーマンス管理の実装に関する参考資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Command Reference』
の「CiscoASR9000シリーズルータ」モジュー
ルの「Performance Management Commands」

パフォーマンス管理コマンド

『Cisco IOS XR XML API Guide』Cisco IOS XRソフトウェアの XML API参考資
料

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

Cisco IOS XRソフトウェアのスタートアップ参
考資料

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Configuration Guide』の
「CiscoASR9000シリーズルータ」モジュール
の「Configuring AAA Services」

ユーザグループとタスク IDに関する情報
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBを
検索およびダウンロードするには、http://
cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J 449

パフォーマンス管理の実装

その他の関連資料

http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml
http://cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml


   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

450 OL-28386-01-J  

パフォーマンス管理の実装

その他の関連資料



索引

A

actionコマンド 327
loggingキーワード 327
triggerキーワード 327

ageoutコマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

ALDEMS 4
ALDEMS（アラーム管理およびデバッグイベントシステ
ム）、説明 4
「ALDEMS」を参照 4

B

bucketsコマンド 257

C

Cisco IOSXRソフトウェアにパフォーマンス管理を実装す
るための設定例コマンド 447
clear logging correlator delete all-in-bufferコマンド 29, 30
clear logging correlator deleteコマンド 29
clear logging events delete event-hi-limit 39, 40
clear logging events delete first event-countコマンド 39, 40
clear logging events delete group message-groupコマンド 39, 
40
clear logging events delete last event-countコマンド 39, 40
clear logging events delete timestamp-lo-limit 39
clear logging events reset all-in-bufferコマンド 39, 41
connection-lossキーワード 310

D

datasize requestコマンド 257, 267, 276, 284, 294
ICMPエコー動作 276
ICMPパスエコー動作 284
ICMPパスジッター動作 294
UDPエコー動作 267
UDPジッター動作 257

destination addressコマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

destination portコマンド 254, 263
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

distribution countコマンド 257
distribution intervalコマンド 257

E

EEMイベントディテクタのデモ:コマンド例 111
Embedded Event Managerプロセスの表示:コマンド例 110
event manager environmentコマンド 74
event manager policyコマンド 77, 78

F

frequency（IP SLA）コマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J IN-1



I

ICMPエコー動作 272, 276
ICMPパスエコー動作 280, 284
ICMPパスジッター動作 290, 294
ICMPパスジッター動作パラメータ、一覧 289
IP SLA MPLS LSPモニタリングの設定:コマンド例 351
IP SLA反応としきい値のモニタリングの設定:コマンド
例 351
IP SLA 235, 237, 238, 239, 240, 241, 243, 244, 245, 250

vrf 244
応答時間 243
概要 235
改良点、一覧 238
しきい値監視 245
スケジュール 244
制御プロトコル 243
テクノロジー 237
動作、タイプ 241
パフォーマンスの測定 240
反応 245
反応、方法 245
利点 239
レスポンダ 243, 250
イネーブル化 250
概要 243

ipsla operationコマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

ipsla reaction operationコマンド 245
ipsla reaction triggerコマンド 327
ipsla responderコマンド 250
説明 250
例 250

ipsla schedule operationコマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

IPサービスレベル契約の設定:コマンド例 350
IPサービスレベル契約を実装するための設定例コマン
ド 350

J

jitter-averageキーワード 311

L

lifeコマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

LINK UPDOWNアラームおよび SONET ALARMアラーム
用ステートフル相関ルールの設定:コマンド例 51
logging correlator apply-ruleコマンド 24
logging correlator apply ruleコマンド 21, 22
logging correlator buffer-sizeコマンド 29
logging correlator ruleコマンド 16, 17, 19
logging events buffer-sizeコマンド 26, 27
logging events levelコマンド 26, 27
logging events thresholdコマンド 26, 27
loggingキーワード 327
LSPパスディスカバリ（LPD） 249
LSPパスディスカバリの設定:コマンド例 352
lsr-pathコマンド 284

M

MPLS LSPモニタ（MPLSLM） 249
MSC 4
「MSC」を参照 4

O

OBFLデータの表示:コマンド例 401
OBFLのイネーブル化とディセーブル化:コマンド例 400
OBFL LDPの設定例コマンド 400
OBFLメッセージのクリア:コマンド例 401
OIR 6
「OIR」を参照 6

P

packet-lossキーワード 313

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

IN-2 OL-28386-01-J  

索引



packet countコマンド 254, 290
ICMPパスジッター動作 290
UDPジッター動作 254

packet intervalコマンド 254, 290
ICMPパスジッター動作 290
UDPジッター動作 254

path discoverコマンド 249
PMエンティティインスタンスのモニタリング 415, 441
イネーブル化 441
概要 415

PMしきい値モニタリング、概要 419
PMしきい値モニタリングテンプレート 419, 434, 441, 442, 

444
イネーブル化 434, 444
作成 419, 441, 442
ディセーブル化 434, 444

PMしきい値モニタリングテンプレートの作成およびイ
ネーブル化:コマンド例 448
PM統計情報サーバ、説明 406
PM統計情報収集、概要 408
PM統計情報収集機能、説明 406
PM統計情報収集テンプレート 408, 409, 410, 435, 436, 438

TFTPサーバ、設定 435
イネーブル化 410, 438
作成 409, 436
説明 408
ディセーブル化 410, 438

PM統計情報収集テンプレートの作成およびイネーブル化:
コマンド例 447

R

reactコマンド 310, 311, 313, 315, 316, 318
connection-lossキーワード 310
jitter-averageキーワード 311
packet-lossキーワード 313
rttキーワード 315
timeoutキーワード 316
verify-errorキーワード 318

recurringコマンド 254, 263, 272, 280, 290
ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

rtr 349
rttキーワード 315

S

show event manager environmentコマンド 74
show event manager policy available 77, 78
show event manager policy registeredコマンド 77, 79
show fault manager metric processコマンド 110
例 110

show fault manager metric processコマンド（例） 110
show fault manager policy availableコマンド 109
例 109

show fault manager policy availableコマンド（例） 109
show ipsla statistics aggregatedコマンド 257
show ipsla statisticsコマンド 257, 263, 272, 280, 290

ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 257

show logging correlator buffer all-in-bufferコマンド 29, 30, 37, 
38
show logging correlator buffer correlationIDコマンド 37, 38
show logging correlator buffer rule-name correlation-ruleコマ
ンド 37, 38
show logging correlator infoコマンド 29, 37
show logging correlator rulesetコマンド 15, 16
show logging events buffer all-in-bufferコマンド 36
show logging events buffer firstコマンド 34, 35
show logging events buffer groupコマンド 33
show logging events buffer lastコマンド 34, 35
show logging events buffer locationコマンド 35, 36
show logging events buffer messageコマンド 33, 34
show logging events buffer severity-hi-limitコマンド 30, 31
show logging events buffer severity-lo-limitコマンド 30, 31
show logging events buffer timestamp-hi-limitコマンド 32
show logging events buffer timestamp-lo-limitコマンド 32
show logging events infoコマンド 26, 27
SNMP 7
snmpアラーム相関 12
「SNMP」を参照 7
start-timeコマンド 254, 263, 272, 280, 290

ICMPエコー動作 272
ICMPパスエコー動作 280
ICMPパスジッター動作 290
UDPエコー動作 263
UDPジッター動作 254

statisticsコマンド 257

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J IN-3

索引



syslog 356, 359, 360, 361, 362, 364, 365, 366, 371, 372, 374, 377, 378, 380, 
381, 383

UNIX syslogデーモンの設定 362
UNIXシステムロギングファシリティ 360
現在の端末セッション、ロギングのイネーブル化 360
システムロギングプロセス 356
システムロギングメッセージのアーカイブ 383
システムロギングメッセージの表示 381
重大度 364, 365, 366
コマンドデフォルト 366
制御に使用されるコマンド 364
定義 365

重複 syslogメッセージの抑制 378
設定 366, 371, 372
コンソールへのロギング 372
メッセージの宛先 366
リモートサーバへのロギング 366
ロギングバッファ 372
ロギングヒストリ表 371

送信元アドレスロギング 362
タイムスタンプの変更 374, 377
ホスト名プレフィックスロギング 361
メッセージ 356, 359, 360, 362
アーカイブ 362
宛先 359
形式 356
コンソール以外の宛先への送信 360

リンクステータスメッセージのロギングのディセーブ

ル化 380
ロギングヒストリ表 365

Syslog 356, 359, 360, 361, 362, 364, 365, 366, 371, 372, 374, 377, 378, 380, 
381, 383

syslog送信元アドレスロギング 362
syslogメッセージの宛先 359
UNIX syslogデーモンの設定 362
現在の端末セッションのロギングのイネーブル化 360
コンソール以外の宛先への syslogメッセージの送信 360
コンソールへのロギングの設定 372
システムロギングプロセス 356
システムロギングメッセージ 356
システムロギングメッセージのアーカイブ 362, 383
システムロギングメッセージの表示 381
重大度 364
重大度コマンドのデフォルト 366
重大度の定義 365
重複 syslogメッセージの抑制 378
タイムスタンプの変更 374, 377
ホスト名プレフィックスロギング 361

Syslog (続き)
リンクステータスメッセージのロギングのディセーブ

ル化 380
ロギングバッファの設定 372
ロギングヒストリ表 365
ロギングヒストリ表の設定 371

syslog server 360
Syslogサーバ 360
syslog送信元アドレスロギング 362
syslogメッセージの宛先 359
syslogメッセージの宛先の設定:コマンド例 386

T

tagコマンド 267, 276, 284, 294
ICMPエコー動作 276
ICMPパスエコー動作 284
ICMPパスジッター動作 294
UDPエコー動作 267

Tcl setコマンド操作のトレース:コマンド例 122
Tclコマンドを使用した Embedded Event Managerポリシー
記述の設定例 111
Tclでポリシーをプログラミングする:サンプルスクリプト
コマンド例 117
TFTPサーバ、設定 435
threshold type averageコマンド 326
threshold type consecutiveコマンド 322
threshold type immediateコマンド 320
threshold type xofyコマンド 324
timeoutキーワード 316
timeoutコマンド 257, 267, 276, 284, 294

ICMPエコー動作 276
ICMPパスエコー動作 284
ICMPパスジッター動作 294
UDPエコー動作 267
UDPジッター動作 257

tosコマンド 257, 267, 276, 284, 294
ICMPエコー動作 276
ICMPパスエコー動作 284
ICMPパスジッター動作 294
UDPエコー動作 267
UDPジッター動作 257

triggerキーワード 327
type icmp echoコマンド 272
type icmp path-echoコマンド 280
type icmp path-jitterコマンド 290
type udp echoコマンド 263

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

IN-4 OL-28386-01-J  

索引



type udp ipv4 addressコマンド 250
type udp jitterコマンド 254

U

UDPエコー動作 263, 267
UDPジッター動作 254, 257
UDPジッター動作パラメータ、一覧 252
UNIX syslogデーモンの設定 362
UNIXシステムロギングファシリティ 360

V

verify-errorキーワード 318
vrf 244
VRF、IP SLA 244

X

X / Yのしきい値違反 319

あ

アーカイブ 362
宛先 359
アラーム 8, 9
重大度 8
重大度とフィルタリング 8
バイステートアラーム 9
容量しきい値設定 9

アラーム管理およびロギング相関コマンドの設定例 49
アラームロギングおよびデバッグイベント管理システ

ム 4
「ALDEMS」を参照 4

い

イネーブル化 250, 410, 434, 438, 441, 444
イベント管理ポリシーコマンドの設定例 109

え

エラーメッセージ 365
レベル 365
ロギングキーワード 365
（表） 365

ロギングキーワード（表） 365

お

応答時間 243
応答時間、IP SLA 243
および IP SLA制御プロトコル 243

か

概要 235, 243, 415
改良点、一覧 238
簡易ネットワーク管理プロトコル 7
「SNMP」を参照 7

環境変数設定の：コマンド例 109

き

機能の概要 406

け

形式 356
現在の端末セッション、ロギングのイネーブル化 360
現在の端末セッションのロギングのイネーブル化 360

こ

コマンドデフォルト 366
コンソール以外の宛先への syslogメッセージの送信 360
コンソール以外の宛先への送信 360
コンソール端末およびロギングバッファへのロギングの

設定:コマンド例 386
コンソールへのロギング 372
コンソールへのロギングの設定 372

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J IN-5

索引



さ

作成 409, 419, 436, 441, 442

し

しきい値違反タイプ、IP SLA反応 319
しきい値監視 245
しきい値監視、IP SLA 245
システム 4
システムロギングプロセス 356
システムロギングメッセージ 356
システムロギングメッセージのアーカイブ 362, 383
システムロギングメッセージの表示 381
持続時間 76
重大度 8, 364, 365, 366
コマンドデフォルト 366
制御に使用されるコマンド 364
定義 365

重大度コマンドのデフォルト 366
重大度とフィルタリング 8
重大度の定義 365, 395
重複 syslogメッセージの抑制 378
障害管理ポリシー 76
持続時間 76
登録 76

障害管理ポリシーコマンド 76
使用可能なポリシーの表示:コマンド例 109

す

スケジュール 244

せ

制御に使用されるコマンド 364
制御プロトコル 243
制御プロトコル、IP SLA 243
設定 12, 366, 371, 372
コンソールへのロギング 372
メッセージの宛先 366
リモートサーバへのロギング 366
ロギングバッファ 372
ロギングヒストリ表 371

説明 250, 408

そ

相関メッセージ 8
送信元アドレスロギング 362
挿抜 6
「OIR」を参照 6

即座のしきい値違反 319
その他の参考資料コマンド 53, 122, 352, 387, 401, 448

た

タイムスタンプの修正:コマンド例 387
タイムスタンプの変更 374, 377

て

定義 365
ディセーブル化 410, 434, 438, 444
適用 12, 20, 23
テクノロジー 237
テクノロジー、IP SLA 237

と

動作、IP SLAのタイプ 241
動作、タイプ 241
動作のスケジュール、IP SLA 244
登録 76
トラッキングタイプ 349

の

ノードステータスメッセージを永続的に抑制するための

非ステートフル相関ルールの設定:コマンド例 49

は

バイステートアラーム 9
バイナリファイル ID 411
バッファ設定、変更 28
バッファ設定、変更 26

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

IN-6 OL-28386-01-J  

索引



パフォーマンス管理（PM） 406, 407, 408, 409, 410, 415, 419, 434, 
435, 436, 438, 441, 442, 444

PMエンティティインスタンスのモニタリング 415, 
441

イネーブル化 441
概要 415

PMしきい値モニタリング、概要 419
PMしきい値モニタリングテンプレート 419, 434, 441, 

442, 444
イネーブル化 434, 444
作成 419, 441, 442
ディセーブル化 434, 444

PM統計情報サーバ、説明 406
PM統計情報収集、概要 408
PM統計情報収集機能、説明 406
PM統計情報収集テンプレート 408, 409, 410, 435, 436, 438

TFTPサーバ、設定 435
イネーブル化 410, 438
作成 409, 436
説明 408
ディセーブル化 410, 438

機能の概要 406
利点 407

パフォーマンスの測定 240
パフォーマンスの測定、IP SLA 240
反応 245
反応、IP SLA 245
反応、IP SLAの方法 245
反応、方法 245

ひ

（表） 360, 365
表示されるイベント数を削減するためのアラームフィル

タリング用重大度の増加およびアラームバッファサイズ

と容量しきい値の変更:コマンド例 49

ふ

ファシリティタイプ 360
（表） 360

へ

平均しきい値違反 319

ほ

ホスト名プレフィックスロギング 361

め

メッセージ 356, 359, 360, 362
アーカイブ 362
宛先 359
形式 356
コンソール以外の宛先への送信 360

メッセージのアーカイブ 362, 383
メッセージの宛先 366
メッセージの重大度の設定:コマンド例 400
メッセージロギング 360

syslog server 360
Syslogサーバ 360
ファシリティタイプ 360
（表） 360

も

モジュラサービスカード 4
「MSC」を参照 4

ゆ

ユーザ定義EmbeddedEventManagerポリシーの登録：コマ
ンド例 109

よ

容量しきい値設定 9

り

利点 239, 407
利点、IP SLA 239
リモートサーバへのロギング 366
リンクステータスメッセージのロギングのディセーブル

化 380

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュレー
ションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28386-01-J IN-7

索引



る

ルートメッセージ 8

れ

例 250
レスポンダ 243, 250
イネーブル化 250
概要 243

レスポンダ、IP SLA 243, 250
ipsla responderコマンド 250
type udp ipv4 addressコマンド 250
イネーブル化 250
および IP SLA制御プロトコル 243
概要 243

レベル 365
連続したしきい値違反 319

ろ

ロギングアーカイブの設定:コマンド例 387
ロギングイベントバッファ 6, 26
バッファ設定、変更 26

ロギングキーワード 365
（表） 365

ロギングキーワード（表） 365
ロギングコリレータバッファ 28
バッファ設定、変更 28

ロギングサービスを実装するための設定例コマンド 386
ロギング相関 6, 51
相関ルール、設定 51

ロギング相関ルール 7, 12, 20, 23
設定 12
適用 12, 20, 23

ロギングバッファ 372
ロギングバッファの設定 372
ロギングヒストリ表 365, 371
ロギングヒストリ表の設定 371
ロギングヒストリ表の設定:コマンド例 387
ロギングプロセス 6

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.3.x

IN-8 OL-28386-01-J  

索引


	Cisco ASR 9000 シリーズ アグリゲーション サービス ルータ システム モニタリング コンフィギュレーション ガイド リリース 4.3.x
	目次
	はじめに
	マニュアルの変更履歴
	マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート

	Cisco IOS XR リリース 4.3.x の新機能および変更された機能の情報
	追加または変更されたシステム モニタリング機能

	アラームおよびアラーム ログ相関の実装とモニタリング
	アラームおよびアラーム ログ相関の実装とモニタリングの前提条件
	アラームおよびアラーム ログ相関の実装に関する情報
	アラーム ロギングおよびデバッグ イベント管理システム
	コリレータ
	システム ロギング プロセス
	アラーム ロガー

	ロギング相関
	相関ルール
	相関のタイプ

	ルールおよびルール セットの適用
	ルート メッセージおよび相関メッセージ

	アラーム重大度とフィルタリング
	バイステート アラーム
	アラームの容量しきい値設定
	階層的な相関
	コンテキスト相関フラグ
	時間タイムアウト フラグ
	再配置フラグ
	非バイステート再発行フラグ
	内部ルール
	SNMP アラーム相関

	アラーム管理およびロギング相関の実装およびモニタ方法
	ロギング相関ルールの設定
	ロギング相関ルール セットの設定
	根本原因アラームおよび非根本原因アラームの設定
	階層的な相関ルール フラグの設定
	ロギング相関ルールの適用
	ロギング相関ルール セットの適用
	ロギング イベント バッファ設定の変更
	ロギング コリレータ バッファ設定の変更
	重大度および重大度範囲によるアラームの表示
	タイム スタンプ範囲に応じたアラームの表示
	メッセージ グループおよびメッセージ コードに応じたアラームの表示
	最初と最後の範囲に応じたアラームの表示
	ロケーションによるアラームの表示
	イベント レコード ID によるアラームの表示
	ロギング相関バッファのサイズ、メッセージ、ルールの表示
	アラーム イベント レコードのクリアおよびバイステート アラームのリセット
	SNMP 相関バッファ サイズの定義
	SNMP ルールセットの定義
	SNMP 相関ルールの設定
	SNMP 相関ルールの適用
	SNMP 相関ルールセットの適用
	非同期 Syslog 通信

	アラーム管理およびロギング相関の設定例
	表示されるイベント数を削減するためのアラーム フィルタリング用重大度の増加およびアラーム バッファ サイズと容量しきい値の変更：例
	ノード ステータス メッセージを永続的に抑制するための非ステートフル相関ルールの設定：例
	LINK UPDOWN アラームおよび SONET ALARM アラーム用ステートフル相関ルールの設定：例

	その他の関連資料

	Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理
	Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理の前提条件
	Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理について
	Event Management
	システム イベント検出
	ポリシーベースのイベント応答
	信頼性メトリック

	システム イベント処理

	Embedded Event Manager 管理ポリシー
	Embedded Event Manager スクリプトとスクリプティング インターフェイス（Tcl）
	スクリプト言語
	レギュラー Embedded Event Manager スクリプト
	Embedded Event Manager コールバック スクリプト
	Embedded Event Manager ポリシー Tcl コマンド拡張カテゴリ
	Embedded Event Manager 用のシスコ ファイル命名規則

	Embedded Event Manager の組み込みアクション
	アプリケーション固有の組み込みイベント管理
	イベント検出とリカバリ
	EEM イベントの検出および回復の一般的なフロー
	System Manager イベント ディテクタ
	タイマー サービス イベント ディテクタ
	syslog イベント ディテクタ
	None イベント ディテクタ
	Watchdog System Monitor イベント ディテクタ
	分散イベント ディテクタ

	Embedded Event Manager イベントのスケジューリングおよび通知
	信頼性統計情報
	ハードウェア カードの信頼性メトリック データ
	プロセス信頼性メトリック データ


	Embedded Event Manager ポリシーの設定および管理方法
	環境変数の設定
	環境変数

	Embedded Event Manager ポリシーの登録
	Embedded Event Manager ポリシー

	Tcl を使用した Embedded Event Manager ポリシーの記述方法
	EEM Tcl スクリプトの登録と定義
	登録済みの EEM ポリシーの表示
	EEM ポリシーの登録解除
	EEM ポリシー実行の一時停止
	EEM ポリシーの管理
	EEM を使用したソフトウェア モジュール方式プロセスの信頼性メトリック
	EEM サンプル ポリシー
	Tcl を使用した EEM ポリシーのプログラミング
	Tcl ポリシーの構造と要件
	EEM 開始ステータス
	EEM 終了ステータス
	EEM ポリシーと Cisco エラー番号
	_cerrno：32 ビット エラー戻り値
	XY のエラー クラス エンコーディング

	EEM ユーザ Tcl ライブラリ索引の作成
	EEM ユーザ Tcl パッケージ索引の作成


	イベント管理ポリシーの設定例
	環境変数の設定：例
	ユーザ定義 Embedded Event Manager ポリシーの登録：例
	使用可能なポリシーの表示：例
	Embedded Event Manager プロセスの表示：例

	Tcl を使用した Embedded Event Manager（EEM）ポリシー記述の設定例
	EEM イベント ディテクタのデモ：例
	EEM サンプル ポリシーの説明
	サンプル ポリシーのイベント マネージャ環境変数
	一部の EEM ポリシーの登録
	すべてのサンプル ポリシーの基本設定の詳細
	サンプル ポリシーの使用
	sl_intf_down.tcl サンプル ポリシーの実行
	tm_cli_cmd.tcl サンプル ポリシーの実行
	tm_crash_reporter.tcl サンプル ポリシーの実行
	tm_fsys_usage.tcl サンプル ポリシーの実行


	Tcl でポリシーをプログラミングするサンプル スクリプト例
	tm_cli_cmd.tcl サンプル ポリシー
	sl_intf_down.tcl サンプル ポリシー

	Tcl set コマンド操作のトレース：例

	その他の関連資料
	Embedded Event Manager ポリシー Tcl コマンド拡張リファレンス
	Embedded Event Manager イベント登録 Tcl コマンド拡張
	event_register_appl
	event_register_cli
	event_register_config
	event_register_counter
	event_register_hardware
	event_register_none
	event_register_oir
	event_register_process
	event_register_snmp
	event_register_snmp_notification
	event_register_stat
	event_register_syslog
	event_register_timer
	event_register_timer_subscriber
	event_register_track
	event_register_wdsysmon

	Embedded Event Manager イベント情報 Tcl コマンド拡張
	event_reqinfo
	event_reqinfo_multi

	Embedded Event Manager イベント パブリッシュ Tcl コマンド拡張
	event_publish appl

	Embedded Event Manager 複数イベント サポート Tcl コマンド拡張
	属性
	correlate
	Trigger

	Embedded Event Manager アクション Tcl コマンド拡張
	action_process
	action_program
	action_script
	action_setver_prior
	action_setnode
	action_syslog
	action_track_read

	Embedded Event Manager ユーティリティ Tcl コマンド拡張
	appl_read
	appl_reqinfo
	appl_setinfo
	counter_modify
	fts_get_stamp
	register_counter
	register_timer
	timer_arm
	timer_cancel
	unregister_counter

	Embedded Event Manager システム情報 Tcl コマンド拡張
	sys_reqinfo_cpu_all
	sys_reqinfo_crash_history
	sys_reqinfo_mem_all
	sys_reqinfo_proc
	sys_reqinfo_proc_all
	sys_reqinfo_proc_version
	sys_reqinfo_routername
	sys_reqinfo_syslog_freq
	sys_reqinfo_syslog_history
	sys_reqinfo_stat
	sys_reqinfo_snmp
	sys_reqinfo_snmp_trap
	sys_reqinfo_snmp_trapvar

	SMTP ライブラリのコマンド拡張
	smtp_send_email
	smtp_subst

	CLI ライブラリのコマンド拡張
	cli_close
	cli_exec
	cli_get_ttyname
	cli_open
	cli_read
	cli_read_drain
	cli_read_line
	cli_read_pattern
	cli_write

	Tcl コンテキスト ライブラリ コマンド拡張
	context_retrieve
	context_save



	IP サービス レベル契約の実装
	IP サービス レベル契約を実装する前提条件
	IP サービス レベル契約の実装の制限
	IP サービス レベル契約の実装に関する情報
	IP サービス レベル契約テクノロジーについて
	サービス レベル契約
	IP サービス レベル契約の利点
	IP サービス レベル契約によるネットワーク パフォーマンスの測定
	IP サービス レベル契約の動作タイプ
	IP SLA レスポンダおよび IP SLA 制御プロトコル
	IP SLA の応答時間の計算
	IP SLA の VRF サポート
	IP SLA 動作のスケジューリング
	IP SLA：予防的しきい値モニタリング
	IP SLA 反応コンフィギュレーション
	IP SLA しきい値モニタリングおよび通知

	MPLS LSP モニタリング
	MPLS LSP モニタリングのしくみ
	BGP ネクストホップ ネイバー探索
	IP SLA LSP ping 動作と LSP traceroute 動作
	MPLS LSP モニタリングの予防的しきい値モニタリング
	LSP ヘルス モニタの複数動作スケジューリング

	LSP パス ディスカバリ
	IP サービス レベル契約の実装方法
	UDP ジッター動作を使用した IP サービス レベルの設定
	宛先デバイスでの IP SLA レスポンダのイネーブル化
	送信元デバイスでの UDP ジッター動作の設定およびスケジューリング
	送信元デバイスで UDP ジッター動作を設定する前提条件
	送信元デバイスでの基本的な UDP ジッター動作の設定およびスケジューリング
	追加特性を指定した UDP ジッター動作の設定およびスケジューリング

	UDP エコー動作のための IP SLA の設定
	送信元デバイスでの UDP エコー動作の設定のための前提条件
	送信元デバイスでの UDP エコー動作の設定およびスケジューリング
	任意のパラメータを指定した、送信元デバイスでの UDP エコー動作の設定およびスケジューリング

	ICMP エコー動作の設定
	送信元デバイスでの基本の ICMP エコー動作の設定およびスケジューリング
	送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMP エコー動作の設定およびスケジューリング

	ICMP パスエコー動作の設定
	送信元デバイスでの基本の ICMP パスエコー動作の設定およびスケジューリング
	送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMP パスエコー動作の設定およびスケジューリング

	ICMP パスジッター動作の設定
	基本的な ICMP パスジッター動作の設定およびスケジューリング
	追加パラメータを指定した ICMP パスジッター動作の設定およびスケジューリング

	IP SLA MPLS LSP ping 動作およびトレース動作の設定
	MPLS LSP ping 動作の設定およびスケジューリング
	MPLS LSP トレース動作の設定およびスケジューリング

	IP SLA 反応としきい値のモニタリングの設定
	IP SLA 反応のモニタ対象の要素の設定
	接続の切断違反のトリガーの設定
	ジッター違反のトリガーの設定
	パケット損失違反のトリガーの設定
	ラウンドトリップ違反のトリガーの設定
	タイムアウト違反のトリガーの設定
	エラー検証違反のトリガーの設定

	IP SLA 反応のしきい値違反タイプの設定
	各違反のイベントの生成
	連続した違反のイベントの生成
	X / Y 違反のイベントの生成
	平均違反のイベントの生成

	反応イベントの指定

	送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリング インスタンスの設定
	MPLS LSP モニタリング ping インスタンスの設定
	MPLS LSP モニタリング トレース インスタンスの設定

	送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリング インスタンスの反応条件の設定
	送信元 PE ルータでの MPLS LSP モニタリング インスタンスのスケジュール設定
	LSP パス ディスカバリ
	トラッキング タイプの設定（rtr）

	IP サービス レベル契約を実装するための設定例
	IP サービス レベル契約の設定：例
	IP SLA 反応としきい値のモニタリングの設定：例
	IP SLA MPLS LSP モニタリングの設定：例
	LSP パス ディスカバリの設定：例

	その他の関連資料

	ロギング サービスの実装
	ロギング サービスを実装する前提条件
	ロギング サービスの実装に関する情報
	システム ロギング プロセス
	システム ロギング メッセージの形式
	重複メッセージの抑制
	メッセージの抑制の中断

	syslog メッセージの宛先
	コンソール以外の宛先に syslog メッセージを送信するためのガイドライン
	現在の端末セッションのロギング

	syslog サーバに送信された syslog メッセージ
	UNIX システム ロギング ファシリティ
	ホスト名プレフィックス ロギング
	syslog 送信元アドレス ロギング

	UNIX syslog デーモンの設定
	ローカル ストレージ デバイスでのロギング メッセージのアーカイブ
	アーカイブ属性の設定
	ストレージ ディレクトリのアーカイブ

	重大度
	ロギング ヒストリ表
	Syslog メッセージの重大度の定義
	syslog 重大度コマンドのデフォルト


	ロギング サービスの実装方法
	システム ロギング メッセージ宛先の設定
	リモート サーバへのロギングの設定
	ロギング ヒストリ表の設定
	コンソール端末およびロギング バッファへのロギングの修正
	タイムス タンプの形式の修正
	タイム スタンプのディセーブル化
	重複 syslog メッセージの抑制
	リンクステータス syslog メッセージのロギングのディセーブル化
	システム ロギング メッセージの表示
	ローカル ストレージ デバイスへのシステム ロギング メッセージのアーカイブ

	ロギング サービスを実装するための設定例
	コンソール端末およびロギング バッファへのロギングの設定：例
	syslog メッセージの宛先の設定：例
	ロギング ヒストリ表の設定：例
	タイム スタンプの修正：例
	ロギング アーカイブの設定：例

	次の作業
	その他の関連資料

	オンボード障害ロギング
	前提条件
	OBFL について
	データ収集タイプ
	ベースライン データ収集
	イベントによって生成されるデータ収集

	サポート対象のカードとプラットフォーム
	Syslog メッセージの重大度の定義

	OBFL の実装方法
	OBFL のイネーブル化またはディセーブル化
	メッセージの重大度の設定
	OBFL のモニタリングおよびメンテナンス
	OBFL データのクリア

	OBFL の設定例
	OBFL のイネーブル化とディセーブル化：例
	メッセージの重大度の設定：例
	OBFL メッセージのクリア：例
	OBFL データの表示：例

	次の作業
	その他の関連資料

	パフォーマンス管理の実装
	パフォーマンス管理を実装する前提条件
	Cisco IOS XR ソフトウェアのパフォーマンス管理の実装に関する情報
	PM 機能の概要
	PM 統計情報サーバ
	PM 統計情報収集機能
	PM の利点

	PM 統計情報収集の概要
	PM 統計情報収集テンプレート
	PM 統計情報収集テンプレートを作成するガイドライン
	PM 統計情報収集テンプレートをイネーブル化およびディセーブル化するガイドライン
	バイナリ ファイル形式
	エンティティのバイナリ ファイル ID 割り当て、サブエンティティ、統計情報カウンタ名
	バイナリ ファイルに適用されるファイルの命名規則

	PM エンティティ インスタンス モニタリングの概要
	PM しきい値モニタリングの概要
	PM しきい値モニタリング テンプレートを作成するガイドライン
	PM しきい値モニタリング テンプレートをイネーブル化およびディセーブル化するガイドライン


	パフォーマンス管理の実装方法
	PM 統計情報収集の外部 TFTP サーバの設定
	PM 統計情報収集テンプレートの作成
	PM 統計情報収集テンプレートのイネーブル化とディセーブル化
	PM エンティティ インスタンス モニタリングのイネーブル化
	PM しきい値モニタリング テンプレートの作成
	PM しきい値モニタリング テンプレートのイネーブル化とディセーブル化

	パフォーマンス管理を実装するための設定例
	PM 統計情報収集テンプレートの作成およびイネーブル化：例
	PM しきい値モニタリング テンプレートの作成およびイネーブル化：例

	その他の関連資料

	索引

